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    １　新しい物語はいつだって、最初の町から始まる


    



    



    　心ここ地ちよく澄んだ陽ひが差し込み、すべてが新しく感じる今日この日。


    　俺は自分の部屋の全身鏡の前で苦戦していた。


    「……違う、か？」


    　右手に黒いちぇすたーこーと、左手に同じく黒のだうんじゃけっとを持ちながら、どうしたものかと試行錯誤する。


    「無難にいけば日南ひなみ流のこれ。……しかし」


    　右手のちぇすたーこーとを体に合わせてみながら言う。このコートの下に白いニットを着て、ズボ……ボトムスには黒いすきにーを穿はく。そして赤い輪っかになったマフラー、じゃなくて赤いスヌードを首に巻いて赤い靴くつ下したを合わせれば、日南流のお手軽コーディネートの出来上がりだ。全体をモノクロでシンプルにまとめつつ、靴下とスヌードという離れた位置の小物の色をリンクさせることによってお洒しや落れやってまっせ感を演出、まるで生きつ粋すいのゲームオタクとは思えないほどのシュッとした雰ふん囲い気きを醸かもし出すことができるのだ。俺自身も何度か実践して、確かにその効果は実感している。


    　けれど。


    「さすがに……三回目はなあ」


    　そう。俺は日南に選んでもらったこのコーディネートを冬に私服で出かける際の最強の切り札として抱かかえ持っているが、現状この冬休みに私服で出かける機会があるたびに毎回、俺は満を持してその切り札を繰り出している。ハイドロポンプだとしたら残りのＰＰは既に２だ。


    「同じのばっかり着てると思われたら……」


    　脳裏をよぎるのは不吉な予感。冬休みになってから菊きく池ちさんとは二度顔を合わせたが、俺はその二度ともで惜しみなく最強の切り札を解き放った。二回目くらいまでならなんとかなっていたとしても、三回会って三回とも同じ服装だったとなると、さすがに菊池さんも思うところがあるだろう。


    　もしかすると、幻滅されてしまうかもしれない。


    　菊池さんがなにかに気を使うような視線で俺を射抜く光景が想起される。


    　俺の頭のなかの菊池さんは、遠慮気味な口調で──


    



    『友とも崎ざきくん……それ、洗濯してますか？』


    



    「うわぁぁっ!!」


    　自分の想像に心を焼かれ、俺は全身鏡の前から飛び退のく。いまのは想像だから精神がズタボロになるだけで済んだけど、もしも現実で菊きく池ちさんからそんなことを言われてしまったらその瞬間、俺はなにも考えられない花や草木になってしまうだろう。せっかく垢あか抜ぬけないオタクからまあまあ垢抜けてきたオタクになれたというのに、そこから一転して植物になってしまったのではこれまでの努力が水の泡だ。


    「……なら、こっちか？」


    　左手のだうんじゃけっとを体に合わせる。これは俺が日南ひなみのサポートなしに自分で買ったあったかい上着……じゃなくてアウターだ。


    　俺はマネキン買いをした服に何度も袖そでを通すことで、いままでの自分の服とはどう違うのかを理屈と体感から考えるようになった。最近では日南に教えてもらったファッション投稿アプリのお洒しや落れな人たちのコーディネートを眺めながら、その共通点を探したりもしている。


    　すると不思議なもので、これまでは『自分とは関係ない、なんかお洒落な人たち』というざっくりとした目線でしか見えていなかったものが徐々に見えるようになってきて──その結果、なんとなくの服装の好みみたいなものが、自分のなかに芽め生ばえてきていたのだ。


    　つまりこのだうんじゃけっとは、俺が初めて『これいいな』と思って買ったアウター。まあ正確に言えば、アプリで見た好きなコーディネートの一部をそのままパクったものだ。よく考えればちょっとしたマネキン買いのネット版みたいなものだな。


    　菊池さんにまだ一度も見せていないアウター。こっちならボトムスが同じでも全体の印象は変わるし、同じものばっかり着ているとは思われにくいはず。


    　そして俺はなんの気なしに、チェスターコートと合わせていた白ニットの上からそれを着てみた。すると。


    「……お？」


    　だぼっと横幅は大きめに作られているわりに短い裾すそから、白いニットが覗のぞく。ボトムスに黒いすきにーを穿はいているのでダウンを羽は織おると全身真っ黒になるかと思いきや、その白がうまいこと差し色のような役割になり、なんかそれっぽく見えたのだ。ダウンの裾が短いため、後ろから見たときにもニットの白が見えている。


    「おおお？」


    　俺はふと思い立ち、スヌードと合わせるために履いていた赤い靴くつ下したを脱ぎ、白い靴下を履いてみる。


    　そしてまた、鏡に写った自分を見た。


    「……おおおおお!?」


    　そこに写っていたのは黒いダウンジャケット、白いニット、黒いスキニー、白いソックスという感じで、白と黒でしましまな感じになっている自分の姿。なんかしましまとかじゃなくてそれ用の言葉とかを知ってればもっとお洒落な感じに言えるんだろうけど知らないから仕方ない、とにかく普段見ているアプリとかに出てきそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出していたのだ。


    「これは!!」


    　俺は声をあげながらくるりと回る。鏡に写るたぶんお洒しや落れである自分の姿にテンションが上がった。この感覚が気のせいでなければ、新たなコーディネートを見つけてしまったのかもしれない。


    　そして気付く。いままでマネキンどおり、もしくは日南ひなみの指定のコーディネートばかりしていた俺にとって──これは初めての『俺のオリジナルのコーディネート』ということになるのではないか。


    「おおおおおお!?」


    　変にテンションが上がってしまい、自分の作り上げたコーディネートに身を包みながら、いろいろな角度でポーズをとる。なんかアプリの人たちはただ直立してるだけじゃない感じで写ってたりするから、その真似まねだ。そしてなんだかサマになっているような気がして、さらにテンションが上がっていく。


    「これは、きたか!!」


    「お兄ちゃんうるさい!!」


    　突如ばぁんと開け放たれたドア。


    　その向こうで迷惑そうな顔をしている妹と、姿見の前でキザったらしいポーズをとっている俺が対面した。


    「……お兄ちゃん？」


    「あ……」


    　めちゃくちゃ訝いぶかしんだ、いやむしろ蔑さげすんだ表情で俺を見る妹。右足に体重をかけつつ右手で左肩を触るというポーズをしたまま、妹を見る俺。これはまずい。


    　だから俺はそのめちゃくちゃかっこつけたポーズから徐々に、出来ればなにもなかったことになりますようにと祈りながら、プレーンな直立へと移行していく。ゆっくり、ゆっくりと。


    　そして完全に直立の体勢になったところで一息つき、改めて口を開いた。


    「すまんな、うるさくして」


    「いや、見たから」


    「ですよね」


    　俺のしょうもない企たくらみを看破した妹は、冷たい言葉をバッサリと放つ。


    「……きも」


    　それだけ言うと妹はドアを閉じてしまう。


    「お、おい……！」


    　その制止は妹に届かず、俺は自分の部屋にぽつんと取り残される。一つ下の妹からズバリと放たれたその言葉は、たしかに俺の胸に届いた。


    「くっ」


    　俺は恥ずかしさに苛さいなまれながらも──しかしなんだろう、いままで妹にきもいと言われていたときとは少しだけ、心境が違っていることに気がついた。『いままで妹にきもいと言われていたとき』って悲しすぎるなと思いながらも、とにかく気がついていた。


    　たったいま。きもいと言われたのにもかかわらず、これまで感じていた言いようもない無力感と言えばいいのか、自分が下であると実感させられるような敗北感とでも言えばいいのか──そういったものが、薄かったのだ。


    　改めて俺は鏡を見る。


    「……ふむ」


    　そこに写っていたのは、やはり少し前までの俺では考えられない姿。


    　自分でセットした、まあまあ決まってる気がするヘアスタイル。


    　努力によって生まれた、こなれた感じで口角が上がっている表情。


    　さっき自分で見つけた、そこそこお洒しや落れっぽいコーディネート。


    　それらがこの人生を生きる友とも崎ざき文ふみ也やというキャラクターに、自分を底上げする自信のようなものを与えているように思えたのだ。


    　そしてなにより──これから自分が会いたい人と、行きたいところに行けるという事実。


    　それはまるで、nanashiがアタファミで一試合を落としたからといって、自分の実力がないとは思わないのと似たような感覚で。


    　積み上げてきた努力の成果が、外見にも内面にも表れている。


    　だったらそれが自分の人生としてのレートで、一度妹に恥ずかしいところを見られたからといって自分はダメな男なわけではない。


    　そんなことを思えるようになっていたのだった。


    　だから俺は自信をもってもう一度。


    　鏡の前でビシッと、ポーズを決めてみせた。ばぁんともう一度扉が開く。


    「またやってる……きも」


    　そして即扉が閉ざされ、俺は同じ恥を短期間で二度浴びることとなる。ちょっと待って話が変わってきた。二回目はきつい。アナフィラキシーショックみたいなもので、むしろこういうのは二度目のほうがダメージがでかい。ていうかそもそもなんだあいつ、ノックぐらいしろよ。俺はベッドに飛び込む。


    「わああああ──……っ!!」


    　さすがに短期的に二度目となると自信の貯金よりもダメージが上回ったので、俺は恥ずかしさを叫びで薄めながらも、枕まくらに顔をうずめるのだった。ダメだ。俺は恥ずかしい男だ。


    



    　　　＊＊＊


    



    　午前十時の少し前。大おお宮みや『まめの木』。


    　俺は自分オリジナルのコーディネートに身を包みながら──彼女の到着を待っていた。


    　普段なら学生や酔っぱらい、スカウトマンから派手な格好をした女性まで幅広い人種が行き交い、雑然とした空気を孕はらんでいる大宮駅。けどいまは誰だれもが静かに同じ気持ちを共有して歩いているように感じられるのは、今日が元日だからだろう。


    　昨日までに抱かかえていた荷物を一度下ろして、これから訪れる新しい景色や色めく思いを受け取る準備をする。区切りをつけて、形のないものを終わらせる。それはどこか儀式めいていて、きっと合理性なんてものはないんだろうけど、俺はこの一日の空気感が好きだった。


    　一つを丁てい寧ねいに終わらせる。これから手に入る大切なもののために、限りあるその腕を少しだけ空ける。それはまるで小さなメダルを見つけたけど持ち物がいっぱいだったときのＲＰＧのようで──なんか一気に趣おもむきがなくなった気がするけど、なんでもかんでもゲームに喩たとえてしまう癖くせは治らないので仕方がない。そんな自分に自分で苦笑していると、改札の向こうから待っていた人がやってきた。


    「友とも崎ざきくん」


    　東口の方面から歩いてきたのは、茶色いコートに身を包んだ菊きく池ちさんだ。うっすらと起毛した上品な質感の長いコートは菊池さんによく似合っていて、空のような色をしたふわふわのマフラーは、おそらく羊毛と天使の羽根の混合だろう。


    「おはよう、菊池さん」


    「はい。おはようございます」


    　これまでと変わらない挨あい拶さつを交わし合うと、菊池さんは俺の隣に並ぶ。足取りはとても自然で、俺はそのさりげない気安さが嬉うれしい。そこが居場所であることにもう、迷いを感じていないかのような。


    「いこっか」


    「うん。いきましょう」


    　そしてこれまでと大きく変わった近い距離感で並び、俺たちは歩き始めた。


    



    　文化祭。みんなで作り上げた演劇を機に俺と菊池さんは彼氏彼女として付き合いはじめた。


    　きっと一人ではあのときと大きく変わっていない二人だけど、その関係性は大きく変わった。お互いにとって初めての、恋人だ。


    　東口の階段を下りて、駅前の『こりすのトトちゃん』の銅像の前を横切る。銅像のそばを囲う手すりに寄りかかりながらカイロをお手玉のようにポンポンと投げている小さい男の子が、不思議そうにぼんやりとこちらを見た。俺にはもう見えなくなってしまった菊池さんの聖性が、子供のような真っ白な存在には純に映っているのだろう。視線に気がついたのか、菊池さんも同じように男の子のほうを見ると、にっこりと静かに微笑ほほえむ。男の子は嬉しそうに、こちらに手をぶんぶんと振った。


    「……かわいいですね」


    　包み込むような視線を男の子から俺へと移すと、菊きく池ちさんは楽しそうに言う。


    「だね」


    　むしろかわいいのは──なんて文句は頭のなかで考えるだけでも野暮なのでやめておくにせよ、元日からあまりにも尊い笑顔と暖かい感情。縁起のよさという観点だけで言えば、もうこれはほとんど初日の出であると言ってもいいだろう。文句なしにハッピーニューイヤーだ。


    　菊池さんは男の子へ上品に手を振り返すと、俺と一緒に駅前の通りを歩く。目的地の氷ひ川かわ神社までは北きた大おお宮みや駅から行ったほうが近いのだけど、大おお宮みや駅からのほうが道がシンプルでわかりやすいし、なによりこうして並んで歩くいつもと違う大宮の町並みはきっと楽しいだろうなという思いから、大宮駅を待ち合わせに選んだ。


    　正解だったな、と思う。


    　賑にぎやかなのに静かな空気。歓迎も拒絶もないゆっくりとした時間の流れはどこか、あのときの花火大会の記憶と似ていて。ただ二人で歩いているだけで、心が温かさで満たされていく感覚があった。


    「えっと……」


    「こっちだよ」


    　曲がり角で迷う様子を見せた菊池さんを先導して、俺は穏やかな歩調で進む。菊池さんは安心したように笑うと、身をまかせるようにまた隣へ並んだ。厚着した菊池さんから声とともに漏もれる息は、ぼんやりと白い。


    「これ、みんな初はつ詣もうでなのかな」


    「ふふ。だと思いますよ？」


    「あはは。だよね」


    　氷川神社が近づくにつれてふくらんでいく人ごみ。流れに押されるように俺と菊池さんの距離も自然と縮まるけど、もうそこに必要以上の焦あせりはない。ほんの少し火ほ照てってしまう頬ほおも、元日の冷たい風が冷ましてくれる。


    　ブロック舗装された長い道。美容院や古着屋が並ぶ一の宮通りを抜けると、横断歩道を渡る。左右に岩を見ながら、俺たちは鳥居をくぐった。ここからは木々を挟んだ三つの道が並行してひたすらに真っすぐと、おそらく数百メートル以上は続く、氷川神社の本殿に至る参道だ。住宅街を貫くように延びる太く長い三本の道はよくよく考えるとおかしな構造で、きっと大宮ならではの光景だろう。


    　神社に近づきさらに増えた人ごみのなかで、俺と菊池さんは肩と肩がぶつかる距離にまで近づく。そして不意に、その指と指が視界の外で密ひそかに触れた。


    　けど大丈夫。だってこれこそが俺と菊池さんにとって、自然な状態なのだから──なんてことがあるわけがなく。


    「……ぁ」


    「ああーっと！　ご、ごめん！　あははー！」


    　ほんの少しだけ漏もらされた菊きく池ちさんの驚きに過剰反応して、俺はぱっと手を引いてしまう。なんだろ、文化祭の最中はがっつりと手を握ったりしたのに、こう日常に戻ってみるとだめだね。


    



    　　　＊＊＊


    



    　木々に囲まれた参道を進み、もう一つの鳥居をくぐると、石畳と砂利が敷き詰められた空間が広がった。


    　氷ひ川かわ神社。毎年二百万人以上は初はつ詣もうでに来ると言われている、埼玉でも最大級の神社だ。


    　首都圏には『氷川神社』と名のつく神社が数多あまたあるが、ここ大おお宮みやの氷川神社がその総本社。つまり神道的に言えば、日本の首都はやはり大宮なのだろう。


    　ぐるりと木々に囲まれた広い空間。がらんと平らな地面の灰色を埋めるように、たくさんの靴くつが賑にぎやかに並ぶ。牛歩で進む人ごみの足取りは、退屈と非日常を行き来して落ち着かない。


    「わあ……」


    　珍しいものを見るように、菊池さんはそれらをぐるりと眺める。


    「あんまりこういうとこ、来ない？」


    　すると菊池さんはううん、と首を横に振った。


    「いつもは家族に連れてこられる感じだから……」


    「ん？」


    　俺が意味をつかみ損ねると、菊池さんは視線を俺に向けて、落ち着いた笑みを見せた。


    「来た理由が違うと、なんだか景色も違って見えるな、って」


    「あー……」


    　取りようによっては少し照れ臭くもあるその言葉は、けれど理解できる部分もあった。


    「たしかに、俺もそうかも。なんかいつも来てるときより、『俺がこの景色を見てる』って感じ、する」


    　ふわっとした感覚を伝えると、菊池さんは子供っぽく目を輝かせた。


    「わかります！」


    　言いながらうんうんと頷うなずいて、俺はそんな菊池さんの様子に嬉うれしくなってしまう。


    「誰だれかに連れられてるんじゃなくて、自分が行きたい場所に来てる、って感じだよね」


    「そうですそうです！」


    　無邪気に笑うと、菊池さんはさらに声を弾ませた。そして、


    「行く人も行く場所も、自分で選んだんですもんね」


    　なんてことをさらりと言う。


    「あー……う、うん。そ、そうそう」


    　思わぬ言葉に目を逸そらしてしまうと、菊きく池ちさんはきょとんと首を傾けた。


    「どうしました？」


    「え。えーと、ほら」


    「うん？」


    　なんというかこう、付き合いはじめてからの菊池さんは思ったことをそのまま言葉にしてくる傾向があって、まあそれは俺にとって基本的には居い心ごこ地ちがいいことなんだけど、たまにこうやって裏に含まれている意味を把握しないまま剥むき出しの本音を放り込んできたりするから困る。


    「行く人も、って……」


    「ん？　……あ」


    　遅れて意味を理解したのか、菊池さんの頬ほおという名の果実はみるみる赤く熟うれていき、その輝きはもちろんすぐ近くにいる俺にも伝でん播ぱする。そんな言葉、俺にはあまりにも殺傷力が高い。


    「う、うん……そういうこと」


    「あ、えっと、そうですね……」


    　そんなふうに、近づきながらもくすぐったい俺と菊池さんの距離感は、心地よくも寄せては返す。


    「あ、ほ、ほら！　並ぶよ！」


    「は、はい！」


    　けどきっと、そんな距離感も含めて、俺はこの時間が好きなのだ。


    



    　　　＊＊＊


    



    「次だね」


    「うん」


    　すぐ目の前まで迫った社やしろを前に、俺と菊池さんはそわそわしながら言い合う。


    　俺たちの一つ前にいるカップルは綱を揺らして鈴を鳴らすと手を合わせてしばらく沈黙、やがて少し照れたように顔を見合わせて、すっと右側へと歩いていく。なに願ったのー、なんてことを言い合いながら、楽しそうにじゃれている。


    　少し前までの俺だったら嫌悪なのか嫉しつ妬となのか自分でもわからない感情で眺めていたであろう光景だったけど、いまの俺はそうはならなかった。


    　それは隣に菊池さんがいるから、というのももちろんあるんだろうけど──それよりもきっと、そもそも男女が付き合うということやリア充というもの自体への見方の変化なんだと思う。


    　むしろ微笑ほほえましいとまで思っているんだから、人ってのは変わるもんだね。


    「さーて！」


    　菊きく池ちさんと一緒にいる時間を盛り上げるため、もしくは一人ちょっと感傷的になっていたテンションを切り替えるため、俺はおどけた声をあげて一歩前に踏み出す。そんな様子を菊池さんは微笑みながら見ている。


    　菊池さんも一歩前に踏み出すと、二人で垂れている綱をつかみ、げらんげらんと鈴を鳴らす。人が鳴らしているときとは少し違って聞こえるその音色は、木々から覗のぞく丸い青空に溶けて消えた。


    　綱から手を放す。手を合わせる、目をつむる。


    　けど、なにを願うか、か。


    　来るたびに思うけど、正直俺はこういう、神頼みのようなものが苦手だ。


    　なにしろ俺はこれまでアタファミを中心として、自分がやりたいと思ったことはすべて、自分の努力で実現させてきた人間だ。日南ひなみと出会う前の『人生』を含め、どうでもいいと思ったことは自分のなかの確信とともにひたすら無視しつづけ、逆に自分が決めたことはやり切る。そういうタイプだった。


    　やりたいことの実現において人事を尽くす以上の近道があるとは思っていないし、やりたくないことに無理して向き合う必要はない。『人生』をプレイしてその楽しさの一部や、他者との深い関わりを知ったいまでも、ベースの考え方は変わっていなかった。


    　自分は自分。人に頼るということも含めて自分の選択と考えたとき、自己実現に『努力』以上の解答はない。


    　だったら願うことは──まあ、いつもどおりあれしかないよな。


    　拝み、願い、目を開ける。目の前に広がる荘厳な社やしろから左に視線を向けると、手を合わせ、目をつむったまま口を結ぶ菊池さんの横顔が目に入った。すっと通った鼻筋と顎あごのラインは人形のようにきれいで、白く滑らかな肌のテクスチャは、新雪を思わせる。


    「……」


    　じっと、その横顔を見つめてしまった。


    　吸い込まれそうなほどに静かな佇たたずまい。なにもしゃべっていないのだから静かなのは当然なんだけど、まるでその周辺だけ空気の流れも時間すら、止まっているような。冷たく降る陽ひの光が斜めに差し込み、長いまつ毛一本一本の黒を強調した。


    　長く閉ざされたままの瞳ひとみ。なにを熱心に願っているのだろう。その表情はとても真剣で、同時にとても綺き麗れいだ。


    　不意に目が開かれる。俺ははっとして思わず視線を逸そらすが、やがて改めて菊池さんのほうに視線を向けた。すると菊池さんもこちらを見ていて、目が合った俺たちはなんだかちょっと照れて笑いあう。そして言葉もなくうなずき合った。


    「えーと、いこっか」


    「は、はい」


    　理由の説明しづらい妙な照れを抱かかえながら、俺たちはすっと社の前から立ち去る。そのくすぐったい空気感は、きっと俺の欲しかったものだ。


    「菊きく池ちさん、結構長く祈ってたよね」


    「ふふ。そうですね」


    　そのまま並んで、氷ひ川かわ神社の境内を歩きはじめた。


    　左右には熊手やお守り、ちょっとしたお土産などを売る屋台が並び、その真ん中を走る道を人が埋め尽くしている。俺たちは歩きながら、のんびりと会話をする。


    「友とも崎ざきくんは、私より早かったですよね。なにを願ったんですか？」


    「んー……菊池さんは？」


    　俺は答えづらい質問を流しながら、さらっと話題を変えて逆に問いかけた。特訓で得たコミュ力を悪用してる気分だね。


    「えっと……」少しだけ気まずそうに目を逸そらすと。「ひみつです」


    　言いながら、なぜか菊池さんは赤面した。


    「なにそれ？」


    「ふふ。だから、ひみつです」


    「気になるなあ」


    　互いになんでもないことを聞き合う優しい空気。


    　それはなんだか、さっき一つ前にいたカップルの様子にも似ていて──そっか、俺は菊池さんと付き合ってるんだもんな、なんてことを改めて思わされていたのだった。


    



    　　　＊＊＊


    



    　そんな感じで優しい空気が続いている俺と菊池さんだったけど、そろそろ俺は思い出していた。いまだ絶賛実施中である日南ひなみさんプロデュースの人生攻略に、こんな和なごやかな時間だけが続くなんてこと、あるはずもないということに。


    　そう。つまりは課題だ。


    　俺は菊池さんの隣に並びながらもいまから数日前。


    　日南に言われていたことを思い出していた。


    



    



    　十二月の終盤。北きた与よ野ののイタリアン。俺は日南と二人で向かい合って座っていた。


    　ここは俺が紺こん野のエリカたちに啖たん呵かを切った事件のあとにも二人で来た場所で、日南ひなみはここのサラダのことをえらく気に入っている。たしかにここのサラダはうまい。


    「さて。それじゃあ、冬休みの宿題についてだけど……」


    「ちょっと軽そうな言い方しても騙だまされないからな。なにが宿題だ」


    　俺が抜け目なく言うと、日南は軽くふっと息を漏もらす。こいつと出会って人生攻略を始めてから、出される課題が軽かったことなんて一度もないからな。常に俺ができるかできないかというギリギリのラインを的確に攻めてきて、まあそのおかげで俺もレベルアップさせてもらってきたわけだけど、それは決して冬休みの宿題なんてフランクなものではない。


    「あら。そこまで言うならやっぱり、本来どおりの重さにしておく？」


    「え？」


    「迷いどころね」


    　意味深なことの片へん鱗りんだけを言って笑う日南。俺はその態度がむかつくため無視してやろうとも思ったが、言葉の真意が気になるのでついつい聞いてしまう。


    「……なんだよ、本来どおりって」


    「あら？　気になる？」


    「べ、別に」


    　俺が強がってみせると、日南はそう、とだけ短く言い、にっと笑った。そしてフォークを手に取り上品な動作で器用に野菜をいくつか突き刺すと、楽しそうにそれを口に運ぶ。確実にわざとスルーしている。こうはぐらかされると余計気になってくるんだよな。


    「うん。やっぱりおいしいわね、これ」


    「……そうか」


    　日南は少女のような笑みをこぼし、優雅に紅茶を飲む。食を楽しむその姿にはいつもの魔王日南とは違う純粋さがあって、会話の途中ながら、俺はつい見み惚ほれてしまう。


    「使っている野菜が新鮮っていうのももちろんあるでしょうけど、やっぱり真髄はその組み合わせとドレッシングよね」


    「お、おう」


    「あなたはあんまり進んでないみたいね。いらないなら食べてあげるけど？　ほら」


    　日南は言いながらフォークをこちらのサラダに近づけてくる。


    「いや……食うよ」


    　意味深な言葉と、食事を楽しんでいる日南の妙な魅力という二重攻撃でいまいち頭が回っていないが、俺はとりあえず自分のサラダを死守する。それはそれとしてすごい美お味いしいからなこれ。


    「……で、さっき言いかけてたのは？」


    「気になる？」


    　にんまりと笑いながら聞いてくる。なんだこの性格の悪さは。


    「別に……」


    「そう」


    　俺は素直になれない男の子なので反射的にまた強がってしまい、日南ひなみもサラダをもぐもぐしながらそっぽを向く。こ、こいつは。


    「……本来どおりがどうのって言ってただろ。ってことは今回は軽い課題なのか？」


    「やっぱり気になってるのね」


    「ぐ……」


    　俺がぐの音しか言えなくなっていると、日南は満足げに頷うなずく。そろそろ勘弁してくれませんかね。


    「ま、年末年始くらいゆっくりしていいわよ、って話」


    「え」


    　それは思ってもみない言葉。異常なまでの効率主義、無駄なことを一切許さない日南にとって年末年始なんてただの平日、むしろそんなの人間が勝手に特別だと決めた風習に過ぎないでしょう？　とすら言いそうな雰ふん囲い気きだっただけに、意外な提案だった。


    「いいのか？」


    　日南は優しく笑い、頷く。


    「まあ、まったくなしってわけにはいかないでしょうけど。少しくらい休息の期間があってもいいってことよ」


    「そ、そうか？」


    「ええ」日南は優しい笑みを浮かべる。「──余裕を持って、中くらいの目標を達成できたわけだし、ね」


    　その言葉は俺のがんばりをねぎらうような響きを持っていて。


    「そう、だな」


    　俺はまんまとまた、嬉うれしい気持ちにさせられていた。


    　与えられていた中くらいの目標、『三年に進級するまでに彼女を作る』。


    　こいつと出会った六月の段階ではどう考えても無理だろうと思っていた難題だったけど、俺は二学期末の文化祭で菊きく池ちさんと思いを通わせ、付き合うことになった。つまり三か月以上の余裕を持って、中くらいの目標を達成したということになる。


    　人生攻略開始から半年ちょっとをもってして、人生を『攻略』する上で大きな分岐点となるであろう、生涯で初めてとなる彼女を作ることができたのだ。


    　そこには単純に好きな人と付き合うことができたという喜びと同時に、この人生において、自分がしたいと思った心からの目標を達成することができたという原始的な昂揚があって。


    　きっとどの〝ゲーム〟でも、そういう瞬間こそが一番楽しいのだと思う。


    「彼女……できたんだもんな」


    　俺が感慨を込めて言うと、日南ひなみはさらりとそうね、と頷うなずく。やがて俺に視線を向けてじっと見ると、怪け訝げんな表情をした。


    「なににやけてるのよ、気持ち悪い」


    「う、うるせえ、仕方ないだろ！」


    　正直言いながらちょっと鼻の穴が膨ふくらんだ自覚はあったので言われても仕方ないとは思いつつ、それを気持ち悪いと称する部分は日南の悪意なのでちょっと反抗もしておく。


    「それで！　じゃあ冬休みは軽い課題だけでいいんだな!?」


    　話を逸そらす意味も込めて、もう一度課題についての確認をする。日南はそんな俺をふっと一笑に付しながら、サラダを食べ終えた。すごく残念そうな顔で皿を見ている。


    「そうね。まあそもそもあなたが自分で選ぶと言って選んだ相手だし、特になにも課題を与えなくても自分で進展させようとするでしょ？」


    「……進展」


    　俺がその言葉を繰り返すと、日南はその内容を展開するようにあっさりと。


    「ええ。手をつないだりキスしたり」


    「手をつないだりキスしたり!?」


    「うるさい」


    「だ、だって……て、手をつないだりキスしたり!?」


    「何度も言わない」


    　日南は俺の竹たけ井いくらいアホ丸出しな口調でのオウム返しに表情を歪ゆがめると、空気を変えるようにすっと視線を落として間を作り、再び俺に目を合わせた。


    「けど、ま。その部分はそんなに重要じゃないのよ」


    「……そ、そうなのか？」


    　聞き返すと、日南は人差し指をすっと一本立ててみせて、俺を指す。


    「あなたの大きな目標はなんだった？」


    「えーと」俺は少しだけ考えて。「お前と同じくらいのリア充になること、だよな」


    　答えながら俺は、この流れだとこいつおにただって言いそうだな、と思った。日南は俺を指差す。


    「おにただ」


    「やっぱり」


    「やっぱり？」


    　つい漏もらしてしまった声に日南はきょとんとする。俺はしまった、と反省しながらも「なんでもない」と話を逸らした。


    「ふうん。なら話の腰を折らないでもらえる？」


    「お、おう。そうだなすまん」


    　なんかこう、日南ひなみの言動を予感してそれを当てたっていうのに、なぜか会話の主導権自体は日南に握られている。すごくふしぎ。


    　首を捻ひねる俺を置いて、日南はこともなげに話を進めていく。


    「私と同じくらいってことは、少なくとも学校規模のリア充ってことでしょ。ならあなたが菊きく池ちさんと手をつなごうがキスしようがその先までしようが、それは基本的に二人だけの世界。学校っていう世界でリア充になることと、そこまで大きな相関はないの」


    「あー……なるほど」


    　さらりとその先とか言ってるのが少し気になるけど、言われてみればそうか。進展したことで多少周りからの見る目が変わるとかそういうのはあったとしても、じゃあ菊池さんとの仲を進展させれば学校でもリア充になれるか、と言われると決してそんなことはない。こっそり話した身内の男友達にやるじゃん、とか小突かれるくらいな気がする。


    「もちろん彼氏彼女、恋人同士の世界さえ幸せであればリア充だ、っていう考え方もあって、それを否定するわけではないけれど、今回は〝私と同じくらい〟っていうのが目標となっているからね」


    「たしかにお前……色恋どうのこうのでリア充やってるわけじゃないもんな」


    　思えばこいつは少なくとも二年になってからは具体的に彼氏ができただのそんな話がほとんどないのにもかかわらず、その校内での立ち回りや人望、単純なルックスやトークのスキルなどによって、誰だれもが認める最強のリア充としての地位を盤石なものとしている。開かれたタイプのリア充とでも言えばいいだろうか。


    「あなたに目指してもらうのもその位置。だから恋人同士という居い心ごこ地ちのいい世界を見つけたとしても、そこに定住しないで新天地へ進み続ける必要があるの」


    「なるほど。言いたいことはわかった」


    　俺が素直に言うと、日南は「ならよし」と不敵に笑う。


    「こういうふうに進むべき方向がわかりにくくなったときにこそ、大きな目標が指針になる。最初に定めておいた意味がわかってきたでしょ？」


    「……たしかにな」


    　一見ゴールにも見える『彼女を作る』という目標の達成。リア充を目指す、だから彼女を作った、じゃあ次は？　そう考えたとき、なにも指針がなければすべきことがわからなくなってしまうだろう。


    　けれどこういうふうに全体のスローガンとしての目標があるだけで、考えるべきことがすっきりする。普通のゲームは目的や勝ち負けの基準がはっきりしてるものが多いから迷うことは少ないが、人生は自由度の高すぎるゲームだからな。


    「ということでまず、次の〝中くらいの目標〟を発表するわね」


    「そ、それは重要そうだな……」


    　彼女を作る、という目標に代わる次の目標。一つの大きな人生の分岐を達成し、その次に向かう目的地だ。人生攻略第二部といったところだろうか。


    「そうね。少し難易度は高いけど、まあ、できれば夏までには達成してほしいわね」


    　言いながら、日南ひなみは小さなメモ帳を閉じたままテーブルの上に置く。


    　そして日南はゆっくりとした口調で、それを発表した。


    



    「次の中くらいの目標は──『四人以上のグループで中心人物になること』よ」


    



    「……中心人物」


    　それはわかるようなわからないような言葉。言われただけではどんなことをすればいいのか、どのくらいの難易度なのか、いまいち見当がつかない。


    「えーと。つまり、どういうことだ？」


    「簡単に言うとね」


    　日南はメモ帳を開き、シンプルな黒のボールペンを取り出した。サラダの空き皿が運ばれていったテーブルの上には、俺のアイスティーと日南のレモンティーだけが載っている。


    「例えばうちのクラス。いくつもグループがあるでしょ？」


    「そうだな」


    　俺が答えると、日南はボールペンでメモ帳のページをとんとん、と叩たたく。


    「どんなグループがあるかわかる？」


    「どんなって……中なか村むらグループとか、あとお前のグループだろ。あと紺こん野ののギャルグループとかだろうけど……」


    「そうね」


    　そして日南は俺の列挙したグループをメモ帳の白紙のページに書きこんだ。


    「で、中心人物っていうのもそういうこと」


    「はい？」


    　そういうこと、ってどういうことですかね。


    「わからない？」


    　得意げに言うと日南は、俺の言ったグループ名それぞれを、黒い円で囲った。


    　中村グループ。日南グループ。紺野グループ。


    「ああ……」


    　中心人物ってなんだよって思ったけど、言われてみればそういうことか。


    「中村、お前、紺野……みたいに、自分のグループを作れ、ってことだよな」


    　そこでまた、予感が走る。言いそうな気がする。


    「おにただ」


    「やっぱり」


    「だからなによやっぱりって」


    　俺はだんだんこいつのおにただポイントを感覚的に理解しつつあるな。


    「いや、なんでもない」


    　ふっと得意げに言いながら俺は気を取り直して、メモ帳に並ぶ文字をもう一度見つめた。日南ひなみは不満げにこちらを見ている。


    　中なか村むらグループ。日南グループ。紺こん野のグループ。


    　ってことは。


    「……『友とも崎ざきグループ』を作れ、ってことだよな？」


    　言いながら、また予感。


    「ぉ……そうよ」


    「あれ？」


    　またおにただが来るタイミングかと思ったんだけど来なかったぞ。なにか一瞬言いかけてた気もしたけど一瞬すぎて聞き取れなかった。


    　日南は勝ち誇ったような表情で俺を見ている。


    「おかしいな……」


    「なにが？」


    「い、いや……なんでもない」


    「なんでもないならいちいち話の腰を折るのはやめてもらっていい？　さっきから」


    　そして責めるようにため息をついた。


    「お、おう、すまん」


    　たしかに今日は勝手に変なリアクションして日南を遮さえぎってばっかりいるな。反省しないと。


    　日南は気を取り直したように視線を強めると、改めて口を開く。


    「クラスでもいいし、なにか新しい共同体ででもいい。どこかしらで、自信をもって『友崎グループ』と呼べるような集まりを作ること。それが今後目指していくあなたの目標よ」


    　聞いてみるとシンプルであると同時に、目指すべき最終地点がわかりやすい目標。けれど現状の俺の力だけでは難易度が高く、なにをすればいいのかわからないような抽象度は残っている。まさに『中くらいの目標』って感じだ。


    　そして、俺はそこで一つ気付く。


    「あ、たしかにそうか」


    「……なにがよ？」


    　日南は震ふるえたスマホの通知画面を確認しながら言う。


    「たしかにそれって、菊きく池ちさんとなにするかって、あんまり関係ないよな、って」


    　言うと、日南ひなみは視線と眉まゆ毛げをくいっと上げながら、同じようにくくっと口角を上げた。


    「わかったみたいね。ま、リア充のかたちは恋愛だけじゃないってことよ」


    「そうか……」


    　そして俺は、これまでの課題のことを思い返す。


    「思えば最初のほうから、わざわざ男友達とも仲良くなる目標も立ててたくらいだもんな」


    　最初のころからこいつの課題はそんな感じだったよな。ここまで具体的な次の『中くらいの目標』まで考えていたかどうかまではわからないけれど、リア充として目指すべき方向性はあの段階でもう決めていたのだろう。


    「そうね。そして現状、恋愛方面の条件はある程度達成できた。だから今後はもっと広い人とのつながりのなかで中心人物になるための行動や、そのスキルを手に入れるための課題がメインになっていく予定よ」


    「なるほど、わかった」


    「それじゃあ、次は小さい目標ね。新たな目標に向けて記念すべき最初の課題は……」


    　俺はごくり、と唾つばを飲みその言葉の続きを待つ。


    



    「──三回目のデートまでに風ふう香かちゃんと手をつなぐこと、よ」


    



    「おい、恋愛はほっといてくれるんじゃなかったのかよ」


    　戸と惑まどいながら突っ込むと、俺をからかうように嗜し虐ぎやく的に笑う日南がそこにいたのだった。
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    　ということで壮大な前フリとともに放たれた、めちゃくちゃ恋愛一直線な課題が俺には課せられている。聞いたところによると別に前フリとして驚かせるために嘘うそを並べていたというわけではなく、冬休みは学校がなくてできることが少ないため、仕方なくこの課題になったのだそうだ。決して緊張を誘う課題で俺を困らせて遊んでいるわけではないと言っていたので、そこは半分くらい信じたいと思っている。


    　ちなみに既に、菊きく池ちさんから結末を変えた小説を読ませてもらったときに一回、そのあとにもう一度だけ二人で会っているため、本日が手をつなぐ期限である三回目となる。こういうのを課題でやるのはどうなんだみたいなこともちょっと思ったけど、じゃあ俺は菊池さんと手をつなぎたいと思っていないのかと言われたら考える必要もなく完全につなぎたいので、つながせていただきたいので、素直にがんばることにした。


    　俺は人の流れに沿って歩きながら、ちらちらと菊池さんの様子を窺うかがう。危ないよ、はぐれないようにね、みたいな感じでさらっとつなげたらいいんだろうけど、もちろん俺にそんなスキルはない。なんなら今日一回手と手が触れて「あっ」みたいな流れが一度あったから、むしろやりにくくなってすらいる。負けないぞ。


    　菊きく池ちさんはそんな俺の緊張をよそに、静かに微笑ほほえみながら賑にぎやかな屋台を眺めている。


    　と、そのとき。


    「あれー？　友とも崎ざき!?」


    　斜め右から俺を呼ぶ明るい女の子の声。ものすごい聞き覚えがある……というか、たぶんこれって。


    　ぱっと振り向くと、そこには二人の男女の姿があった。


    　俺は二人と順番に、正面からばっちり目が合う。


    「お、おう」


    　俺がどう対応すべきか迷いながら声を漏もらすと、いつもどおり不機嫌そうな強い視線が俺を襲おそう。


    「……フーミンじゃん。なにやってんの」


    「なにって……初はつ詣もうで」


    「それは見りゃわかるわ」


    「奇遇だねー！　友崎も来てたんだ！」


    　そう。そこにいたのは泉いずみ・中なか村むらカップル。泉は白い毛っぽいもこもことしたコートに、なめらかな生き地じ感のボリュームのあるマフラーを合わせていて、なにやらゴージャスな雰ふん囲い気きだ。かなり寒いのにもかかわらずめちゃくちゃ足を出していて、さすがにストッキング的なものは履いてるんだとは思うけど、目のやり場に困る。


    　隣の中村はTHE NORTH FACEと書かれた迷彩柄のダウンジャケットに、黒くて膝ひざのところに大きい穴の開いたパンツを合わせている。パワーにパワーを掛け合わせてスーパーパワー、みたいなコディネートで、俺が着たら小学生になってしまいそうなそれをイケイケに着こなす中村は、やはり顔が怖いのだ。しかし二人してイケイケな見た目をしているからこうして並ぶと華がある、というか強さがあるね。


    　まあこの地域で最大の神社なわけだし同級生とエンカウントするのはあってもおかしくないと思っていたけど、よりによってこの二人と会いますか。菊池さんは俺の後ろから顔を出しながら二人を交互に見ている。


    「こ、こんにちは」


    　そして意を決したのか、なんと菊池さんのほうから二人へ挨あい拶さつをした。うん、これはかなりえらい。花丸あげたい。


    「風ふう香かちゃんこんにちはー！」


    「どーも」


    　泉・中村カップルが挨拶を返すと、菊池さんは嬉うれしそうにちょっとだけ口角を上げた。泉も応じてにっこりと笑う。優しい世界。


    「ここ付き合いはじめたってホントだったんだね!!」


    　泉いずみがめちゃくちゃ楽しそうに、目を輝かせながら言う。その表情はきゃいきゃいと子供のように華やいでいて、ほんとに泉は恋愛周りの話が好きだな。ちらりと見ると、菊きく池ちさんは照れたように俺を見ていた。頭からはぼのぼのみたいな汗がぴゅーと出ている。


    　なんと答えるべきか迷ったけど、別にここは弱気になる必要なんて一つもないよな、ということで。


    「おう。付き合いはじめたぞ」


    「えーやっぱりー！　いいなー！　いいなあー！」


    　堂々と言うと、なんかよくわからない羨せん望ぼうを受けた。いいなーってなんだよそれ。もう雰ふん囲い気きで喋しやべってないかこの子。


    「なんだよいいなあって」俺は苦笑しながら言う。「泉だって付き合ってんじゃん、中なか村むらと」


    「えーそうだけどー！」


    「だけど？」


    「私らはもうなんかそういう感じ薄まってきたっていうか、慣れちゃったっていうか、ねえ？」


    　言いながら中村に振り向くと、中村もまあな、とか言って頷うなずく。


    「なんだよそれ」


    　俺はまた苦笑する。この二人付き合ってからそこまで時間経たってないはずなのに、なんだその老夫婦感は。恋愛ってそういうもんなのか。もしくはそういう感じのことを言いたい年とし頃ごろなのか。


    　そこで泉が思い出したように言う。


    「てかさ！　もうおみくじ引いた!?」


    「え、引いてないけど」


    「お！　じゃあ一緒に引きにいこーよ！　私らいま行くとこだったんだよね」


    　思わぬ誘い。いわゆるＷデートってやつになるんだろうか。俺は別にいいんだけど、菊池さんはどう思うだろう、と思い視線を向けると、菊池さんもこちらを窺うかがっているようだった。俺たちは視線を合わせて、剣の達人のように互いの出方を窺う。すっすっすっ。なんだこの時間。


    「えー、フーミンと行ったら運気下がらねえ？」


    　不意に中村が俺をいじる。ふむ、こういう別にいじらなくてもいいタイミングでいじりを入れてくるのが中村なんだよな。ここはちゃんと突っ込んどかないと。菊池さんの前でいじられっぱなしでいるわけにはいかないしな。


    「下がんないわ。むしろ上がる」


    　なんかただ反対のことを言っただけになってしまったけど、まあなんも言わないよりはましだと思う。こういうときの返しもあらかじめ考えといたほうがいいのかもしれないね。


    「はは、ほんとかよ」


    　中なか村むらは相あい槌づちを打つように軽く笑い、俺の返しをさらっとあしらう。


    「ほんとほんと。それじゃあどっちが運いいか対決だな」


    「おっ、上等じゃん」


    　無駄に対決を持ちかけたところ、負けず嫌いの中村は軽率に乗ってきた。すごく簡単だ。下へ手たすると中村のいじり対策は全部これでいける可能性がある。中村は俺の首のあたりに腕を回し、おみくじが売られている方向へ巻き込んで歩きはじめた。


    「あははー。男子って子供だなあ。ねえ？」


    「ふふ、そうですね」


    　そして泉いずみと菊きく池ちさんが並んで穏やかに会話している。うん。友達が増えるのはいいことだね。
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    「はい、俺の勝ち。雑ざ魚こじゃんお前」


    「いーや、どう考えても俺の勝ちだね」


    　中村と俺が子供のように言い合う。


    　こうしておみくじを引いたのにもかかわらず、お互いが勝ちを主張しあってる理由は簡単。


    　二人でおみくじを引いた結果──中村が『平へい吉きち』で、俺が『吉きつ平ぺい』だったのだ。なんだよこれ。おみくじの結果ってたまにこういうよくわかんないの出るよね。


    「もーどっちでもいいじゃん。ねえ？」


    「ふふ。ほんとですね」


    　そんな様子を泉と菊池さんが見て呆あきれて笑う。ここ二人はすごくいい感じだ。泉もところどころ精神年齢が高いところあるし、この二人ってそんなに相性悪くないような気がする。けど負けられない戦いがそこにはある。子供二人と保護者二人みたいになってきたな。


    　俺はおみくじを中村に突きつけながら言う。


    「吉って字が最初に書いてあるし絶対俺のほうが上だね」


    「はあ？　つーかなんだよキッペイって。聞いたことないしその時点で俺の勝ち」


    「ヘイキチも聞いたことありそうでないからな」


    「ああん？」


    「ひっ……」


    　最後の中村の恫どう喝かつには完全に怯おびえてしまったが、それ以外はそこそこ渡り合えている。どうだすごいだろう。


    「あーもー!!　ひきわけー！　ひきわけ──!!」


    　そして感情で勝敗を決めてくれる最強の泉いずみ審判によって、勝負は次に持ち越しになった。


    「ちっ。フーミンと引き分けかよ」


    「こっちこそ、次の戦いでは文句なく勝つからな」


    「ああん？」


    「ひっ……」


    「ま、またやるんですね……？」


    　そんなふうに争いを経ながらも、俺たち四人は奥へ向かった。


    



    　氷ひ川かわ神社境内の中ほど。


    　なにやら神聖らしい水が湧わいている石造りの大きな箱のある、ひらけた屋根の下。俺たちは並んでその水を汲くみ、四人で順番に飲んでいる。自然の冷気に冷やされた水は、いつも飲む冷蔵庫から出すミネラルウォーターよりも、心なしか冷たく感じた。


    　しかし普段はなにもかもに反発している中なか村むらもこういうときはおとなしく日本の習わしを粛しゆく々しゆくとこなしていて、ちょっと微笑ほほえましい気持ちになるな。泉はこういうところで母性本能とかがくすぐられているのだろうか。


    「つめた。しみる」


    「歯ぁ磨みがけよ」


    「はあ!?　磨いてるし！　虫歯じゃなくて知覚過敏！」


    　なんて痴ち話わ喧げん嘩かを見ながら、俺と菊きく池ちさんは目配せをして密ひそかに微笑む。こういうカップルっぽい光景ってあんまり学校じゃ見られないから、なんかちょっと面白いな。


    　そして俺は桶をもとの位置に戻しながら、気がついていた。中村と無駄にやり合ったりして、それを見守る泉と菊池さんが少しずつ仲良くなっていったのはいいんだけど──。


    　こうして四人いると、手をつなぐ難易度、めちゃくちゃ高いな？


    　だってここで急につなぐと人前でイチャイチャしてる感じになっちゃうし、そもそも俺と菊池さんが初めてちゃんと手をつなぐのが人前ってのも意味がわからない。ちなみに昨日『手をつなぐ　初めて』でググったところ、さり気なく、当たり前のようにつなぐのがポイントと書いてあった。中村と泉の前でさり気なく、当たり前のようにつなぐなんて無理に決まっている。


    　俺はその無理難題に頭を悩ませながらも、水を飲んだ三人と一緒にまた奥へと向かう。やっぱ氷川神社広いな。


    　と、そのとき。


    「ねー修しゆう二じ！　あれかわいい！」


    　泉が屋台の小さな招き猫型のキーホルダーを指差しながら、中村の腕を取る。


    「んだよ」


    「ほらこれ！」


    　そして二人で屋台の陳列を眺め、なにやら言葉を交わし合った。


    　けどいま。一瞬のことではあるが、当然のように腕を絡ませていた。そこに変な感じは一切なく、自然なカップルとしての所作だった。俺がこんなに苦労しているのにそれをさらっとこなすあたりは、やはり天然のリア充といったところだろう。


    　ならば……俺もそれに倣ならってやってみるしかないか。たったいま目の前でヒントをもらったわけだし、鉄は熱いうちに打て、だ。


    　俺は息を吸い込むと、菊きく池ちさんの白い指に視線をやる。菊池さんは仲良さげな中なか村むらたちを微笑ほほえみながら眺めていて、真っすぐに伸びる視線が美しい。寒さからか、すっぽりと余らせてしまった袖そでから覗のぞく爪つめの薄桃色には、繊せん細さいさと神聖さを兼ね備えた魅力があった。


    「ねー修しゆう二じ買ってー」


    「っせー自分で買え」


    「こういうのはプレゼントだから意味あるんでしょー。私も修二に買ってあげるから」


    「あーわかったわかった」


    　いやすぐわかるのかよ、と苦笑しながら二人の会話を聞いていると、菊池さんも同じタイミングでふふっと笑った。そして菊池さんも俺の苦笑に気がついたのか、こちらを向いて目が合う。なにも言わずとも心が通じ合ったみたいな、心ここ地ちよい空気。な、なにやらこれはチャンスなのでは。


    　めちゃくちゃ緊張するけどやるしかない。なんせなにかいい感じの雰ふん囲い気きが流れつつ、泉いずみと中村の目も盗めている。こんなに好条件が重なることはなかなかないだろう。反撃が確定している場面でしっかりと最大火力を取るのは、格ゲーマーとしての使命だ。


    　ということで俺はいくつか想定してイメトレしておいたパターンのなかから人ごみ用のセリフを準備し──意を決して、手を伸ばした。


    「菊池さん、ぁ……」


    　危ない、人来てるよ、とか言いながら手をにぎって、そしてそのままつなぎつづけるという作戦だったのだけど。


    　準備していたセリフを言いながら手を伸ばすことに必死だったからだろう、俺は周りが見えていなかった。そして危ない、というセリフを言おうとした瞬間気がついたのだ。


    　菊池さんに向かって歩いてくる人なんて特にいなかったことに。


    「……」


    　だから俺はその不自然な言葉をとっさに止め、ただ菊池さんの名前を呼んだだけとなる。まあ不意に呼んでしまっただけなら、ごまかしようはあったのだけど。


    　肝心な俺の手は止まってはくれなかった。


    「……え」


    　めちゃくちゃがんばって伸ばした手はそのまま当初の予定通りに菊池さんの手を取る。


    　冷たく白い手に、俺の指が絡まる。


    　口から飛び出すはずの言葉は当初の予定とは違って、『菊きく池ちさん』だけで止まった。


    　これが意味することは簡単だ。


    　──俺は突然菊池さんの名前を呼びながら、ただ菊池さんの手を握ったのだ。


    　当然、菊池さんは困惑する。以前に演劇が終わったあとのやり取りで手を握ったりしたことはあったものの、あれはもうその場の勢いみたいなとこがあった。けど今回は完全に平場、それどころか目の前に中なか村むらと泉いずみがいるのにこっそり握るというオプション付きだ。握った本人ですらめちゃくちゃ驚いているのだから、菊池さんはその数倍だろう。事実こんな事態が起きているのにもかかわらず、菊池さんはフリーズしたまま動かない。かくいう俺もここで変に離したら気持ち悪いだけな気がしたので、ちょっと意地みたいな感じで手を握り続けている。


    　周りにたくさん人がいるのに、誰だれも見ていない二人の時間。


    　目を盗んで行われる、秘められた数秒が過ぎた。


    「……ぁ」


    「ええっと！　あ、あれ、俺らも買う？」


    　ほんの少しだけ漏もらされた菊池さんの声。張った風船がぱんと割られるようにして、俺は菊池さんから手を離した。そしてさささっと中村たちが見ている出店へと近づいていく。


    「んっ。えっと、は、はい、そうですね！」


    「よ、よし、いこっか！」


    　堰せき止められていた空気が流れだし、取り繕つくろうように言葉を交わす。中村たちに後ろから近づくと、俺たちは出店に並ぶ商品に目を走らせた。


    「お！　友とも崎ざきたちもこれ買うの？　これ」


    　泉が小さい招き猫のキーホルダーを指先でつまんで揺らしながら言う。


    「……えーっと」


    　そこでちょっと考える。ここでなにかを買うにしても、あの招き猫は泉と中村がカップルお揃そろいで買おうとしてるものなのだ。そこに俺らも入るのはちょっと野暮だろう。


    「あーいや。……違うやつにするかな？」


    「ん、そう？　りょーかい！」


    　言うと泉は他意を感じない笑顔で、元気よく笑った。


    　ふむ、なんかいきなり手をつないだ挙句なりゆきで二人お揃いのものを買うことになったぞ。ここ数十秒の間に突然人目を盗んでこっそり手をつないだかと思えば、次の瞬間にはお揃いのものを買うことに決まっている。あまりにもラブコメの波動が強すぎないか？


    「……ど、どれがいいとかある？」


    「え、ええと……」


    　菊池さんもこの怒ど涛とうの展開にびっくりしているようだ。言ってる当人の俺がびっくりしているんだから仕方ない。お互いがびっくりしあっているこの状況なんだよと思わないでもないものの、ここは男としてかっこつけるために『付き合うっていうのはそういうことだから』みたいな顔をしておくことにする。なぜなら水みず沢さわならそういう顔をしそうだから。


    　俺は泉いずみが買うらしいキーホルダー以外に手ごろなものはないだろうかと、ずらりとラックに引っ掛けられている商品を物色する。けど、そういえば菊きく池ちさんがどんなものが好きかって、あんまり知らないよな。


    「菊池さん、好きなものとかってある？」


    「あ……これ」


    　俺がざっくりとした質問を投げかけると、菊池さんは吸い寄せられるように一つのお守りを手に取った。レトロな猫の描かれた、かわいらしいお守りだ。


    「……かわいい」


    「ほんとだ」


    　そして俺はよし、と意を決する。


    「それ、貸して」


    「え」


    　菊池さんからお守りを受け取ると、俺はそれを年配の女性店主へと持っていく。


    「これください」


    「はーい。六百円」


    「はい」


    　ということで俺はサクサクとそれを自分のお金で買ってしまう。菊池さんは慌あわててカバンから財さい布ふを出すが、俺はそれをスルーして買ったお守りを渡した。


    「どうぞ」


    「え、えっと、お金……」


    　菊池さんは代金を払おうとするが、さっき見た泉と中なか村むらに倣ならって、こう言うことにした。


    「いいって。その代わり、俺にも同じの買って。……って、泉の受け売りだけど」


    　俺が照れながら言うと、菊池さんは嬉うれしそうに頷うなずき、焦あせったようにラックからお守りを取り、それを小走りで店主へ持っていく。別に焦る必要はないんだけどな。


    「は、はいこれ……！」


    　となぜか息を切らして俺に寄ってきた菊池さんの手には、色違いのお守りが握られている。


    「……ありがと」


    「う、うん……」


    　なんだか不慣れな言葉を交わし合う俺たち二人。


    　えーと、はい。友とも崎ざき文ふみ也や、いまとても幸せです。
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    　四人で神社を出口に向けて歩く。


    「にしてもこれ、めちゃくちゃレアな組み合わせだよな……」


    　俺はこの状況を見渡しながら、意識して話題を出した。


    「あはは、それね！　特に風ふう香かちゃん、初めてちゃんと話した気がする！　私、演劇にもあんまり参加できなかったし！」


    「そーいやお前、文化祭だとずっと実行委員だったもんな」


    「そうそれー！　これからよろしくね風香ちゃん！」


    　言いながら泉いずみは、にっこりと菊きく池ちさんに笑いかける。菊池さんも応じて、笑顔を返した。


    「優ゆ鈴ずちゃんも、よろしくお願いします」


    「はーい！」


    　てな感じで二人が仲良くなっていって、いつの間にか菊池さんが泉のことを優鈴ちゃんと呼び始めていることになんかほっこりする。いいぞもっとやれって気持ちになる。


    「お前なににやけてんの？」


    「え？」


    　不意に中なか村むらのからかうような言葉が俺を襲おそう。けどもう徐々に慣れてきたことだ。ただやられるだけじゃ済まないぞ。


    「にやけてるんじゃなくて、微笑ほほえんでんの」


    「いやどっちにしろなんでだよ」


    　そう言われるとたしかにって感じだけど、甘い。今回の俺にはきちんと微笑んでいる理由がある。


    「泉と菊池さんが仲良くなってて、微笑ましいだろ」


    「あー」中村は納得したように言う。「……菊池、ちょっと変わったもんな」


    「うん？」


    　俺は菊池さんが『菊池』と呼び捨てになるとなんかものすごい違和感があるな、と思いつつも話を聞く。中村は菊池さんと泉のほうを眺めている。


    「ちょっと絡みやすくなった、っつーか」


    「……ああ」


    　言われて、俺の顔はまた綻ほころんでしまう。中村の視線がこちらを向いた。


    「だからお前なににやけてんの？」


    「にやけてるんじゃなくて、顔が綻んでるの」


    「どういう違いだよ」


    　中村はふっと笑うと、再び視線を正面へ戻した。


    　そこには泉いずみと柔らかい空気感で話す、菊きく池ちさんの姿がある。


    「ま、彼氏ができたらそーなるか」


    　中なか村むらはいじるようなトーンで言い、にっと口角を上げた。


    「……いや」


    　だけど俺は、その言葉に頷うなずきはしなかった。


    「ん？」


    「彼氏ができたからっていうより……」


    「なんだよ？」


    　俺は中村に、まっすぐと。


    「──単純に菊池さんが変わりたいと思って、変わっただけだよ」


    　思ったことをそのまま言った。


    「……ふーん」


    　中村は視線をスマホに落とすと、数秒言葉を止める。そして再びこちらを向くと、強さを感じる笑顔でにっと笑う。


    　そして感情がこもってるんだかこもってないんだかよくわからないトーンで、


    「そりゃなにより」


    　ぶっきらぼうに言った。


    　相変わらず中村の言葉に、大げさな賞賛や感動は全然見えない。


    　けど少なくともそこに、悪意は見えなくて。


    「だろ」


    　だから俺も同じように、ざっくばらんなトーンを作って、


    「ほんと、なによりなんだよ」


    　なるべく強さを込めながら、にっと笑ってみせた。
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    「ああ、俺は第一志望受かりますようにって感じだな」


    「えー修しゆう二じ普通～！」


    「いいだろ普通で」


    　四人で鳥居をくぐり、氷ひ川かわ神社を出る。正確に言えばこの数百メートルは続く参道も氷川神社の一部らしいんだけど、普段はほとんど通行用の道路だから神社って感じはしないんだよな。


    「まあもう、受験だもんなあ」


    　俺は納得するように頷く。


    　四人で話しているのは、初はつ詣もうででなにをお願いしたかについて。俺は自分に話を振られたらちょっと困るなあ、とか思いながらも会話に参加している。


    「そういう優ゆ鈴ずはどーなんだよ？」


    「え？　私？」


    「優鈴っつったんだからお前以外いないだろ」


    「え、えーなんだろー？　世界平和？」


    「嘘うそつけ」


    　なんて会話をしている泉いずみの顔はなんかちょっと赤くなっていて、なにかをめちゃくちゃ誤ご魔ま化かそうとしている。一瞬なにかなーと思ったけど、なるほどこれは俺でも推測できるぞ。まあこの二人は付き合って数か月目のラブラブモードなわけだし、こうして中なか村むらに聞かれて赤面しているわけだし、ひょっとすると泉は──。


    「あーもういいじゃん！　ていうか友とも崎ざきは!?」


    「え、俺？」


    「そう友崎！　友崎って呼んだんだから友崎以外いないでしょ！」


    「なんか完全に身代わりにされてない？」


    「うーるーさーいー！」


    　理屈じゃねえんだ早く答えろ、みたいな圧にやられて俺はそれ以上反抗できなくなってしまう。リア充にはこういう精神的な体幹の強さみたいなのがある。


    「えー俺は……」


    　と考えながら、どうしたもんかと迷う。だって俺の願いって、別に言えないわけじゃないんだけど、すごい面白みがないんだよな……。


    「うんなに!?」


    　一度自分から逸それた話題が元に戻らないようにか、ぐいぐいと聞いてくる泉。ねえこの人ずるくない？


    「べ、別に聞いて盛り上がるような答えでもないぞ？」


    　俺がまごつくと、中村がイライラしたように言う。


    「あーいいから。別にそんな期待してねーって」


    「な、なら……」


    「そーやってまごまごしてんのが一番ハードル上がんぞ」


    「ま、まあそうだな……」


    　たしかにたぶんどっちにしろ言うハメになるわけだし、だったらさっさと言ってしまったほうがよさそうなのはある。なんか変に注目されて余計言いづらくなってるしな。菊きく池ちさんもなんかちょっと期待してます、みたいな感じでこっちを見ているわけだし、その期待を裏切るわけにもいかない。


    　ということで俺は今日の初はつ詣もうででお願いしたことを、そのまま伝えることにした。


    「俺は……『努力したぶんだけ結果が返ってきますように』、って」


    　言うと、中なか村むらと泉いずみがきょとんとした目で俺を見た。


    「なんだそりゃ？」


    「それ……願う意味ある？」


    「ま、まあ……」


    　泉の言うことももっともで、なんで神頼みをしているのにもかかわらずこんなに現実的というか、神関係なく自分の努力量に比例することをお願いしているんだ、という感じではある。たしかに意味がないと言われればない。


    　けどゲーマーとして思うのは、やっぱり結果を生むべきは常に自分の努力。神であろうとなんだろうと、そこに他者の力が介在してしまうことは嫌いやなのだ。仮にそれで結果が伸びるのだとしても、他者依存で生まれる、自分の努力以上の結果は必要ない。


    「願ったおかげでうまくいくんだとしても、意味ないというか……」


    　俺が思いを簡単に言葉にすると、中村が無表情でこちらをじっと見る。


    「……ふーん」そしてふっと、愉快そうに笑った。「ま、お前らしいんじゃね？」


    「え」


    　なにやらちょっと好意的にも聞こえる言葉。俺という人間性を少しだけ、理解してもらえているかのような。それがあの中村の口から放たれたことにも、ちょっと嬉うれしくなってしまう。


    「たしかに友とも崎ざきって感じだよね」


    「ですね。らしいです」


    「き、菊きく池ちさんまで……？」


    　なにやらみんなから寄ってたかって『らしい』とか言われると、なにか複雑な気持ちになってくる。俺ってそんなにわかりやすい人間ですかね。


    「風ふう香かちゃんはなにお願いしたのー!?」


    　話題は流れ、その矛ほこ先さきは菊池さんへと向く。けどいいぞ。俺もそこは気になっていたところだ。なんか二人だけのときははぐらかされて教えてもらえなかったからな。


    「わ、わたしですか……？」


    「あーたしかに気になるよな。なんか欲望とかなさそうだもん」


    「そ、そう見えます……？」


    　中村と菊池さんがまともに言葉を交わしているというレアな光景を見つつ、俺は成り行きを見守る。申し訳ないけど今ばかりは菊池さんよりも中村を応援させてもらうぜ。


    「わかる。気になるよな」


    「と、友崎くん……!?」


    　菊池さんは涙目で俺を見る。めっちゃ瞳ひとみが潤うるんでる。う、やっぱり菊池さんの味方をしようかな……。


    「えーっと……」


    「なになにー？」


    「な、ないしょ、じゃ駄目ですか？」


    「えーいいじゃん教えてよー」


    「う、うーん……」


    　泉いずみのからっと明るくも粘ねばり強い交渉によって、菊きく池ちさんの牙が城じようが少しずつ崩れていく。ちなみにそんな菊池さんの顔は徐々に赤面していっている……って、ん？　赤面？　これは？


    　俺は数分前の光景を思い返す。泉は中なか村むらになにをお願いしたのかを聞かれて、同じように顔を赤くしていた。結局その内容までは教えてもらえなかったけど、あの感じだと泉はたぶん、恋愛方面のことをお願いしたのだろう。中村とどうこうできますように、みたいな。少なくとも俺はそう予測した。


    　そして──いま菊池さんもそのときの泉と同じように、なにをお願いしたのかを聞かれて、顔を赤くしている。ん？　んんん？


    　いやいやそんなわけ、みたいな理性とはよそに、俺のなかの本能的ななにかがそれを予感してならない。ちらりと菊池さんのほうを見てみると、菊池さんはなんかすごい顔を赤らめたまま困ったような潤うるんだ眼めでこちらを見ていて、俺と目が合った途端、はっと目を逸そらした。こ、これは？


    「風ふう香かちゃぁ～ん」


    　甘えるような口調で菊きく池ちさんの肩のあたりにしがみつく泉いずみ。この裏表を感じない猫みたいな人懐なつっこさでこれをされたら、ひとたまりもないだろう。
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    「え、ええ～……」


    「だめー？　ねえ～」


    「う……うーん。そ、それじゃあ」


    　そしてついに菊池さんは観念したように言う。


    「おーっ！　さっすがー！」


    「え、大丈夫……？」


    　俺が本当にいいのか、と菊池さんに問いかけると、菊池さんは覚悟を決めたように俺を見て、頷うなずいた。


    「と、友とも崎ざきくんはなんとなく勘付いてるかもしれないんですけど……」


    「う、うん……」


    　その言葉に俺の胸がまたどきりと跳ねる。ま、まじか？　俺の予想が当たっていたとしたら、それをこの場で言うなんてことしても大丈夫なのか？　めちゃくちゃ恥ずかしいことになってしまうような気がするんだけど、そこの覚悟はできてるのか？　のか？


    「じ、実は……」


    「実は!?」


    　泉がよぉーっと盛り上げるみたいに合の手を入れる。こうなったらもう後戻りはできない。俺はぎゅっと目を瞑つむって、この先のすべてを受け入れるよう心を踏ん張った。


    



    「い、いま書いてる小説が、賞を取れますように、って！」


    



    　瞬間。


    　俺は心が無になり、泉と中なか村むらは興味深げにそれに食いつく。


    「お～！　風香ちゃんにそんな野望が！」


    「へー、菊池って小説も書いてるんだ？　まあ脚本よくできてたもんな」


    「あ、あははー、やっぱりそれか～……」


    　一人誤ご魔ま化かすようなテンションになりながら言う。なにが恋愛方面なんじゃないか？　だ。勘違いも甚だしいぜ。


    　俺がなるべくこの恥ずかしさを見抜かれないようにやっぱりな感を出していると、菊池さんは顔をさらに赤くしながら俺にだけこっそりと、こう言った。


    「は、恥ずかしいです……」


    　うんうん、すごく気持ちはわかる。けど、俺だけはそれを、恥ずかしいなんて思わない。そして、俺にだけはその根拠がある。


    　だから俺は、不自然なくらいに自信を持って、こう言いきってやった。


    「菊きく池ちさん。ぜんぜん恥ずかしくなんかないよ」


    「そ、そうですか？」


    「うん。絶対」


    　そう、なぜなら──


    　いま一番恥ずかしいのは、俺だからな。
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    　そうして初はつ詣もうでを終えた四人は氷ひ川かわ神社を出ると二人ずつに解散。いま俺は菊池さんと二人で大おお宮みやの喫茶店にいる。


    　中なか村むらたちとのＷデート？もなんだかんだ楽しかったけど、怒ど涛とうの展開にちょっと疲れたし、こうして温かい紅茶を飲みながら二人で過ごす時間はほっとするな。


    「いやーそれにしても菊池さん、もう新人賞用の原稿書いてたんだ？」


    「えっと……はい、実は」


    　照れたように視線をテーブルの上のオムライスに落としながら言う。その挙動は上品ながらいじらしく、俺はその輝きに目を焼かれた。あとやっぱり菊池さんオムライス好きだな。


    「ちょっと新人賞……応募してみようと思って」


    「いいじゃん！」


    　遠慮がちに言う菊池さんへ、俺はなるべく間を置かずに肯定的なリアクションを返す。こういうのを明かすのってすごい緊張するだろうし、そこで不安を感じている時間を、少しでも短くしてあげたかったのだ。


    「い、いいですかね？」


    「うん。いいと思う。いい」


    「そ、そうでしょうか……」


    「うん。いい。えーと……いい」


    　なんか『いい』のごり押しになってしまっているけどしかたない。俺の瞬発力じゃ特にこういう理由でいい、みたいなのは難易度が高いからこれしか言えない。思ったことを言うだけだとたまにこういうことになる。


    「そっか……よかった」


    　しかし菊池さんはちゃんと俺の言葉を受け止めてくれていて、なんか響いてくれてるっぽい。これが通じ合う心だ。なんかこれに慣れてしまうとどんどん語ご彙い力が減っていきそうだけど、菊池さんの前ではこれでいいのだ。


    「まだどのくらいいけるのかなって、力試しの段階ですけど……がんばってみますね」


    「うん。がんばれ！」


    「はい」言いながら、菊きく池ちさんは視線を少しだけ下げた。「なんだか、私……」


    「ん？」


    　そして菊池さんは、首から下げた小ぶりな金のネックレスに、軽く指で触れた。


    「友とも崎ざきくんのおかげでいろいろなことに踏み出せるようになって……すごく楽しいです」


    「そっか……」頷うなずくと、俺は菊池さんに視線を合わせる。「けどそれは、菊池さんのがんばりだよ」


    「……そうかな」


    　菊池さんはなんだか、少しだけ不安げだ。


    「けど友崎くんにはなんだか、私を動かしてくれる不思議な力があるような気がするんです」


    「あはは、そんなのないって」


    　すると菊池さんは、ちょっとだけむっとした口調で、


    「私がそう思うんです」


    　いじけたようにこちらを睨にらむ。その全然怖くない視線と表情。俺は菊池さんのことが、たまらなく愛いとおしく感じてしまう。


    「あはは。わかった。ごめん」


    「……なに笑ってるんですか」


    　そしてまたむっと、今度はちょっとだけ照れたようにこちらを睨む。やっぱり全然怖くなくて、むしろ睨み慣れてない菊池さんのほうが困ってるようですらある。


    　だから俺は力強く頷くと、にっと笑顔を見せた。


    「完成したら、ぜひ読ませて」


    　その言葉に菊池さんは、太陽のように笑う。


    「もちろん！」


    　こなれてきた言葉遣い。近づいてきた距離感。


    　それはドキドキする感覚と陽ひだまりのような暖かさが共存した、不思議な関係性で。


    　俺は菊池さんと付き合えてよかったな、と心から実感しているのだった。

  


  
    ２　冒険は自分で目的地を決められるようになってからが本番


    



    



    「あけましておめでとう」


    「おう。……あけましておめでとう」


    　新学期の初日。第二被服室。


    　俺と日南ひなみは新年初めての会議をしていた。


    　にしてもこうして建前もくそもない関係性になっても新年の挨あい拶さつみたいなのはきちんとこなす日南。こういうところが、日南が日南たる所以ゆえんなのだろう。


    「どうだった？　冬休みは」


    「あー……まあ」


    　言いながら記憶を探ると、基本的に出てくるのは菊きく池ちさんとの思い出ばかり。思い返すだけでもほっこりしてしまうな。


    「た、楽しかったよ」


    「鼻の下伸びてるわよ」


    「うるせえ」


    　一瞬で見透かされてしまう。そんなにわかりやすいですかね俺。


    　すると日南はなにか、ものすごくつまらなそうなトーンで。


    「ま、そんな感じってことはうまいことやれているのね。付き合ったと思ったら意識しすぎてぐだぐだ、なんて展開にはなっていなくて安心したわ。はあ」


    「そうなってて欲しかったみたいな言い方だな？」


    　なんなら言ったあとにため息までついていたぞ。人の不幸を願うな。


    「で、どうだった？　風ふう香かちゃんの手は」


    「手ってお前……」


    　そんなドストレートに聞いてきますかね普通。まあ課題なのはわかるけど、もうちょっと情緒ってもんがあるでしょ。


    「手は手よ。知らない？　手」


    「いや知ってるわ」


    「ちゃんと握ったのよね？　どうだった？」


    　そりゃ握ったけど。泉いずみと中なか村むらの目を盗んでこっそり握ったけど。なんかすごい秘密の行為って感じで心臓が大変なことになったけど。思い出しただけでちょっと頭がぼーっとしてしまうようなシチュエーションだったけど。


    　考えていると、なんだろう。日南がものすごく楽しそうな顔でこちらを見ている。


    「……ねえ？」


    「な、なんだよ」


    　めちゃくちゃ嗜し虐ぎやく的な表情。なにかを早く言いたくて言いたくてしょうがないってときのこいつの顔だ。


    　そして日南ひなみは俺の目をまっすぐ見据えて、


    「──ちょっと煽あおっただけでそこまで顔、赤くなる？」


    　言われて気がつく。俺いま、めちゃくちゃ顔熱くなってない？


    「え」


    　試しに触れてみるとめっちゃ熱い。ちょっとまって、いままで自分のコントロールできない赤面ってのは何度もあったけど、それに気がつくことすらないってのはなかったぞ。ちょっと自分で自分にびっくりしてます。


    「い、いや、そ、そんなこと」


    「そんなこと、ない？」


    「え、えーっと」


    　俺の心ごと覗のぞき込むような視線。吐息のかかる距離に日南の顔がある。


    「ふーん。……そんなにドキドキしたのね。かわいい」


    「うるせえ!!」


    　その上から愛めでるような言葉に俺の心臓はさらに加速させられる。ちょっと反則だろそれ。こいつは人を辱はずかしめるのが得意すぎて、一回隙すきを晒さらすと一瞬で十割コンボ決めてくるからタチが悪い。


    「そっちこそうるさい。朝から元気ね」


    「お前のせいだろうが」


    「あらそう」


    　日南は俺のツッコミをさらりと受け流すと、またふふっと楽しそうに笑う。俺で遊ぶな。


    「うん。その調子なら、菊きく池ちさんの件だけでなく、さらへ前に進む課題を出しても大丈夫そうね」


    「さ、さらに前へ？」


    　混乱させられ切った頭では一瞬その意味が理解できなかった。


    「あら。わからない？」


    「えーと」


    　少し冷静になって考えてみるとすぐに理解できた。前の会議でした話から考えるに、こういうことだろう。


    「……菊池さんとの関係性だけじゃなく、もっと広いリア充に進むための、ってことだよな」


    　確認すると、日南は頷うなずく。


    「新学期も始まるし、やっとちゃんとした課題が出せそうだからね」


    　冬休み。ほんの少しの課題は出ていたとはいえ、珍しく休息を与えられていた数週間。そのあいだに英気を養えたのはいいんだけど、たしかに次の中くらいの目標に向けては、なに一つ前進できていない。


    「自分を中心にした四人以上のグループを作ること、だったよな」


    「そうね」


    　日南ひなみと同じくらいのリア充になるための、新たな中間目標。たしかにそこを通っていけばその先にさらに充実した生活がある、というのはなんとなく想像できる。


    　けど、肝心のそこまでの道のりはまだ想像できていなかった。


    　その道標となるのが、こいつから出される課題だ。


    「さて。それじゃあ発表するわね」


    「おう。どんとこい」


    　俺は胸を叩たたいて新しい課題を迎える。新年と新学期を迎え、新しい目標に向けた新しい課題。なにからなにまでフレッシュだね。


    　やがて日南は人差し指を一本立て、堂々と胸を張った。


    



    「あなたが幹事になって、四人以上で遊びに行くこと、よ」


    



    「……幹事になって？」


    　日南は頷うなずく。


    「要するに、どこに行くかを考えて、メンバーを集める。待ち合わせ場所を決めて、予約が必要なら予約をして、みんなを楽しませる。そういう役目ね」


    「あーなるほど。たしかにそれは中心だ」


    　そしてたしかに俺はこれまでの人生で、そんなこと一回もやったことがない。


    「自分を中心とした四人以上のグループを作るためには、当たり前のように四人以上を仕切る能力が必要になるでしょ？　その経験値のために最も効率がいいのは、もちろん実務経験だからね」


    「まあ、言ってることは単純だな。わかった」


    　単純ゆえに、納得もしやすい。


    　ならあとはその課題に向けて、試行錯誤するだけだ。


    「話が早くて助かるわ。なにか質問はある？」


    「いや、いまんとこ大丈夫」


    　俺が即答すると、日南はなにやら意外そうに目を丸くした。


    「……ねえ、ずいぶん余裕そうだけど。一つ大きめの目標をクリアできたからって、油断してるわけじゃないわよね？」


    「え。いや、そういうわけじゃないけど……」


    　けど言われてみれば、いままで自分がまったくやったことのない分野の課題を出されたというのに、心のなかにあまり焦あせりがない。実際なにをしていけばいいのか、という問題の答えは出ていないけど、それでも妙な余裕があった。


    「なんだろ……。初めての経験だけど、まあ、やってみればなんとかなるかなって……」


    「……へえ」


    　日南ひなみはなにか期待のこもった瞳ひとみで俺を見ている。


    「いまのところは具体的になにをすればいいのかとか全然想像できてないけど……俺なら大丈夫なんじゃないか、って思ってる、自分がいるな……」


    　俺は自分の感情を言葉にしていきながら、自分で驚く。


    　課題に対して具体的な解決方法や攻略方法が見つかったわけでもないのに、ただ単に自分ならなんとかなるだろうという感覚だけで、今後について自信を持っている自分がいたのだ。


    　それはいままで人生において『自分なんて』『弱キャラには選ぶ権利なんてない』と感じつづけてきた俺にとって、初めての感覚で。


    　俺のなかに巣食う、自己否定の心を少しだけでも振り払うことができているのだとしたら──。


    　ふと顔を上げると、日南が思考の読めない表情で、俺のことを見ていた。


    「……中くらいの目標を達成したっていうのもあるけれど」


    　日南はゆっくりと、大切なことを教えるような口調で。


    「それ以上に一つ──大きな成長をしたのかもしれないわね。おめでとう、友とも崎ざきくん」


    　そしてにっと、不敵に笑った。


    「おう。……ありがと」


    　そして俺も頷うなずき、日南の祝福をそのまま受け入れることにした。


    　だってそれは、言われてみれば俺にでもわかる、大切な成長。


    　半年以上かけてやっと到達できた、ほんのちょっとの気持ちの変化だったのだ。


    　日南はなにも言わずに俺のことをしばらく見つめ──そして最後に、深く頷いた。


    「やっぱり彼女ができると、男っていうのは調子に乗るのね」


    「いや台無しかよ」


    　相変わらず、ただでは終わらない日南さんなのであった。
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    「お、文ふみ也や。うっす」


    「うっす」


    　新学期初めての二年二組の教室。


    　俺が教室へ着くと、中なか村むらグループの面々はもう揃そろっていた。俺はすっかりいつもどおりになった挙動で、水みず沢さわ、中村、竹たけ井いのなかへと交ざる。


    　そしていつもどおり適当に雑談でもするかと、思っていたそのとき。


    　予想外の事態が起きた。


    「お!?　友とも崎ざきやっと来たな？」


    　俺を呼んだのは中村でも水沢でも竹井でもなく……松まつ本もと大だい地ち。男子スポーツマングループの一員で、人生攻略を始めて最初のころに日南ひなみとの下校のときに少しだけ話したことがあった、リア充男子だ。


    　そのあとはしばらくほとんど関わりもなかったのだけど、文化祭などをきっかけに少しずつ話すことも増え、文化祭終了後は俺が菊きく池ちさんと付き合ったということもあってか、すごい小突かれまくったりもした。


    　……けど、関係性としてはまだそれだけ。いまこうして到着を待望していたみたいなことを言われたのはよくわからなかった。なんかしたっけ俺。


    「えーと？」


    　戸と惑まどいながら応対すると、松本は近くにいた橘たちばなの首に腕を回しながら、二人でこちらに歩いてくる。なぜかその表情は底抜けに明るく、逆に橘はすごくいやそうにしている。その後ろからは同じグループの橋はし口ぐち恭きよう也やも一緒についてきていた。


    　松本は右腕で橘を捕まえたまま、余った左腕を俺の首に回して捕獲する。


    「な、なに……」


    　俺は警戒しながら言うが、松本は特にこちらに敵意があるわけではないようだ。無邪気に白い歯を見せて笑っている。


    「菊池とはどーなんだよ？」


    「ど、どうって……」


    　なにかと思ったらそういうことか。彼女ができた男にその進展を聞く。男のノリというかなんというか、現実では初めてだけど漫画とかゲームではよく見た光景だ。


    「どうって言われても、ご飯行ったり、初はつ詣もうで行ったりくらいだけど……」


    「だってさ橘」


    「だからうるせーっての」


    　橘がいじられ、そこで俺は察する。


    　もともと知られてたのかどこかのタイミングで知れたのかはわからないけど、おそらく橘が菊池さんを狙ねらっていたということがみんなにバレて──けど結果として菊池さんは俺と付き合うことになったわけだから、それでめちゃくちゃいじられている、ということだろう。なるほど橘かわいそう。だが、菊池さんにちょっかい出した罰だ。


    「それからそれから？　こいつに聞かせてやれって」


    「大だい地ち、このやろ」


    　言いながら二人はじゃれる。仲良さそうでなによりですね。


    　よし、こうなったら俺も流れに乗っかってみるか。これは必要な犠牲だ。


    「あと、手をつないだりはした。すまんな橘たちばな」


    　俺が勝ち誇ったようなトーンで言うと、松まつ本もとと橋はし口ぐちが笑う。


    「はははは！　だってさ橘」


    「友とも崎ざきいいねぇ！」


    「すまんな」


    　俺がもう一度ダメ押しで嫌いや味みっぽく謝ってみせると橘はあきらめたように笑い、「ぶっころす」とか言いながら俺の脇わき腹ばらをわしづかみにしてくる。俺はぶっころされるとまずいので攻撃をいなしながらも、なにやら愉快な気持ちになっていた。うん、こういうくだらないノリっていうのも、うまく乗れるようになると悪くないもんだな。だいたいアタファミの半分くらいは楽しいから、つまりこれはかなり楽しいということになる。


    「俺もぶっころすよなぁ!?」


    　そこで突然、横で見ていた竹たけ井いも俺の脇腹をわしづかみにしてきた。ふざけんなお前関係ないだろ。力の加減ができていなくて、明らかに橘の攻撃よりもめちゃくちゃダメージがある。


    「痛い痛い痛い痛い!?」


    「あはははは！　楽しいよなぁ!?」


    「痛い痛い！　俺は楽しくない痛い！」


    　アホである竹井の攻撃は普通に冗談じゃなくめっちゃ痛く、せっかくの愉快な気持ちは吹き飛ばされてしまったのだった。竹井許すまじ。
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    　朝のホームルーム。


    「さーてそれじゃあ提出期限は……」


    　担任の川かわ村むら先生が言う。いましがた生徒たちに配られた一枚の紙は、進路調査票だ。進学にするか否いなか、進学にする場合は志望校を三つ、その他にする場合は具体的な進路を書く欄が小さく設けられている。二年の三学期ということで最終的な希望を確認するのだという。


    　とはいえ関せき友とも高校は埼玉でもかなり上位の進学校。進路調査とは名ばかりで、基本的にはほとんど八割九割がたの生徒は進学を選ぶ。進路調査票の用紙自体も小さく、おそらくは『進学』以外の選択肢を長々と書くことなど想定していないのだろう。まあ進学校とは得てしてそんなものだ。みたいなことを前も考えたことがあるような気がする。


    



    　そして一通りの説明が済み、ホームルームが終わる。


    「なんて書いたー？」


    　一時間目とのあいだの短い時間。


    　隣の席の泉いずみが不意に声をかけてくる。声をかけるまでのモーションみたいなのが一切なく、当然のように間合いに入っているのがやっぱり泉って感じだ。


    「ん。まだ書いてない。たぶん普通に進学だと思うけど……」


    「まあそうだよね～」


    　なんてことのない雑談。まあこの学校に入ったらみんな進学を選ぶんだとは思うけど、そこに特別な理由があるほうが少数派だろう。


    「泉は？」


    「私も進学！　読モのちなちゃんが青あお学がく出身らしいから、青学いきたいなーって思ってる！」


    「へえ。……行きたい大学が決まってるんだな」


    　その読モはご存じないけども。


    「そだね～」泉は軽い口調で。「友とも崎ざきは決まってないの？」


    「うーん。正直将来どうしたいとかちゃんと考えたことなかったからな……」


    　もちろんこれまでの模試や進路調査でも志望校を書く欄はあったけど、特に深く考えず自分の偏差値に合った大学を、適当に上から順に書いてるだけだった。


    「泉は意外と考えてるんだな？」


    「まー私もめっちゃミーハーな理由だけどね？」


    　言いながら泉は笑う。


    「ははは、たしかに。けどまあ、なんとなく進学なのかなーとしか考えてなかった俺と比べると、ちゃんとしてると思うけどな」


    「あ、そう？　えらい？」


    「あーはいはいえらい」


    　と、泉のペースになんとか合わせながら会話を進める。泉ってなんか会話の端々に距離の近い冗談がちりばめられるから、ふと油断すると勘違いしそうになるんだよな。慣れてないとなんかすごいフレンドリーだし俺のこと好きなんじゃね？　みたいな感じになった挙句しかしそれは中なか村むらの女だ、ってなりそう。


    　にしても理由はともあれ、泉もちゃんと行きたい大学とか考えてるんだな。俺がなにも考えてなさ過ぎてるっていうのはあるんだろうけど、受験を控えた高校二年生だしこのくらいは普通なのだろうか。ちょっとみんなにも聞いてみたいね。


    　あたりを見渡すと、三つほど離れた席に座っている中村と目が合った。なんで都合よくこっちを向いていたのかはよくわからないけど、ちょっと話しかけてみるか。こういう状況で自分から話しかけるってあんまりしたことないけど、中なか村むらに対する恐怖みたいなのも最近はだいぶ薄れてきたしな。


    　俺はてくてくと中村のほうへと歩いていき、机の上に出しっぱなしになっている進路調査票に視線を落とす。


    「中村はさー」


    「ん？」


    　さっき目が合ってから近づいたからか、中村は特に怪け訝げんな顔もせず俺の呼びかけに応じる。


    「進路の紙書いた？」


    「進路？　書いたよ普通に進学」


    「まあやっぱそうか～」


    　なんて感じで軽く会話していると、その光景を見た水みず沢さわと竹たけ井いもこちらにやってくる。


    「お、進路の話？」


    　水沢は飄ひよう々ひようとした口調で言いながら、俺と中村に交互に視線をやった。なので俺は水沢にも話題を振る。


    「そうそう。水沢は美容師志望とか言ってたっけ」


    　するとどうしてか、水沢は苦笑した。


    「あーそれ？　残念。俺は普通に進学」


    「え、そうなのか？」なんか度たび々たび言ってた気がするけど。「なにそれ、気が変わったとか？」


    　俺が聞くと、水沢はうーんと苦笑する。


    「ていうかまあ、うちの高校きてそっからいきなり美容師はあんまないっしょ。兄貴がもともとやってたから興味ないわけじゃないけど、普通に大学行って、それでもまだやりたいって思ったら考えるくらいかな、現実的に」


    「あー。……まあそうか」


    　言われて納得する。たしかに本気の本気なら高校進学の時点で専門に行ってるよな。進学校に入ってから改めて美容学校に行くというのもなかなかレアだし、じゃああれは半分くらいはキャラ付けだったってことなんだろうか。水沢ならやりかねん。めっちゃ浸透してたし。


    「だからまあ、大学行きつつバイトとかでいろんな世界経験しながら、自分のやりたい方向性を見つけていこうと思ってるくらいだな。まあなにかしら見つかるっしょ。俺なら」


    「ははは、それは大層な自信で」


    　そしてそこにわりと説得力があるのが、こいつの強いところだろう。あとうざいところでもある。


    「文ふみ也やは？」


    「俺は……あんま考えてなかったんだよな。ってことは進学になりそうだけど」


    「ふーん……」


    　水みず沢さわはなにかちょっと意外そうに言う。そして俺の顔をまじまじと眺めた。


    「な、なに」


    「や、文ふみ也やのことだから、なんかもっと変なことすんのかなって思ってたから」


    「いやどんなイメージ？」


    　とツッコミを入れながらも、まあ言わんとしていることはわからなくもなかった。既存のルールにとらわれず、自分の思ったことだけをやり続けてきたのがnanashiだからな。ゲームでのプレイスタイルがそうならば、人生というゲームでも適用されそうなものだ。


    　水沢は俺のツッコミに特に表情を変えず、そのままさらりとした口調で尋ねる。


    「大学入って、そっからは？」


    「そっから……まあ」


    　尋ねられて考えてみるが、自分のなかに特にこれといった答えはなかった。


    「うーん。正直わからん」


    　すると水沢はまた、ふーんと目を丸くする。


    「それも意外。もっと数年後のことまで自分のなかのビジョンがあるもんかと」


    「だからどんなイメージだよ？」


    　水沢はたまに俺のことを変に誤解してるときがあるよな。しかもだいたいそれはいいほうに誤解しているから、なんか期待を裏切ったみたいな気持ちになって申し訳なくなる。


    「竹たけ井いは？」


    　そしてさらっと話題が俺から逸それる。なんか期待を裏切って話題が逸れたから謎なぞの申し訳なさが増すね。


    　竹井はしゅんとしながら言う。


    「……あんまり考えてなかった」


    「まあそうだよな」


    「俺は意外じゃないんだなぁ!?」


    　竹井は大声で突っ込むが、誰だれに聞いても満場一致で意外じゃないと思う。竹井が未来のことを考えているなんて想像だにできない。できてせいぜいその日の晩御飯とかそのくらいまでだろう。次の日の朝ご飯はもう無理だと思う。


    「修しゆう二じは？　大学に入ってから」


    「俺？　俺はまあ親おや父じの知り合いが会社のお偉いさんやってて、ある程度都合つけるけど最低早そう慶けいは入ってもらわないと困るとか言われてるから、大学入ってからっていうよりまずはそこだな」


    「うわ、なんかずる」


    　そんな感じで会話する二人を、俺と竹井は指をくわえて見つめる。この二人、なんとなく進学とか言ってたわりに見えてるビジョンみたいなのがやたら明確じゃないですかね。


    　うーん。……二人とも、結構ちゃんと考えてるんだな。


    　危機感を覚えながら竹たけ井いのほうを向くと、竹井も焦あせったようにこちらを見ていた。そして俺に縋すがるように口を開く。


    「ふ、二人とも、結構ちゃんと考えてるんだなぁ……？」


    「げ」


    　いま自分が考えていたこととまったく同じことを竹井が言い、あまりも不服な俺なのであった。もしかして俺って進路に関しては竹井と同レベルなの？
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    　その日の帰り道。


    　新学期初日ということで午前で終わった二年二組の教室は放課後も雑談で大いに盛り上がり、その流れで男女入り乱れみんなと帰ることになった。まあ、そのくらいならもう俺も慣れてきたというか、めちゃくちゃ活躍できるというわけではないものの、その場にいて違和感ないくらいの立ち振る舞いはできるようになっていたので問題なかったのだけど。


    　緊張するのはそこからなのであって──。


    



    「いやーっ！　久々の帰り道だねぇ！」


    　北きた与よ野の駅から家への道。みみみがからっと明るい口調で言う。


    　そう。文化祭を経ていろいろとあった俺とみみみ。その後も終業式の日に一度だけここから一緒に帰り、なるべくこれまで通りになるといいね、みたいな話はしたことはあったのだけど──そう言ったからといって実際にできるかといえば難しく。


    「そうだな……」


    　俺はやっぱり妙に意識してしまっていた。


    　みみみは緊張していないのだろうか、それともそれをうまいこと隠しているだけだろうか。特にこれといって不自然な様子はなく、いつもの明るく楽しい調子で話題を引っ張る。


    「どうでしたか冬休みは！」


    　元気で明るい声は、まだまだ寒い一月の空に吸い込まれる。


    　昼の二時。差し込む日差しはむしろ冷えを引き立たせるようでもあり、俺はかじかんだ指先をポケットにしまい込んだ。


    「冬休みは……」


    　言いながら思い返し、俺は言葉に詰まる。だってそこで思いつくのは菊きく池ちさんとの喫茶店、菊池さんとの初はつ詣もうで──菊池さんとの記憶ばかりだ。そのまま馬ば鹿か正しよう直じきに言うことが正解ではないことくらい俺にでもわかる。


    　すると聡さといみみみはそれに気がついたのか、空気をほぐすようにたはーっと笑った。


    「あ、そっかそっかごめんごめん！　風ふう香かちゃんでしょ!?」


    「えーと」


    「だーかーらー！　そういうの気にしないで普段通りに戻ろって言ったじゃん！」


    「そう、だな」


    　いまいち釈然としない俺の反応に、みみみはむっとしたのか、


    「しゃきっとせ─────ぇっい!!」


    「いっっっった!!」


    　俺の肩をばちーんと叩たたき、そのままみみみはしししと笑う。過去最大のパワーで放たれたみみみの得意技『どつく』に、俺は思わず声をあげる。


    「力強すぎ!!」


    　俺はみみみの横暴に心から抗議するが、みみみはかかかと笑うばかりで応対してくれない。こやつめ。


    「もー冬休みも挟んだわけだしさ！　そんな気にせずさらっと話してくれたまえ！　私は気にしてないよ！」


    「……そうか？」


    　俺がみみみの顔を覗のぞき込むと、みみみは明るく不安を笑い飛ばす。


    「そーだよ！」


    　その表情はいろいろなことがある前のみみみと区別がつかないくらい底抜けに明るい笑顔で、きっとそれは作られた表情でもあるんだと思うけど、俺はみみみの言うことを信じるしかないのだと思った。


    　もしみみみがまだいろいろなことを引きずっているのだとしても、みみみがいつもどおりを望んでいるのだ。俺も最大限、それに応こたえるべきだろう。


    「よーしそこまで言うなら話してやろう!!　最初から最後まで、事細かくな!!」


    「あ、ところでブレーン、進路って決めた？」


    「うぉい別の話!?」


    　俺がずっこけると、みみみはまたしししと笑う。


    「うん別の話。冬休みの話はもーいいや」


    「んだよそれ……」


    　俺は苦笑しながら言う。思い出してきたぜ、このマイペース感。なんかむしろいままでよりも数倍マイペースな気もするけどな。


    　そんで進路、ね。正直そこは俺のウィークポイントだ。


    「んー。ちょっといまいろいろ考えてる」


    　答えると、みみみはちょっと意外そうに俺を見た。


    「そーなの？　普通に進学とかじゃなく？」


    「あーまあそれはたぶんそうなるとは思うんだけど」


    「だけど？」


    　みみみの口調は平へい坦たんだけど、目の奥は興味津々って感じで俺を見ている。


    「本当にちゃんと考えないまま、簡単に決めちゃっていいのかなあって」


    「へー……」


    　相あい槌づちを打ちながらみみみは、ゆっくりと視線を俺から前へと逸そらした。


    「その辺やっぱりブレーンって感じだよねぇ。手は抜かないっていうかすごい真剣っていうか？」


    「そうか？　ていうかみみみはどうするんだ？」


    　俺はさらっと質問を返す。こういうあたりの会話の基本的な流れみたいなものもだんだんと体に染みついて、なにも考えずにできるようになってきた。トレモで同じコンボを繰り返し練習して、実践でもそれを繰り返す。すると徐々になにも考えず、無意識の反射でコンボができるようになってくる。それと同じことだ。ゲーマーならわかる。


    「ん？　私は普通に進学、って思ってたけど」


    「だよなあ。俺は決まってないからさー。決まってるだけすごいと思う」


    　結局のところ進学って結論になるんだろうなとは思いつつも、なんの根拠も理由もなく自分の行く道を決めるのはゲーマーとしての美学に反するから、まだなにも決められていない。俺の現在のステータスとしては『Now Loading...』が最もしっくりくるだろう。


    「なるほどねぇ……」


    　みみみは真剣な表情で空を見あげる。


    「だとしたら、私は考えずに進学って言ってただけだから、むしろそれ以下だよ」


    　そして眩まぶしい日差しに、目を細めた。


    　正直、ちょっと前までの俺だったら、いやいや決まってるみみみのほうがすごいよ、と意固地に相手を上げて自分を下げてしまっていたと思うけど──。


    「んー、そうか？　……どっちが上もないと思うけど」


    　いまは素直にどっちも一長一短だね、という感覚で自分と相手の距離を測ることができるようになっていた。こっちのほうが健全だよね。


    「うーん、そうかなあ」


    「そうだよ。俺はそう思う」


    　そしてだからこそ、自分の感覚を信じてこんなふうに自分を主張することができる。人生っていうゲームにおけるレベルに関してはまだまだ間違いなくみみみのほうが上だけど、自分なりにこうだと確信できたことに関しては、卑屈にならず自信を持てるようになったのだ。


    「じゃあさ。逆にブレーンは、なんで悩んでるの？　進学じゃダメなの？」


    「えーと、なんて言うのかな」


    　ここでゲーマー的な価値観をそのまま話しても、なかなか理解されづらいような気がする。目標に向けての努力が基本となる『ゲーム』において、目標が決まっていないのに行う練習や選ぶステージを進めてしまうのは端的に言って上う手まくない。だから迷ってる。それをわかりやすく言うならどんな感じだろうか。


    「……自分の『やりたいこと』がなんなのかをちゃんとはっきりさせないと、進むべき方向もわからないのかな、って」


    　言いながら、わりとしっくりときた。自分が行く道に対する根拠や理由。そのなかで最も大事にするべきなのはきっと『自分がやりたいかどうか』だ。


    「やりたいこと？」


    「うん」


    　だとすると俺がまだ進路を決められない理由は、自分が自分の人生を長期的に見たとき、自分にとってのやりたいことを見つけられていない、ということなのだろう。


    　普通のゲームと違ってこの『人生』というゲームは、決められたゴールが定められていない。


    　そんな人生において『やりたいこと』は、進むべき方向性を定めるテーマだ。


    　つまり──日南ひなみが言うところの、『大きな目標』のようなものだろうか。


    「……やりたいこと、かあ」


    　みみみは噛かみ締めるように、その言葉を繰り返す。


    　自分がなにをしたいのか。これからどこへ向かえばいいのか。


    　俺たちはきっとまだろくに将来について考えられていないまま、気がつけば人生の岐路に立たされていて。


    　それでも時間の流れは止まらずに、俺たちを不可逆の波に飲み込んでいく。


    「そうだな。……やりたいこと」


    　高校二年生の冬。十七歳。


    　まだまだ大人ではないけれど、決して子供とも言いづらい境目の季節。


    　いっちょまえに人生について語ってみせる生意気さはあれど、目の前の生活を作り変えるだけの力すら持ち合わせていない、じれったい年齢。


    　けれどその先について考え、それを選び取るまでの時間は思った以上に少なくて。


    「十年後の私たちって、なにやってるんだろーね」


    「……十年後か」


    　不意に投げかけられた漠然とした問いを、思わず真剣に考えてしまう。


    　十年後。すでに二十代も終わりに差し掛かり、おそらくはいろいろな挑戦や努力が結果として表れはじめているころ。


    「仕事はなにしてるんだろ。結婚とかしてるのかな」


    「うーん……」


    　自分の将来はまだ全然想像できなかった俺は、みみみの将来について思いを馳はせてみる。


    「みみみは、なんだろ……後輩連れて酒飲むぞー！　おらーもう一軒！　とかやってそう」


    「あははなにそれ！　それめっちゃ独身イメージしてない？」


    「あ、そうかも」


    　言うと、お互い笑い合う。


    「二十七で独身って女目線だんだん焦あせってくるからね!?　失礼しちゃうよほんとに～」


    「あはは、ごめんごめん」


    　言いながら俺とみみみは笑顔を向かい合わせる。やっぱりみみみとはこういうバカな会話が合うよな。


    「ブレーンは、どうかなぁ……」


    　言いながら、どうしてだろう、みみみは少し寂さびしそうな目をして、考えるように唇くちびるをなめた。


    「友とも崎ざきはね。なんか……私の全然想像もつかない、遠くに行っちゃってる気がする」


    「ははは、なんだよそれ」


    　俺が軽く笑うと、みみみは寂しい目のまま俺に合わせるように笑い、一人で納得するように小さく頷うなずいた。その表情はどこか、見送るようでもあって。


    「うん。そんな気がするな。俺はこれがやりたいんだーってことに突っ走っていって、周りからなんだよあいつ、って思われてもやめなくて、それでいつかめっちゃすごい結果出して、ほら見たことかーみたいな」


    「なにそれめっちゃかっこよくない？」


    　みみみの目からは俺、そんなふうに見えてるの？


    「そーだよかっこいい！　まあもしくは、突っ走っていって、けど結果は出なくてダメダメになっちゃうか」


    「おい両極端だな」


    「あはは！」みみみはいたずらっぽく笑う。「……でもね。なんか、ほんとにそんな感じ、するんだよなぁ」


    「……突っ走っていって、ねえ」


    　言われてみれば正直、否定はできない。誰だれに言われるでもなくアタファミをやりこんでレート日本一という結果を出してきたのは他ならぬ俺だし、いま俺が人生における『やりたいこと』について悩んでいるのも、言ってみれば人生の進路において、アタファミと同じくらい熱中できる『なにか』はないのだろうか、という悩みに近い。


    　同じくらい熱中できるなにかを見つけたとき、誰になにを言われようがそれだけに熱中しつづけるのが、nanashiという生き物だと思う。


    「まあ、なくはないかも」


    「でしょー!?」


    　俺が肯定すると、みみみはなぜか嬉うれしそうに笑う。


    「そう考えるとなんか、それぞれの人生送りそーって感じだね～」


    「かもな……」


    　──それぞれの人生。


    　少し寂さびしげだけど決して後ろ向きというわけではない、現実的な言葉。


    　俺たちは、季節の変わり目と言うにはまだ寒すぎる北きた与よ野のの住宅街を、それぞれの家に向かって歩いている。


    「やりたいこと……か」


    　高校二年生の冬。


    　十七歳。


    　いつまでも続くように感じられる高校生活だけど、もうとっくに折り返しは過ぎていて。


    　残された時間は、一年とちょっとしかない。


    　なにかを選んで、代わりの可能性を捨てて。


    　そのために必要な理由や動機は、まだこの手のなかに入ってくれてはいなかった。


    　俺は、決断できるのだろうか。


    「だね！　やりたいこと！」


    　いつもの曲がり角に到着すると、俺とみみみは別の方向に視線を向けた。


    　やがてみみみは小さく、きっと俺というよりも自分に届けるような声で、こんなことを呟つぶやく。


    「……私ももう少し、ちゃんと考えてみないとだめだよね」


    　その瞳ひとみは、やっぱりどこか寂し気で。


    「見つかるといいな、お互い」


    　俺が振り向きながら言うと、みみみもこちらを向いて少しだけ迷い、だね！　と明るく頷うなずく。


    「それじゃあね！　ブレーン！」


    「おう。また明日」


    　そうしてそのまま俺とみみみは別れ、互いの帰路についたのだった。

  


  
    ３　自分の属性のフィールドで戦っていれば、滅多なことでは負けない


    



    



    　それから数日後の土曜日。


    　俺は東京のとある駅前を日南ひなみと一緒に歩いていた。


    「にしても連れていきたい場所っていうのが、まさかそんなところだったとはね」


    「ははは、予想外だっただろ」


    　俺が得意げに言うと、日南はうんざりしたようにこめかみを指で押さえる。


    　数週間前。俺は文化祭が終わったあと、菊きく池ちさんと付き合うことになったことを日南に報告すると同時に、『お前を連れていきたい場所がある』とこいつに宣言した。


    　なんだかんだ三学期になってからになってしまったけど、ついにその日がやってきたのだ。


    「いい？　あなたは勝手にしてもらっていいけど、私は別に自分のことを話す気はないわよ」


    　なにかまだ若干の抵抗を見せる日南だったが、俺はそんなこと気にせず、自信を持って頷うなずく。


    「ああ。それでいい」


    「……はあ」


    　日南はわかりやすくため息をついた。


    「よーしほら行くぞ」


    「はいはい」


    　けれどこうしてぐちぐち言いながらもなんだかんだついてきてくれるってことは、こいつもまったく興味がないってわけではないんだと思う。NO NAMEという人間は、本当に無駄なことは絶対にやらないからな。


    「……っていうか、俺も結構緊張してるんだからな？」


    　言いながら俺が振り返ると、日南はそんな俺を構わず横切っていく。


    「それは知らない。行くならさっさと行くわよ」


    「お、おい待てって」


    　そんな感じでサクサク前に行ってしまう日南。さっきまでごねてたくせにちょっと隙すきを見せるとこれだ。


    　こうしてやっぱり主導権だけはちゃっかり握られつつ、俺と日南はアタファミ対戦オフの会場へと向かうのだった。


    



    　　　＊＊＊


    



    「……ここか」


    　詳細のページに載っていた住所をもとに、マップを使って駅から数分。


    　俺たちはオフ会場へと到着していた。


    「会場っていうよりも……普通に、マンション？」


    　俺が辺りを見渡しながら言うと、日南ひなみもそれに同調する。


    「そんな感じね。まあ、もともとシェアハウスで住んでるところで定期的に開催してるってだけらしいから」


    「へえ、ちゃんと調べてきてるんだな？」


    「うるさい」


    　なんだかんだ言ってこいつもワクワクしているのかもしれない。……そうだったらいいな、とも思う。


    　やってきたのはアタハウスという名の対戦会場。正確に言えば普通のマンションの隣り合ったいくつかの部屋でアタファミプレイヤーがシェアハウスをしていて、定期的にオフ会の場となっていることから、通称としてそう呼ばれているだけらしい。


    「部屋番号は……っと」


    　俺はスマホで詳細を開きながら、番号を間違えないよう何度も確認したのちに、一階のロビーからインターフォンを鳴らす。


    　数秒後に通話がつながり、男性の声が俺たちに届く。


    『はーい』


    「あ、えーと、今日のオフの参加者です」


    『あ。はーい。どうぞー』


    　声とともに一階のオートロックが開き、俺たちは二人でエレベーターへと乗り込んだ。


    「き、緊張するな……」


    「そう？」


    　誘ったのは俺であるにもかかわらず、完全に日南のほうが落ち着いている。


    「な、なんでそんな余裕なんだよ」


    「だって別に、知らない人が十人くらいいるってだけの話でしょ？　ホームゲームじゃない」


    「それどっからどう見てもアウェイなんだけど？」


    　俺は苦笑いしつつも、いつもの日南の様子にちょっとずつ緊張が抜けてきた。


    「なに言ってるのよ。今日は私よりも、あなたにこそホームでしょ」


    「まあ……それは」


    　俺が曖あい昧まいに声を漏もらすと、日南はにっと笑う。


    「だってあなたは──あのnanashiなんだからね」


    「……そうだな」


    　否定はできない。


    　だってこれから訪れる場所は、おそらく俺にとって日本でも有数のホームだ。


    　俺たちは部屋の前までたどり着く。インターフォンを押すと「鍵かぎ開いてるのでどうぞ」とのことだったので、俺はその戸に手をかける。


    「いくか……」


    「そうね」


    　日南ひなみは頷うなずく。俺はドアノブをぐっと、握りしめた。そして数秒そのまま止まる。


    「……いくと、するか」


    「さっさとどうぞ」


    　無表情で急せかしてくる日南に圧おされて俺は戸を開き──俺たちは会場へと足を踏み入れた。


    



    　　　＊＊＊


    



    　俺が小さな歩幅で恐縮しながらなかへ入っていくと、そこにはすでに十人弱の人影があった。日南は俺の後ろからついてきてるけど、俺とは違ってめっちゃ堂々としている。


    　部屋には机の上に雑然としたコード剥むき出しのモニターが三台並んでいて、そこに映っているのはもちろんアタファミのゲーム画面。そのうち二台のモニターではすでにタイマンの試合が行われていて、その前には二人のプレイヤーと数人のギャラリーが陣取っている。


    「ど、どうもー」


    　俺の声にギャラリーのうち何人かが振り返り、その視線はすぐに俺の後ろの日南へと向いた。そしてなんかすごい驚いている。まあでもそうなるよね。よく見ればここにいるのはいまのところ日南以外全員が男だし、そうじゃないにせよどんな場でもこのレベルの女の子が来るってのはちょっとした事件だと思う。普通に街を歩いていてすら何人か振り返るからな。


    「どうもいらっしゃい～！　えーっと……？」


    　主宰と思われる男性がにこやかに近づいてくる。三十代前半くらいだろうか、家電量販店の店員さんのような雰ふん囲い気きの、清潔感ある男性だ。俺と日南の顔を交互に見て、言葉を迷わせている。たぶん参加者のうちだれなのかを考えているのだろう。


    「えーっと、今日初参加の……」


    「はいはい初参加組ね～お名前は？」


    　男性はスマホを開き、名簿らしきものを確認しはじめた。俺は緊張しながら、息を吸う。


    「えーと、名前は──」


    　思えば俺が現実でその名を名乗るのは、日南と会って以来、初めてかもしれない。


    



    「nanashiです」


    



    　その瞬間。会場中の視線が俺に集まった。


    　ギャラリーたちはもちろん、プレイしている最中の人までこっちを向いている。いやそこはちゃんとプレイに集中したほうがいいと思うけど。


    　向き直ると、主宰の男性すらなにか緊張したような面おも持もちで俺を見つめていて、どうしたもんか。ある程度名が知れてるのはわかってたけど、ここまで露骨に驚かれるとこっちも反応に困る。


    「あの……。な、nanashiって、やっぱりあの……？」


    　主宰の男性は恐る恐る確認するように言い、俺の顔を覗のぞき込む。


    「えーと……一応、オンラインレート一位のnanashiではあります」


    　その言葉にまた、会場中がざわ、と騒然とする。そしてそれとセットで後ろの日南ひなみにも視線が泳ぎ、しかしすぐに逸そらされる。それは恐らく日南があまりにも華があるからだろう。まあ慣れないよねここまでの美人は。ちなみに当の日南は親しみやすい笑みを浮かべながらも、かわいらしく会釈していた。あ、こいつこっちのモードでいくのね。


    「はぁー！　思ったよりお若いんですね。あ、僕は今回主宰のハリーって言います」


    「よろしくお願いします！　それから……」


    「初めまして。nanashiくんの友達の、Aoiって言います」


    　俺が日南を紹介しようと視線を向けると、すでに日南は自己紹介をしていた。今回日南は、本名のローマ字表記である『Aoi』で参加表明してある。


    「はーい。nanashiさんとAoiさんね。Aoiさんもアタファミ好きなんですか？」


    「ですね！　とはいえnanashiくんと比べたらまだまだなんで……」


    「あはは！　そりゃnanashiさんと比べたら日本のほとんどの人がまだまだになっちゃうからね」


    「それはたしかに！」


    　なんて感じでさらさらとハリーさんと気安い会話をこなす日南。リア充スキルがふんだんに発揮されている。


    　ちなみにこのハリーさんという人はアタファミプレイヤーであると同時にゲーム実況者としても活動しているユーチューバーで、聞きやすい声でプレイを解説しながら対戦動画を配信するスタイルで、一定の視聴者を集めている。


    「それじゃ、ここのシステムについて説明を……」


    　という感じでハリーさんが案内を始めようとすると。


    「こ、こちらがnanashiさん……？」


    　ハリーさんに向けて言いながら近づいてきたのは、おそらくは二十代後半くらいであろう男性。眼鏡をかけた黒髪短髪で、背が低く筋肉質な体型。俺に目を合わせたり逸らしたりしていて、結構はっきりと緊張が伝わってくる。俺はただアタファミがうまいだけの高校生だからそんなに固くならないで欲しい。


    　俺はなるべく自然な笑顔を作りながら対応する。


    「初めまして、nanashiです」


    　そしてぺこりと会釈をした。すると男性は少し焦あせったように言葉を溜ためると、首だけをぺこりと下げる。


    「ど、どうも。はじめまして。僕はマックスって言います」


    「あ、マックスさんなんですね」


    「え、知ってくれてます？」


    　俺は頷うなずく。そこまで詳細に知っているわけではないけれど、主宰のハリーさんの動画でたまに一緒に実況しているのがこのマックスさんだ。ハリーさんの解説の聞き役的なポジションで、ホームズにおけるワトソン的な立ち位置と言えばいいだろうか。


    「ハリーさんの動画で何回か見ました。こう話してみると、声同じですね！」


    「はは……そうなんですよ。見ていただいて光栄です！」


    「いえいえ、よろしくお願いします」


    　お互いに自己紹介を終えると、マックスさんの視線はチラチラと日南ひなみに向く。


    「えーっと、こ、こちらの方は彼女さんですか？」


    「いやいやいやいや！」


    　その言葉に吹き出しそうになりながらも、俺は全力で否定する。


    「違います違います、友達友達」


    　俺が手をぶんぶんと振ってみせると、日南はなぜか小悪魔っぽく笑った。


    「えーひどーい。そこまで否定する？」


    「お前な……」


    　日南が自分をNO NAMEだと明かさないのはわかってたけど、それどころかパーフェクトヒロインモード・フルスロットルでいくのね。把握いたしました。


    「あはは、なんか仲良さそう……」


    　マックスさんから若干探るように発せられたその言葉は、少しばかり羨せん望ぼうのような響きを含んでいた。ということで俺は説明する。


    「えーと。この子もアタファミ好きで。だからちょっと一緒に行こうかって話になったんですよ」


    「へえ！」マックスさんの目が輝く。「女性でアタファミ好きって少ないんですよね～！」


    　向けられた視線に、日南は頷く。


    「あはは！　そうですかね？」


    　受け入れ態勢になったことを察したのか、日南はすっと懐に入るように。


    「けど、すごい面白いゲームだと思います。みんなでも楽しめるのに、ガチになっても奥が深くて！」


    「そうなんですよ！」


    「それからゲームバランスが──」


    　という感じでうまいことツボを押さえたゲーム語りを披ひ露ろうしていく。まあこいつも実際アタファミ好きなんだもんな。


    「──っていうところも、すごく好きなんですよ！」


    「うんうん。すごいわかります！」


    　マックスさんもハリーさんも最初の緊張が解けた様子で楽しそうに話していて、すっかり日南ひなみのことを気に入ったようだ。まあただでさえコミュ力お化けなのに、そこにアタファミという共通言語すら手に入れてしまったら鬼に金棒、魔王にベホマといったところだろう。


    　俺も要所要所でその輪に交じりながらも日南の手腕に感心していると、対戦を終えたのか、他の参加者たちも続々とこちらへやってきた。その目はやたらキラキラと輝いていて、その視線は一心に俺へと向けられている。まさか俺があのパーフェクトヒロイン日南葵あおいよりも注目されることがあるなんて。


    「あの……僕、一回オンラインで当たってボコボコにされて……会いたかったです！」


    「えーと、それはどうも？」


    「僕もプレイ動画とか見て動き参考にしてて！」


    　続々とアタファミファンからの感情をぶつけられ、俺は困惑してしまう。


    　そして握手してください、いつからアタファミやってるんですか、オフ大会出ないんですか、みたいな感じで続々と質問を投げかけられて、なんかすごい有名人みたいになってきたぞ。アタファミ界ではある程度有名なのはわかるんだけど、まさかこんなことになるとは。


    　俺が人と言葉の波をさばいていると、不意に予想外の言葉を浴びせられた。


    「──ていうかnanashiさん、めちゃくちゃイケメンですね!?」


    「え」


    　俺は驚いてしまう。


    　それは俺が生まれてこのかた浴びせられたことのない言葉で。


    　俺はそこで「い、いやそんなことは……」と否定しそうになったけれど、少し考えて、その言葉を止めた。


    　だっていま俺が褒ほめてもらえているのはきっと、日南に習ってきちんと服装を整えてきたからだし、定期的に美容院に通って、自分でも毎朝髪の毛のセットを練習してきたからだし、きちんと表情筋のトレーニングを継続して、明るい表情を作れるよう努力してきたからだ。


    　だとしたら俺はそれを否定するのではなく、かといって調子に乗って油断するのでもなく。


    　それを正面から受け入れるべきなのだろう。


    　だから俺はその浴びせられる賞賛に向けて、こんな言葉を返した。


    「……ありがとうございます」


    　自信をもってそこに立ち、相手の目を見て笑みを返す。


    　この対応で正しいのかどうかはわからないけど、言ってみて、自分のなかで妙な清すが々すがしさを感じていた。


    　そうか。俺はいままでやってこなかったけれど。


    　人の誉ほめ言葉を素直に受け取るっていうのは、案外気持ちのいいことなのかもしれない。


    　しかし、そこからも参加者からは口々に──


    



    「ていうかnanashiさんめちゃくちゃお洒しや落れですよね!?」


    「イケボですね!?」


    「nanashiさんは人生でも強キャラだったんですね!?」


    



    　いままで人生でほとんど言われたことのなかった言葉のラッシュを次々とその身に受けて、自分のなかの価値観が揺らいでいくのを感じる。お洒落とは。イケボとは。人生の強キャラとは。価値観が一つ一つ崩壊していく。


    「い、いやまあそれよりアタファミのことを……」


    　俺が戸と惑まどいながら軽く制止しても、その言葉の雨はやまない。それどころか加速する。


    



    「謙けん遜そんしないでくださいめっちゃかっこいいじゃないですか！」


    「なんかめっちゃ陽キャって感じですよね!?」


    「あの……後ろの女の子はやっぱり彼女さんですか？」


    



    　違う、これは俺が思っていたアタファミのオフ会じゃない。俺が思っていたのはもっとストイックに勝ち負けを争うような修羅の──


    「だーかーらー!!」


    　俺はさすがに息苦しくなり、大きな声を出してしまう。


    「俺はアタファミプレイヤーのnanashi!!　それ以上でもそれ以下でもないからイケメンとかは関係ない！　あとこいつはただの友達だから断じて彼女ではない!!　以上!!」


    　俺が一気にまくしたてると、一瞬の沈黙ののち、会場は笑いに包まれた。


    



    「nanashiさん面白いですね!?」


    「やっぱ陽キャはコミュ力が……」


    「人生でもレート一位なのかな？」


    



    　俺はまた言葉をその身に受けながら目を瞑つむり、そしてすべてを悟さとった。


    「これはもう、なにを言っても無駄だな……」


    　諦あきらめたように言うと、後ろで日南ひなみが愉快そうに笑っていた。こら楽しむな。


    　──と、そのとき。


    



    「すいません！」


    



    　不意に俺の右側、入り口のあるほうから女性の声がして、俺は驚いてしまう。


    　だってその声の主は、明らかに日南ではなかったのだ。


    　俺が声のほうへ振り向くと──見知らぬ一人の女性が目を輝かせて、俺のことを見ていた。このオフ会、日南以外にも女の子がいたのか。女性はおそらく俺と同年代くらいだろうか。暗めの茶色いぱっつんの髪型に、ベレー帽みたいなかたちの黒い帽子をかぶっている。


    「……nanashiさん、会いたかったです！」


    　鼻にかかった、どこか人懐なつっこいトーンの声だ。


    　見るとその女性は、かなりタイトな灰色の長なが袖そでニットを大人っぽく着こなしていて──なんとそのニットは、胸元のあたりがハート形にくりぬかれていた。まじですか。


    　そこに視線を向けるとバレると聞いているので直視はしていないけど、たぶんそういうことになっているのだと思う。すっぽりと覆われた襟えり元もとはさりげなくフリルのようになっていて、金色っぽいチェーンに白い飾りのついたネックレスをそこに提げている。


    　珍しいデザインのニットを着ているわりに奇抜というよりもどこか洗練された雰ふん囲い気きが放たれているのは、下にシンプルな黒いスカートを穿はいているからだろうか。タイトに締まった腰のあたりから緩ゆるやかに外側へ広がった短い裾すそからは、白くて細い足がすらりと伸びている。全体的に韓ハン流りゆうアイドルとかそっちっぽい空気感というか、生き物としての強さを感じるぞ。


    　ぴったりとしたニットの縦たて縞じまに強調されすぎているほどに強調されている体のラインは正直過去最大に目のやり場に困るほど主張がハッキリしていて、どこに視線をやってもセクハラになるんじゃないかとすら思わされる圧があった。なので俺は、毅き然ぜんとした態度で相手の目をしっかりと見る。


    「どうもはじめまして。nanashiです」


    　そして水みず沢さわをイメージしてにっこりと笑った。こういうときには水沢をイメージして動くことが重要だ。なぜならお手本となるイメージがあると動作がうまいこといくことが多いし、真似まねをすることに頭を使うことによってこの女の子の見てはいけない部分に意識を持っていかれないようになる。自分でもなかなかうまくいった気がするぞ。


    「私、参加者一覧見てめちゃくちゃびっくりしたんです！　すごーい！　本物だ！」


    　女の子は目をキラキラさせながら手を顔の前で合わせる。それによって腕と脇わきがぎゅっと中央に寄せられ、つまり視界の端にあるそれも中央に寄せられているということになるのだと思うけど、俺は水みず沢さわなので女の子の目だけを見て話題を探す。


    「ははは、ありがとうございます。えーっと……名前は？」


    「レナです！」


    「はーい、レナちゃんね。……あ」


    　俺は吸い込まれそうになる視線を保持するために水沢になりきろうとしすぎたがあまり、なんかあまりにもナチュラルに『レナちゃん』とか言ってちゃんづけで呼んでしまった。初対面でこれは失礼だと思うので俺は焦あせって言葉を付け足す。


    「あ、ごめんなさい。レナさんですね」


    　するとレナさんは、なぜかさらに目を輝かせてぐいっと俺に寄った。


    　下へ手たしたら泉いずみよりも近い距離感。とろりとした花の蜜みつとシャンプーが混ざったような芳香が鼻び腔こうを官能的にくすぐり、一瞬ふわりと思考が止まる。


    「ぜんぜんレナちゃんでいいですよ～？」


    　甘えるような高い声に、潤うるんだ上目遣い。


    　脳みそを直接溶かしてくるかのような香りは意識を甘く侵食するように全身へと回り、理性がぐわんと揺れた。


    「そ、そう？　じゃあ、レナちゃんで」


    　そして俺はその提案をあっさり受け入れてしまう。水沢をインストールしているから気安くなってるってのもあるかもしれないけど、なにやら操られたような気分だぞ。


    　まあ別にたまちゃんも言わばちゃんづけなわけだし、そこまで変ではない……か？


    「わ～嬉うれしいです！　私はnanashiさんでいいですか？」


    「えーとうん、いいよ」


    　そんな感じで若干ペースは掴つかまれながらも、なんとか変な感じに戸と惑まどいすぎたりはすることなく、そこそこスムーズに会話が進行していると思う。なんか波にのまれてタメ口になってしまっているけど、まあもうこれはいいか。


    「ちょっとレナちゃーん、nanashiさん困ってますよ？」


    　そんな様子を見かねたのか、マックスさんが横から言葉を挟んでくれる。わりと顔見知りではあるっぽい、気安い口調だ。


    「え～そんなことないですよぉ、ねえ？　nanashiさん困ってます？」


    「うん。めっちゃ困ってる」


    「えぇーっ!?」


    　レナちゃんは高い声で驚き、やがてあははとこちらを見て笑う。言外に楽しいですねと伝えてきているかのような、親密感のある仕草だ。


    　ちなみにいま放った冗談は俺が人生攻略を始めてから散々繰り返してきた『いじり』の基本コンボみたいなもので、このくらいなら実戦のなかでもある程度自由に使えるようになってきている。ただ相手の言うことを大げさに肯定するだけだからね。ファウンドで言うところの下投げ空上ってところだ。


    「もーひどーい」


    　言いながら、レナちゃんは俺をとろんとした目で見て、俺の肩に軽く触れる。なにこのものすごい隙すきだらけな感じ。横アタ最大ホールドすら平気で入りそうだぞ。


    　じっと俺を見つめる視線に、こちらも視線を返す。青白い、と言っていいほどに日焼けを感じない肌に、奥の見えない真っ黒な瞳ひとみ。童顔ながら顔だちは整っていて、常にニコニコと笑う表情からは、不思議な引力を感じる。


    　腕までぴっちりと密着したニットの先に視線をやると、手首に黒くてごつごつしたブレスレットをいくつも付けているのが目に入った。襟えり元もとのフリルの女の子っぽさやタイトなシルエットの色っぽさとは少し不釣つり合いにも見える無骨なデザインで、その手首は心配になるほど細く華きや奢しやだ。


    　レナちゃんは俺をじっと見たまま、こんなことを言う。


    「nanashiさんって、こんなかっこよかったんですね？」


    　誘うように潤うるんだ表情。さっきも参加者の人たちからイケメンだのなんだの言われて照れたりはしたけど、こうして女の子から面と向かって言われるのは、ちょっと別格の破壊力がある。しかもこのレナちゃんの、ぴったりとこちらに密着するかのような視線と声。本能的な部分を無理やり刺激してくるような空気に、頭を熱くさせられる。


    「ははは、えーと、ありがと」


    　俺はなんとか言葉を詰まらせないように感謝を言う。水みず沢さわなら『えーと』とか言わないんだろうけどもうこれは仕方ない。俺の言葉にレナちゃんは微笑ほほえむと、ふいっと俺から視線を逸そらしてしまう。なんか一瞬寂さびしいとか思いそうになったんだけどなんだこれは。


    　なにやら怒ど涛とうのように過ぎていった俺との会話を終えると、レナちゃんはそのまま日南ひなみのことを見て、目をぱちくりと瞬またたかせた。


    「……女の子がいるー!?」


    　心底驚いたように言うと、レナちゃんはすっと日南に近寄った。


    「こんにちは。初めまして、レナです」


    　そしてじっと日南の顔を覗のぞき込む。観察するような瞳に、にこやかに上がった口角。柔らかな口調とは対照的に、その視線は冷静なのが印象的だ。


    「初めまして！　Aoiです」


    　日南は明るい声と満点の笑顔を返すと、レナちゃんの全身に視線を走らせる。


    「えーこれかわいいですね！」


    　言いながら日南が指差したのはレナちゃんが手首につけている黒くてごついブレスレットだ。……いや、それかわいいのか？　むしろデザイン的にどっちかっていうとかっこいいとかそっち系な気がするけど。


    「わー、わかります!?　これごつくてかわいいですよね！」


    「わかりますー！　似合ってますね！」


    　しかしどうやらかわいいらしい。出たよリア充特有の『かわいい』に対する感覚。例のストラップのときもそうだったけど、今回も俺には理解できなそうだ。なんだ『ごつくてかわいい』って。ごつさとかわいさは同居するのか。


    「Aoiさんこそめっちゃお洒しや落れ！　このピアス好きですー！」


    「ありがとうございますー！　これ気に入ってるんですよ！　趣味合うかもですね」


    「ですねー！　えー！　ていうか髪さらさらだし顔ちっちゃいし肌きれー！　お人形みたい！」


    「レナさんこそめっちゃスタイルいいじゃないですかー！」


    　なんか知らないけど二人して褒ほめ合っていて、一歩も譲ゆずらないという感じだ。逆にバトルみたいになってるぞ。


    「Aoiさんこのオフ初めてですよね？」


    「ですね！」


    「わからないことあったらなんでも聞いてくださいね～」


    「ありがとうございますー！　レナさんはよく来るんですか？」


    「私はもう何回も来てます！　もう常連みたいになっちゃってますね～」


    　言いながらレナちゃんは苦笑して、言葉を続ける。


    「Aoiさんは……一人で来たんですかー？」


    「あ、えーと」言いながら日南ひなみは視線をぐるっと回して俺を見つけた。「あそこのnanashiくんと一緒に来たんですよ」


    　すると。


    　レナちゃんはきょとん、と俺と日南を交互に見る。


    「……そうなんですか？　……お友達？」


    「ですね！　アタファミ友達っていうか、なんていうか」


    「ふうん……？」


    　無表情というか無感情というか、フリーズした表情。


    　やがてレナちゃんはまた俺たちを交互に見ると、にこっと口角を上げた。


    「すごい美男美女って感じ！　これに懲りずにオフ会いっぱい来てくださいね？」


    「あはは。そのつもりですよ～」


    　二人は笑い合う。なんかすごくインファイトの言葉の応酬って感じで、初対面の女の子同士の会話ってこんなに激しいものなのか。テンポの速さについていけなかったぞ。


    　俺が未知の世界に衝撃を受けていると、会話を終えたレナちゃんがすっと隣へ寄ってきて、俺の背中と脇わき腹ばらのあいだのあたりを優しく二回とんとん、と叩たたいた。ただ呼んでいるだけなんだろうけどその手つきは妙にくすぐったく、油断すると声が出そうになる。


    「ん？」


    　俺が平静を装って返事をすると、レナちゃんは俺の耳に顔を寄せた。身体からだごと寄せているので俺の服とレナちゃんの服が擦こすれ合い、焦じれた感覚が二の腕あたりを襲おそう。


    「あのぉ……」


    　吐息混じりの声とともに、甘い香りが再び、意識に流れ込んでくる。


    「う、うん？」


    　俺が顔を正面に向けたまま言うと、レナちゃんはさらに吐息成分を増やした声で、


    「ぶっちゃけ、付き合ってる感じです？」


    　なんてことを言ってきた。


    　俺はそれを否定しようと、レナちゃんのほうへ振り向く。レナちゃんは俺の耳元に顔を近づけていたので、顔と顔が正面から向き合うかたちになった。しかしなぜがレナちゃんは一歩も引かず、じっと俺のほうを見つめ続ける。なんでその位置をキープできるのこの子。近距離で見つめ合う形になり、けれど俺もその真っ黒な瞳ひとみから目を逸そらすことができない。


    「ほ、ほんとに、ただ友達ってだけだよ」


    　俺が一歩離れながら答えると、レナちゃんはじっと試すように俺を見つめた。


    「ほんとですかあ？」


    「うん」


    「……ならよかったです」


    　言うとまたレナちゃんはふいっとみんなのほうへ向き直る。ようやく縛られたような瞳ひとみから解放されたけど、よかったとは一体？

  


  [image: ]


  
    　　　＊＊＊


    



    　一通り参加者たちからの質問攻めとレナちゃんとの会話を終えると、会場はアタファミオフっぽく、フリー対戦会が開かれることとなった。一安心だね。ちなみに日南ひなみは主宰のハリーさんから参加を促うながされたものの、まだまだ挑戦できるレベルじゃないので、と断っていた。まあ日南が本気で戦ったらただものじゃないことがバレてしまうだろうし、こいつの性格的に、丁ちよう度どよく手を抜いて戦うなんてことできないだろうから、観戦しか残された手段はなかったのだろう。正体を明かすつもりがないのなら、賢明だと思う。


    「nanashiさん、とりあえずやりましょ！」


    　ハリーさんが腕をまくりながら言う。


    　ハリーさんは普段はプレイヤーとしてよりも実況者として名が売れている人物ではあるものの、オフ大会・オン大会ともに安定して中上位の結果を出している強豪だ。使用キャラはヨーグルという小柄な一頭身キャラ。多段で出せる空中ジャンプと空中移動速度の高さを活いかして立ち回る、少し特殊なファイターだ。


    　空中攻撃の持続と威力、判定の強さによって空中での差し合いやインファイトは強いけど、リーチのあるキャラにはめっぽう弱いというピーキーな特徴を持っている。オンラインではあまり強い使い手と当たらないから、一回戦ってみたかったんだよな。


    「是非やりましょう！」


    　ということで俺とハリーさんは空いている台の前に座り、対戦の準備をする。レナちゃんが「楽しみ～！」と声をあげているのが聞こえた。ほかに女の子が日南しかいないということを抜いても、なんかすごい目立つ声なんだよな。


    　互いにキーコンフィグを確認すると、キャラを選ぶ。ステージに関してはじゃんけんをして、勝ったほうが決められたシンプルな数ステージから選ぶという簡易方式だ。


    「よろしくお願いします」


    「はーい。よろしくです」


    　お互い挨あい拶さつを交わすと、俺がじゃんけんに勝ち、ステージを選ぶ。選んだのは『ボーノ火山』。平均よりも少し狭く、左右に台が一つずつあるシンプルなステージだ。


    　ヨーグルは空中を自由に飛び回るスタイルのため、基本的には台が複数あるステージのほうが強い。ゆえに俺はそれが最も生かされるステージである『闘技場』は除外し、けれど台を使ったハリーさんのプレイも見たいという好奇心から、『ボーノ火山』を選んだ。


    　試合が始まるまでの数秒のロード時間。俺は気合いを入れながら、左手の親指でスティックをぐるりと回す。かりかりかり、とエッジをかすめるスティックの音が気持ちよく鳴り、俺の闘争本能に火をつけた。


    



    　そして数分にわたる試合が終わり──。


    



    「いやあ、やっぱり強いですね」


    　ハリーさんが照れ笑いしながら言う。俺はその誉ほめ言葉も否定するのは違うなということで、「ありがとうございます」と受け止めた。


    「でも僕もびっくりしましたよ。ヨーグルってあんなことできるんですね」


    　動画などで見ていたものの、やはり実際に戦ってみるとその感覚は違う。空中に技を置いて近づいてきた相手を迎撃しながら、隙すきをさらした相手に技を差し込んでいくヨーグルのスタイルは、間合い管理さえ間違えなければそこまで脅威ではない。俺が得意としている領域だ。


    　しかし脅威だったのは、その空中機動を活いかした復帰阻止だ。


    「どこまで追いかけてくるんだ、って焦あせりました」


    　ハリーさんはステージの外に吹っ飛ばされた相手をとことん追いかけて復帰阻止、早期撃墜を狙ねらっていくスタイルだ。俺の使うファウンドは、一瞬姿を消すワープ系の復帰技を持っているため、ある一面では復帰阻止されづらいとも言える。しかし技の移動距離自体は短いため、ルート自体はいくつかに制限されてしまう。ヨーグルの空中機動力を活かしてそのうちの複数のルートを狩るような行動をされてしまうと、途端に厳しくなるのだ。


    「はっはっは。ありがとうございます。けどnanashiくん、対応早かったね」


    「あはは。わからん殺しは俺には通用しませんよ」


    　言いながら笑う。たしかにバーストラインぎりぎりまで来てるんじゃないかと思うほどに深追いしてくるハリーさんの復帰阻止は、一見ファウンドにとって脅威だ。けれどよくその動きを見ていれば、複数のルートを狩るような行動をする前には、かなり早い段階で、それ以外の択を捨てた飛び込みをしていることがわかる。


    　復帰阻止されることを恐れて焦っているとそれが見えてこないが、実はその直前。逆に阻止するルートを完全に晒さらしてしまっているのだ。


    「ファウンドの場合、ステージに近ければ早めに上Ｂを入力すれば無敵判定で攻撃を躱かわしながら迎撃できて、もし外してもヨーグルがステージに戻るよりも早くファウンドが戻れるので、手痛い反撃は食らわないんですよね」


    「いやー、まさにその通り。それバレちゃうともうできないなあ」


    　ハリーさんは悔しがりながらもどこか嬉うれしそうだ。


    　四ストックの三本先取で結果は３[image: ]０。最初の一機は先制されたものの、そこからは試合中に対策を考えていき、最後の一戦では三ストックを残して勝利するという結末になった。試合中に対策を完成させていくのは、トップでいつづけるための一つの条件だと思っている。


    「うんうん。あのnanashiくんと戦えて光栄だよ」


    「いやいや、こちらこそありがとうございました」


    　という感じで感想戦を終えると、俺は後ろを振り向く。そこには俺とハリーさんの会話を食い入るように聞いているギャラリーたちと、それとは少しニュアンスの違うキラキラした目でこちらを見ているレナちゃんがいて──そしてその後ろには、めちゃくちゃうずうずした表情で俺を見ている日南ひなみの姿があった。そこまでやりたいなら交ざれよあいつ。


    　ということで俺は日南に近づき、苦笑しながら声をかける。


    「お前、ほんとにやらなくていいのか？」


    「……え、えー！　だって私じゃ相手にならないし！」


    「ああ……そう」


    　あくまでそのスタイルは崩さないのね。素直になればいいのに。


    



    　　　＊＊＊


    



    　それからオフ会ではせっかくなので、ということで簡易的なトーナメントが開催されることになり、もちろんそれに俺も参加することとなった。レナちゃん含めた日南以外の全員が参加し、優勝を争う。日南はそれを指をくわえて見る。


    



    　一回戦。俺との戦いを終えた参加者が唖あ然ぜんとしながら口を開いた。


    「あ、ありがとうございました……！　手も足も出なかった……」


    「こちらこそありがとうございました～」


    　俺も挨あい拶さつを返し、コントローラーを本体から抜く。


    　まあもちろんと言うべきか、危なげなく勝利。こういうオフ会に来るだけあって参加者のレベルはかなり高いように思えたけど、言っても俺は日本のレート一位保持者だからね。見た感じ、レベル的にはどの参加者よりも俺のほうが一回り二回り上だったので、今回の三戦先取ルールでは基本的に誰だれにも負けないと思う。


    　二回戦。画面内で俺のファウンドが自由自在に跳ねる。相手を翻ほん弄ろうし、生まれた隙すきに致命打を叩たたきこんでいく。


    「うおお！　ＤＡの後あと隙すきにガーキャン上アタで撃墜！　冷静だな～」


    「やっぱりこういう反確のとき、冷静に最大取ってくるのが日本一って感じですね」


    「崖がけ際だったし、反射的に掴つかんで後ろ投げしたくなるところですもんね。よく見てますよ」


    「うーん。基本って大事ですね～」


    　ギャラリーが俺のプレイをすごい勢いで分析している。やめてくれ。なんか妙にくすぐったいから。しかも言っている内容がどれも俺の思考を言い当ててるのがまた怖い。


    　けれど、同時に実感もしていた。


    　俺はいままで自分がゲームにここまで熱中していることを大っぴらにはしてこなかったけど、この場所だと当たり前のように、アタファミについての専門的な内容が通じるんだよな。


    　俺はまた一つ勝ち星を重ねると、改めてこの会場を見渡す。


    　ここにいる人はみんなアタファミのことが好きで、それぞれ真剣にプレイと向き合っている。


    　そう思うだけで、みんな初対面のはずなのに、昔からよく知っているかのような。不思議な居い心ごこ地ちの良さを感じている自分がいた。


    「よーっし！　ありがとうございました！」


    　対戦相手にアタファミを愛する人しかいないその空間。年齢も幅広く、本名も肩書きもなにも知らないその関係性。


    　けれど俺はどうしてか伸び伸びと、本来の自分を出せているような気がしていた。


    「なんであそこでアタックホールドできる!?」


    「透かし掴つかみ一点読みだったってことですかね。それまでガードを固めていたのはこの瞬間のため……？」


    「たしかに上投げでバーストできるパーセントになったんで、空中攻撃当てるより掴みたいですもんね」


    「なるほど、それがnanashiの思考回路か……！」


    　……けどやっぱり、ここまで自分の行動を分析されると、少しやりづらさもあるな？


    



    「──おおぉ～!!」


    



    　そのとき。


    　隣の対戦台から歓声が聞こえた。


    　なにか名プレイが生まれたのだろうかと思い、次の対戦までの隙すき間まにそちらに視線を向けてみる。そしてそこに広がっている光景に俺は思わず吹き出してしまった。


    　だって、そのモニターの前に座っていたのは。


    「負けたー！　Aoiさん、めちゃくちゃ強いですね？」


    「えーそうですか？　嬉うれしいですありがとうございます！」


    　ほくほく顔で悔しがる一人の男性と、その彼に賞賛される一人の女性。


    　そう。そこにいたのはパーフェクトヒロインの皮をかぶった日本ナンバー２プレイヤー・NO NAMEだった。あいつなにやってんの。


    「あの……あいつもトーナメント参加したんですか？」


    　すると俺のプレイを後ろで見ていたマックスさんが頷うなずく。


    「そうなんですよ！　やっぱりやりたいって言いだして！　せっかくなんでシードだったところの対戦相手として入ってもらったんですよ」


    「あはは……なるほど」


    　ずっとうずうずしてるなーとは思ってたけど、ついに我慢できなくなっちゃったんですかね。まああいつアタファミに関してはすごい感情持ちだもんな。ていうかコントローラーって基本持参しないといけないはずなんだけど、一応持ってきてたのかあいつ。最初からやる気満々じゃねえか。


    　けど大丈夫だろうか。こいつのプレイってちょっと異次元的に的確だし、ファウンドであのスタイルって結構特徴的なはずだ。プレイを見られたらNO NAMEだって勘付く人もいるかもしれないぞ。


    　まあ、まずは目の前の試合だな。


    　ということで俺が第三戦に向けてもう一度集中しようと息を吸うと、マックスさんが興奮したように、こんなことを言った。


    「いやあ、めちゃくちゃ強いね！　あの子のフォクシー！」


    「……フォクシー？」


    　その言葉で俺はまた視線を日南ひなみのほうへと向けてしまう。あいつのメインキャラはフォクシーではなく、俺と同じファウンドのはずなんだけど──。


    　ひょっとすると、NO NAMEだとバレたくはないけどアタファミはしたいから、苦肉の策として別キャラで参加してる、とかそういうことだろうか。だとしたらあいつどんだけアタファミ好きなんだよ、俺も人のこと言えないけど。そこまでするならもう正体明かせばいいのに。一人苦笑してしまいつつも、俺は頭を切り替えてゲームへと向き直る。


    「……三戦目、よろしくお願いします」


    「よ、よろしくお願いします」


    　そして俺は、危なげなく三本目も制した。


    



    　　　＊＊＊


    



    　無事二回戦を制した俺が日南のいる対戦台へ向かうと、ちょうど試合が始まるところだった。ギャラリーの人に聞いてみると、これで三本目、その前の二本は両方とも日南が取ったらしい。


    「あの子……めちゃくちゃ強いね？」


    　主宰のハリーさんが言う。俺はどう答えるべきか迷い、「まあ……」と曖あい昧まいに頷いた。するとその横にいたレナちゃんも興味深げに言う。


    「nanashiさんが鍛きたえたんですか～？」


    「鍛えたっていうか……えーと」


    　言葉に迷う俺と、そんな俺の表情をじっと見るレナちゃん。おいちょっと日南ひなみ、NO NAMEってことは隠したいみたいだけど、お前は今後どういう設定でいくつもりなんだよ。その辺共有しないまま勝手に試合とか始めてるから、俺いまめちゃくちゃ困ってるぞ。ここで変に会話をグダグダにさせ続けるのも申し訳ないし、もうどうなっても知らないからな。


    「わりとちょいちょい対戦してて……僕のプレイ真似まねしつつ、だんだんうまくなっていったって感じですね」


    　具体的な言葉は避けながら言う。日南が俺のプレイを参考にしてうまくなっていったのは本当だから、一応嘘うそは言っていない。俺は日南の仮面に付き合っているせいで、嘘は言っていないけど真実は話していないみたいなことを言うのがうまくなってきている。


    　ハリーさんが感心したように頷うなずいた。


    「へぇ～！　女の子であそこまでうまいのは珍しいね」


    「ちょっとそれどういう意味ですかー！」


    　ハリーさんの軽口に、レナちゃんが楽しそうにツッコミを入れる。かと思えば、レナちゃんは表情を引き締めて頷き、ゲーム画面をじっと見た。


    「けどたしかに……手も足も出ませんでした」


    「え。当たったの？」


    　俺は驚く。


    「はい！　二回戦で当たって、三タテされました」


    「はは、それは……」


    　さらりとした口調で言うレナちゃんに苦笑する。なんかさらっと言ってるけどちょっと心ここにあらずって感じだし、気にしてるんだろうな。


    　しかしフォクシーで三タテか。レナちゃんがどのくらい強いのかはわからないけど、二回戦ってことはこの子も誰だれかに一回勝った上で日南に当たってるんだもんな。ただの初心者を三タテしただけ、というわけではないだろう。


    「nanashiさん、私の代わりにリベンジしてください」


    「いや俺レナちゃんチームなの？」


    「えー！　じゃあ、Aoiさんチームなんですか～？？」


    　じっと試すように俺を見る。その視線はまっすぐだけど、それはたまちゃんのような素直さというよりも、どこか日南に近い奥の読めなさがあった。


    「いや、どっちチームでもないというか……nanashiチームでしょ」


    「ひどーい。nanashiさんきらい」


    「なんでよ!?」


    　俺が鍛きたえたトーンで明るくツッコミ兼リアクションをしてみせると、レナちゃんは楽しそうに笑った。そして俺の肩をぽん、と叩たたく。なんだろう、この子の触れ方って妙にくすぐったいというか、体がぞわっとなるんだよな。そういうの耐性ないからやめてほしい。


    「nanashiさん面白いですねぇ？」


    「はは……どうも」


    　そんな感じでレナちゃんやハリーさんと会話をしているうちに、日南ひなみの対戦が始まる。あいつの持ちキャラはファウンドだから、フォクシーがどのくらいの実力なのかはわからない。


    　試合開始と同時に日南のフォクシーは光線銃を撒まいて牽けん制せい、細かいダメージを稼いで相手を動かしつつも、ジャンプ急降下からの空中ニュートラル攻撃を中心に立ち回る。空中でどの方向にもスティックを倒さずに攻撃ボタンを押すと放たれるフォクシーの空中ニュートラル攻撃・通称空Ｎは、単発の威力は高くないものの飛び方と着ちやく地ち隙すきが優秀で、ヒット確認さえできればそこから幅広くコンボがつながる便利な技だ。日南はヒット確認から的確にコンボをつないでいく。


    「堅実だね……」


    　ハリーさんが細かく頷うなずきながら言う。


    　空Ｎはガードされても不利フレームが少ないため、手痛い反撃を食らうことも少ない。というかキャラによっては、ガードしても反撃がないことすらある。まあ有り体ていに言ってしまえば、『とりあえず振っておけば強い』技の一つだ。コンボにつながって火力を取れるだけではなく、高パーセント時には当たり方によってそのまま高威力の上アタックにつながり、撃墜にもなってしまうのだから恐ろしい。


    「Aoiさん、空Ｎからのコンボ上う手まいね～」


    「……ですね」


    　日南は細かいジャンプや急降下、置き技としての空前・空後などを織り交ぜながら徐々に相手の思考を奪い、イニシアチブを握っていく。そして不意に放たれる急降下空Ｎを綺き麗れいにヒットさせた。流れるように高火力のコンボをつなぐ。追い打ちが届かないところに飛んだ相手にダメ押しの光線銃を当てて、一パーセントでも多くダメージを稼ぐ徹底ぶりだ。


    「うわぁ……」


    　見ながら声が漏もれる。それはもうなんというか、まさに日南っていう感じの的確な立ち回り。ローリスクミドルリターンな行動を繰り返し、相手の隙を待つ。隙を見つけて火力を取れるところではその操作精度で確定コンボをつなぎ、ダメージを稼いでいく。そうじゃないところでは相手のコンボ始動技を拒否し、被ダメージはなるべく単発火力に抑える。その結果、コンボを決める日南と単発攻撃だけを当てる相手。派手な展開はないまでも、気がつくと大きな差がついている。


    　けど、いつの間にあいつはフォクシーを練習していたのだろうか。そもそも性能の高いキャラクターだからある程度雑に使っても強くはあるんだけど、あそこまでのコンボ精度、ある程度の鍛たん錬れんが必要なはずだ。ガチで使おうと思ったらかなり難易度の高いキャラクターだし、いくら日南ひなみとはいえ、ちょっと練習しましたってレベルでは難しい。


    「透かし投げ、的確だね」


    　不意に、隣で見ているハリーさんが言う。俺もそれに深く頷うなずいた。


    「あれだけ空Ｎ振られたら、いやでもガード固めちゃいますからね」


    　透かし投げ。空中からなにもせずに相手の目の前に着地してそのまま掴つかみを入れる、ガードに対するメタ行動だ。


    　着地したときに相手が技を振っていたらそれに当たってしまうリスクもある行動なのだけど、日南は透かし投げを気持ちいいほどあっさりと的確に通してみせている。


    　一見不思議だが、そのからくりは単純だ。


    「あれ、完全にガード誘ってますね」


    　日南の繰り出す空中ニュートラル攻撃は、基本的にジャンプからの急降下とともに放たれる。地上から突然放たれる通常技とは違って、その前には必ず空中にいることが確認できるため、ある意味『フォクシーが空中にいるときはガードを張っておく』を徹底すれば空Ｎを食らうことはない。


    　そして日南は明らかに空Ｎを多く振る立ち回りをしていて、一度それに当たってしまうとコンボから火力を稼がれることがわかっている。高パーセント時には、当たり方によってはそのまま撃墜すらされてしまう。


    　すると相手の頭には、いやでもその光景が刻まれる。


    『あの攻撃に当たったらだめだ』


    『あれは危険だ』


    　その思いが、安易なガードを誘うのだ。


    　それはもう、空Ｎへの対策としてガードを張っているというよりも、脳裏に刻み込まれた空Ｎでの攻めによって、ガードを張らされているという状態に近い。


    　日南は相手が空Ｎの幻影に怯おびえ、空中にいるフォクシーを見てガードを張ったそのとき。


    　空中からなにもせず大胆不敵に相手の前に着地し、そのまま掴みを入れているのだ。


    　俺は日南のプレイを見ながら、徐々にその全ぜん貌ぼうを把握していく。


    「……ていうかあいつ、基本その択しかやってないですね」


    「え、そうなんですか？」


    　横から聞いてきたレナちゃんに、俺は頷く。


    　メインじゃないはずのフォクシーをここまで使いこなしている日南。一体いつ練習していたんだろうと思っていたけれど、単純な話だった。


    　あいつはこの試合中。


    　というかおそらく、今日の試合すべてで。


    　置き技や最低限の立ち回りを除くと基本的に、ほとんど『空Ｎからのコンボ』と『透かし投げ』の二種類の行動しかとっていないのだ。


    　もちろん立ち回りで光線銃を撃ったり、置き技としての空後。またはコンボ中の各種空中技や、不意の差し込みや差し返しとしてのダッシュＡ、空Ｎをガードされたときの暴れとしての弱攻撃などを振ることは多々ある。


    　しかし、基本的に火力を稼ぐ始動技は空Ｎと投げの二種類。あとは立ち回りを整えるおまけ程度でしか使っていない。


    　つまり──日南ひなみはいつの間にあんなにフォクシーを練習したんだろう、と思っていたけど違う。あいつはフォクシーのすべての技を使いこなしているのではなく、『空Ｎからのコンボ』だけを何パターンも完かん璧ぺきになるまで練習し、それだけを使って攻めているのだ。


    　故にあいつが繰り出す行動はすべて完璧な精度で行われ、そこだけ切り取れば熟練のフォクシー使いに見える。けど実のところ、繰り出されているのは練習した数少ない行動だけ。だから表に見える行動はすべて洗礼されている、と。仕組みはそんなところだ。


    「たぶんワンパターンに見えないように立ち回りながらその択を迫ってるんですけど……実際のところ、火力稼いでるのはほとんどそれだけです」


    　フォクシーは地上移動速度が速く、空中縦移動の速度も速い。その結果、実は攻めがワンパターンでもその動きの機敏さに目がいき、気がつかれにくいのだろう。しかも空Ｎを当てたあとはパーセントによって多種多様なコンボを決めているから、一見攻めのバリエーションは多く見える。


    　しかしあいつは実のところ、プレイヤースキルによる間合い管理・立ち回りで翻ほん弄ろうしつつも──肝心の攻めは単純な二択をひたすらに通しつづけているだけなのだ。なんだそのプレイスタイル。


    「……言われてみれば、そうだね」


    「nanashiさん、よくわかりましたね？」


    　しばらく観戦して、ハリーさんとレナちゃんも気がついたようだ。注意して見てみれば単純な話だ。


    「まあ、だからといって対処できる問題でもないんだけど……」


    　フォクシーは攻めのスピードが速く、一度有利状況を作ったらそこから畳みかけるタイプのファイターだ。冷静に何度も択を迫っているというよりも、怒ど涛とうの攻めに思考が追い付かないうちに行動を誘導され、それを狩る行動を選択させられているというほうが近い。グーチョキパー、相手の出す手を読んでいるのではなく、焦あせらせて力の入るグーを誘導、そのタイミングでパーを出している、とでも言えばいいだろうか。


    　そういう土俵ではからくりに気がつくことや操作精度以前に、焦らないメンタルこそが重要だ。そしてそれは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものではない。


    「あー……終わった」


    　そして試合は日南ひなみの二ストック残しで幕を閉じた。これで三本先取は３[image: ]０。日南の勝利となる。


    「ありがとうございましたーっ！」


    　日南は気持ちのいい笑顔で言い、相手に小さく頭を下げる。その華々しさとにじみ出る無邪気さに、相手もなんだか負けたけどまあいっか、みたいな感じになっていて日南が末恐ろしい。


    　そんな様子を苦笑しながら眺めていると、日南はふとこちらに気がつく。そしてびしっと親指を立てながらこちらにも笑いかけた。


    「nanashiくん、ハリーさん、レナさん！　勝ったよ！」


    「お、おう。おめでと」


    「あはは。おめでとうございます。Aoiさんは元気でいいねえ」


    「おめでとうございます～！」


    　そんな感じで日南は着実に勝利を重ねつつもみんなの懐に容易に入っていき、なんか逆に気に入られすぎて大丈夫か？　という方向の心配が出てくるほどの立ち回りを見せている。こいつはアタファミでも人生でも立ち回りが抜群にうまい。練習したコンボを的確に使いこなしている。ここに俺の出る幕はないだろう。


    「えーっと、次は俺か……」


    　とか言いながらトーナメント表を眺めていて、そこで気がついた。


    「って。なあ、これ……」


    「あ、気づいた？」


    　日南はにやりと不敵に笑う。


    　そう。ていうかまあ、ある意味そりゃそうだ。


    　このまま勝ち進んでいったら、決勝戦俺と日南じゃん。


    



    　　　＊＊＊


    



    「まあ、やっぱこうなるよね」


    　言ったとおり、やっぱこうなった。


    「えー！　nanashiくんととか勝ち目ないじゃん！」


    「お、おう……」


    　決勝戦。妥当に二人は勝ち進み、妥当にぶつかった。まあ日本一と日本二位のレートの持ち主が参加しているわけだから、そりゃそうなるよね。日南はサブキャラを使っているとはいえ、そこらの相手とは基礎的なプレイヤースキルが違う。


    　けどこいつ、どうするんだろうか。たしかにフォクシーの操作精度もかなりのものだけど、研ぎ澄まされた武器は空Ｎからのコンボしかないと知れていれば、さすがに俺には通用しない。日南ひなみもこの数戦を俺が後ろから見ていたことはわかっているだろうし、手の内がバレていることは承知しているだろう。


    　かといってファウンドを使ってしまえば正体がバレてしまうかもしれない、という恐れがあるからそれもできない。それがnanashiとの試合となれば余計だ。俺と互角に渡り合えるファウンドなんて、本当に数えるほどしかいないからな。


    　俺は疑問に思いながらも対戦台の前に座り、コントローラーを接続し、それを最低限の力で握った。


    「あのさ。nanashiくん」


    　声に振り向く。


    　そこで口角を上げながら俺を見る日南の表情は明らかに不敵で、なにかを企たくらんでいて。


    「……なんだ？」


    　俺はその空気感だけでもう、妙にワクワクさせられてしまっていた。


    　そして日南は、静かな水みな面もに一滴の水を零こぼすように──


    「普通にやっても勝てっこないからさ……」


    　こんな提案をした。


    



    「特殊ルールでやらない？」


    



    　まだその具体的な内容はわからないのにもかかわらず、俺の胸が本能的にぞわりと高鳴る。


    「特殊ルールって……ハンデをつけてくれ、って話でもないよな」


    「もちろん」


    　日南は最低限のかわいげを保ったまま、不敵な笑みを浮かべて。


    「って言っても単純だよ？　お互いのメインキャラは封印するの。だから、お互いにファウンドとフォクシーは使用禁止」


    「……ああ、なるほど」


    　お互い使い慣れていないキャラクターを使って、単純なアタファミ力を競い合う。


    　正体がバレてしまうかもしれないファウンド以外を使って、俺と戦いたいと。


    「いいぞ。力比べってことか」


    　俺がにやりと笑うと、日南も楽しそうに俺を見る。たしかにそれなら日南も正体を隠しつつ、このnanashiとNO NAMEのアタファミ対戦を楽しむことができるよな。


    　意図を理解して愉快な気持ちになっていると、日南は口角を上げたまま頷うなずき、もう一つだけ、言葉を付け加えた。


    



    「うん。──その上での、同キャラ対決」


    



    　その言葉に、ギャラリーもざわめく。


    　俺もそのあまりに好戦的な提案にワクワクさせられてしまった。


    　同キャラ対決。


    　つまり、キャラ性能や相性に依存しない、プレイヤースキルと読みの競い合い。


    「はは……。言い訳の余地がないレベルの、完全な力比べがしたい、と」


    　俺が言うと、日南ひなみは頷うなずく代わりに、またにやりと笑う。


    「そうだよ。どうする？」


    　パーフェクトヒロインの仮面の奥から放たれた、NO NAMEの挑発。


    　そして俺は、仮面すらなくそのまんまnanashiだ。


    　こんな面白い提案に、乗らないはずがない。


    「いいぞ。やろう」


    　その言葉にまたギャラリーがどっと沸く。たぶんこの企画、nanashiがやってるってだけでも結構レアだと思うんだけど、実はその相手はあのNO NAMEだからな。みんな知らないだけで結構すごいもん始まるからな。トーナメント決勝戦、日本一位と二位の同キャラ対決だぞ。


    「ふふ。それじゃ、キャラ選びね」


    「おう。望むところだ」


    　一歩も引かない視線をぶつけ合う。ギャラリーがその熱に呼応して声をあげた。


    　俺と日南の、決勝戦が始まる。


    



    　お互いのメインキャラクターを封印してのミラーマッチ。そこで重要になるのは当然、どのキャラクターで戦うのか、だ。


    　片方がキャラを選んだのでは『実はそのキャラクターまあまあ使い込んでました』なんてズルが可能になるし、まあお互いの性格上そんなことは絶対するはずはないんだけど、こういうのはするしないよりもルール上不可能な構造にしておくことが重要だ。


    　そのあたりを踏まえた話し合いの結果、こういうことになった。


    「ハリーさん！」


    　日南が主宰のハリーさんに声をかける。


    「んん？」


    「ランダムで選ぶっていうのもなんだか味気ないんで、今回はハリーさんが選ぶってことでどうですか？」


    　日南が尋ねると、ハリーさんは少し迷う。


    「なるほど！　それでもいいけど、nanashiくんも大丈夫？」


    　尋ねられ、俺も頷うなずく。


    「はい。大丈夫ですよ」


    「そっかー、そうしたら……」


    　ハリーさんはモニターに表示されているキャラクター選択画面を眺めながら、しばらく逡しゆん巡じゆんする。そして納得したように頷き、俺たち二人に向き直った。


    「うん！　やっぱりヨーグルかな！　二人がどんなふうに使うのか、参考までに見てみたいし」


    　その言葉に、日南ひなみはとても真っすぐな表情で頷く。


    「わかりました！　nanashiくん、それでいい？」


    「おう。いいぞ」


    　猫をかぶった日南と俺は、さらりとそれを受け入れた。そんな様子を見てハリーさんは、少しだけ心配そうに俺たちを見る。


    「一応聞いておくけど……二人ともヨーグルはどのくらい触ってる？」


    「私はほとんど触ってないです！　最低限は触ってますけど、あとは動画とかでちょっと見たことあるかなーくらいですね」


    「僕もそんな感じです」


    「よし！　それじゃあフェアだね！」


    　言うとハリーさんは少年のように顔をほころばせた。細かいところまで配慮してくれて、さすがは主宰といったところだろうか。


    　日南がハリーさんを指定したのを見ると、ヨーグルを誘導しているようにも見えなくはないが、こいつの性格上それはないだろう。おそらく目的はただ単に、フェア感の演出だ。


    「じゃ、nanashiくんとAoiさん、ヨーグルミラーマッチということで！　これはこれで面白い決勝戦になりそうだ！」


    　その一声でギャラリーも沸く。


    「あ、ちなみになんだけど……」


    　ハリーさんが申し訳なさそうに言う。


    「この決勝戦の様子、僕のチャンネルで配信してもいいかな？　ちょっと面白いなーと思って」


    「チャンネル……ってああ、YouTubeのですか？」


    「そうそう」


    　配信、ってことは生放送ってことだろうか。


    　まあ別にすでにオンラインで俺と当たった人が勝手に上げてる動画とかはネットに結構あるし、このオフに参加していることも別に隠してるわけじゃないからな。特に問題はない。


    「いいですよ。えーと……」


    　俺が日南の顔色を窺うかがうと、日南はからっとした表情でハリーさんへ振り向く。


    「顔とか声が出ないなら大丈夫ですよ！」


    「あ、それは心配しないで！　実況解説とかはこっちで入れるから！」


    「あはは。実況解説入れるんですね？　りょーかいです」


    　日南ひなみはけらけらと笑いながら言う。こういうちょっとしたときの声色や挙動がいちいち楽しそうで華やかなのも、パーフェクトヒロインモードのこいつの特徴だろう。もっと喜んでほしいからいろいろしてあげようかなって気持ちに誰だれもがなる。正確に言えば俺はならない。


    「おっけー！　じゃあ準備するからちょっとだけ待ってて！」


    　ということで突如決まった俺と日南の対戦生放送。別に俺が喋しやべったりすることはないからやることはいつもどおり対戦するだけなんだけど、なんかちょっと緊張するな？


    



    　　　＊＊＊


    



    　都内の駅から五分のオフ会場。


    　三台並べられた対戦台の一つの前に集まり、対戦の行方を見守る十数人。そのモニターはなにやらコンパクトな器具を経由して、ノートパソコンへ接続されている。


    「どうもこんにちは。ハリーです」


    「マックスです」


    　ハリーさんとマックスさんがモニターとはまた別の器具からパソコンにつながったマイクに向けて、ハキハキとした口調で喋る。さっきまでよりも一つ役に入ったって感じの喋り方で、これが実況者のスイッチってことなんだろうか。人がいわゆる配信をしてるところって初めて見るんだけど、結構なにもないところに喋るって感じなんだな。あと思ったよりも声がでかい。


    「実は！　今日はですね……」


    　ハリーさんが簡潔に、これから行われる催しについて視聴者に説明する。今日行われているアタハウスのオフ会のトーナメント決勝戦であるということ、決勝戦は同キャラ対決であること──そして、そのうちの一人があのnanashiであること。俺は余計な情報を入れないように、どのくらい人が来ているのかとかコメントがどんな感じなのかとかは聞いていないし見ていない。


    「さてさて、あんまり待たせても仕方ないんで、早速行きましょうか！　二人とも準備おっけーなら頷うなずいてください！」


    　声を出さなくてもいいよということを暗に示すパスに、二人とも無言で頷く。準備なんてもうこの対戦台に座った瞬間からできてるぜ。


    「ではいきましょう！」


    　その掛け声を合図に俺と日南はキャラクターにヨーグルを選び、あらかじめ決めておいたステージを選択する。広さは中くらい、左右に一つずつ台のあるシンプルなステージだ。


    　画面が切り替わる。演出とともに、二体のヨーグルがステージに舞い降りた。


    



    『３！　２！　１！』


    



    　コントローラーを握る手の、無駄な力を抜く。


    　巡る思考を取っ払い、静かな頭で画面を捉とらえた。


    



    『ＧＯ！』


    



    　ゲーム内の声とともに、俺と日南ひなみのヨーグルはほぼ同時に小ジャンプで空中へと跳ぶ。全キャラ随一の空中横移動速度と多段ジャンプを活いかして、空中攻撃をテンポよく繰り出しながら相手に近づき、また離れる。


    　互いに多段ジャンプを繰り返し、持続の長い技を置きながら前後に間合いを調節する。よくわからない人から見ればぷわぷわと前後に飛びながら、相手に当たらない技をひたすら適当に連打しているようにも見えるかもしれないこの駆け引き。他キャラでも同じような構造の差し合いはよく起こるが、ここまで空中での前後移動の繰り返しが顕著なのはヨーグル同士のミラーマッチだからこそだろう。


    「これ、なにをやってるんですか？」


    　駆け引きを見ながらマックスさんがハリーさんに尋ねる。その声はマイクに乗って全国へ届いているのだろう。


    「これはねー。相手の動きを読みながら、相手の隙すきと自分の攻撃が噛かみ合うタイミングを窺うかがい合ってるんですね～。まあ、前に行くか後ろに下がるか、どこで攻撃を出すかの読み合いでもあるね」


    「なるほど、読み合い」


    　ハリーさんたちの実況解説をバックにして、俺と日南の駆け引きは続く。


    　通常の相手ならば、攻撃のタイミング、移動の慣性、そして間合い。それらから判断して『この瞬間に前に詰めれば確実に攻撃が当たる』という必勝のタイミングが生まれたりするのだけど、それはある意味相手のミス依存。日南ほど状況判断がうまいプレイヤーが相手だとなかなか発生しない状況だ。むしろ、安易にその状況を作らないことが上位プレイヤーの証あかしであると言ってもいい。


    　お互いがまったく隙を晒さらさないとなると生まれるのは──膠こう着ちやく状態。隙を晒さず、かつ相手の無理攻めを咎とがめられる位置で技を置くことを繰り返し、二体のヨーグルが『ヨーグッ』『グルッ』と声をあげながら、空中のなにもない位置でひたすらに蹴けりを繰り出す。ただそれだけの光景が十秒弱続く。


    「相手が不意に飛び込んできたときに、自分が置いておいた技がヒットするように。もしくは逆に相手が技を出し終わった隙すきに、ちょうど自分が技を差し込めるように。自分に有利なタイミングと間合いの調整を繰り返してるというわけだね」


    「ほーほー」


    　しかし、少なくとも多少のリスクは背負わなければリターンはない。最初に動いたのは日南ひなみだ。一歩間合いの内側に入り、こちらを揺さぶる。


    　しかしそこには俺が出しておいた空中前攻撃の判定がある。距離を詰めようとした日南のヨーグルが、無防備なままそこに突っ込む。ローリスクの置き技がうまく機能したかたちだ。


    「おーっと！　ファーストヒット！」


    「まずはnanashiさんが攻撃を当てましたね」


    　日南のヨーグルは少しのけぞり、隙を見せる。しかしあくまでかすりヒット、日南のヨーグルにここからコンボを決められるほどの硬直は生まれていない。俺は続けて追い打ちをかけにいくが、それはうまくすかされた。


    　場は再びニュートラルな状態へと戻る。


    「今みたいに相手がこちらに踏み込んで攻撃を差し込もうとしてきたとき、予あらかじめその空間に攻撃を置いていれば、相手が攻撃する前にこちらの攻撃がヒットする。これが置き技ってやつだね」


    「なるほど。攻撃判定に突っ込んでいってしまうわけですもんね」


    「うん。まあ読み合いだから当たっちゃうのは仕方ないというか、ある意味運でもあるんだけど」


    　さあ次の展開。普通なら少し弱気になって引き気味になるところだろうが、日南はそんなたまじゃないだろう。構わず再び攻めてくることを読んだ俺は、再び技を置きながら堅実に立ち回る。


    　そのとき。日南は絶妙な間合い管理で、俺の置き技の後あと隙すきに技を差し込んだ。日南の攻撃が俺にヒットする。


    「あ、ほらこんな感じで逆もあって。置き技を読んで、その技の後隙に攻撃を差し込もうとすれば、今度は差し込んだ側の攻撃が当たる。まあこれは、間合い管理が難しいんだけどね」


    「本来差し込みづらい置き技の隙に、逆に攻撃を差し込むと」


    「そうそう」


    　そうして互いに攻撃をヒットさせあうものの、どちらも持続の後半部分。そこからコンボには発展しないかすりヒットだ。


    「まあいろんなパターンはあるけど、基本的には引き行動が有利なじゃんけんだと思ってもらえればいいよ」


    「……引き行動が有利な？　それってじゃんけんなんですか？」


    「ちょっと説明が難しいんだけどね。基本的に差し合いっていうのは、『後ろに引く』って行動が有利なんだ」


    「それはどういうことですか？」


    　日南ひなみは俺の攻撃を後ろに引きながらかわす。そして俺の後あと隙すきに攻撃を差し込んだ。またもやコンボにつながる当たり方はしなかったものの、確定反撃のチャンスを与えてしまったのは反省点だろう。


    「ほら、いまみたいに、相手の動きに合わせて後ろに引いていれば、機動力に大きな差があるとき以外は相手の攻撃をかわすことができるでしょ？　で、攻撃をかわせたってことは相手には攻撃の後隙があるから、そこを狩ることができるよね」


    「そうですね」


    「だから、引き行動っていうのは、基本的には負けない選択肢なんだ」


    「え、だったらずっと引いてればいいじゃないですか」


    　どうやら日南は俺に差し込むことよりも、俺の攻撃をかわしてそこに差し返すことをメインで戦っているようだ。まあ、リスクとリターンを考えて戦うと、ヨーグルならそうなるのもわかる。


    「……と思うよね？　だからこそ、『ステージ』ってものがあるんだよ」


    「ステージ」


    「うん。ほら……ステージには端っこがあるでしょ？」


    「はいはい、なるほど」


    　引きに引いた日南はステージの端でガードを張る。目の前に着地してそのまま透かし投げをしてしまえば場外に出すことができるけど、ヨーグルはガードからの最速空中攻撃の発生が早く、判定や威力も優秀だ。安易に取れる選択肢ではない。まずは一いつ旦たん様子を見るべきだろう。


    「端っこがあるから、背後に余裕があるうちはいつまでもほぼノーリスクでミドルリターンな『引く』っていう行動が取れる。けど、端まで来てしまった途端、引くって行動ができなくなるよね」


    「まあ、それ以上後ろがないわけですからね。そういうのを『ラインを失う』っていうんですよね」


    「そうそう。逆に言えば、相手を端まで追いつめた側はラインに余裕があるから、そこからいくらでも引き行動を選べるってことになる」


    「あ、ですね」


    　こうしてラインを失った日南はもう読み合いに勝つしかない。互角なじゃんけんか、不利なじゃんけんをひたすらに繰り返すことになる。


    　だから俺は日南のガードに対して先端が当たるか当たらないかくらいの間合いで、空中技を置いていく。この出し方をすれば相手にラインを取り返されることもなく、ローリスクでプレッシャーをかけることができる。そして我慢ならなくなって隙を晒さらした相手に、確定の一発を叩たたきこめばいい。なにしろ俺はここからまだいくらでも引いて日南ひなみの攻撃をかわせるのだ。


    「引き行動が強いってことは、『いくらでも引き行動を選べる』っていう状況はめちゃくちゃ有利ってことになるでしょ？　つまり『引く』っていうのはめちゃくちゃ強い行動だけど、使えば使うほど残りの使用回数が減っていって、逆に相手の『引く』を増やしてしまうっていう特殊な選択なんだ」


    「最強だけど諸もろ刃はの剣、ってわけですか」


    「そんな感じだね」


    　俺のヨーグルはジャンプ読みの位置、緊急回避読みの位置、ガードからの反撃を食らいづらい先端当ての位置などに攻撃を置いていきながら、日南の行動をじっと見る。一度崖がけに追い詰めたnanashiはしつこいぞ。


    「引くとその場のじゃんけんに負けづらいけど、引きすぎると後々苦しくなる。だからぐいっと前に間合いを詰めたりときに引いたりもしながら、相手の行動を窺うかがって攻撃を当てる。これがさっきから行われてる『差し合い』っていう名のじゃんけんなんだ」


    「なるほど……つまり、『引く』っていう最強の行動をお互い消費させあいながら、相手が『引く』を選んでいないタイミングで、相手が出した手に勝つ、……って感じですか？」


    「うん。もちろん例外はあるけど、基本的な構造はそれで間違いないよ」


    　ハリーさんとマックスさんが息の合った解説をしている間にも、俺と日南の崖際の駆け引きは続く。俺は自由に引けるけれど相手は引けないという状況。


    　そうしてプレッシャーをかけ続けた結果、そのときが来た。


    「甘い」


    　引くこともできなければ前に出ることも難しい。そんな状況で様子見するために張られた弱気のガードを見み逃のがさず、俺は日南のヨーグルを掴つかんだ。


    　下投げ、空前、空前。低パーセント帯で投げから確定するコンボを決める。崖外に追いやられた日南のヨーグルを、俺が追う。


    「さあ、ここから！」


    　ハリーさんが煽あおり、俺もそれに乗じるように追い打ちをかけにいく。


    　復帰阻止。崖展開。しかし俺はコンボをつなげる際に多段ジャンプを二度消費してしまっているため、そこまで深追いはできない。かといって一度ステージに足をつけて多段ジャンプを回復、そこから再び阻止しに行けるほど日南は遠くへは吹っ飛んではいない。俺は日南の吹っ飛んだ方向へヨーグルを操り、空中上攻撃を放つ。


    　しかし、日南のヨーグルは下方向への空中緊急回避をうまく使い、俺の攻撃を躱かわして直接崖に掴まった。


    「あ～！　なにもなしで終わりましたね～」


    「いまのはコンボにつながるんですか？」


    「いや、コンボっていうよりも有利な読み合いかな。攻撃っていうのは当たると硬直っていって、それからしばらく動けない時間があるんだけど、それが相手の攻撃の後あと隙すきよりも大きいと、そのぶん相手よりも次の行動が遅れるよね？」


    「不利フレームってやつですね」


    「そうそう。そうなると次のじゃんけんが、不利な状況から始まるんだよ」


    「不利なじゃんけん……あいこでも負けるじゃんけん、みたいなものですかね？」


    「あ、まさにそんな感じ。逆に有利なじゃんけんで勝てばまた、有利なじゃんけんが続く。完全にコンボがつながってなくても、有利な状況からどれだけ火力を稼げるか、っていうのもこのゲームだと重要だからね」


    　俺のヨーグルは日南ひなみが崖がけを上がるよりも先にステージに戻り、ラインをキープした。


    「で、今回は単発で終わってしまったと」


    「うん。まあこれはAoiさんの判断がよかったね。あの位置なら相手のヨーグルの急降下より早く下方向への空中緊急回避で崖を掴つかめるし、ああすれば崖外での追い打ちは食らわない」


    「あ～。単純な話ですね」


    「そう。すごい単純。けど頭ではわかってても空中で下に緊急回避するのって怖いから、僕は大事な場面ではできなかったりするんだよね～はっはっは」


    「いやはっはっはじゃないですよ」


    　追い打ちは躱かわされた。けど日南は引き続きラインがほとんどなく、これならまだ俺が有利な状況には変わりない。俺は置き技を増やして再び日南を圧迫する。


    「……30パーセント、下投げ」


    　しかしなんだろう。日南は表情を見なくてもわかるくらいに冷静な口調で、ぶつぶつとなにかを言っている。


    　日南は俺の頭上を越えてラインを回復することを企たくらむが、俺が引きながら技を置くことでそれを阻止。同時に技をヒットさせた。日南はラインのない不利展開を継続することになる。


    　こうして得たラインを挽ばん回かいされないように立ち回り、有利状況を維持すること。それもこのゲームにおいては大切な要素の一つだ。


    「nanashiくん、さすがに堅いですね～」


    「ですね。Aoiさん、かなり不利な状況が続いてます」


    「同キャラっていうのもあるから、機動力とか判定の強い技で無理やりこじ開けるのも難しいからね。このままダメージ稼がれると一気にきつくなってきちゃうなぁ」


    　復帰阻止や崖展開というのは、そのまま相手をバーストさせるのはもちろんのこと、特に低パーセント時には、その過程でダメージを稼ぐことにこそ大きな意味がある。俺は多段ジャンプを駆使して空中攻撃をまばらに連続で振り、攻撃判定の壁を作る。追い詰められた側はラインを回復したい、けど前に出ると攻撃に当たる、かといって背後は崖だから引くこともできない。そんな制限された状況に苦しくなり、やがて綻ほころびを見せる。これは日南ひなみほどのトッププレイヤーでも例外ではない。後はそこを確実に咎とがめるだけだ。


    「……５」


    　そのとき。日南がまたなにか呟つぶやいた。そして同時に日南のヨーグルは多段ジャンプから地面に着地、少し離れた空中にいる俺のほうへと地上ダッシュで近づいてくる。


    　──これは。


    　そこで気がつく。


    　いまこの瞬間。俺のヨーグルは空中でできる多段ジャンプを、使い果たしていた。


    「……っ！」


    　俺は声にならない声をあげた。本来ならその多段ジャンプと空中機動力を生かし、後ろに引くことでいなすことができる。けれど俺のヨーグルはもう空中で飛ぶことができず、ここから先、地面に向けて落下することが確定している。空中回避を使って位置やタイミングをずらすことはできるし、攻撃を出しながら着地することもできるが、それでも落下地点はある程度予測できてしまう。そしてその着地の瞬間、僅わずかではあるが着ちやく地ち隙すきが生まれる。


    　日南は俺が多段ジャンプを使い果たした瞬間、先を読んですぐに着地し、走り出したのだ。着地狩り。ここから先は俺が不利なじゃんけんだ。


    「くっ……」


    　ヨーグルの多段ジャンプは全部で五回。さっきの「……５」というカウントは、俺の多段ジャンプを数えていたということだろう。


    　俺は着地と同時に空中攻撃を出す。しかし日南は有利な読み合いを制し、俺の着地際の暴れの空くう前まえをダッシュガードで防ぎ、俺のキャラを掴つかんだ。


    　そして。


    「30パーセント……」


    　迫力ある声色で、小さくつぶやく。


    「──下投げ」


    　言うと同時に日南のヨーグルは俺のヨーグルを地面に押し付け、斜め上に小さく飛ばした。30パーセント台。さっき俺が日南を掴んだときと同じダメージ帯だ。


    「空前……いや」


    　日南は恐ろしく冷静な声色でそうつぶやくと、投げ終わると同時に向きを反転、斜め上にジャンプして俺に空中後ろ攻撃を叩たたき込んだ。


    「おおっとここで空くう後ご！」


    　ハリーさんが興奮したように叫ぶ。


    　俺も驚いてしまった。俺もこのパーセント帯で日南を掴み、同じように下投げをした。そして、俺がそこからつなげたのは空前。


    　けど、たしかに違う。だってヨーグルの空中技は、空中前攻撃よりも空中後ろ攻撃のほうが、ほんの若干であるが威力が高い。多少操作難易度は上がるが、下投げから空中攻撃にコンボをつなげるならそのままジャンプして空前を入れるよりも、投げが終わった瞬間に方向だけを転換、そのまま背面ジャンプをして敵を追いかけ、空後を入れたほうが火力が高いのだ。


    　……けど。俺の勘違いじゃなければ。


    



    　いまの日南ひなみ、おそらく30パーセントで下投げから空中攻撃がつながるってところから、俺の見よう見み真ま似ねだったよな？


    



    　キャラクターごとに、どのパーセントだとどの投げをするとコンボがつながる、というのは違っていて、もちろん自分の持ちキャラとなるとそれを把握しているのは当たり前だけど、自分とは関係ないキャラクターとなるとそのすべてを把握するのは大変だ。まあ実のところ俺はほとんどすべてのキャラクターのコンボルートを把握しているんだけど、日南は俺と違って、nanashiのプレイスタイルをコピーすることで最短距離で上達してきたプレイヤーだ。


    　他のことにも時間を割さきたいというこいつの生活の関係上、恐らく必要な情報とそうでない情報を切り分けて、不必要な時間を使わないようにしているはずだ。ならば他キャラのコンボルートを覚える必要はなくて、自分以外のキャラクターについては『どの方向に投げるとコンボがつながるか』ではなく『どの方向に攻撃をずらせば相手のコンボがつながりにくいか』を覚えればいい。『このキャラに掴つかまれたときはこの方向にスティックを倒しておけば安定』みたいな選択肢がキャラごとに結構あったりして、ヨーグルもその一つだ。


    　その前の日南の言動から考えても、投げからのコンボルートは一度見た俺からの情報から把握していると考えるのが自然だろう。


    　だとしたらあいつは──戦闘のなかで相手からコンボルートを学び、そしてその実践一回目から、より火力が高い状態へ改善したルートに修正して、俺に叩たたき込んできた、ということになる。


    「……まじすか」


    　戦いのなかで相手の動きをしっかりと見て、それを完全に吸収して見せるというだけでも恐ろしいのに、それを当たり前のようにベターな解に修正してくる。


    　うん。やっぱりこの日南葵あおいっていうプレイヤー、人間性能高すぎです。


    



    　　　＊＊＊


    



    「いやあ……見ごたえある試合だったなあ」


    「あはは。僕もめちゃくちゃ燃えました」


    　決勝戦終了後。俺は戦いを頭のなかで思い返しながらも、ハリーさんに笑顔を向ける。


    「ていうかAoiさんすごいね？」


    「あはは。ありがとうございます」


    　向けられた賞賛の言葉に、日南ひなみは素直に応対した。


    「いやー！　これはアタファミ界の星だよ。nanashiくんをあそこまで苦しめるとは！」


    「うーん」日南は苦笑しながら視線を斜め下に向けて。「でも……結局負けちゃいましたし」


    　悔しい表情を隠さずに言った。


    　そう。ヨーグル固定の三さん先さきルールで行われた決勝戦。


    　３[image: ]１で日南を下して、俺が優勝を飾ったのだ。


    「はっはっは。まだまだ甘いってことよ」


    「……ふーん」


    　俺の調子に乗った言葉を、日南は鋭すぎる睨にらみで迎撃する。たぶんちゃんと怒ってると思うんだけど、課題に影響しないことだけを祈っている。


    「nanashiさんさすがです!!　私たちの勝利ですね？」


    「いや、レナちゃんは関係ないよ」


    「えー!?」


    　俺がさらっとスルー気味に言うと、なぜかレナちゃんはすごく嬉うれしそうにする。この子はあれだな、なんかスルーとかいじりとかそういうのをすると喜ぶタイプだな。


    　ハリーさんもノートパソコンの画面を見ながら満足げだ。


    「おかげで生放送もかなり盛り上がってたよ！　まさかnanashi初の生放送がヨーグルになるとはってコメントもあったけど、熱い展開に結構みんな満足してた！　Aoiって誰だれだよ!?　って声もあったね～。登録者数も増えたよ感謝感謝」


    「はは、お役に立ててなによりです」


    　コメントやら登録者数やら、めちゃくちゃインターネットネイティブな言葉が飛び交いちょっと眩暈めまいがするものの、俺は自然さを意識しながら言葉を返す。俺はオタクはオタクだけどゲームオタクだから、そっち系の文化ってあんまり通ってないんだよなあ。


    「でもこちらこそ、オフラインでこんなにいろんな人と対戦するのは初めてだったので、すごくいい経験になりました。ありがとうございます」


    　俺は改めて感謝を口にすると、ハリーさんは思い出したように、


    「あ、そうそう！　それなんだよ！　ちょっと気になっててさ！」


    　俺を指差しながらテンション高く言う。


    「気になった？」


    「うん。ほら、普通オンライン出身のプレイヤーって、もっとオフラインの操作にてこずるはずなんだよね。けどnanashiくん、オンラインメインのはずなのに、むしろ最初から自然に操作してたじゃない？　あれってなにか秘ひ訣けつとかあるの？　それ用の練習とかしてたなら、参考にしたいなーって！」


    「あー……」


    　俺は考えながら言葉に詰まる。


    　だって俺がオフラインでも強い理由のほとんどが──。


    　ちらりと視線を向けると、俺と散々オフラインで連戦しまくった日本二位のレート保持者もこちらを見ていて、まあ別に、みたいな顔をしていた。えーとうん、まあたぶんお前本人とつなげなければいいぞって話なのかな。


    　ならまあ、できるだけ本当のことを。


    「実は……NO NAMEと定期的にオフ会してまして」


    「え!?」


    「NO NAMEってあの!?」


    「嘘うそでしょどんな繋つながり!?」


    　衝撃の事実に、ただ周りでなんとなく聞いていただけの参加者たちもこぞって身を乗り出した。うんまあそうなるよね。だってこれまで正体不明、オフラインにも一切顔を出していなかったレート日本一位と日本二位が、実は二人でこっそり会ってたって話なんだから。地味に界かい隈わいが揺れるレベルの事件だと思う。


    「はは……まあ、びっくりですよね」


    「勝率はどんな感じなんですか!?」


    「何回くらい会ってるんですか!?」


    「NO NAMEさんってどんな人なんですか!?」


    　もう俺の言葉を待つ間もなく、質問が矢や継つぎ早に飛ぶ。俺がちらりとその本人のほうを見ると、今度は嫌いやそうに眉まゆをひそめていた。うん、あんまり細かいことは言うなってことですね了解です。まあたしかにあの謎なぞの日本二位のNO NAMEが俺と同じ高校二年生で、同じ学校で、しかも女の子で美人ですなんて言ったら業界が激震っていうレベルじゃない。そこからなにか物語が始まるレベルだ。


    「う、うーん。正直本人があんまり表に出たがってないので、詳細な情報は言えないんですけど……」


    「あ、そ、そうだよね……。なら大丈夫だよ！」


    　ハリーさんが残念そうにしながら、切り替えるように言う。う、なんか罪悪感を覚えるな。今日はいろいろお世話になったから、多少はなんか言ったほうがいいのかなって気持ちになる。


    「え、えーと。けど話せる範囲で言うと……」


    「おお!?」


    　俺の言葉にギャラリーが沸く。なにせそのNO NAMEという名前の通り、年齢性別なにもかもがブラックボックスのプレイヤーだ。この情報はアタファミ界かい隈わいにとって大きな一石となるだろう。


    　ということで俺は日南ひなみのパーソナルな部分から、個人の特定にはつながらないであろう部分を探し、頭のなかで吟味する。


    「NO NAMEは……そうですね、喩たとえるなら」


    「喩えるなら!?」


    　しばらく思案し、はっと思いつく。うん。NO NAMEというプレイヤー、もしくは人間を表すのに最も的確であろう言葉は、たぶんこれしかない。


    　俺は自信満々に前を向き、閃ひらめいた言葉をそのまま伝えることにした。


    



    「NO NAMEは──魔王みたいなやつですね」


    



    「ま、魔王……」


    　その言葉にギャラリーたちは戦せん慄りつし、ゴクリと唾つばを飲んだ。


    「……あれ？」


    　なにやら極端な誤解を生んでいるような気もするけど、やっぱり嘘うそは言っていないからセーフ……だよね？


    　ちなみにその本人はみんなに交じって囚とらわれのヒロインみたいな顔でこっちを見ていたけど、それ捕らえる側がお前だからな。


    



    　　　＊＊＊


    



    　数十分後。熱いトーナメントを経てひと盛り上がりを終えたオフ会はまったりと落ち着き、雑談会へと移行していた。


    「へえ、じゃあ結構みんなつながりあるんですね」


    　近くのコンビニで割り勘して適当にお菓子やジュース・お酒などを買い込み、みんなでシェアしながらアタファミやその界隈について話す。そこではオンラインしかやらない俺の知らない情報が飛び交っていた。もちろん俺や日南、他の未成年勢はジュースだよ。


    　ちなみに俺の隣にはハリーさんとレナちゃんが座っていて、特にレナちゃんはなんかそこそこ距離が近いから足と足がぶつかったり、あとちらっと視線を向けるだけでハートの隙すき間まが視界に入るからできれば隠してほしい。水みず沢さわをインストールしないと死んでしまう。


    「ですねー。あ、このオフだとちょいちょい足あし軽がるさんとかも来ますよ」


    「え、足軽さんってあのプロゲーマーの？」


    「ですです」


    　レナちゃんが話すオフ会情報に、俺は食いつく。足あし軽がるさんと言えば日本最強の『リザード』使いで、世界大会にも定期的に参加、調子によっては上位にランクインすることのある、プロのアタファミプレイヤーの一人。簡単に言えばめっちゃすごい人だ。


    「やっぱり強い？　足軽さん」


    「めちゃくちゃ強いですよー。ていうか私はなにもできません」


    「あはは。そりゃそうか」


    「そりゃそうかってなんですかー！　もー」


    　レナちゃんは愚ぐ痴ちっぽく言いながらも楽しそうに笑い、俺の膝ひざと太ももの中間あたりに触れる。だからくすぐったいからやめて。指が離れたあとも、妙に感触が残るから。


    　ハリーさんも横からうんうんと頷うなずいている。


    「まあキャラがリザードだから、戦い方わかってないとなにもできないって感じだよね」


    「あー、リザードは個別にキャラ対策ができてないと、って感じですもんね」


    　盗賊キャラであるリザードは、爆竹やトラバサミなどの設置系の飛び道具をステージに撒まきながら、一撃一撃が重たい打撃を使って立ち回る中～遠距離ファイターだ。習得しておくべきテクニックや立ち回りのセットプレーが多く、対戦中は常に同時に複数のことを考えなければならないその性質上、強キャラながら扱いが難しいキャラクターと言われている。


    　しかしそのぶんうまく扱えたときの制圧力は相当なもので、特に対策ができていない相手にはめっぽう強い。ばら撒いた飛び道具の対処で相手の頭をショートさせ、流れを掌しよう握あくしてなにもさせずに勝利してしまう、なんて試合をよく見る。


    　そんなリザードを恐らく国内で、ひょっとすると世界で最もうまく使っているのが、その足軽さんだ。


    　イカ燻くん製せいをつまみながら、ハリーさんも悔しそうに言う。


    「あれはリザード用の対策をガッツリやらないとだめだね。僕も勝てる気がしなかったな～」


    「わかるわかる！　僕もちょっとあれは無理です」


    　マックスさんがそれに同意し、俺もそういうものかと納得する。


    「たしかに徹底されると、そもそも読み合いにならなそうですもんね」


    「そうそう！　ていうか近づけないし、近づいても立ち回り雑だと、あっさりＤＡとか横強で迎撃される！　まあ焦あせっちゃダメなんだろうけど、我慢ならないよね……」


    「へえ……戦ってみたいなあ」


    　そんなふうにアタファミ談義をしながら、ハリーさんとマックスさんとレナちゃんは缶チューハイを、俺はコーラを飲む。好きなことについて手加減なく語り合える時間は、なんでもないコンビニのお菓子とジュースを、これ以上ないほどに美お味いしくした。


    　……って、ん？


    「レナちゃん、それ、お酒？」


    「え、そうですよ～」


    　あれ？　だってお酒って未成年は飲んじゃ……。


    「えーと、レナちゃんって、何歳？」


    　俺が尋ねると、レナちゃんはあっけらかんと笑った。


    「あ、やっぱ勘違いしてるのかなって思いました。私、二十歳ですよ～」


    「え!?」


    　この人めっちゃ年上だったのかよ。どうりでなんか妙に大人っぽい引力みたいなのがあるわけだよ。流れでレナちゃんとか呼びはじめたし流れでタメ口で喋しやべっちゃってたけど、たしかにお互い詳しい自己紹介とかしてないもんな。俺は高校生ってこと伝えてるけど、そういえばみんなの年齢ってちゃんとは聞いてない。人間関係って難しい。


    「じゃあレナさんですね、すいません」


    　俺が言うと、レナちゃん改めレナさんはにっと誘うように笑う。


    「えー。nanashiくんならレナちゃん、でもいいよ？」


    「えーと……」


    　なんかすごいぐっと距離を詰められたぞ。精神的にも肉体的にも。またあの甘い香りが意識をぼんやりとさせる。まずい、こういうときは水みず沢さわをインストールだ。そうしないともうなにも言えないただのでくの坊になってしまう。


    　こういうとき、水沢なら……？


    　俺は考えながら、少し前にした水沢との会話を思い出す。


    　そして。


    「まあたしかに……nanashiくんだからそのままでいっか」


    　自信満々なそぶりを見せながら、おどけたトーンで言う。これで正解かはわからないけど水沢をインストールしたらこれが出てきた。たぶん少し前に水沢と進路について会話をしたとき、『まあ俺だし』みたいな自信満々な感じを見せられたことがあったからだ。俺が調子に乗っているという違和感以外、会話としては成立しているように思う。


    「あははー！　さすがnanashiくんだね？」


    　なにかまた嬉うれしそうに言うレナちゃん。なんかこの子やっぱりいじられたり上から来られると喜ぶ傾向があるな。ふしぎ。


    「えーとじゃあ、レナちゃん？」


    「うん。nanashiくん」


    　と、そんな感じでお互いの呼び方を確認しあうなどする。なんだろうこの気がついたら触れられているくらいに近づいている感じというか、二十歳とかになると普通こうなのだろうか。俺もなるべく当たり前ですみたいな顔をしてそれに乗っかっているので、経験値がすごい。


    　そんな感じで俺が大人たちとの新しい会話を乗り切っていると──


    　不意に少し離れたところから、日南ひなみの声が聞こえた。


    「それが全然いないんですよー！　男子だといるんですけど、女子だといなくて。だから学校ではあんまり言ってないんですよ」


    　ちらりと見ると、日南は数人の男性参加者に囲まれ、なにやら輪の中心で自分のことを話しているようだった。


    「あー！　たしかに女の子のプレイヤーはあんまり見ないですね」


    「ですよね！　それが寂さびしいのでここに来たっていうのもありますね～」


    　恐らく話題はアタファミプレイヤーが学校にいるか、ってところだろうか。悠々自適に、かつ魅力的なトーンでペラペラ喋しやべってて、それをうんうん言いながら聞くみんなもとても楽しそうだ──ってなんか姫みたいになってきてるけど大丈夫だろうか。なんか二大姫のぶつかり合いみたいな展開になるのは避けてほしい。ちらりと様子を窺うかがうと、レナちゃんは感情の読めない真っ黒な瞳ひとみで、日南のほうをちらりと数秒だけ見ていた。


    「nanashiくんは、オフラインの大会には出ないの？」


    　ハリーさんの声に視線を戻すと、マックスさんとレナちゃんも興味深そうに俺を見ている。オフライン大会、か。


    「正直、いままではあんまり興味なくて」


    「そうなんだ？」


    　レナちゃんの相あい槌づちに、俺は頷うなずく。


    　いままではオンラインのみに籠こもりつづけてきた俺だけど、もちろんなにも考えずにそうしていたわけではない。


    「何百戦、何千戦の勝率で総合的に算出されるレートってものがあるのに、その日限りの調子に左右される大会に出る意味ってあるのかな……て思ってて」


    「ああ、なるほど。たしかにそれも一理あるね」


    　それは俺のもともとの『人生』に関する考え方と近いもので。


    　どんなに普段の勝率が高くても、本番で緊張して失敗してしまえば敗者として扱われる。せっかくアタファミというゲームが神ゲーなのに、それがオフラインという名の『人生』に取り込まれた瞬間に、クソゲーの要素がアタファミに入り込んでしまう。俺はそれがいやだった。


    　努力と実力で結果を争う世界では、できる限りの偶然性を排除したかったのだ。


    「けど……」


    「うん？」


    　俺はこれまでの、文字通り〝人生経験〟を思い返しながら。


    「最近は、そういうのも含めて楽しめればいいのかなって思いはじめてて。だからこうして、初めてオフ会に来てみたり」


    　すると、ハリーさんはにっこりと笑った。目め尻じりに深くしわが寄る、優しい笑顔だ。


    「へえ……いろいろ心境の変化があったってことか。まあ、学生だもんね」


    「あ、それはちょっとあるかもです」


    　俺は軽い口調で言ってくすりと笑う。こういうところでの親しみやすさは日南ひなみをイメージしてやっている。


    「だから今後は、そういうところにも顔を出してみようかなって、思ってます」


    「へえ！　いいね。それじゃあ今度なにかあるとき誘うね」


    「ほんとですか？」


    「うん。なにで連絡すればいい？　nanashiくんってTwitterとかやってるんだっけ？」


    「えーと……ないですね」


    　アカウントを持っていないわけではないんだけど、基本的に巡回用のなにも呟つぶやいていない鍵かぎアカウントで、誰だれかと交流する用のアカウントは実は全く持っていない。


    「そうなんだ？　だったらさ、nanashiでアカウントあったほうがいろいろ便利だよ」


    「やっぱそうですか？」


    　聞き返すと、隣で聞いていたレナちゃんも頷うなずく。


    「この界かい隈わいだと基本連絡ってTwitterだったりするよー。リプとかＤＭとか」


    「あー、じゃあアカウント作ろうかなぁ」


    「nanashiくんが作ったってなったら、あっという間に有名になりそうだね～」


    　レナちゃんは俺を上目遣いで見ながら言う。なんかご機嫌な表情だけど、なんでレナちゃんが嬉うれしそうなの。


    「レナちゃんもアカウントあるの？」


    「あるよ～？　えっとねー」


    　言いながらレナちゃんはスマホを取り出し、アカウントのプロフィールを見せてくれる。


    「おーありがと」


    　見てみると、そこには『れな＠アタファミ垢あか』という名前のアカウントが表示されていて、アイコン画像がめちゃくちゃがっつり自撮りだった。フォロー56にフォロワー[image: ]というバランスが少し印象的だ。


    「私はこのアカウントでみんなとやり取りしてる感じだよ～」


    　言いながら無防備にスマホを渡してくる。俺は少し困惑しながらもそれを受け取ると、つぶやきを遡さかのぼってみた。『トレモしよ』という文章とともにアタファミの画面が付いたツイートや、自撮りがついた日常ツイート、オフ会関連のつぶやきなど幅広い。なにやらAmazonの欲しいものリストからこれが届きました～！　みたいなつぶやきとかもあって、レナちゃんも界隈では知られている存在なのだろうか。まあアタファミ界隈でこのルックスなら目にも留まるか。


    「あ、かわいい」


    　俺の目についたのは『猫カフェきた』という文章とともに貼はられた写真で、レナちゃんに抱かかえられた猫が一緒に写っている。


    「でしょー？　これはねぇ……」


    　レナちゃんはぐいっとこちらに寄ると、その写真の解説を始めた。一つの画面を二人で見ているわけだからめちゃくちゃ距離が近くて、肩と肩が当たっている。香ってくる甘い匂においはまた意識を侵食し、触れている肩からは少しずつ体温が伝わってくる。なんかこの距離にずっといるとやばそうだぞ。


    　俺はレナちゃんの話に「そーなんだ？」みたいな軽めの相あい槌づちを入れながらも、解説が一段落したタイミングでスマホを返し、話をハリーさんとマックスさんのほうへ戻した。


    「えーっと。それじゃあ、僕もTwitter作ったら連絡しますね～」


    「了解。けどTwitter始めたって連絡はなにでしようか？」


    　ハリーさんは軽く笑いながら、おどけたように言う。


    「あはは、たしかに。じゃあ、LINE交換しましょうか」


    「うん、そうしようか」


    「私もー！」


    　という感じで俺はハリーさんとマックスさんと、あとレナちゃんともLINEを交換する。俺はもうラインの交換の仕方で戸と惑まどうことはないけど──菊きく池ちさんと付き合ってるのにこうして女の子とLINEを交換するって、ちょっと罪悪感があるな……。


    　お互いを友達に登録すると、ハリーさんが目を丸くしながら言う。


    「あれ。これ本名になってるけど大丈夫？」


    「あー……」


    　言われて気がついた。俺はこのオフ会ではnanashiという名前しか名乗っていないけど、LINEの登録名は『友とも崎ざき文ふみ也や』とめちゃくちゃ本名になっている。


    　なんかnanashiって名前と友崎文也って名前がつながるのにはちょっとくすぐったさがあったけど、まあ本名がわかったからどうってことはないよな。


    「大丈夫です！　減るものでもないので！」


    「あはは。そっか了解。それじゃあ一応こっちの登録名はnanashiにしておくね」


    「わかりました」


    　俺は頷うなずく。ちなみにハリーさんはそのまんま『ハリー』、マックスさんは『柴しば田た／max』、レナちゃんは「[image: ]」となっていた。


    　すると、スマホの画面をまじまじと見ながらレナちゃんが、にこ～と笑う。


    「nanashiくんって文也くんって言うんだ？」


    「あ、うん」


    　そしてまた、俺の目をまっすぐ見つめた。


    「ね。文也くんって呼んでいい？」


    「えーと、まあいいけど……」


    　いいはいいんだけど、なんかやっぱり菊きく池ちさんと付き合ってるのにそうなるのってちょっとまた罪悪感があるんだよな。けど彼女いるから文ふみ也やくんとは呼ばないで欲しい、とか言うのも意味わからんしなかなか難しい。


    「じゃあ文也くんで！　やった」


    「いややったってなによ」


    　なんて軽口を交わし合う。なんかすごいフレンドリーになってきたな。侵食されている感じはあるのに不快感がないのが不思議だ。


    　三人と無事交換を終えると、またアタファミ談義へと戻り、俺はいろいろなことを聞く。


    「──なるほど！　じゃあ地域によっても対策しやすいキャラ、そうじゃないキャラがいるんですね」


    　ハリーさんやマックスさんのようにYouTubeをやっている人、もしくはプロになりたい人。関東と関西、オンとオフ。俺の知らない世界がそこには広がっていて、一人のアタファミプレイヤーとして、興味がないはずがなかった。


    「うん。やっぱりその近辺に使い込んでるプレイヤーがいるかどうかっていうのは、地味に大きい」


    「なんか……現実、って感じですね」


    　俺が聞きたいことを聞き、話したいことや聞かれたことを、なるべくおもしろおかしく伝える。これまでの『人生』とまた少しだけ違うのは、そのすべてのベースに俺の大好きな『アタファミ』があることだろう。


    　それは少し驚きではあるけれど、とても居い心ごこ地ちのいい空間で。


    　──日南ひなみも同じことを思ってくれているといいな、なんてことを思っていた。


    



    　　　＊＊＊


    



    　次の日の朝。


    　俺はベッドの上でスマホでＳＮＳや関連サイトを巡回しながら、苦笑いしていた。


    「オンライン日本一プレイヤーnanashiが超イケメンだった件……」


    　俺が巡回用のTwitter鍵かぎ垢あかでタイムラインを眺めていると、流れてきた『アタファミまとめ速報』の記事タイトル。開いてみるとそこには、アタファミの本スレでオフ会にnanashiが現れたこと、圧倒的なプレイヤースキルで当日のトーナメントを優勝したこと、そして──そのnanashiが、美人の女の子を連れたイケメンだったことなどがまとめられていた。


    「……こ、これは」


    　それだけではない。


    　フォローしているアタファミプレイヤーが、当日オフ参加者の『nanashiさんめっちゃイケメンだったし、まさかの高校生！』というツイートをリツイートした上で『これマ？』とツイートしていたり。決勝戦の俺と日南ひなみの戦いの様子が配信された生放送の切り抜きや、過去俺とオンラインで当たった人がアップした対戦動画が関連して流れてきたり。昨日今日から日本のアタファミ界かい隈わいは、nanashiの話題で持ちきりのようだった。


    「なんか……思った以上に注目されてるな」


    　日本一ということである程度の知名度があったのは自覚していたんだけど、オフに参加するだけでここまで話題になるとは正直思っていなかった。プロとして海外大会でも活躍している有名なプロプレイヤーまでもが『nanashiがついにオフに進出か』『しかもイケメンとかまじかよ　S Tierじゃん』とか呟つぶやいていて、見ているだけで胃のあたりがひゅってなる。


    　人によっては『アタファミ強くてイケメンとか、神様は不公平だな。nanashi許さん』みたいな悪意なのか冗談なのかその混合なのかよくわからないつぶやきとかもあって、更に胃がひゅひゅっとなった。


    　けどまあオンラインレート一位が高校生プレイヤーで、それが『イケメン』なる噂うわさ付きで流れてるのならまあ、なにかしら言いたくもなるよな。


    「イケメン……か」


    　それは昨日だけで何度も浴びせられた誉ほめ言葉。これまでは陰キャだのネクラだのブサイクだのキモいだの言われつづけてきた俺に、それらとは正反対の評価。更にはお洒しや落れだのコミュ力高いだの陽キャだの、まるで俺がクラスのリア充を見たときに浮かぶような感想を、次々に浴びせられた。あんなのは俺の人生で、初めての経験だ。


    　俺は全身鏡の前に立ち、自分の姿をまじまじと眺める。


    「……そうか」


    　そして、俺は気がついた。


    　鏡に映る自分の姿。これまで髪をセットしてマネキン買いした服装に包まれて、そんな自分を見て「結構垢あか抜ぬけたな」なんて思ったりしたことはあった。それが自分の自信につながったりもした。


    　けど──いまはそれともまた、感覚が違った。


    　鏡に映っているのは、髪の毛もセットしておらず、着の身着のままのパジャマに身を包んだ俺の姿。そこに垢抜けているもくそもない、生活感丸出しの姿。


    　にもかかわらず、だ。


    



    　俺は自分のことを──気持ち悪いとは思わなかったのだ。


    



    　起きてから軽く寝癖を直しただけの、ノーセットでぼさぼさの髪型。


    　明らかに着古していてくたくたの、上下真っ黒のシンプルなスウェット。


    　特にお洒しや落れでもない普通の部屋である背景が、なにかプラスを生んでいることもないだろう。


    



    　なのに俺は。


    　そんな自分を、キモオタだとは思わなかったのだ。


    



    　これが成長なのか自うぬ惚ぼれなのかはわからない。


    　そもそも単純に表情や姿勢の変化でそう見えている、というだけなのかもしれない。


    　または昨日たくさん褒ほめられたことで一時的に心が昂たかぶってるだけ、なんてことも考えられる。


    



    　けど俺は。この変化はきっと。


    　見た目が垢あか抜ぬけていくことよりも、コミュ力が身についていくことよりもずっと──大切なことであるように思えていた。


    



    「……よし」


    　じいっと、自分の顔を見つめる。


    　十七年付き合ってきたその顔面。変えることのできない自分の看板。


    　特に整っているわけでもなければ崩れまくっているわけでもない、けれど自分ではそこまで嫌いではなくなってきたその顔を見つめて、無条件に肯定してやるように、俺はゆっくりと頷うなずく。


    「イケメンだってさ。……まあ、知らんけど」


    　他人事のようにつぶやき、やがてふと馬ば鹿からしくなってしまい、一人で笑った。


    　嬉うれしくないわけではない。けど、それが自分の価値だと思っているわけでもない。


    　もし価値があるとすればそれは、自らを変えようと思って変えることができた、その行動と意志だ。


    　根っからのゲーマーである俺は、心からそう思う。


    「……さて！」


    　俺は気を取り直し、パソコンの前に座って調べ物を始める。


    　昨日ハリーさんやマックスさんから聞いた、アタファミ界かい隈わいの諸もろ々もろについてだ。


    　俺はまずハリーさんがYouTubeで持っているチャンネルを調べ、そこに上がっている動画の一覧を見てみる。ずらりと動画が並んだ一番上に、『日本最強プレイヤーが俺よりもヨーグル上う手まかった。nanashi VS Aoi【アタファミ】』という動画が上がっていて、俺は苦笑する。いやまあわかるけどこういうタイトルでアップされるのね。


    　俺は自分の動画はなんか気恥ずかしいのでスルーして、ハリーさんの過去の動画をバックグラウンドで流しながら、調べ物を再開する。


    　オフ会の日程や、関東勢と関西勢の違い。ハリーさんをはじめ、YouTubeのチャンネルを持って収益を得ているプレイヤー。プロとして海外で活躍している選手。


    　プロとして活躍しながらYouTubeにチャンネルを持つのはむしろいまや多数派なようで、著名なプロプレイヤーのTwitterを探せばかなり高い確率でYouTubeチャンネルのリンクが張ってある。みんな結構な頻ひん度どで動画を投稿しているけど、練習と動画作成のバランスとかはどうしてるんだろう。もともと社会人をやりながら活動している人も多かったことを思うと、そのぶんが動画になっただけと考えればいいのだろうか。


    　または海外の大会に遠征するときの旅費について。スポンサーとプロゲーマーチームの支援について。賞金や社会的地位、歴史から今後の予想まで。いろいろなことを調べた。


    　実際のプレイとはまた違う、生活に密着したアタファミの在り方は俺にとって新鮮で。知ってるようで知ろうとしていなかった世界の広さからは、アタファミというものの懐の深さすら感じた。


    「みんなすげえなあ……」


    　ハリーさん以外のアタファミの動画も開いてみる。いままでもガチ対戦動画とか大会の動画とかはよく見てたけど、自分が見る必要のない初心者講座やキャラ紹介は流し見だった。意識してなかったけどハリーさん然しかり、こういうのって収益発生してるんだもんな。編集の具合や喋しやべり方・構成など、それぞれに個性があって、ただゲームをしているだけではない工夫が感じられる。


    「なるほどねえ……」


    　レートのオンライン。俺はそれがアタファミのすべてだと思っていたけれど、少し違っていたのかもしれない。だって少し視野を広げてみるだけで、こんなにも多様な世界が広がっている。


    　それはなんというか──まるで人生のような。


    　エンジョイ勢、ガチ勢。もしくはプロゲーマー、ユーチューバー。


    　ガチの試合に特化したプロもいれば、プレイよりも喋りで魅みせるエンターテイナーもいて。


    　それを仕事にしている人もいれば、本業の傍かたわらに趣味としてやっているだけの人もいる。


    　方向性やかける情熱も様々で、きっとそのどれにも貴き賤せんはないのだ。


    　だとしたら。


    　もし俺がやるとしたら、どんな感じなのだろう。


    　そんなことをふんわりと、考えている自分がいた。

  


  
    ４　対戦の勝敗は、あくまで画面の前の人間で決まる


    



    



    　月曜日。第二被服室。


    「あら、友とも崎ざきくん。まずは優勝おめでとう」


    　日南ひなみは不機嫌な顔をして言う。週明けの朝に会っていきなり言うことじゃないと思うけどなんだこいつは。


    「いやそこ？」


    「ええそこよ。おめでとう」


    　明らかにトーナメントで負けたことを根に持っている日南は、めちゃくちゃ嫌いや味みったらしい口調を俺にぶつける。そこにはパーフェクトヒロインどころか普段の冷徹な魔王の影すらなく、あるのはただ勝負に負けたのを悔しがっている子供の姿だ。


    　ということで俺は、その挑発に乗ってやることにした。


    「ありがと。結構余裕だったわ」


    「んー？」


    　頭の血管がぴきっと鳴る音が聞こえる。あんな音本来は存在しないのに聞こえたということは、相当ぴきっとなっているということになる。これ以上刺激してしまったら、実際に殺されてしまうだろう。なんとか冷静になだめないとならない。
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    「やっぱ土壇場での読みが甘いね。ま、確率に縛られてたらそっから上には行けんわな。おつかれ」


    「んんんー？」


    　ぷっちーん、と頭の血管が切れる音が鳴る。こんな音は実際存在しないのに聞こえたということは、相当ぷっちーんときているということになる。


    　しかし日南ひなみは息を大きく吸い、数秒呼吸を止めた。そして怒りを闇やみの炎とともにぶわああ、と吐き出すと、俺を睨にらんでこう言う。


    「言い訳はしない。今回は負けた。次は勝つ。以上」


    　そしてぷい、と顔を背そむけてしまった。怒りを抑えてまっすぐ対応したのは偉いんだけど、その後の行動がひどい。こういうところの子供っぽさってこいつ狙ねらってやってんのかな。


    「ガキかお前」


    「うるさい。課題増やすわよ」


    「おいパワハラか？」


    「うるさい」


    　豊富にあるはずの語ご彙いのなかから『うるさい』の一点張りで突破してくる日南。フォクシーで空Ｎしか使わないみたいなもんで、これはこれで強い。明らかに知能指数が下がっているけど、これ以上反抗してまじで課題を増やされても困るから俺は素直に引き下がる。えらいぜ、大人だぜ。


    「えーと。今日はどうするんだ？　課題とか」


    　そして話題を変える。これ以上ここについて話していてもお互いマイナスしかなさそうだからな。スキルの有効活用だ。


    「そうね。とはいえ前回出した課題、先週末から特に進展はないわよね？」


    「だな」


    　次の課題。『自分が幹事をして、四人以上で遊びに行く』。


    　週末に学校の人には会っていないし、特に進んではいない。


    「それなら、今日以降きちんと課題に向けた行動を繰り返すようにしてくれればいいわ。少なくとも数日以内、遅くとも今週末には達成してもらわないとこの課題は失敗ね」


    「お、おう意外と余裕がないな」


    　四人以上となると予定の調整とかも必要だろうから、そろそろ本格的に動き出さないとまずい気がするぞ。


    　課題についていくつか確認を終えると、あとはなんとなくの雑談となる。


    　そこで俺は、気になっていたことを聞いてみることにした。


    「あのさ」


    「なに？」


    　それはオフ会に参加して、新しい世界を知って。


    　もしくは学校で配られた進路調査票を見て、考えはじめたこと。


    　それをこいつにも聞いてみたかったのだ。


    「日南ひなみは、進路についてどうしようと思ってるんだ？」


    　そう。進路。


    　この先の自分は、どうなっていくのか。どうしていきたいのか。


    　そして同時に──この先の『師匠』は、どうしようと思っているのか。


    「……どうって？」


    　日南は眉まゆをひそめて聞き返してくる。


    「進学するのか、それともなにか別のことを考えてるのか。進学するんだとしたら、その先はどうなろうと思っているのか」


    「ああ、そういうこと」


    　日南はさらりとした口調で言うと、迷いのない言葉を並べていく。


    「もちろん私は進学ね。東とう大だい」


    「と、東大……」


    　当然のように言う日南に圧おされるが、よくよくこいつの学力を考えてみれば当然か。日本最難関とはいえ、年に数千人は合格するのだ。そこに日南が入れない道理はない。


    「そ、そこからは？」


    　掘り下げて聞くと、日南は考えるそぶりすら見せずに。


    「そこからはなるべく競争率の高い企業に就職ね。どことまで具体的に決めているわけじゃないけれど、総合商社、外資系投資銀行なんかを目指すことになると思うわ。そういう意味では慶けい応おうもありだけれど、まあ、まずは東大ね」


    「な、なるほど……」


    　なんかすらすらとスケールのでかい話が出てきたけど、いつから考えてるプランなんだろうか。まあこいつのスペックから考えればそこまで不自然な話ではないのだろうけど、東大に入れることを前提として、けれどその後の進路を考えて慶応もありとか言っているあたりがなんとも末恐ろしい。


    「そ、そのあとは？」


    　俺は半分怖いもの見たさみたいな感じでさらにその先を聞いてみると、日南はやはりそれに即答する。


    「結婚はいつかはしないといけないとは思ってるけど、もちろんそこがゴールだとは思ってないわ。就職も一度したからずっと同じ場所と考えているわけでもなく、あくまで最初はどこにするかを選ぶだけ。その経験から見えてくるものもあるし、さすがに高校生で人生のゴールまでは見通せないからね。単純に、時代の変化もあるわけだし」


    「お、おうそうか。わかった」


    　畳みかけられる具体的かつ理想的なビジョンに、眩暈めまいがしてきた。しかし話している内容があまりに日南ひなみっぽすぎて納得もしてしまう。日南が唯一心の底から好きっぽいアタファミのオフ会に連れていったはいいものの、こういう機械的な部分には特に影響を与えていないらしい。


    「っていうかなによ？　そっちから聞いてきたわりにずいぶんぞんざいなリアクションね？」


    「なにか語り合おうかと思ったんだけどレベル違いすぎてまったく手が出なかったんだよ」


    　俺はもっとこう楽しく、ときに興味深く将来について語り合えるのかなって思っていたのに、お前が一つ一つの段差が大きすぎる階段を一人すごいスピードで駆け上がっていったんだよ。こいつはいつも話のスケールがでかい上に具体的すぎる。俺を置いていかないでくれ。


    「ふうん」日南は平へい坦たんな相あい槌づちを打つ。「じゃあ、そういうあなたはどうなのよ？」


    「俺……か」


    　その投げかけに、俺は考え込んでしまう。


    　やりたいこと。人生の目標。


    　選ぶべき道はどの方向なのか、少しだけ見えたような気もしているけれど、向いた先の景色はまだ見えていない。


    　俺は一体、どこに向かおうとしているのだろうか。


    「……俺は」


    「ねえ。世間話程度の質問にそんなにしっぽり悩まないでもらえる？　重いわ」


    「悪かったな!?」


    　人が真剣に考えてるっていうのにこいつは。こっちが真剣に話してるときに重いって言われるのが人間一番恥ずかしいんだぞ。こうなれば俺も黙っていられない。


    「お前こそ、そんな簡単に決めていいのかよ？」


    「簡単？　どこがよ？　めちゃくちゃ難しいわよ。東とう大だいも商社も投資銀行も」


    「そうじゃなくて」


    　こいつわかって言ってるだろ。


    「ちゃんと考えて決めたのか？」


    「逆にこれだけ具体的な答えをすらすら言えて、ちゃんと考えてないと思う？」


    「う……」


    　そう言われるとそうなんだけど。俺が言いたいのはそういうことじゃなくてだな。


    　こいつが言う理想にはなにか、大事な前提が欠けているように思えるのだ。


    　それはそう。言葉にするならば──。


    「じゃなくて。お前はそれを本当に、やりたいと思ってるのかよ？」


    「……出た出た」


    　日南ひなみはわかりやすくため息をつき、うんざりって感じのげっそり顔で俺を見た。


    「『本当にやりたい』だのなんだのって、またそれ？」


    　そして日南は下を向き、やれやれと首を横に振る。めちゃくちゃ馬ば鹿かにされている。


    「うるせえそうだよまたこれだよ！　教えてやるって言っただろお前に俺が！　人生の楽しみ方を！」


    　俺がめちゃくちゃな語順でまくしたてると、日南は挑発的に笑う。


    「基本的にいまのところ、何一つ教わってはいないように思えるんだけど」


    「い、いや。そんなことは……ないだろ」


    「じゃあなに？　なにを教わった？」


    「えーと……」


    　俺は少しだけ迷うと、はっと思いつく。


    　だって俺はそのためにこいつを、そこに連れていったのだ。


    「オフ会！　楽しかっただろ？　トーナメント」


    「……それはそうだけど」


    「だろ？」


    　俺が得意げになって言うと、日南は眉まゆをひそめる。


    「けど、私がアタファミが好きなのはもともとでしょ。別にあなたに教えてもらったわけじゃない」


    「え、えーと……まあ、それは」


    「……はあ」


    　そしてこいつのため息で反論が打ち切られる。なにも言っていないのに息だけで圧がすごい。


    「それに、アタファミが楽しいことと、人生の進路は関係ないでしょ」


    「そ、そんなことないだろ……」


    　否定しながらも俺の声は小さくなっていく。そもそも自分の目標が曖あい昧まいなため、そこに自信をもって発言することができなかった。


    「そんなことない？」


    「あ、ああ、そうだ。関係ないとは限らない」


    「弱気な言い方ね……」


    　日南はなんかちょっとずつ子供をケガさせないように遊ぶ大人みたいな言い方になってきた。いくら実力差があるからって舐なめプはマナー違反だぞ。屈伸煽あおりなんてもってのほか。


    「ふうん。じゃあなに？　あなたはアタファミを仕事にするとでも言うの？」


    「そ、それは……」


    　その具体的な響きに、なぜだかドキリと胸が跳ねる。なにかを告発されたような感覚と、不安や迷いに近い渦が心を乱し、途端になにか居い心ごこ地ちが悪くなる。


    「い、いや……そうは言ってないけど」


    「なによそれ。歯切れが悪い」


    　日南ひなみは拍子抜けしたように首を捻ひねる。けどなんだろう。俺はその話題を続けることに、妙な抵抗を感じていた。


    　だから俺は、どこか話を逸そらすように。


    「け、けどな、お前の言う目標はなんというか、自分がやりたいっていうよりも、世間的にすごいとされてるから目指してるだけって感じがするというかだな」


    「ふうん」


    　日南は興味なさげに相あい槌づちを打つ。なんかもう俺の言葉は届いてないって感じがありありだ。


    　やがて、日南は俺の眉み間けんをまっすぐに指差す。それはまるで俺のなかのわずかな不誠実や、逃げの心を指摘するような──


    「自分の将来の目標すら決まってないのに、人の将来についてお説教できると思う？」


    　反論の余地もない、正論中の正論だった。


    「……はい」


    　哀れむような顔で首を振る日南の前で、俺はしゅんとして頭を垂れるしかないのであった。また負けてしまった。勝利を知りたい。


    



    　　　＊＊＊


    



    「それで、オフ会に行ってきたんだけど──」


    　昼休み。学食。


    　俺は菊きく池ちさんと二人で昼食を食べながら、お互いの近況についてゆっくりと話し合っている。ちなみに俺と菊池さんは週に何度か不定期に、一緒に昼休みを過ごすことにしている。別に毎日でもよかったんだけど、俺が友達との関係を希薄にしてしまわないようにと、菊池さんがお互いに無理のないときだけでいいですよ、と提案してくれたのだ。


    　今日は菊池さんに色々なことを話したかったから、俺から声をかけた。


    「──で、優勝して」


    「え！　友とも崎ざきくん強いですね」


    「うん。まあオンラインでレート日本一だしね」


    　俺が酢豚定食を片手にさらりと言ってしまうと、菊池さんがきょとんとこちらを見た。


    「に、日本一っていうのは……？」


    「えーと。日本でアタファミやってる人のなかで、一番勝率がいいって言えばいいのかな。厳密にはちょっと違うんだけど……」


    「え、え。にほんいちって、日本一ですよね？」


    　菊きく池ちさんは同じ言葉を繰り返しながら言う。まあこういうリアクションになるよね。日本一だもんね。


    「あはは。うん、そうだよ。日本一」


    　俺はあっさり肯定する。すると菊池さんは数秒フリーズしたあとに。


    「……なんだかちょっと、納得しました」


    「え、納得？」


    　予想外のリアクションにびっくりして聞き返すと、菊池さんはいたずらっぽく笑う。


    「うん。納得」


    「そ、それはどういう？」


    「……えっと」


    　菊池さんは懸命な表情で言葉を探す。小さく「んんー……」とか言っていて、なんかすごい応援したくなってくる。


    　やがてはっと顔を上げると、こんなこと言った。


    「すごく、変な人だなって思ってたので……」


    「ねえ、言葉探した結果それ？」


    「ああっ、ごめんなさい！」


    　俺がからかうように言うと、菊池さんも楽しそうに笑いながら謝る。なんだかこういう距離の近いユーモアを言えるのって、もちろん俺たち二人が付き合いはじめたからっていうのもあるんだろうけど──例えば泉いずみとの会話で交わされるノリを体が覚えてるからっていうのもあるよな。人生はラーニングだ。


    「でもなんだろう……やっぱり見てて、他の人とちょっと違うところがあるなあっていうのは、思ってたから……」


    「そ、そう？」


    　たしかにアタファミとかほかのゲームに対する姿勢や考え方に関してはそりゃそこら辺の人とは違うとは思うけど、こうして菊池さんが見える範囲の、それこそ『人生』というゲームにおいてもそういう部分が出ているかと言われたら、あまり実感はない。


    「うん。なんかすごく、真剣っていうか、真ま面じ目めっていうか」


    「あー……そういうこと」


    　その点については、言われてみると否定はできない。


    「たしかにこのあいだ帰り道、みみみにもちょっと変っていうか、すごい真剣だよね、って言われたな」


    「七なな海みさん……ですか？」


    　菊池さんは確かめるように小さく言葉を落とし、俺はそれに頷うなずく。


    「このあいだ進路調査票って配られたでしょ？」


    「うん」


    　菊きく池ちさんは俺の話す言葉を楽しそうに、先を待つように聞いてくれている。


    「別になにも考えないで、ただ『進学』って書いて偏差値の合う志望校でも書いとけばいいとは思うんだけど、ほんとにそれでいいのかな？　って、やたらめったら考えまくったりさ。そのことについて話したら、真剣だよねって言われた」


    「そうですね。私も思います」


    　菊池さんは穏やかに笑う。


    「なんか、やりたいんだーって思うことに突っ走っていって、なに言われてもやめなくて、いつか結果出して『ほら見ろ』とかやりそうって」


    　すると、菊池さんは可笑おかしそうに口を手で押さえる。


    「ふふ、なんだかわかる気がします」


    「もしくは突っ走っていくけど、結局ダメダメになっちゃうかだって」


    「あはは。それもわかる気がします」


    「わかるんだ!?」


    　なんなのこの俺の両極端なイメージ。二人からダメダメになる未来も見えるとか言われると、将来が余計不安になるんですけど。


    「七なな海みさんと……駅が同じなんでしたっけ？」


    「え、うん」


    　不意の質問に俺は頷うなずく。つながっているようで、少しぶった切れているような会話だ。


    　菊池さんは考えるようにしばらく沈黙すると、やがてからかうように続けた。


    「七海さんも友とも崎ざきくんのこと、変な人だなーって思ってるかもですね？」


    「ひどい!?」


    　そんな感じで菊池さんも、ちょっと考えながらではあるけれど、フランクな冗談を言ってきてくれる。なんか楽しいね。


    「けどたしかにゲームに関しては……真剣にしたいなっていうのはあるなあ」


    「やっぱりそうです？」


    「うん」


    　そして俺は、思い当たる節を話す。


    「アタファミに関してももちろんそうだし、普段からやってる自分を変えるための努力も、目の前の課題をこなすよりも『本当にやりたいこと』はなんだろうって考えないと手につかなかったり……」


    「ふふ、友崎くんっぽいです」


    「そういうのって、やっぱりちょっと変なのかもね」


    　まあ周りにも話を聞いてみた感じ、あんまり近い考えの人っていないもんな。視線を合わせると、菊きく池ちさんは納得したように、ゆっくりと頷うなずいていた。


    「……そっか」


    「うん？」


    　菊池さんはまばたきをしながらも、じっと俺を見つめる。


    　そしてなぜだか嬉うれしそうに。


    　納得するように、こんなことを言った。


    



    「きっと友とも崎ざきくんのなかで、


    　この毎日の生活も──『ゲーム』にレベルアップしたんですね」


    



    　その言葉に、俺ははっとしてしまう。


    　それは俺の心のなかを言葉に変えてもらったという感覚よりも、それ以上に。


    　自分の背景にある前提を汲くみ取ってもらえたことに、感動していたというか。


    「うん。そうかも」


    　俺は湧わき上がる気持ちを表現して、笑う。


    　そしてそのとき、俺は自分がどうしてこんなに散々自分の将来について悩んでいたのか、その理由がわかった気がした。


    　だから俺は、その言葉のトーンに、ポジティブな響きを持たせながら。


    



    「俺にとって──『人生』はゲームだから、真剣に向き合いたいんだと思う」


    



    　頭のなかが、すっきりした気がする。


    　たしかに俺はちょっと変わっているかもしれない。けどそれは、ゲーマーとして誰だれよりも、ゲームに真剣に向き合っているというだけなのだ。


    　ならそれを恥じる必要なんかないし、むしろ誇るべきだとすら思う。


    　決めた。俺はこの『人生』についても、悩んで悩んで悩みまくってやろう。


    　なにしろ俺はnanashiなんだし──俺はこのゲームのことが、好きなんだから。
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    「へえ……日南ひなみさんもアタファミを？」


    「うん」


    　食事後。俺と菊池さんは温かい麦茶を飲みながら雑談を楽しんでいた。無料で出てくる代わりになんか味が薄い気がする麦茶も、慣れてしまえばふるさとの味。趣深く感じてくるからおもしろい。


    「で、決勝で当たってさ……」


    「へえ！　日南ひなみさんってなんでもできるんですね」


    　俺は菊きく池ちさんに、オフ会での日南のことも話す。まあよく考えるとあの会場にはたくさん人がいたとはいえ、女の子と二人で出かけたということにもなるわけだし、隠さずにきちんと伝えるべきだと思ったのだ。一応俺と菊池さんは、つ、つ、付き合っているわけだからな。


    「そのー……」


    　菊池さんは麦茶をちびちびと飲みながら言う。


    「うん？」


    「えっと。友とも崎ざきくんって……日南さんと仲いいですよね」


    　そして、俺のことをじっと見た。


    「あー、そ、そうかな？」


    　仲いいというか師弟関係というか、まあここ半年でいろいろな人と仲良くなったわけだけど、取り立てて日南のことだけ言われるとちょっとヒヤッとするよな。


    「ほら、一緒にお店にも来ましたし」


    「あ、そっか」


    　演劇のときから日南の行動の動機にも興味を持っていたみたいだし、菊池さんのことだからなにを見透かしているかわからないぞ、と思ったけど、そういえばそれもあったな。まあとりあえず、日南の裏の顔について俺経由でバレてしまうことだけはないようにしておこう。


    「まあけどほら、ここ最近でたくさん友達できたからさ」


    　俺は誤ご魔ま化かすように言う。


    　すると、菊池さんはどこか不満げに、


    「……そうですか？」


    　俺をじっと見る。


    「うん。ほら、中なか村むらとか水みず沢さわとか竹たけ井いとか……最近では橘たちばなも」


    「うーん……そうですね」


    「で、でしょ」


    　菊池さんにしては珍しい湿った視線に俺は焦あせりを隠せないながらも、なんとか取り繕つくろうように笑う。こういうところに違和感を覚えるあたり、やっぱり菊池さんは鋭い。


    「たしかに、えっと……七なな海みさんとか、泉いずみさんとかとも、仲良くなってますもんね」


    「そうそう。でしょ」


    　別に日南だけじゃないよ、ということを強調するが、なぜか菊池さんはそれでむしろ不機嫌さが増したようでもあった。


    「そう……ですね。友崎くんは、みんなと仲いいですもんね」


    「うん最近はね。まあだから、別に日南ひなみだけではないかな、って」


    「……そっか」


    　菊きく池ちさんはどこか寂さびしそうに言うと、少し考えてから笑った。


    「あ、それよりもさ」


    　そこで俺は思い出して話を変える。誤ご魔ま化かしているというよりも、菊池さんに伝えたいことがあったのだ。


    「うん？」


    　菊池さんはきょとんと首を傾かしげる。


    「これ……」言いながら、俺は菊池さんにスマホの画面を見せる。「俺もTwitter、始めてみたんだ」


    　菊池さんは俺のスマホに表示された『nanashi』のアカウントをまじまじと見て、首を傾げた。


    「……ななし？」


    「あ、うん。俺のアタファミでの名前。別に名前に深い意味はないんだけど……」


    　そして俺は本音を、できるだけ照れないようにしながら。


    「最初に……菊池さんに教えたいな、って思って」


    　菊池さんの目をまっすぐに見て言うと、そのまま微笑ほほえむ。


    　そう。画面に表示されているのは、フォロー０・フォロワー０の数字。


    　これは正真正銘作り立て、まだ誰だれにも教えていない友とも崎ざき文ふみ也やことnanashiの初アカウントだ。


    「付き合ってるわけだし、大事なことは最初に、ね」


    「え……」菊池さんは目を丸くして驚き、やがてじんわりと笑った。「……嬉うれしいです」


    　俺は優しく頷うなずきながらも、視線をスマホに落とす。そしてTwitterの検索から菊池さんのアカウントのＩＤを検索して、フォローした。


    「ということで……えーと、これからもよろしく？」


    　俺がよくわからない挨あい拶さつをすると、菊池さんはぼーっと嬉しそうに、スマホの画面を見つめる。そこには俺のアカウントの『フォロー１』の文字が映っている。


    「……私も、フォローしておきますね」


    　温かみを感じるトーンで言うと──俺のアカウントの数字はすぐに、フォロー１・フォロワー１になった。いまこの瞬間、二人しか知らない秘密のアカウントがここにある。


    　うん。やっぱり菊池さんと過ごす時間はゆっくりで、心が暖かくなるな。
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    　放課後。俺は自分の人生に対するスタンスがはっきりしたので、進んでみることにした。


    　俺は自分なりの人生の目標──つまりは長期的に見た『やりたいこと』を見つけたい。そんなことを馬ば鹿か正しよう直じきに悩むなんて真ま面じ目め過ぎる、と思われようが構わない。だって俺はnanashiだし、人生はゲームなのだから。


    　なら当然、俺がやることは一つだろう。


    　そう。例のごとく『情報収集』だ。ゲームっていうのはそういうものだからな。


    「たまちゃん」


    　自分の席に座ってスマホをいじっていたたまちゃんに話しかける。


    　俺がここでしたいのは、進路についてのインタビュー。これまでも水みず沢さわたちやみみみ、日南ひなみにも聞いたりしていたから、次はたまちゃんにも聞いてみよう、と思ったのだ。なにしろ自分のやりたいことをやって言いたいことを言うという意味において、たまちゃんと俺は似ているからな。


    　それはきっと生き方が似ているということでもあって、ならたまちゃんの将来についての考え方は、今後の自分にも参考になるだろう。


    「どうしたのー？」


    　たまちゃんは明るく、こちらを受け入れるような口調で言う。俺も自然な笑顔を見せながら、聞きたいことをそのまま聞くことにした。


    「進路ってもう決めた？」


    　するとたまちゃんは、んーとね、と少しだけ考えると、少し小声で言う。


    「実は……あんまり言ってないんだけど」


    「うん」


    「うち、家がケーキ屋さん……っていうか、洋菓子屋やってて」


    「そうなんだ？」


    　それはたしかに初耳だ。ていうか、普段それぞれの家の話ってあんまりしてなかったしな。


    「だから大学も行こうと思ってるんだけど、大学行きながら本格的に家の手伝いも始めてみようかなって」


    「へえ！」


    　たまちゃんが洋菓子屋の店員。なんか意外と似合うような気がする。


    「本格的に手伝いって、最終的には継ごうかなってこと？」


    　するとたまちゃんはうーん、と頭を悩ませる。


    「それはやってみないとわかんないかな！　いまも休日に手伝ったりしてるんだけど……」


    「うん」


    「継ぐかどうかって言われると、結構迷ってる。だから大学行きながら考えるのがいいのかなって」


    「あー、たしかにそうかもね」


    　まあこれから本格的に手伝いを始めるという話なら、やってみてからどうするかを考えても遅くはない。納得できる話だ。


    「けどお店のお菓子好きだし、仕事好きだし、いまのところはやろうかなって思ってるよ！」


    「……へえ」


    　聞きながら感心してしまう。進路についてかなり具体的に決まっているだけでなく、好き嫌いの感覚だけでその決断をしようとしているところが、すごくたまちゃんという感じだ。誰だれかに道を決めてもらうでもなく、自分の意志で。


    　そして俺もきっと、選ぶときはそうするのだろう。


    　そのとき。


    「た──────ま───────!!」


    　叫びながら突進してきたのは考えるまでもなくみみみで、しかし一点いつもと違うところと言えば、その後ろに同じくらいのテンションでこちらに手を振る竹たけ井いもいることだろう。


    「うお────!!　たま──!!　ワンちゃ────ん!!」


    　なんだこれ、一瞬で大騒ぎだ。この二人のテンションは似てるなって思ってたんだけど、こうして合わさるとここまで大変なことになるのか。


    「二人ともうるさい！」


    　たまちゃんがびしっと注意すると、二人は「はい!!」と同時に姿勢を正し、たまちゃんの前に横並びで敬礼してみせた。兵隊かな？


    「はは……ていうかなに、二人とも」


    　俺が苦笑しながら訪ねると、みみみがたはーっと笑いながら言う。


    「いやー！　なんか竹井がブレーンたちのほうちらちら見てたから、話入りたいんじゃない!?　ってことで一緒に来ました！　空気の読める女！　魅力的！」


    「そ、そういうことだよなぁ!?」


    　明るくあっけらかんと言うみみみと、なにかちょっとしどろもどろになる様子の竹井。


    「……ん？」


    　そこで思い出す。たしか文化祭が始まったあたりに、竹井が言っていたこと。


    



    『いやぁ！　俺たまタイプなんだよなぁ！』


    



    　その声が頭で再生され、俺はまた首を捻ひねる。


    「……んんん？」


    　俺は竹井とたまちゃんの顔を交互に見て、竹井がたまちゃんのことをチラチラと見ては目を逸そらしていることに気がつき、また大きく、それはもう大きく首を捻った。


    「竹井。ちょっと竹井こっち」


    「ん!?　なんだよワンちゃん！」


    　竹たけ井いを手招きし、みみみとたまちゃんに背を向けてこっそり喋しやべる。


    「あのさ。こないだ、たまちゃんがタイプだって言ってたよな？」


    「お、おう!?　い、い、い……言ったけど」


    「いまこっち来たのって……それがあるから？」


    　俺が直ちよく截せつに聞いてしまうと、竹井は顔を真っ赤に染めてそっぽを向きながら、


    「そ、そ、それは教えられないよなぁ……!!」


    　明らかに焦あせった口調で言った。


    「そうか。わかった」
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    　俺はくるりと振り返ると、たまちゃんとみみみに向き直った。明らかに怪しい様子を見せた俺に、みみみがぐいぐい食いついてくる。


    「なんだなんだいまのは～!?　怪しい話か～？」


    　しかし竹井の思いについて二人に話すわけにもいかず、というかそれについて俺の口から言葉に変えてしまうと現実として確定しそうな気がしたので、なんにせよ口にしたくなかった。


    「それは言えない」


    「えー!?」


    　みみみがぶーぶーと唇くちびるを尖とがらせながら言う。竹井は相変わらずたまちゃんに視線を合わせては逸そらすを繰り返してる。竹たけ井い。おい竹井。


    　そして俺はため息をつきながら──使命感を覚えていた。


    「ただ、たまちゃんは俺が守らないといけない。それだけはわかった」


    「ブレーン!?　突然のプロポーズ!?」


    「友とも崎ざき……なに言ってるの？」


    　みみみが飛び上がり、たまちゃんも怪け訝げんな表情で言う。


    　しかし、それでも俺のなかに湧わき上がる使命感は消えることはなかった。


    「いや、なんでもない。この闇やみは俺が抱かかえないと……」


    　そんなふうに俺は話を打ち切ると、これ以上追及されないように話を切り替える。みみみが「は、はあ……？」と困ってるけど、話を切り替えれば問題ない。


    「あ、てかたまちゃん。さっきしてた話って二人にも言って平気？」


    「うん。いいよ」


    「なになになんの話～!?」


    　突然の話題の急カーブにも当然のようについてきてくれるみみみの運動神経に感心しつつ、俺はさっき聞いた興味深い話を二人にも話す。


    「たまちゃんち、洋菓子屋やってるんだって」


    「え!?　そうなの!?　洋菓子屋って洋菓子のお店屋さん!?」


    「うん」


    「いやお店屋さんて」


    　みみみは子供みたいな言葉を使いながら驚き、たまちゃんは素直に頷うなずき、俺はみみみに突っ込む。みんなマイペースだ。ちなみに竹井はワンテンポ置いて「そーなの!?」とか言ってるんだけど、あの天然型のリア充が俺に遅れを取るとは。竹井ってそわそわするとリアクション遅くなるんだな。


    「みみみも知らなかったんだ？」


    「うん！　初耳だよ！」


    　とみみみが自分の両耳をびしっと指差しながら言う。たぶん意味はないと思うので「そっか」とスルーしておいた。


    　しかし、いままであんまり話してなかったとは聞いてたけど、みみみにすら言ってなかったんだな。じゃあもう他に知っている人はいないんじゃないかって思えるレベルだ。逆になんで突然俺に教える気になったんだろう。


    「どういう系のお店!?　普通の洋菓子屋さん!?」


    「そうだよ。ケーキとかクッキーとかプリンとか売ってる」


    「なにそれ!!　たまも作ってるの!?」


    「うん。たまに手伝ってるよ」そして、あっと気がついたように。「たまだけに！」


    「出た!!」


    　みみみは嬉うれしそうに笑う。仲がよさそうでなによりです。


    　ちなみにちらりと見てみると、竹たけ井いは素早く流れる会話に目が回り、顔が青くなっている。少し前までの俺を見ているようで優しい気持ちになってくる。


    「なにそれ！　たまが作ってるとか、食べにいかざるを得ない！」


    「絶対そうなると思ったから言わなかったの」


    「ひどい!?」


    　ずばっと言って、ちょっと悪戯いたずらっぽく笑うたまちゃん。本音を言いつつも、すごく柔らかい雰ふん囲い気きだ。言ったあとのこの笑顔があるかないかだけで、印象ってすごく変わるよな。俺にはこんなスキル使えないから、すでに数段上をいかれているということになる。さすがは俺の弟子、誇らしいぜ。


    「けど、じゃあなんで突然教えてくれたの？」


    　俺が尋ねると、たまちゃんは少しだけ考えて、


    「聞かれたから」


    「それだけ!?」


    　みみみが前のめりに突っ込む。うん、なんだそれって感じだけどなんかすごくたまちゃんっぽいね。


    　みみみの大げさなリアクションに、たまちゃんはあははと楽しそうに笑う。そして改めて、真っすぐな口調でこう付け加えた。


    「あと、最近自分をみんなにオープンにしてみたら、だんだん楽しくなっていったりもして、こういうのもいいなって思ったからだよ」


    　まったく他意を感じない口調で説明された、明らかに本音そのまんまの思い。


    「……そっか」


    　みみみは微笑ほほえみながら、柔らかく見守るような眼まな差ざしで頷うなずいた。


    　きっとその本音を聞いて。俺と同じように、安心したんだと思う。


    　たまちゃんはいまこの学校生活を、ちゃんと楽しめているんだな、って。


    「あ。じゃあさ」


    　だから俺はさらにもう一歩、踏み込むように言う。


    　それは課題のことを思い出したからっていうのもあったけど、それ以上に。


    　みんなにオープンになってきたたまちゃんを見て、そうしたいと思ったのだ。


    「これから帰りに、みんなで行かない？　──たまちゃんのお店」
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    　そうしていま俺たちはたまちゃんに案内されて家へと向かっている。ちなみにさっきLINEで菊きく池ちさんから『今日、一緒に帰りませんか』というお誘いを受けたのだけど、まさにいま先約ができちゃったから、と断ることになってしまった。やりたいことがたくさんあるというのは、こういう弊害も生むのか。


    　にしてもお昼も一緒に食べたのに、帰りも一緒にいたがるというのはちょっと珍しかったなと思う。あとで埋め合わせしないといけないね。


    「ここ初めて降りたー！　駅からどのくらい？」


    　駅の改札を出ると、みみみが元気よく言う。


    「んー。三分くらいかな」


    「おお！　結構近いね！」


    「ち、近いよなぁ」


    　なんて感じでたまちゃんを先頭に歩く。竹たけ井いはやはり明らかにそわそわしている。


    　薄暗く、寒い空の下をしばらく歩くと、ほどなくして俺たちは洋菓子店『ル・プティ・ボワ』へと到着した。


    　樹木をモチーフとしたような茶と緑を基調にしたスタイリッシュな看板の下に広がる、ガラス張りのお店。橙だいだい色の温かい光が漏もれ、心なしかここまでバターと小麦の香ばしい香りが漂ってきているような気がする。


    「へぇーっ！　なんか洋菓子って感じ！　たま感ないね！」


    「うん。こっち」


    「なんだよたま感って」


    　たまちゃんはみみみのおふざけを無情にもスルーするから、俺が拾わないといけない。正確に言えば竹井がリアクションしてくれそうなところではあるんだけど、竹井はいまずっとそわそわしているので無理になっている。


    　道路から数段ほど延びる階段を四人で下る。ガラス戸を開けると、半地下のようなスペースが広がった。一般的なコンビニの半分くらいの面積だろうか、洋菓子店にしては少し広めの売り場には、クッキーやフィナンシェ、ラスクなどの様々な焼き菓子が所狭しと並べられている。


    　レジの前にあるショーケースの中にずらりと整列したケーキは、ショートケーキやチョコケーキなどの定番品から、マンゴーのパイ、桃とチーズのケーキ、レモンのロールケーキなどの変化球まで幅広い。


    「め、めちゃくちゃいいにおいするよなぁ……」


    　竹井が動物としての本能を発揮している。


    　見て回っていると、気配を察したのか奥から一人の女性店員が出てきた。四十代くらいだろうか、目じりと口元の笑いじわが特徴的で、見た目は大人なのにどこか少女のような雰ふん囲い気きも持っている女性だ。


    　女性店員はこちらを見るとにっこりと微笑ほほえみ、張りのある声で言う。


    「あら、花はな火びおかえり！　こっちはお友達？」


    「ただいまお母さん。そうだけどほっといて」


    「もう花火ったらーそう言わないのー」


    　なんと言うか初しよっ端ぱなからたまちゃんって家でもこうなんだなと思わせる会話に、つい笑ってしまう。むしろこういう環境で育ったからこそ、たまちゃんのような女の子に育ったのかもしれないね。どうやらこの女性はたまちゃんの母親らしい。


    「ごめんねうちの子が。ゆっくりしていって！」


    　茶目っ気のある笑顔で言うと、たまちゃんのお母さんはくいくいとレジ横の布の仕切りを指差す。


    「三人来たんだけど上げて平気？」


    「いいわよ～」


    「ありがと！　ほらいこ！」


    　そしてたまちゃんはささっとその布の仕切りを開けると、靴くつを脱いで上へあがる。たまちゃんはなにやらお母さんにすごくさばさばした対応だけど、感謝の言葉とかを素直に言うあたり、仲が悪いというわけではなさそうだ。


    「お邪魔しまーす！」


    「お邪魔します」


    「お、おじゃまします！」


    　みみみが勢いよくたまちゃんのお母さんへ挨あい拶さつし、俺も倣ならってぺこりと頭を下げる。竹たけ井いは変に言葉に詰まっている。


    「はーい！　ったくあんた、こんなかっこいい男の子と強そうな男の子連れてきてもう！」


    「そういうのいいから！」


    「か、かっこいいだなんて照れるよなぁ!?」


    　竹井が嬉うれしそうに言う。けどなんだろ、自分で言うのもなんだけど、消去法で考えてお前は『かっこいい』のほうじゃないと思うぞ。俺を見て強そうって感想は出てこないはずだからな。ま、アタファミがって意味なら最強だが。


    「誰だれか来てるのか～!?」


    　不意に、奥から男性の声が聞こえる。


    「花火が友達連れてきたのー！」


    「なんだとー!?　ちょっと待ってくれ！　これ焼けたらまた挨拶させてくれ！」


    「まあまあ、そう焦あせらなくていいから」


    　奥の男性はたまちゃんのお母さんとフランクに会話する。この感じだと、たまちゃんのお父さんってことだろうか。


    「それじゃ、ゆっくりしていってね～」


    　人懐なつっこい笑顔を俺たちに向けると、たまちゃんのお母さんはひらひらとこちらに手を振る。


    「くそう！　これが焼けたころにまた来てくれ！　挨あい拶さつさせてくれ！」


    「いいからほらいくよ！」


    　たまちゃんはお父さんの言葉を無視しながらみみみの手を取り、ずんずん奥へと進んでいった。なんなの。別に仲悪いって雰ふん囲い気きでもないのになにをそんなに焦あせってるんだろう。照れとかだろうか。


    「ちょっと待ってくれよ～」


    　情けない声を出しながら竹たけ井いもそのあとについていく。俺もお母さんにぺこりと会釈してからその後ろに続き、奥にある部屋へと向かった。


    　ちなみにそこに入る直前にちらりと後ろを見てみてたら、たまちゃんのお母さんがまだ笑顔でこちらを見送っていた。うん、なんかすごいいい人そうだな。
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    　そうして通された、たまちゃんの部屋。


    　見渡すと、パステルカラーの小物やぬいぐるみなど、意外とかわいらしいものが多くある女の子っぽい空間が広がっている。なんかもっと機能的な部屋をイメージしてたんだけど、聞くと置いてあるものは基本的に子供のころに買ってもらったもので、特にたまちゃんの趣味というわけではないらしい。すごく納得。物持ちよさそうだもんな。


    　いまは四人で小さなテーブルを囲み、雑談をしている。


    「えーじゃあたまが作ったものもお店に並んでるんだ？」


    「そうだよ。その前におじいちゃんのチェックがあるけどね」


    「へぇー！」


    　みみみがたまちゃんにインタビューして、雑談がてらいろいろな話を聞く。話によるとたまちゃんは週末の予定がない日はときどきおじいちゃんからお菓子の作り方を教えてもらい、試しに作ってみたりしているという。


    　このお店を一から立ち上げたおじいちゃんは数年前までこの店の主あるじだったらしいが、体力に限界を感じて引退。いまは後を継いだたまちゃんの両親、そして後を継ぐかもしれないたまちゃんにお菓子作りを教え、その出来不出来をチェックする役割になっているらしい。


    　俺はその一子相伝なスタイルに、素直に感心していた。


    「ほんとに代々受け継いでやっていく、って感じなんだな。なんか、いまどき珍しい気がする」


    「そうかも？　まあ、私が継ぐかはまだ未定なんだけど……」


    　そういう在り方っていうのも、俺にとっては新鮮だ。うちがかなり普通のサラリーマン家庭というのもあって、こういう環境を間近で見ると、いろいろと刺激がある。竹たけ井いも「すごいよなぁ……」と感心しているが、正座なのはなんでなのお前。


    　たまちゃんは一人っ子とのことで、継がなかった場合は親戚や信用できる従業員などの誰だれかが継ぐことになるらしい。


    　そんなことを話していると、こんこん、と部屋のドアがノックされた。


    「花はな火び～！　お菓子と紅茶持ってきたわよ～」


    「え、はーい！」


    　たまちゃんが返事をするとドアが開き、洋菓子が盛りつけられたお皿と、紅茶がたっぷり注がれたマグカップをのせたお盆を持って、たまちゃんのお母さんが入ってきた。


    「いいのに。ありがと！」


    　たまちゃんは一言添えつつもまっすぐにお礼を言う。俺たち三人もそれに続いて「ありがとうございます」と感謝を伝えた。するとたまちゃんのお母さんは「いいっていいって！」などと明るく言いながら、そのお盆を俺たちの前のテーブルに置いた。


    「これ、うちのお店特製の紅茶と……なんと、花火が作ったフィナンシェとマカロンでーす！」


    「え！」


    　その言葉に竹井が露骨に嬉うれしそうな表情をしながら声を漏もらす。わかりやすいなお前は。いままでしおらしかったのに。


    「もしよかったら花火と一緒にお店の様子とかも見ていってくれていいからね～」


    　言いながら、お母さんはまた手をひらひらと振りながら去っていく。その表情は無邪気かつ天てん真しん爛らん漫まんで、やっぱり明るい人だ。


    　俺たちの視線はたまちゃんのお母さんが持ってきたお菓子に集まる。


    「すごーい！　これたまが作ったってホント？」


    　みみみが聞くと、たまちゃんは照れたように、


    「うん。たぶんこれ、こないだ作ったやつ。おじいちゃんからお店に出すのはＮＧってなっちゃったんだけど」


    「へー！　結構厳しいんだ？」


    「まあ売り物だからね！」


    　なんてふうに会話をしているあいだにも、いつも言葉数が多い竹井の視線は一心にそのたまちゃんが作ったというお菓子に注がれている。食べたいなら食べていいと思うぞ竹井。


    　ということで俺はお皿の上に載っているフィナンシェを手に取り、口に運んだ。


    「……え、うま！」


    　俺はその味に驚く。口に入れた瞬間、バターの芳こうばしい香りと嫌いや味みのない甘さが口いっぱいに広がり、幸福感を刺激する。ほろりと崩れるような食感は新しく、舌の上で溶けて消えるような感覚は次の一口を誘った。


    「ほんと？　……ありがと」


    　たまちゃんは珍しく照れたように言うと、それを食べる俺の姿を嬉うれしそうに見つめる。俺はそんなことお構いなくパクパクパクパクとそれを一気に平らげてしまい、また驚く。


    「こ、これたまちゃんが作ったんだ？」


    「そうだよ？」


    「めっちゃうまい……っていうか、これでＮＧ食らうんだ……」


    　俺はいくつもの衝撃を同時に受ける。


    　こんなにおいしいお菓子を、同級生が作ったのだということ。


    　そして、こんなにおいしいお菓子でも、お店に並べる許可がもらえないということ。


    「あ、えっとね。味は褒ほめられたんだけど……形がよくないって」


    「あー……そういうのもあるんだ？」


    「うん。もっと焼いたときに膨ふくらむぶんをちゃんと計算しないと、綺き麗れいにならないって」


    「へえ……」
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    　まあ専門的にはわからないけど、プロの仕事だもんな。俺には及びもつかないような細かいこだわりがあるのだろう。いつだって超上級者のこだわりは初心者には伝わらないものだ。


    「う、うまいよなぁ……」


    　同じくフィナンシェを食べて感動したようで、竹たけ井いが半分瞳ひとみをうるうるさせながら言っている。竹たけ井いの場合はなんか別の感動もありそうだ。


    「あはは。竹井もありがと」


    「どどど、どういたしまして!!」


    　竹井はめっちゃ言葉を噛かみながら、たまちゃんと会話する。大丈夫か竹井、俺みたいになってるぞ。


    「ほんとだ!!　マカロンもめっちゃうまい！」


    　みみみも食べて感動すると、たまちゃんはまた照れる。なんだこの優しい時間は。


    「こっちはね、かたちっていうか色がまだ駄目だって言われて。マカロンは色も大事だからーっておじいちゃんが」


    「そ、それはずいぶんハイカラなおじいちゃんだな？」


    　マカロンの映ばえについて理解しているおじいちゃんなんて聞いたことないぞ。


    「まあマカロンって言っても、もともとは伝統的な洋菓子だからね！」


    「あ、そっか。ただの流行はやりもんってわけでもないもんな」


    　というふうに、洋菓子をテーマにした会話が繰り広げられる。その中心にたまちゃんがいるというのが新鮮で、なんだかこういうのもいいね。


    「焼き具合とかオーブンの温度とか、それと気温とか湿度によっても変化するから、とにかく経験を積めって言われてるんだ」


    「へぇ……」


    　みみみがキラキラした目でたまちゃんを見つめる。それはどこか憧あこがれにも寂さびしさにも似た色で、いまみみみはなにを考えているのだろう。


    　ひょっとすると──将来のことだろうか。


    「これは将来、私たちが結婚した暁あかつきには毎日お菓子を焼いてもらわねば！」


    「しないよ？　結婚」


    　将来のことといっても、くだらないほうの将来だった。みみみはガビーンとショックを受けた表情をしてみせる。


    「ブレーン！　できないではなく『しない』と言われました！」


    「もしできたとしても、しないってことだろうな」


    「ストレートに説明された!?」


    　みみみが賑にぎやかして、俺ががんばっていじって、たまちゃんが身も蓋ふたもないことを言う。それはみんなでワイワイと盛り上がる、誰だれも無理していない楽しい時間で。


    　けれどそんななか固くなっている竹井は、やはりほとんど会話に入ってこないのだった。がんばれ竹井。
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    　それから一時間ほど経たっただろうか。


    「それで、こっちがメインのケーキの売り場だよ」


    　たまちゃんのお母さんの勧めによって、俺たちはたまちゃんに連れられてお店の中を案内されていた。


    「そこには花はな火びが作ったのも並ぶことあるのよ～」


    　お店の売り物の代表的なものを紹介してもらいながら、レジの向こうからたまちゃんのお母さんが補足を入れてくれる。たまちゃんはお母さんに「もーいいから構わなくて！」などと抗議するが、お母さんは「そんな寂さびしいこと言わないのー」などと言って補足を入れ続ける。やっぱり仲良さげだ。


    「なに!?　花火の友達を案内しているのか!?　父さんもこれが焼けて次の仕込みをしたらすぐに行くからな！」


    　奥から聞こえるたまちゃんのお父さんの声に、俺はついくすりと笑う。お父さんずっと忙しそうだな。


    「なんか……たまちゃんの家、おもしろいね？」


    　俺が素直に感想を漏もらすと、たまちゃんは「おもしろくない！」と突っぱね、親御さんたちは「そうでしょ～！」「そうだろ～！」とノリノリで返してくる。お父さんはいいから焼いて。


    　そんな両親二人にハマったのか、みみみはレジのほうへ行きしきりに二人に話しかけていた。


    「わーすごい！　これ宝石みたいですね！」


    「そうなのよ～実は──」


    　というふうにお菓子についてもたくさん解説してもらっているなかで、やがてお父さんが出てきて俺たち三人は改めて挨あい拶さつをする。


    　たまちゃんのお父さんは小柄ながらエネルギッシュな風ふう貌ぼうで、きりりと整った目鼻立ちからは、若いころは相当イケメンだったのだろうなと思わされる風格があった。かなり高めのいわゆるコック帽というのだろうか、縦長の帽子をかぶっていて、その表情はたまちゃんのお母さんに似てとても無邪気だ。そして、ぱっと見お母さんよりも背が低い。


    　このお店ならではのこだわり、ちょっとしたお菓子のまめ知識などを聞いているなかで、みみみは二人にこんなことを聞く。


    「たまって昔、どんな女の子だったんですか？」


    　すると二人は一瞬顔を見合わせ、なにやらくすくすと笑って見せると、みみみに向き直る。なぜかたまちゃんは顔を赤くして、焦あせったように目を泳がせた。


    「そうだなぁ。花火は昔から素直で嘘うそのない女の子だったよ」とたまちゃんのお父さんだ。


    「やっぱりそうなんですね！」


    「ああ。自分の思ったことはハッキリと言うし、クラスでいじめがあったらハッキリ止めるし、いやなことはいやと言ってやらない子だったな」


    「へえ！」


    　みみみとお父さんの会話を聞きながら、俺は思い返す。


    　まさに二学期、クラスで起きたいじめをはっきりと糾きゆう弾だんするたまちゃんの姿があった。


    　ああいうのは、やっぱり昔からだったんだな。


    「だからこの子の作るお菓子も嘘うそのない真っすぐな味で、おじいちゃんからも好評なんだけど……」


    「だけど？」


    　みみみが相あい槌づちを打つと、たまちゃんのお母さんが悪戯いたずらっぽく。


    「見た目がまだだめだって言われちゃってて」


    「味がよければいいじゃん！　ってよく喧けん嘩かしてたよな」


    　お父さんが昔を懐なつかしむように言う。なんかそれ、すごいたまちゃんっぽいな。


    「もーいいからそういうのは！」


    「けど最近はちょっとずつ、わかってくれたみたいでな」


    　お父さんはゆっくりと言いながら微笑ほほえむ。


    　そして目め尻じりに深くシワを刻む優しい笑顔でたまちゃんを見て、こんなことを言った。


    「真っすぐな味だけじゃなくて──それをどう伝えるのかも大事なんだ、ってね」
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    　そんなふうに家族ぐるみで会話をして、いろいろなことを聞いた俺たちは、しばらくして解散となる。


    「お邪魔しました～！」


    「お邪魔しました！」


    「お、お、お、お邪魔しました！」


    　今度はなんか竹たけ井いだけが緊張して変な感じになっているけど、俺たちはみんなでたまちゃんの両親に挨あい拶さつをする。


    「はーい。また来てね～。はいこれみんなにお土産」


    　言いながら、たまちゃんのお母さんは三つの紙袋をひとつずつ、俺たちに配った。和紙のような、キラキラとした薄緑色の紙袋で、ずっと見ていられるような高級感のある質感だ。


    「え！　こんなに悪いです！」


    　みみみが袋のなかを見て言う。俺も確認してみると、そこには袋いっぱいに個包装された様々な洋菓子が詰められていて、これ、定価で買えば結構な額になるよな。


    「いいのいいの！　これ、明日には賞味期限来ちゃって売れなくなるものだから」


    「そ、そうですか……？」


    「あ、とはいっても腐っちゃうわけじゃなくて、おじいちゃんが『三日目以降は味が悪くなるから売るな』って言ってるだけで、二週間くらいは余裕で大丈夫だから安心してね」


    　そしてお母さんは嬉うれしそうに微笑ほほえんで、たまちゃんの頭をぽん、と撫なでた。


    「花はな火びが友達連れてくるなんて、珍しいから！」


    　しかしたまちゃんはその手をすっとしゃがんで避ける。俺たちはそんな二人を微笑ましく眺めた。


    「そ、それじゃあ、ありがたくいただきます！」


    　先陣を切ってみみみが言い、俺たちはその紙袋を受け取ることにした。


    「はーい！　それにしても……ね」


    　言うとお母さんは企たくらむように笑う。そしてじっとたまちゃんのほうを見た。


    　たまちゃんはなにか勘付いたように嫌いやそうな顔をして、お母さんと目を合わせる。


    　やがて、たまちゃんのお母さんはこんなことを言った。


    「……この子に『たま』なんてかわいいあだ名があったなんて～！　花火にぴったりね！」


    　そしてお店の奥にいるお父さんと一緒に、「たま～！」「たま！」とからかうようにたまちゃんを呼んだ。こ、これは。たまちゃんの顔はみるみる赤くなっていく。


    　そのままたまちゃんはこちらを睨にらみ、こう叫んだ。


    「もー！　だから連れてきたくなかったの！」


    　なるほど、たまちゃんが人を呼ばなかったのはそういう理由もあったのね。いいあだ名だと思うけど、まあなんか親に知られると恥ずかしいのはわかるぞ。


    



    　　　＊＊＊


    



    　帰り道。たまちゃんと別れた俺たちはお土産を持って駅までの道を歩いている。竹たけ井いは受け取ったお土産を見ながらめちゃくちゃほくほくしている。なんか今までこんなに露骨じゃなかった気がするけど、たまちゃんのことを本気になってきたのだろうか。それともなんか言ってたらその気になってきたってだけだろうか。


    「あ！」


    「どうした？」


    　突然声をあげたみみみのほうを見ると、スマホの画面をこちらに向けていた。


    「ねーみて！　食べログ３・５！　めっちゃ人気じゃん！」


    「え。ほんとだ」


    　スマホの画面には『ル・プティ・ボワ』の食べログの画面が表示されていて、評価点は３・58。ほとんど３・６であることを思うと、かなりの高得点だ。


    「結構有名店なんだな」


    「す、すごいよなぁ……！」


    　竹たけ井いも驚き、みんなでそのレビューを見る。どれもこれも高評価ばかりで、読んでいるとこっちまで嬉うれしくなってしまう。


    「はーっ！　そりゃ美お味いしいわけだ！　やられた！」


    　みみみはおでこをぺちーっと叩たたきながら言う。


    「ははは。なんだよやられたって」


    「まさかたまにも先を越されるとは」


    「なんだそれ……」苦笑しながら言い、やがて気がつく。「ってああ、進路の話？」


    「そうそう！」


    　みみみが焦あせっていた進路の話。その点たしかにたまちゃんは、継ぐかどうかはまだ考えていると言ってはいたものの、あまりにも具体的すぎるほどの選択肢が、目の前に広がっている。


    「そんな焦らなくていいんじゃないか？　家がやってる仕事って、例外な感じもするし」


    「まあね～。けど楽しそうだったよね！」


    「たまちゃんの家？」


    　俺が聞き返すと、みみみは頷うなずく。


    「なんかすごい賑にぎやかで。……あ、ちょっと友とも崎ざきの家に似てたかも？」


    「え、俺の？」


    「ワンちゃんの家!?　行ったことあるの!?」


    　竹井がぐいぐいと食いついてくる。


    「あ、うん。みんなで遊び行ったんだよ、一回」


    「そ、そうなのか……？　お、俺は誘われてないよなぁ……」


    　竹井は悲しむ。仲間外れをくぅ～んと寂さびしがる小型犬みたいな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。しかしめちゃくちゃガタイがいいから似合っていない。


    　けどそういえばそうか。夏休み、中なか村むらと泉いずみをくっつける合宿の作戦会議としてうちに集まった俺たちだったけど、竹井はむしろ知られると邪魔になりそうだから、ということで黙って進めたんだった。いまでも正しい選択だったと思っているが、たしかに申し訳ないことをした。


    「あーもうごめんごめん竹井！　次は誘う次は誘う！」


    　みみみが笑いながら言うと、竹井は「や、約束な……！」と涙ながらに言っている。


    「そんな来てもおもしろいもんでもないけどな……」


    「えーそう？　けっこうおもしろかったよ！　賑やかで」


    「そうか……？」


    　けどそういえばみみみはあのとき、うちの家族を見ておもしろいね、とか言っていた気がする。


    「ど、どんな感じだったんだ……？」


    　竹たけ井いが仲間外れにされた時間を取り戻すように尋ねる。竹井ってこんなに寂さびしがり屋だったの。それともたまちゃんの家に行った余波でいろいろ感情がゆるゆるになってるの。


    「どんな感じって普通だよ普通」


    「えーどんな感じかあ……なんかねお母さんと妹ちゃんがいたんだけど、みんな友達って感じだったよ。その辺はたまんちっぽい感じもあったね」


    「へー！」


    　みみみから語られるうちの情報に、竹井が相あい槌づちを打つ。俺も俺で、自分以外にはうちがどう映るのかという意味で、その言葉は新鮮だった。


    「あー……でもたしかに距離感は友達みたいかも。ただどっちかっていうと、ナメられてるだけって感じもするけどな？」


    　俺がおどけて言うと、みみみと竹井が笑う。


    「あはは！　それワンちゃんっぽい！」


    「おいどういう意味だ」


    　ツッコミを入れると、それから俺は補足として解説する。父親は普通の会社員、母親は専業主婦で、妹は同じ高校の一年生ということ。


    「え！　あの子うちの高校だったの!?」


    　みみみが驚く。そういえば言ってなかったっけ。泉いずみは知ってるけど、まあ下級生のことなんて、言わないとわからないもんな。


    「そうだな。年も近いからうるさいのなんのって」


    「あはは。なんか想像つく。私ら来たときもすごい騒いでたもんね」


    　みみみは思い出したように言い、笑う。竹井はなんだか話についていけないことに悲しみを感じているようで、「そ、そうなんだなぁ……？」とか言いながらおろおろした表情で俺とみみみを見ている。


    「たまんちもすごかったよね！　友とも崎ざきんちよりもさらに賑にぎやかな感じっていうか？」


    「たしかにああいうのって珍しいよな。ずっと家に親が二人共いて、ずっと仕事してるんだろ」


    　共働きだけど、その働いている場所が二人とも家。結構特殊な環境だと思う。


    「思春期だと鬱うつ陶とうしかったりするときもあるかもだけど……ある意味恵まれてもいるよな」


    「それはそうかもねえ！」


    　そして話していて思った。ここ二人の家ってどんな感じなんだろう。そういえばその辺の話って、まったく聞いたことがなかったな。


    「みみみと竹井はどんな感じなんだ？」


    「俺か!?」


    　尋ねると、いままで話題に入れなかった反動か、二人に聞いたのにまず先陣を切って竹井が元気よく返事をした。


    「お、おう。じゃあ竹たけ井い」


    　俺が指名すると、竹井は嬉うれしそうに笑い、自分のことについて話し始める。


    「俺は五人兄弟なんよー！」


    「え？　へえ」


    　なんか一応聞いとくか、くらいの感じで質問を投げかけてみたところはあったんだけど、思ったよりも興味深い話が来た。五人兄弟っていまどき珍しいよな。


    「親は二人とも働いてて、俺は五兄弟の末っ子！　全員男でさー！」


    「へー！　それすごい確率だね！　えーっと……32分の１！」


    「末っ子ってのすげー納得……」


    　五兄弟の末っ子にしてこの竹井あり、って感じがすごい。竹井は百兄弟でも末っ子な気がする。


    「一番上の兄ちゃんはもう結婚してて東京にいるんだけど、あとはみんな年近くて、大学生なんよー。しかもまだみんな実家いる」


    「そ、それはまた賑にぎやかそうな……」


    　想像して苦笑する。多いときは家に兄が三人いて、あと両親もいるってわけか。リビングに竹井が四人いるという悪夢のような風景が頭のなかに広がり、俺はそれを振り払う。


    「えーでも結構大変そうだよね！　五人もいると進学とか！」


    「あ、たしかに」


    　俺も言われて気がつく。よく考えると五人もいてもし全員を大学に入れるんだとしたら、それってかかるお金はとんでもない。私立なんて話になったらほとんど不可能に近いだろう。


    「そーそー！　だから目指すのは国立じゃないと、とは思ってるんだよなぁ～」


    「それはそうかもな……」


    「んー、まあ環境によっても進路って変わるもんね！」


    　みみみが言い、俺も話していて気がつく。


    　進路を考えるうえで現れる一つの指針。それは学費・両親の仕事など、単純な家庭環境の問題だ。


    「まあ、たまちゃんもまさにそんな感じだったもんな」


    　家によっては私立がきつかったり、たまちゃんのように家の仕事を継いでほしいと思われていたり。


    　もしくは特に制限なく好きなことをしてくれと思われているケースもあるだろうし、逆になにがなんでもいい大学に行けという圧がかかっている家庭もあるだろう。医者の息子は医者になる、みたいな話もよく聞くしな。


    　そう思うと俺は、高校受験のときも私立だろうが公立だろうが特になにも言われたことがなかった。関せき友とも高校は私立だから、俺も妹もそこに入れてもらえているというのは、結構恵まれた環境なのかもしれない。いままで意識してなかったけど。


    「なるほどなあ……」


    　やっぱりこうしていろんな話を聞いていると、自分の進路についても考えが深まるな。とりあえずと思って行動してみた結果、想像よりもいろいろなことを得られているのかもしれない。


    　ということで俺はまた話題を振る。スキルを有用に使えている。


    「みみみはどうなんだ？」


    「あー、うち？　うちはねー……」


    　尋ねると、みみみは少しだけ迷いながら言葉を紡つむいでいく。


    「うちは一人っ子で、親も働いてるから帰っても基本私一人なんだよね。鍵かぎっ子ってやつ？」


    「高校生になって鍵っ子って言わないだろ……」


    　俺は軽くツッコミを入れながらも、また実感する。両親が常にいるたまちゃんのような家もあれば、五人兄弟のうるさい家もある。かと思えば、いわゆる鍵っ子的な感じで、基本家に一人というパターンもあるのだ。


    「まーうち中学のときに親が離婚してるから、お母さんと二人暮らしなんだよね」


    「え」


    　さらりと言われた言葉に、俺ははっとする。あれ、あんまり聞いちゃいけないこと聞いた？


    「あ！　大丈夫大丈夫！　別にこれわりとみんな知ってることだから！　竹たけ井いも知ってたっしょ？」


    「おう、知ってた！」


    「そ、そうなんだ？」


    　と言われると少しは気が楽になるけど、なんかちょっとやっちまった感は否いなめない。


    「なーにその顔！　っていうかいまどき離婚なんて珍しくないからさ！　三組に一組は離婚してる国だよ!?」


    「ま、まあ言われてみれば……」


    　三組に一組ということは、まあクラスに十人くらいは両親が離婚している人がいるという計算になるんだもんな。そう考えるとあまり気まずい感じにするほうがむしろみみみ的にも嫌いやなのかもしれない。


    　竹井もそんな俺をフォローするように、


    「だなあ！　まあ、タカヒロとかもそうだもんなぁ」


    「あー、らしいねえ」


    「え」


    　そして俺はまた驚く。ていうかそれを人づてに聞いてしまってよかったのかなと思いつつも、みみみも普通に知ってた感じだったから別にいいんだろうか。なんか複雑だ。水みず沢さわってそうなんだな。


    「ま、たまの洋菓子屋さんの件もそうだし、人にはいろいろ、それぞれの事情があったりするってことだね！」


    「……なるほどねぇ」


    　俺は感情の置き所に迷いつつも、誰だれに向けるでもなく何度か頷うなずく。いままで考えたこともなかった現実が、じんわりと頭のなかに広がるのを感じた。


    「ま、人生いろいろ、家庭もいろいろってやつだね～！」


    「だなぁ～！」


    　すっかり調子を取り戻した竹たけ井いが、みみみに相あい槌づちを打つ。家庭もいろいろ、か。


    　そう考えると俺ってめちゃくちゃ普通というか、いわゆる一般家庭って感じだよな。ある意味では、そのくらい絵にかいたような『一般家庭』のほうが珍しいのかもしれない。


    「ていうかさ！　ブレーンはなんでたまに家のこと聞こうと思ったの？　いままで洋菓子屋さんなんて誰も知らなかったのにさ」


    「たしかに！　なんでワンちゃん！」


    「あーそれは……」


    　なんでと言われると少し説明が難しい。


    　誰になんて言われようがゲーマーとして『人生』に対して真剣に向き合うと決めたから、と言ってもまた変だと思われるだけだろう。まあつまりは自分の進路を決めるためには人生の『目標』が必要だから、そのための情報収集をしていた、ってことだから──


    　それを『人生』というゲームの言語に翻訳するなら、こういうことになるか。


    「ほら、みみみには前も話したけど、進路について本気で考えてるって言ってたでしょ」


    「うんうん」


    「例えばさ、いま聞いたみたいに、竹井が家庭の事情で国立を目指すとか、あと一人暮らしするしないとか……進路を決めようと思ったら、家庭によってもいろんな問題が出てくるなーと思って」


    「そうだなぁ!?」


    「たまちゃんもまさに家庭の事情で進路が決まりそうだしさ。……なんかそういう、いろんな人がなにを考えてるかとか、その背景にどんなのがあるかとかそういうのを聞いていったら、自分の人生のヒントになるかなーって」


    　俺はなんとかまとめながら、二人に伝わるように思いを言葉にする。


    「だから、聞いてみたんだよね」


    　するとみみみがなるほどー、って感じで頷く。


    「あはは。やっぱ友とも崎ざき、まじめだなあ」


    　言いながらみみみは、なぜか嬉うれしそうに笑った。そして俺の顔を優しい表情で見つめる。なに、どういう意味。


    「はあー！　ワンチャンすごいなあ！　俺そこまでちゃんと考えてなかった……」


    「そうだろうな」


    「うーん……俺もちゃんと考えないといけないよなぁ」


    「まあ、考えるに越したことはないよな」


    「だねー！」


    　と、そんな感じでみんなで将来についてなんとなく、言葉を交わす。


    　やりたいこと。自分の将来。そのための道のり。いくつもの選択。


    「考えるって言っても、竹たけ井いは進学だもんな？」


    「……うーん」


    　改めて聞くと、竹井も迷っているような声をあげた。


    「たぶん……進学するのはほとんど間違いないと思うけど、そのあと自分がなにをやりたいのかは、ワンちゃんみたいにちゃんと考えたいかも！　ワンちゃんちょっとかっこいい！」


    「そ、そうか……？」


    　俺は竹井に照れさせられてしまった。なんという不覚。


    「ま、そーいうとこはブレーンのいいとこだよねぇ。めんどくさいとこでもあるんだけど？」


    「う、うるさい」


    　軽くいじられつつも、その前の褒ほめで十分照れさせられてしまう。俺は褒めに弱い。


    　けど、そうか。


    　よく考えるとここの三人は、自分のやりたいことに対して迷いを持っている三人なんだよな。


    　俺はそこで課題のことを思い出す。そしてそれよりも強く濃く、自分のやりたいことについて思い出す。


    　よし、ならば。


    　こんなことを提案してみるか。


    「じゃあさ……二人とも、また今度どっか行こうよ」


    　それはまた課題を意識したというのもあるけど、それ以上に自分が『やりたいこと』を探すための一歩でもあって。


    　こうして自分の意志で人生を選んでいるという感覚は、きっとこのゲームを豊かにしてくれるのだ。


    「んー？　どっかって？」


    「いいねえ！　いくよなぁ!?」


    　詳細を聞いてくるみみみと、曖あい昧まいすぎる提案に即乗りしてくる竹井。お調子者同士でもこういうところは大きく違うよな。ていうかまあ、人間性的にはほぼ真逆とまで言っていいレベルだと思う。


    「んーほら、なんかいろいろやりたいこと決まってない同士だしさ……えーと、なんだろ？　……自分探し？」


    「ブレーン、なんかそれすごい胡う散さん臭くさい」


    「自分探し、ワクワクするよなぁ!?」


    　そしてまた意見が割れる。常に味方が竹たけ井いというのが実に頼りなく、実に不服だ。


    　そんな俺と竹井を見て、みみみはぷっと吹き出した。


    「まーでもありだね！　なんかいろんなこと体験するチームってことかな？」


    「そ、そうそう！」


    　まあざっくり言うとそうだし、乗り気になってくれたからイエスと言っておこう。


    「おっけ乗った！　じゃLINEグループでも作っとこ！」


    「お、いいね！」


    「それ名案だよなぁ!?」


    　竹井も乗っかり、俺は早速スマホでLINEのアプリを開く。


    「……えーっと、どうやるんだ……？」


    「あーもう私がやるから！」


    　てな感じで細かい操作はみみみに任せつつも、俺たちは自分探し同盟LINEグループを結成した。次は自分で作れるようにしよう。


    「よーし、じゃあまたよろしく！」


    　俺が意識して仕切るように言うと、みみみと竹井も「よろしくー！」と乗ってくれる。よくよく考えるとあれだな、この二人ってすごいノリいいし、初めて仕切るにはとてもやりやすい二人かもしれない。


    　そんな感じで俺の提案からみんなでたまちゃんの家へ行き、『自分が幹事をして、四人以上で遊びに行く』の課題は文句なくクリアとなった。


    　まあメインはやりたいこと探しで、課題はついでだけどな。


    



    　　　＊＊＊


    



    　北きた与よ野の。ここからはどうしてもみみみと二人っきりとなる。菊きく池ちさんには少し申し訳ないんだけど、まあこればっかりは仕方ない。


    　話題は、さっきも話した進路についてだ。


    「しかし、なんか私竹井より考え甘くなかった!?　屈辱！」


    　みみみはおどけながら不服そうに言う。


    「あはは。まあたしかに、竹井は国立にするとかそういうとこは具体的に考えてたもんな。みみみはなんもなし」


    　俺がからかうように言うと、みみみはぐぬぬ……と悔しそうな声を漏もらした。


    「うーん……私もちゃんと考えたほうがいいのかなあ」


    「俺はそう思うぞ」


    　俺が軽く相あい槌づちを打つと、みみみは首筋を指で掻かきながら寂さびしく笑う。


    「だよね。……なんでもかんでも、中途半端にしちゃわないで、さ」


    「……うん？」


    　俺はその『なんでもかんでも』という響きが気になったものの、その疑問はさらりと続くみみみの言葉に流されてしまう。


    「友とも崎ざきはどのあたりで悩んでるの？」


    「どのあたりって？」


    　聞くと、みみみは少し考えて。


    「やりたいこと考えてるっていうけど、ちょっとも候補とかないのかな、って」


    「あー……えーと」


    　そう言われると自分のなかになんとなくの候補がないわけではなかったものの、やっぱりそれは、言葉にしてしまえるほどの強度は持っていなかった。


    「まあなんだろ。もう少しちゃんと固まってから進みたいって言うか……俺はゲームでもなんでも、実際にオンライン潜もぐるよりも先に、めちゃくちゃトレモするタイプだからな」


    「え、なになになんの話？　トレモ？」


    　当たり前のように出してしまったゲーム用語に困惑されてしまった。いくら垢あか抜ぬけたとはいえ、こういうところがオタクのダメなところだろう。


    「あ、トレーニングモードの略。要は誰だれかと戦うとかじゃなくて、一人で動きを確認するモードで……」


    「うんうん」


    「格闘ゲームとかで、いきなり人と戦っちゃうっていう人もいるんだけど、俺はまずちゃんと反復練習して、やるべきことをやれるようにならないと意味ないって思ってるタイプだからさ。人と戦うのはあくまで確認作業にも近いっていうか」


    「ほおー、なるほど」


    「だから、大学とかに行くにせよ、その前に自分のできることとか、大学でどんなことを試してみればいいのかとか、そういうのをトレモみたいな感覚で考えときたいなって」


    　ってなんの話してるんだ俺は。みみみがめちゃくちゃちゃんと相槌を打ってくれるから、ぺらぺらとトレモと人生について語ってしまったぞ。


    「へえ！　すごいブレーンっぽいね！」


    　そしてこうしてきちんとそんな俺も受け入れてくれるみみみ。人間力が高すぎるぜ。これに甘えてはいけない。


    「あ、ごめんなんかよくわかんない話して」


    　俺がつい謝るとみみみはあはは、と笑い、俺の肩をぱちーんと打つ。


    「あはは！　たしかに一瞬よくわからなかったけど……そういう話してる友とも崎ざき、ま、嫌いじゃないよっ！」


    「お、おう。いたい」


    　俺は一応痛みがあることはきちんと伝えつつ、みみみの言葉に困らされる。いろいろあったんだから嫌いじゃないとかそういうことを言うのはやめてほしい。こちとら弱キャラだぞ。


    「けどさ。そういう方向に進みたいとかはないの？」


    「そういう方向って？」


    「えーなんだろ。ゲーム会社とか。ていうかゲームがどうこう言いだしたから、そういう話が始まったのかなって思ったもん」


    「あー。……どうだろ」


    　ゲーム関係の進路ってことか。まあたしかに自分のなかでまったくない選択肢というわけではない、というか、結構意識している選択肢だ。


    　けどやっぱり、そうなると普通は『ゲーム会社』ってなるんだよな。


    「ゲーム系に行くんだとしたら……きっと俺は作り手というよりもやるほうなのかな……とは、思ってる」


    「やるほうって？　ゲームのプロとか？」


    「うーん……」


    　そうまっすぐ問われると肯定しづらい。なんというかすごく絵空事っぽく聞こえてしまうし、なにしろ自分にその覚悟が決まっているわけでもない。その世界について詳しく知っているわけでもない。


    　そんな自分が、軽い気持ちでなりたいと言ってしまえるような職業ではないと思う。


    「いや、どうだろ。正直俺はまだ、自分のことすらぜんぜんわかってない、って感じだな」


    「自分のこと、かあ」


    　俺は頷うなずく。


    「なにになりたいか。なにが好きなのか。……いや、なにが好きかはわかるんだけど、それイコール将来の進路ってわけにはいかないしさ。それが現実的なのかとか、好きだからといって、仕事にしても楽しいかってこともわからないし」


    　みみみは俺の話を真しん摯しに聞いてくれて、やがて納得したようにうなずく。


    「そっかー。私もわかんないな。なにになりたいか。なにをしたいか。なにが好きかもあんまりわかってないのかも。……誰だれが好きかはわかってるんだけど、ね♡」


    「え、ええ？」


    　突然ぶっこまれた爆弾発言に、俺はハチャメチャに困惑させられる。


    「なんてね嘘うそ嘘！　おいブレーン！　菊きく池ちさんというものがあるのにこのくらいで困るな！」


    　言いながらみみみは俺の肩をばちーんと叩たたく。パワーはさっきの三倍ってところだ。


    「いった!!」


    「あはは！　それじゃ、自分探し、がんばってこーね！」


    「お、おう？」


    　そうしてみみみはもう一撃俺の肩に打撃を入れると、ぴゅーっと去っていってしまう。


    「な、なんなんだ……」


    　俺はぽつんと取り残され、左肩にはさっきのダメージが蓄積している。そしてそれ以上に精神的な余よ韻いんがとてつもなく蓄積している。


    　ただ安心してくれ菊池さん、俺は菊池さん一筋だ。
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    　　　＊＊＊


    



    　その日の夜。


    「……っておい!?」


    　俺はTwitterを見ながら飛び上がっていた。


    　nanashiとしてのアカウントを作ってから数日。俺は菊池さんに初めに教えたあと、交換したLINEでハリーさん、マックスさん、レナちゃんにもアカウントを教えた。するとみんながそれぞれリツイートするなどしてくれて、フォロワーは数日で五百程度まで届いていた。まあ、それはいい。


    　そこから俺はあのときのオフで会った人たちにフォローを返したり、それぞれとアタファミなどについてリプライでやり取りするなどもしていた。まあそこまでも、別にいい。


    　けど問題は、一時間ほど前にレナちゃんから来ていたリプライだ。


    



    『えー文ふみ也やくんいじわる』


    



    　そう。その距離の近さはもう仕方ないとして、めちゃくちゃ本名を書かれたのだ。まあ正直そこまで絶対に隠したいってほどでもないんだけど、こうして意図しないところでそれが漏もれるとなるとちょっと肝きもが冷える。ちなみにこの文章はなにやらアタファミ関連の話題から『でも手加減はできないよ？』みたいなことを送ったリプライに対する返信だ。


    　一時間前ということですでに誰だれかに見られてしまっているかもしれないけど、とりあえずは対処しておこう。ということで俺はレナちゃんにLINEを送る。


    『Twitterに俺の本名書いちゃってる！』


    　するとすぐに既読がつき、レナちゃんから返信が来た。


    『あ、ごめんなさい！　すぐ消します！』


    　そのメッセージを見てTwitterを確認すると、件くだんのリプライは消えていた。どうやら対処してくれたようだ。


    『消しました！』


    『ありがと！　確認した！』


    　そのメッセージにもすぐに既読がつき、そこから数分なにもなかったので会話は終了かな、と思っていると、十数分してまたレナちゃんからメッセージが来る。


    『ごめんなさい！


    　ハリーさんにもさらっと教えてたので、あんまり気にしてないと思っちゃって…。


    　怒ってる？』


    　なにやらすごく恐縮している感じなので、俺は気安い感じで返信することにした。実際レナちゃんの言うとおり、そこまで気にしてるわけではないしな。


    『怒ってないよ！　まあリプライだし見てる人少ないと思う！』


    『ほんとごめんなさい！　今度ちゃんと会って謝るね！』


    『わかった！　けどそんな気にしないで！』


    　とやり取りしたところでレナちゃんからの返信は止まった。なんか不自然って程じゃないけどちょっと変なところで途切れたな。


    　しかしあれだ。やっぱりこの『人生』ってゲームは、活動範囲を広げれば広げるほど予想外の事態が起こって驚かされるな。これもまあ、ある意味経験値の一つだろう。


    　そんなことを思いながら、俺はスマホをベッドに置いた。


    



    　　　＊＊＊


    



    　次の日の朝。


    「へえ。それじゃあ、課題は一応クリアね」


    「よし」


    　俺は自分が提案して四人でたまちゃんの家に行ったことを告げると、日南ひなみから課題達成のお墨すみ付つきをもらえた。Twitterの件についても報告してみたんだけどそっちはあまり興味なさげだった。そういえば日南のやってるＳＮＳって、たぶん本名でやってるインスタだけだもんな。


    「にしても、私も行ったことなかったわ。花はな火びの家、洋菓子屋だったのね」


    「らしいぞ」


    　頷うなずくと、俺はざっくりどんな雰ふん囲い気きだったかを話す。家族との関係、たまちゃんの作ったお菓子。最後にお土産をもらって解散したということまで話し終えると、日南の目の色が変わった。


    「え、なにそれずるい。私のぶんは？」


    「いや、ないけど」


    「そんな……」


    　日南は悲嘆にくれた表情で窓の外を見る。ふざけてやってる部分もあるんだろうけど、ほんとに食べたいってのも大いにありそうだ。こいつはチーズを代表して美お味いしいものには目がないし、たまちゃんのこともやたら好きだからな。


    「まあとにかく、課題はいい感じってことね。LINEグループまで作ったっていうのはポイントが高いわ。なにか共同体にグループができるときって、そういうそもそもの『つながりやすい構造』が大事だったりするしね」


    「あー……まあ、ちょっと気軽にみんなに連絡できるもんな」


    「そうそう。まあだからと言って『友とも崎ざきグループ』と言うにはまだ早いから、中くらいの目標達成にはまだまだ遠いけど」


    「そこはそうだな」


    　LINEグループができただけで自分中心のコミュニティができたとはさすがに言えない。だってあの中なか村むらグループとか紺こん野のグループに比肩しないといけないわけでしょ。そもそも出かけたのは四人だけど、LINEグループはまだ三人だしね。


    「それじゃあ次の課題は、今回の延長線上のものにするわね。四人以上で県外に出かけるか、どこかに六人以上で出かける。そのどちらかの達成を目指して行動すること」


    「なるほど。シンプルに上位互換ってことか」


    「そうね。順に階段を上る感覚でできるでしょう？」


    「おう。わかった」


    　そんな感じで課題の効果と今後について確認しつつも──俺にはひとつ、こいつに聞いてみたいことがあった。


    　それは竹たけ井いやみみみにも聞いた、あの話題だ。


    「あのさ」


    「うん？」


    　俺は腫はれ物に触るように、なるべく踏み込みすぎないように。


    「日南ひなみって……家はどんな感じなんだ？」


    「……どんなって？」


    「えーと──」


    　ということで俺は竹井とみみみと話した諸もろ々もろの家庭について、それによる進路への影響や、考え方の違いなどについて話した。なにもなしに聞くのじゃあまりにも突然すぎるからな。


    「──で、日南はどんな感じなのかなーって気になって」


    「ああ、まあ……そうね」


    　正直そこに、以前菊きく池ちさんと日南について取材したときに聞いたあの事に対する下世話な好奇心がなかったと言えば嘘うそになる。ただ、この聞き方なら話したくないことは話さないだろうからな。話したくないことは話さずにいたうえで、俺の人生の参考として──または単純に日南という人間に対する興味としても、それを知りたかったのだ。


    「うちは両親が共働きで、妹が一人。特になに不自由なく育ったお嬢様タイプよ」


    「自分でお嬢様とか言うか普通？」


    「事実だもの」


    　その自信満々な口ぶりはいつもどおりで、隠し事や嘘は感じられない。


    　けどやっぱりあのとき聞いた『妹がもともと二人いた』ということについては、語られなかった。本人が語りたくないことならば、俺も無理に聞こうとは思わない。人間誰だれしも一つや二つくらい、言いたくないことはあるものだと思う。俺はあんまりなかったりするんだけど。


    「習い事もなんでもやらせてもらえたし、なにをしても見てもらえたし、褒ほめてもらえた。他の人から見ると過保護って感じにも映るかもね。昔は褒められてうれしいって時代もあったけど、いまは親の承認よりも数字で出る結果のほうが努力の証あかしって感じがするから好きよ」


    「最後で一気に日南葵あおいって感じがしました」


    　しかしなるほど。やっぱりなんでも褒めてもらえたことが、こいつの無駄な自信とかにつながっているんだろうか。それともまったく関係なくもとから最強だったんだろうか。


    「まあ進路なんていまは勉強だけしておけばなんとでもなるんだから、余計なことに興味持っていないで、課題と勉強に集中しなさい」


    「余計なこと、ねえ」


    　俺はその言葉に少し引っかかる。まあ日南ひなみの家について聞いたのは少し興味本位の部分もあったのだけど、こうしていろいろな人から話を聞いて自分なりの『やりたいこと』を探しているのは、むしろ俺の人生にとって本道だ。


    　それが俺の思う意味での充実につながると思っているし──きっと、日南にはそれが足りないのだとも思っている。


    　だとしたら、そうだな。


    「なあ日南」


    「……なに」


    　俺がこうしてわざわざ改まってこいつに呼びかけるときは大抵めんどくさいことを言い出すときなので、日南はあからさまに嫌いやそうな顔をしている。知ったことではない。


    「実はさ、こんな誘いが来てるんだよ」


    　俺は日南にスマホの画面を見せる。そこに映っているのはこのあいだ交換したハリーさんとのLINEのトーク画面だ。


    　ハリーさんの会話の内容は単純。今週末、四～五人くらいである程度有名なプレイヤーに絞ってオフ会をしようと思っていて、そこにnanashiも来ないか、というものだ。なにかあったら誘ってくれるとは言っていたものの、こんなに早く声をかけてくれるとは、さすが定期的にオフの主宰をやっているだけあるね。


    「……少人数のオフ、ねえ」


    　日南は興味があるのかないのかわかりにくい相あい槌づちを打つ。おそらく意図的に感情を隠してるんだと思う。


    「ちょっとくらい、興味あるだろ？」


    「まあ……なくはないけど」


    　日南はどこか不満げに言う。


    「お前も名前は知ってるだろ？　足あし軽がるさんも来るんだってさ」


    「……へえ。あのリザード使いの」


    「そうそう。さすがNO NAME」


    　さらりと名前を出すだけで通じるのは日南もさすがはトッププレイヤーといったところだな。情報収集を怠っていないね。


    「たぶん、いろいろおもしろい話を聞けると思うからさ、お前も来ないか？　……ってうか、来てくれ」


    　俺が両手を合わせてお願いすると、日南は怪け訝げんそうに俺を見る。


    「なんであなたがお願いするのよ……どういう企たくらみ？」


    　日南ひなみは眉まゆをひそめて一歩下がった。


    「だから、言っただろ。俺が人生の楽しみ方を教えてやる、って」


    「それで、アタファミのオフ会？」


    「そうだ」


    　なにしろ、恐らくこいつが理屈抜きで心の底から好きなものって、アタファミとチーズくらいしか知らないからな。俺の知る限りほかの行動にはほとんど、こいつなりの合理的な理屈がくっついてきている。


    　けどたぶん、『やりたいこと』っていうのは、理屈じゃないのだ。


    「まあ、別に行って損するわけでもないし、いいだろ？　な？」


    　俺は引き続き手を合わせながら、同時に頭も下げる。


    「そこまで頼み込まれると逆に行きたくなくなってくるわけだけど……」


    「お、おい」


    　俺は縋すがるような声を出す。日南はそんな俺の様子にうんざりした表情を見せたものの、


    「……はあ。まあ予定が合えば別にいいわよ。何日？」


    　しぶしぶ了承してくれた。


    「ほんとか！　えーっと、今週末だな！　土曜」


    　俺が言うと、日南はスマホのカレンダーのアプリを開き、


    「……うわ、空いてる」


    「うわってなんだよ。空いてるんだな？」


    「そうね」


    　その言葉に、俺はにっと笑った。


    「よし。それじゃあ参加で。詳細はまた連絡するわ」


    「はあ……わかったわ」


    「だからなんでため息ついてんだよ」


    　といろいろツッコミどころはあるものの、俺は日南を巻き込むことに成功した。ちなみに日南を誘う件についても了承は貰もらっていて、あの動画の決勝戦でnanashiと戦っていたヨーグルのAoiだと言えば足あし軽がるさん的にも問題ないだろう、とのことだった。


    「まったく、一体なにがしたいのやら……」


    「いいんだよ。なんでも」


    　俺がしたいのはさっきも言った通り、俺の思う『やりたいこと』という言葉の意味を、日南にも理解させること。


    　強しいて言うならば──色を操る魔法使いへのお礼ってところだ。


    「まあ、足軽さんと戦えるなら、それは少し楽しみだからいいけど……」


    「だろ？」


    　そんなことを言う日南ひなみの瞳ひとみに輝きが灯ともっているのか、仮面の外から見ることしかできていない俺にはわからない。


    　けどこうして俺は、自分のやりたいことに向けて進んでいくのだ。


    



    　　　＊＊＊


    



    　その日の放課後。


    「わ、いいですねここ」


    　今日は一緒に下校することにした俺と菊きく池ちさんは途中下車し、ネットで調べたお洒しや落れなカフェに来ていた。昨日は誘ってもらったのに一緒に帰れなかったから、今日は俺から菊池さんを誘い、二人でここに来たのだ。


    「おーすごい。ちゃんと写真で見た感じの雰ふん囲い気きがあるね」


    　そこはアンティーク調の家具がたくさん置かれた喫茶店で、壁にはほぼ飾りとしての役割だと思われる洋書がずらりと並ぶ。いくつも吊つり下がったシャンデリアや、古めかしい味のあるランプなどの調度品は、実はそのまま売られてもいるらしく、目立たないところにこっそり値札が付けられていた。


    「家具を売りながら喫茶店もやってるんだって」


    「へえ……！」


    　俺はその値札を見せながら菊池さんに言う。菊池さんの目はあっちへこっちへところころと移り、夢中になった様子は少女のように無邪気だ。


    「楽しいですね！」


    　お店にきてまだドリンクすら頼んでいない段階からこの言葉。俺はもうそれだけで菊池さんをここに連れてきてよかったなあと思わされてしまう。ドキドキする。


    



    　そしてお互いにサンドウィッチと紅茶を頼むと、俺と菊池さんはいつものように雑談をする。


    「へえ……花はな火びちゃんのおうちって、洋菓子屋さんだったんですね」


    「そうそう」


    　俺は菊池さんにそのときあったことを、なるべく楽しく伝わるように話す。なにせあの日は菊池さんから一緒に帰ろうと誘われたのを、先約があるからと言って断ってしまったわけだからな。なるべく起きたことを共有しておきたいなという気持ちがある。


    「すごいですね。私も食べてみたいなあ」


    「あ、そしたら今度持ってくよ。二週間くらいは平気って言ってたし」


    「ほんとですか？」


    　菊きく池ちさんはぱあっと表情を明るくする。一度誘いを断ってしまったのは残念だったけど、こうして土産話と物理的なお土産を持っていけるなら、そういうのも悪くないのかもしれないね。


    　うんうんと一人納得する俺を、菊池さんがじっと見ている。


    「えっと……帰りは」


    　菊池さんは小声で言う。帰りは、っていうのはなんのことだろうか。


    「帰り？」


    　俺がきょとんとして尋ねると、菊池さんは慌あわてたように目を泳がせた。


    「そ、その……。このあいだ、進路とかについていろいろ……七なな海みさんとかと話したって聞いたので……」


    「あ、うん。そうだね」


    「その日の帰りはどうだったのかな、って……」


    　ちらちらとこちらを窺うかがうように言う菊池さん。なんかすごい気を遣ってる感じなのはなぜだろう。進路についていろいろ悩んでいたから、そのへん進しん捗ちよくどうですか、ってことだろうか。菊池さんから具体的に聞いてくるのって珍しいよな。


    「んー、そのとき話したのは……」


    　俺はあの帰り道の会話を思い返し、やがて頭に浮かんだのは──


    



    『誰だれが好きかはわかってるんだけど、ね♡』


    



    「……っ」


    　それはなんというか、あの日一番印象に残った言葉で。


    　みみみのいつものタチの悪い冗談だということはわかっているのだけれど、思い出すだけで、くらっとする一発を食らってしまったような──


    「と、友とも崎ざきくん？」


    　名前を呼ばれて、我に返る。


    「んん!?」


    　前を見ると、菊池さんが心配そうな表情でこちらを見ていた。


    「あ、ご、ごめん」


    「ど、どうしました……？」


    「えっと……いや、なんでもない」


    　別にやましいことがあるわけじゃないけど、そのまま説明するわけにもいかず、俺は変に言葉を詰まらせてしまう。


    「そうですか……？」


    「うん。えっと……帰り道だよね？」


    「そ、そうですね……」


    　俺は言葉を選びながら。


    「なんかバカな話とか冗談を言われたりした、ってだけだよ」


    「……そ、そっか。わかった」


    　菊きく池ちさんは俯うつむき気味に頷うなずくと、そのまま小さくつぶやく。


    「大丈夫、ですよね？」


    「な、なにが？」


    　俺が聞き返すと、菊池さんは「えっと……」と言いよどみ、少し寂さびしそうに微笑ほほえんだ。


    「あ、あの。ちょっと心配なこともあって……」


    　言いながら菊池さんはスマホを取り出し、なにかを探し始める。


    「うん？」


    「えっと……実は、アタファミ関係のアカウントをいろいろ見てたんですけど……こんなツイートがあって」


    　そう言いながら見せてきたのは、ちょっと驚くべきものだった。


    「……なにこれ」


    　菊池さんのスマホに写っていたもの。それは一人のTwitterユーザーによる、こんなツイートだ。


    



    『イケメンと話題のnanashi、れなと意味深な会話をする（元ツイート消去済み）』


    



    　そしてツイートに紐ひもづけられている画像を見て、俺はぞっとする。


    　そこに写っていたのは──あるツイートのスクリーンショットだった。


    



    『えー文ふみ也やくんいじわる』


    



    　そう。昨日レナちゃんから俺に送られてきて、一時間で消してもらったリプライ。それが画像として貼はり付けられていたのだ。


    「……ちょっと見ていい？」


    　俺は焦あせりながら菊池さんに許可を取り、スマホを受け取る。そしてそのツイート主のプロフィールへと飛んだ。


    　アメーバピグの男性アバターがアイコンになっていて、ユーザー名は『masa』。ツイートをさかのぼってみると、アタファミなどゲーム関連のごく短いつぶやきを数日おきにしていて、ほかは時事ニュースやまとめサイトのリツイートが多い。どこか政治方面に偏かたよったリツイートが多いことから見るに、年齢は少し高めなのかもしれない。


    　ツイートしているのは基本的に十数文字程度の短文なのだけど、なにやら突然長文で『貧しいものがさらに貧しく搾取されるこの国では～』『いますぐ政権を交代しないと～』みたいな過激な主張を書いていたり、かと思えば十ツイートに一つくらいの割合で『花言葉bot』なるいろいろな花の花言葉を紹介するbotを定期的にリツイートしているのがなんとも不気味だ。


    「な、なんだこれ……」


    　もう少しさかのぼると、その空気感からは少し浮いたつぶやきをリツイートしているのが目についた。それはレナちゃんのツイートで、なにやらメカニックな道具と一緒に自撮りした画像が添えられている。


    　そしてその本文は──


    



    『ウィッシュリストから美顔器届いた！　masaさんありがとうございます！』


    



    　そこで、線が一本につながる。まあ、これってつまり。


    「レナちゃんの変なファンが……ってことだよな」


    　眉まゆをひそめながらつぶやく。なにか菊きく池ちさんに確認するようなトーンにもなってしまったかもしれないけど、菊池さんはなんのことやらだろう。正直ちょっと焦あせっている。


    「ど、どういうことです……？　レナちゃんって……この女の子？」


    　俺は頷うなずき、ここでなにも説明しないのもおかしな話なので、菊池さんにざっと概要だけ説明することにした。


    「えーっと、このレナちゃんって女の子はアタファミのオフ会にいたプレイヤーの一人なんだけど、こういうふうに自撮りとかして上げてるから、なんかファンっぽいのがついてて……。たぶんこのmasaって人がそのファンで、レナちゃんが俺と仲良さげにリプライしてるのを見つけて、なんていうか、イラっとしたんだと思う」


    　たしかにその後すぐにツイートを消したし、むしろそれが意味深に映ってしまったのかもしれない。


    「たしかに……その、文ふみ也やくん、とか、言ってますもんね……」


    「あ、うん。えっと……」


    　俺はその呼び名の事実がさらっと菊池さんに知られたことに気がつき、また別の方向から焦ってしまう。えっと、これはこれで説明しないと。


    「この女の子、俺よりだいぶ年上だから、文也くん、って……」


    「そ、そっか。……お酒の画像とか、ありましたもんね」


    「そ、そうでしょ！」


    　俺は藁わらにも縋すがるような思いで肯定する。菊池さんも、きっと無理をしているんだろうけど、納得したように笑ってくれた。


    「その……大丈夫なんですか？　名前、知られちゃって……」


    「まあ、そこはぶっちゃけいいっちゃいいんだけど……」


    　正直文ふみ也やなんてありふれた名前だし、フルネームで正確にバレない限り、実害としてはなんてこともないだろう。というかフルネームでバレても俺の情報なんてどこにも転がっていないと思う。


    「こう……変にヘイトを買っちゃってるのは、あんまりよくないってくらいかな？」


    「それはそうですよね……」


    　菊きく池ちさんが心配そうな表情で俺を見る。だから俺はその心配をなんとか解消してあげないとな、と思った。


    「まあけど、見た感じこの人だけっぽいし、味方がいるって感じでもないから……」


    　言いながらそのツイートをもう一度確認すると、リツイート５・いいね０というちょっと奇妙な数字になっていて、リツイートした人を表示してみると、一人しか表示されなかった。四人は鍵かぎ垢あかということだろう。またもよくわからない。


    　ちなみにリプライを見てみると、レナちゃんが『masaさんこれ消してもらえないですか？　ごめんなさい！』と送っているのがわかった。迷惑をかけまいとしているのだろうけど、それすると余計見つけてしまう人が増えるような気もするぞ。


    「うん。まあ知られて困ることでもないし、別に心配ないと思う。っていうかたぶん、どっちかって言うと危ないのはこのレナちゃんな気がする……」


    　このmasaさんはレナちゃんのファンなわけで──そのレナちゃんがなにやら自分以外の誰だれか異性と仲良さげとなると、なにか起きうるのは俺よりもそっちだろう。


    「えーと、ちょっと待って。一瞬だけいい？」


    「……はい」


    　菊池さんが不安げな顔色のまま頷うなずくのを確認すると、俺は菊池さんにスマホを返し、自分のスマホからレナちゃんとのLINEのトークを開いた。


    『masaさんのツイート見たんだけど、大丈夫？』


    　それだけ送ると俺はラインを閉じて、今度は自分のスマホからTwitterでmasaさんのページを開く。すると、俺はフォローされていることがわかった。レナちゃんと関わりがありそうな人はとりあえずフォローしている、ということだろうか。一瞬ブロックしてしまおうかと考えたが、すぐに思い直す。


    「ブロック……はよくないよな。とりあえず、刺激しないのが大事か……」


    「ぶろっく……？」


    　菊池さんは言葉の意味がわからなかったみたいだけど、俺はmasaさんのページからホームに戻り、焦あせりながら理由もなくタイムラインを更新する。


    　そのとき。


    「うわっ……っ!?」


    　俺のスマホ画面が突然切り替わり、画面にはでかでかとレナちゃんの自撮りが表示された。画面の下部には赤と緑のアイコンが一つずつ表示されている。


    「……あ、通話か」


    　タイミングがタイミングだし、あとそもそも通話に慣れていないというのもあって一瞬masaさんにハッキングされたのかと思ったけど、そんなわけはなかった。レナちゃんがさっき送ったLINEを見て、通話をかけてきたのだろう。


    　っていうか。


    　俺は恐る恐る菊きく池ちさんのほうを見る。すると菊池さんが俺の顔とスマホの画面を交互に見て、どこか気まずそうにしていた。そりゃそうだよね。だっていま俺のスマホにレナちゃんの自撮り画像をばっちり目撃したんだもんね。すごいいまどきの女の子ですみたいな写真だし、自分の彼氏の携帯にそれが表示されているのは、気持ちいいものじゃないだろう。


    「えっと……切るね」


    「え！　いいですよ、出てください」


    「ううん。いいから」


    　言いながら俺は画面の赤い領域をスワイプし、その通話を拒否した。


    「け、けど危ないんじゃ……？」


    　菊池さんは心配するように言うけど、俺は安心させるように首を振る。


    「今日明日どうにかなるって話でもないし、あとで話聞いてみれば大丈夫」


    　すると菊池さんは少しだけ俯うつむき、「あとで……」と言葉を繰り返した。


    「だから、いまは二人で、ね？」


    　俺がなだめるように言うと、菊池さんは表情をこわばらせながらも、きっとまた無理やり、笑顔を作った。


    「そうですね。あとで……話、聞いてあげてください」


    　言いながら菊池さんはすっと自分の鞄かばんに手を伸ばす。そしてそのジッパーの部分についている俺とお揃そろいで買ったお守りに、そっと指で触れた。俺も自分の鞄に目を向ける。そこには菊池さんとお揃いで買ったお守りと、みみみに貰もらったみんなでお揃いのストラップがついている。


    　やがて、菊池さんはぱっとスマホを見て、焦あせったように立ち上がった。


    「あ、こんな時間！　そろそろ、帰らないと」


    　俺もスマホを見ると、もう十九時だ。まあそろそろ帰らないと菊池さんも親が心配するだろうけど、このタイミングで？


    「そ、そう？」


    「……うん。帰らないと」


    　そして俺たちは店員さんを呼び、会計を済ませる。


    　二人で外に出ると、乾いた冷たい風が顔に吹き付けた。菊きく池ちさんはこちらに視線を合わせてくれず、小さく結ばれた口からはなんの言葉も出てこない。


    「き、菊池さん……」


    　俺は恐る恐る呼びかけるが、菊池さんはやっぱり不安定な様子で、怒ったように、もしくは申し訳なさそうに、俺を見た。


    「はい」


    「いや、どうしたのかなーって……」


    「……なんでもないです！」


    　菊池さんは珍しく少しだけ感情的な声を出すと、視線を斜め下に向けてしまう。


    「そ、そっか……はは」


    　俺はこういうときにどうすべきなのかまったくわからず、ただ誤ご魔ま化かすような笑顔を作ることしかできない。


    　そのとき。不意に、菊池さんがこちらを向いた。


    　なにか決意がこもったような視線と、むっとした口元。やっぱりなにを考えているのか、まったくわからない。


    　菊池さんは少しだけ俯うつむき、髪の毛のあいだからこちらを見上げるように、


    「……手」


    　小さくつぶやいた。


    「え？　て？」


    　俺が聞き返すと、菊きく池ちさんは頷うなずいた。そして。


    



    「手、つないでもいいですか！」

  


  [image: ]


  
    　なんてことをまた、感情的に言った。


    「え……う、うん。え？」


    　俺はさっきまで怒っているような様子だった菊池さんがそんなことを言い出したことに頭の整理が追い付かず、手を差し出したはいいもののなにが起きているのかは全くわからなかった。


    「え？　な、なにがどういう……」


    「えっと……そ、そういう気持ちなんです！」


    　言うと菊池さんはえい、と俺の手を取り、駅のほうへと引っ張っていく。


    「え、え、ええ？」


    　俺はなにがなんだかわからないながらも、菊池さんと手をつなげるのはとても嬉うれしいことであるため、駅までしっかりと離さず歩いていくのだった。お、俺はこれでいいのか？


    



    　　　＊＊＊


    



    『あ～大丈夫だよ～？　あの人、特に会いに来るとかないから』


    「それならいいけど……」


    　その日の夜。


    　俺はLINEの通話でレナちゃんと話していた。こうして菊池さんといろいろあったあとに電話しているという状況に若干抵抗はあるんだけど、夜に改めてメッセージを送ったら通話がかかってきたのだ。


    『なんかオフとかに来れば会えるでしょ～？　けど来ないから、たぶん現実で会う度胸はないんだと思う』


    「ならまあ、特に心配はいらない、と」


    『そうだね～。文ふみ也やくん心配してくれたの？』


    「そりゃ、俺のせいで危ない目に合うって思ったら……」


    『嬉しいなぁ。ありがと～』


    　会って話すときよりもどこか、大人びたトーン。リードされているのかそれとも俺が水みず沢さわをインストールしようとしているからなのかわからないけど、滑らかに進む会話。さっきまでの騒動から打って変わって落ち着いた空気感に、どこか安心を覚えてしまっている俺がいた。


    『逆に私こそごめんね～？　名前、Twitterで言っちゃって』


    「ああ……それは、気にしないでいいよ」


    『んー、けどさ。そのせいで今回のことにもつながったわけだし』


    「ははは、それはたしかに。けど実際、問題なかったわけでしょ？」


    　俺がなるべく気安く言うと、レナちゃんは『優しいね』と、妙に情感を込めて言った。


    『ね。変なこと聞いていい～？』


    　先を期待させるような会話運び。こういうのは水みず沢さわとか日南ひなみのように、自分に自信がある人が使う会話スキルだ。


    「なに……」


    　俺が若干身構えながら言うと、レナちゃんはさっきよりも声を落として、秘めたように。


    『文ふみ也やくんってさぁ』


    　電話越しに聞こえる、大人っぽい声。


    　吐息混じりに聞こえる艶つやっぽいトーンで、レナちゃんはこんなことを言った。


    



    『えっち、したことある？』


    



    「は、はあ!?」


    　余りに予想外すぎる一言に、俺は大声を上げてしまった。


    『あはは。別に変なことじゃないでしょ？』


    「ま、まあそうだけど……」


    　からかうように言うレナちゃんに、ペースを握られてしまう。相手は成人。俺は十七歳の高校生。きっとそこには覆くつがえしようのない経験の差がある。


    『ある？　女の子と、えっちしたこと』


    　レナちゃんはなぜかもう一度強調するように、生々しく言う。いままで生きてきて女の子の口からは一度も聞いたことのない直接的な言葉に、俺は明らかに鼓こ膜まくから脳みそを揺らされてしまう。いかんいかん、水沢をきちんとインストールしないと。


    　俺は息を吸って、吐いて、ゆっくりと口を開く。


    「──ないよ」


    　時間をかけてインストールし、堂々と言った。たぶん水沢はあると思うけど、水沢ならなかったとしても堂々としていると思ったのだ。


    『ふぅん、そうなんだあ』


    　レナちゃんの声は少しずつ、いつもの甘いキャラメルのようなトーンへ変わっていく。


    『けど、興味はあるでしょ？』


    　これまで学校で経験した会話とは明らかに異質な流れ。言葉の一つ一つが脳よりも体に響いてくるような。俺はどう思考すればいいのかすら、わからなくなる。


    　バグりかけている思考回路で、俺はなんとか水みず沢さわをトレースしようと努力した。


    「まあそりゃ、好きな相手となら」


    　なるべく言い切るように言うと、レナちゃんは『ほんとに～？』と耳を撫なでるように言う。


    『好きな相手とじゃなくてもそういう気持ちになっちゃうのが、男の子だけどね？』


    「いや……」


    　まるでこちらを規定するような物言いに面食らうが、しかしその違和感を塗りつぶすほどの支配力が、その声色と言葉にはあった。


    『じゃあ聞くけど～』


    　その前置きに、俺は身構える。


    『私とは、そういうことしたいなって気持ちにならない？』


    「うん。全然ならない」


    　俺が唯一の得意技である即答否定を披ひ露ろうすると、なぜかレナちゃんはとても楽しそうに笑った。実際のところ、その問いを聞いてレナちゃんに体を触れられた時の感覚がフラッシュバックしたりしたけれど、それはなんとか振り払う。


    『そうなんだあ？』


    　楽しそうに、惑まどわすように甘い声を出すと、レナちゃんはふふ、と笑う。


    『ね。文ふみ也やくん、今週の土曜日って空いてる？』


    「え」


    　俺はその言葉にどくん、と胸が跳ねる。嫌いやでもなにかを期待させるような会話の運びに、俺の頭はほとんど自動的にそれを想像してしまう。


    「……っと」


    　誤ご魔ま化かすことができないほどにそれを欲してしまう思考。頭のなかに広がる光景を無理やり振り払うと、俺はなんとか現実に戻ろうと努力する。


    　そして、時間差で気がついた。


    「……っていうか、土曜日は予定ある」


    　そう。今週の土曜日は足あし軽がるさんたちとのオフ会だ。


    『あ、そうなんだ。じゃあなしだね』


    「……うん」


    　そしてあっさりと引いてしまうレナちゃんに、妙な名残惜しさを感じてしまいそうになる。ていうか、俺はあんなに楽しみにしていたオフ会のことすら思い出せないほどに、混乱してしまっていたってことだよな。


    『あ、じゃあそろそろ切るね。私お風ふ呂ろ入らないと』


    「え？　うんわかった。それじゃあ」


    『うん。おやすみ』


    「……おやすみ」


    　俺が言うと、こちらが切る前にあっけなく電話が切れる。向こうからぐいぐい来ていたはずなのになぜかこちらが取り残された感じというか、ぽつんとした孤独感を覚えた。なんなのあの子。猫かなにかですか。


    　そしてレナちゃんが最後に残していった言葉。


    「言う必要あるか？　……お風ふ呂ろとか」


    　半ば無理やり煽せん情じよう的な光景を想像させられたあとに聞いた、その一言。


    　去り際にぱちりとさり気なく、押してはならないスイッチを押されてしまったかのような。


    　オフ会で触れられた太ももの感覚、肩と肩が触れ合った温度、強調された体のライン。


    　それらが無意識から意識に無理やり侵入してきて、振り払うことができなくなる。


    「あ～～～～～！　もう!!」


    　俺は声をあげながらベッドに飛び込み、やがて逃げるようにアタファミを起動してレートに潜もぐった。


    「……のっ！　この！」


    　それから俺は一時間対戦を続けて、やっとの思いで平静を取り戻した。


    　──その日の勝率は、心なしか低かったような気がする。


    



    　　　＊＊＊


    



    　そしてその数日後の週末。土曜日の十四時前。


    　俺と日南ひなみは池いけ袋ぶくろの駅前にいた。


    　まだ待ち合わせの二十分前。ここで俺と日南含む参加者五人が落ちあい、レンタルスペースのような場所に移動することになっている。


    　いま待ち合わせには、俺と日南の二人。一緒に行ったほうが紹介が楽だろうということで日南の時間に合わせて埼さい京きよう線に乗ったんだけど、そしたらこんなに早く着いた。


    「……ていうかさ。ほんとになにも気にしなくていいんだよな？」


    　俺はスマホで時計を見ながらも、別件でそわそわしてしまう。


    「風ふう香かちゃんの件？」


    「そ、そう」


    「だから言ってるでしょ。問題ないって」


    　日南はどこか呆あきれるように言った。


    　喫茶店での一件があってから現状、関係自体はいつもどおりに戻りつつも、例の手をつないだ件はなんだったのか、というところについては触れにくい雰ふん囲い気きになっている。あとあんな電話があったから、その後菊きく池ちさんにもレナちゃんのことを話しづらくもあった。


    　あまり詳しいことは言いすぎない程度に日南ひなみに話して相談してみたところ、『それは特に問題ないわ』とのことだったのでそのまま毎日顔を合わせていたけど……問題ないというのならその理由をちゃんと教えてもらいたい。


    「ほ、ほんとだろうな？」


    「なんで私があなたを騙だます必要があるのよ」


    「ま、まあそうだけど……」


    　言いながら、俺は通知欄をスワイプして昨日の夜に届いた菊池さんのLINEの文面を見る。あれから数日経たっているからもう話題はまったく別のものに変わっているものの、やっぱり気になっているのはあの日の出来事。けどそれをわざわざ掘り返す勇気があるわけでもなかった。


    「最終的に、手をつなぎたいって言われたのよね？」


    「お、おう」


    「だったら平気でしょ、どう考えても」


    「う、うーん、まあ……」


    　俺はどこか心ここにあらずとなりながらも頷うなずく。まあたしかに最終的にそう言われたわけだし、言いだすのに照れていた、と解釈すれば特に問題はないのだろうか。それなら菊池さんがその話題に触れたがらないことの説明もつくしな。


    「わかった。じゃあ信じるぞ」


    「どうぞ」


    　ということで俺はなんとか頭のなかのもやもやを無理やり払ふつ拭しよくし、菊池さんへのラインの返信を考えることにした。付き合ってからの俺と菊池さんはそこそこ長めの文章を、一日に一～二通ずつ送り合うというゆっくりなペースのやり取りがメインになっていて、最後に届いた菊池さんのメッセージは昨日の夜だから──まあそろそろ返信しようかな、というタイミングだ。


    「うーん……」


    　俺は文章を考えては少し直して、を繰り返し、なんとなくこんな感じかな、というところまでを完成させる。まあ、これで一安心か。


    　俺がふう、と一息ついていると、そのタイミングで向こうから人影がやってきた。


    「お～！　nanashiくんにAoiさん！　こんにちは」


    　ハリーさんがこちらに手を振りながら言う。その横にはマックスさんともう一人男性がいて──ということは、あの人が。


    「あーどうもどうも。初めまして」


    　男性はそっと置くような聞き取りやすいトーンで言う。緊張を感じない独特な間で、俺と日南にぺこりと会釈をした。


    「初めまして。Aoiです」


    「nanashiです。初めまして」


    　俺たち二人がなるべく明るく言うと、男性は眉まゆ毛げをくいっと上にあげて細かく頷うなずく。


    「だよね。よろしく。足あし軽がるです」


    　ぬるりと、飄ひよう々ひようとした調子で言った。


    　覇気があるというわけではないのに一切物もの怖おじしている感じもない足軽さんの表情。会ったばかりなのだから当然なんだけど、なにを考えているかわからない、という表現がぴったりな雰ふん囲い気きだ。


    　この人が、リザード使いのプロゲーマー・足軽さんか。


    　おそらく年齢は二十代半ばから後半。青いジーンズに黒いトレンチコートというベーシックな装いで、体型は少し痩やせ型。少し長い黒髪を六：四くらいで分けて、大きくひたいを出している。切れ長の目は威い嚇かく的というよりもむしろ知性を感じる雰囲気で、ネットにも顔は公開されていたからなんとなくは知っていたけど、ぱっと見そこまでゲーマーには見えないのが印象的だ。天才型の若き起業家のような雰囲気と言えばいいだろうか。


    「ほかに誰だれか来るの？」


    　足軽さんがハリーさんにさらりと確認し、ハリーさんが全員揃そろったよ、と答える。すると足軽さんはまたさらりと「じゃあ行こうか」と歩き出した。マイペースというかなんというか、テンポが独特だ。


    「ですね。あ、nanashiくんとAoiさんも、こっちです」


    「はーい」


    　ということで俺たち五人は、対戦会の会場へと向かった。
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    「ここはカップルなの？」


    「ち・が・い・ま・す！」


    　当然のように聞いてくる足軽さんに、俺は力を込めて答えを返す。日南ひなみはくすくすと笑っている。笑ってないでお前も言え。


    「違うんだ？　でもたしかにアタファミプレイヤーとは付き合いたくないよね。喧けん嘩かしそうだもん」


    　足軽さんは平へい坦たんなようで、妙なおかしみのあるトーンで言う。独り言と会話の中間みたいな話し方で、けれどこちらに投げかけているのは伝わってくるから不思議だ。聞かせるための独り言、という表現が近いかもしれない。


    「あはは、そうかもですね？」


    　日南ひなみはそれを受けて笑い、心ここ地ちのいい相あい槌づちを打った。


    　いま俺たちがいるのは駅から数分のフリースペース。白く細長い机の上には数台のモニターがあり、その前にずらりとパイプ椅い子すが並ぶ。本体さえ持ち込めば自由にゲームがプレイできることから、少人数での対戦会ではよく使用しているらしい。ちなみに今回は五人ということで、本体は一台だけ用意してきたとのことだ。わざわざ持ってきてくれたことに感謝しないといけないね。


    　ハリーさんが率先してテキパキとゲーム機をモニターへつないで電源を入れると、ほどなくしてアタファミのオープニングが画面に映った。


    「さてさて。じゃあとりあえず軽く動き確認したらフリー対戦してみようか」


    　足あし軽がるさんが提案し、ハリーさんが「早速だね」と相槌を打つ。


    「早速だよ。俺最初やっていい？」


    「ぜひぜひ。ていうか今日はみんな足軽さんとやりにきてるとこあるしね」


    「それは荷が重いからやだなぁ……」


    　と眉まゆをひそめながらも、足軽さんはスローな足取りで机の前のパイプ椅子へ座った。


    　そして、くるりと後ろを振り返る。


    「じゃあ、誰だれか最初にやりたい人いる？」


    「はい」


    　と、ノータイムで手を挙げた人物。


    　それはほかでもない──


    「お、nanashiくん？」
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    　そう、俺だった。ちなみにちらりと後ろを見てみると、日南ひなみの手がおへそくらいのところまで上がっていたので、ひょっとするとあいつも先陣を切りたかったのかもしれない。残念だったな、挙手の発生フレームは俺のほうが早かったようだ。


    「ずっとやってみたかったんですよ」


    「はは。一番緊張する人が来たなぁ」


    　まいったなあ、と首の後ろをぽりぽりと掻かく足あし軽がるさんはやはりマイペースな印象で、その言葉のわりに焦あせりや緊張は感じない。


    「それじゃあルールはどうしよっか？　じゃんけんで勝ったほうがステージ決めてって感じでいい？」


    　尋ねられ、俺は足軽さんに真剣なまなざしを返す。


    「いや……」


    　俺は小さな声で、けどたしかな意思を持って。


    　だって俺は、このオフ会に単なる興味だけで来たわけではない。


    「なるべく、足軽さんが出るような──プロの大会と同じルールでやりたいです」


    　俺が顔をまっすぐ見て言うと、足軽さんは無表情のまま何度か頷うなずく。


    「ふうん……」


    　興味がなさそうに変化のない瞳ひとみだけど、その口角だけはにっと上がった。そして、


    「その心は？」


    　端的に問われる。


    「……えーと」


    　俺はそれを口に出して言うことにやっぱりどこか、抵抗があって。


    　けど目の前にいる人は実際にその世界で活躍している、プロゲーマーなのだ。


    　予防線を張っていていいような場面ではない。


    「自分がプロの人と、プロのルールで戦ったらどうなるのか、知りたくて」


    　きっとそれは自分の本音をすべて言葉にできたわけではなくて。


    　けれど足軽さんは「そっか」と理解したように頷き、その真剣な視線を、ゆっくりとゲーム画面へ移した。


    「──それじゃあ、全力でやらないとね」
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    　そして始まった、俺と足あし軽がるさんの対戦。


    　ルールは世界大会のトーナメント上位で行われる三本先取ルール。


    　俺はいつもどおりファウンドを選び、足軽さんは当然持ちキャラであるリザードを選択した。


    　ステージは決められた数ステージのなかからじゃんけんで勝った方が一つを、負けた方が二つを拒否し、勝った方が残りのなかから選ぶ世界大会のルールだ。日本とは若干指定のステージが違っていて、統一すればいいのにといつも思っている。


    「よろしくお願いします」


    「うんよろしく」


    　ちなみに俺はいつもオンラインのレートでやっているから、そこで選ばれる『最果ての地』『闘技場』の二つで戦うことがほとんどだ。オフラインで日南ひなみと戦うときはその二つ以外のステージを選んだりもするけど、おそらくステージの経験値には大きな差があるだろう。


    　じゃんけんに勝った俺は『ボーノ火山』を、負けた足軽さんは『闘技場』と『戦艦クライシア』を拒否し、俺は残りのなかから『最果ての地』を選んだ。ほかのステージよりも若干広く、台が一つもないことが特徴の平へい坦たんなステージ。リザードに対する有利不利は難しいところだが、それよりもまず慣れていることを重視した。


    



    『３！　２！　１！』


    



    　ゲーム内の声とともに、一人の忍者と一匹の人型のトカゲがステージに降り立つ。


    　初めてのプロとのオフライン対戦。気が高まらないはずがない。


    



    『ＧＯ！』


    



    　試合が始まる。それとともに足軽さんは爆竹をステージにばらまいた。リザードの爆竹は一定時間で起爆するアイテム型の飛び道具だ。一つは俺とリザードの中間地点に、一つは俺のいる位置に直接投げ込まれ、有利な戦況を作られる。


    　俺はそれを冷静に小ジャンプで避けると、手裏剣を溜ためてタイミングよく発射、リザードに命中させた。ダメージは微々たるものでも、これを繰り返せば大きな差になる。


    　リザードは上アタックである打ち上げ花火や設置型の罠わなであるトラバサミを設置しながら、リスクの少ない下強攻撃などを置き技の位置に放ち、俺を牽けん制せいする。


    　俺のファウンドは後ろへのステップで攻撃をかわし、タイミングよく反転しつつ手裏剣を放ち、足軽さんへダメージを与えた。現状、飛び道具のみを使った待ち合いといった形勢だ。


    「待ち合いになると手裏剣は厄介ですね～」


    「弾速が早いからねぇ」


    　ハリーさんとマックスさんが対戦を見ながら言う。配信モードのときと比べたら言葉数は少なく、落ち着いたトーンだ。


    　待ち合いというのはつまり、相手に直接打撃を加えにいくのではなく、飛び道具を駆使して牽けん制せい、相手を攻めさせるように動く立ち回りのこと。ファウンド、リザードともにタイプは違うものの優秀な飛び道具を持っているキャラクターで、待ち合いには強い。


    　俺は爆竹を見てから躱かわせる位置で手裏剣を溜ため、次に備える。


    　リザードのような飛び道具キャラを相手にするときに重要なのは、相手の『飛び道具を撒まいて待つ』という行動にリスクをつけることだ。


    　飛び道具を撒くという行動は相手から離れて攻撃しているため、反撃をもらいづらい。咎とがめることができなければノーリスク、出し得の行動になってしまう。


    　それを防ぐため『ただ飛び道具を撒いて待っていると自分もダメージを食らう』というリスクを与えてやることで行動を制限、相手にも攻めさせることが必要になるのだ。


    　そのために使っているのがこの手裏剣。弾速が速く避よけづらいため、威力は低いものの、見てから躱すことは困難な飛び道具だ。


    　ダメージはほんの数パーセントだとしても、ただ飛び道具を撒いているだけだと不利になりうる、という事実そのものが、相手の行動を縛る。


    「このカードはどうなんですか？　相性的に」


    「うーん、どうだろう。ファウンド的にも接近戦が得意なのに飛び道具で逃げられるって意味では戦いづらいだろうし、リザード的にも手裏剣で遠距離にリスクをつけられるのはめんどくさいから……五分ってとこなのかな」


    「まあ、スタイルが全然違うキャラですもんね」


    　相手の隙すきを突いて近距離に潜もぐり込み、確定コンボと有利な読み合いを繰り返して火力を取っていきたいファウンドと、相手から距離を取りつつ豊富な飛び道具で場を制圧、有利状況を維持したままじわじわとダメージを稼ぎたいリザード。それはある意味対比的な戦い方だ。


    「この組み合わせだと、相手のしたいことをさせないで、自分のしたいことを押し通す。もちろん細かい読み合いも大事だけど、それ以上にもっと広い大局観が必要になるかもね」


    「なるほど、大局観ですか」


    　こうした飛び道具キャラとの対戦のとき、精神的な負担を強しいられやすいのは基本的にファウンド側だ。なにせどのタイミングでも相手のなにかしらの飛び道具がステージ上に存在するため、常にその処理のため頭を使わなくてはならないし、有利状況を作られ続けるというスタイルの関係上、ゲームメイクをしていくのは常に相手側。俺が考えることはその作られた状況をいかに『崩す』か、というところになる。


    　ファウンドはいくつかの爆竹に被弾してしまい、小さく吹っ飛ぶ。なんとかステージに着地したいが、ファウンドの周りには進路を妨害するように爆竹や火炎ビンが飛び交った。俺はそれに焦あせらず相手の動きをよく見てどの行動のあとに隙すきがあるのか、その隙を突くためにはどの位置にまでいればいいのかをきちんと判断して、間合いを管理。ときに揺さぶりをかけつつ、足場を崩していく。


    「僕は無理ですね～ここまで制圧されると、つい焦っちゃいますもん」


    「あはは。けどリザード相手だとそれが一番駄目だね」


    「やっぱりそうですよね」


    「たしかに常に有利な状況を維持されるのは苦しいけど、逆に言えば相手も有利な状況を作りつづけなくちゃいけないってことでしょ？　そこに必ず、崩せる隙はある」


    　空中で踊るように慣性を反転させながら爆竹を二つ撒まいたリザードは、着地すると俺の攻めを牽けん制せいするように上アタの打ち上げ花火を放つ。空中に放たれ、それが時間差で地上へと降り注ぐ特殊なアタック技。


    　──ここだ。


    　その後あと隙すきに掴つかみを入れる。打ち上げられた花火の下で、ファウンドがリザードを掴んだ。つまり時間差で降り注ぐ花火は、二体のキャラの真上にある。この技の攻撃判定は俺にしかないから、このままヒットした場合、一方的に俺がダメージを受ける。


    「え、けどこれ、落ちてくる花火に当た……」


    　マックスさんの言葉を遮さえぎるように、俺はワンテンポ遅らせてから下投げを入力した。


    　時間差で降り注ぐ花火が俺を襲おそい、ファウンドを直撃──しかし、にもかかわらず俺のファウンドはそのダメージを受けず、リザードを地面に叩たたきつけて宙へ浮かせた。


    「……え？」


    　マックスさんの困惑の声をよそに、俺はそこから確定のコンボへ移行する。有利な読み合いを繰り返し、何度か被弾した爆竹のぶんをひっくり返すほどのダメージを一気に足あし軽がるさんに与えていく。


    「ほらね。こういうふうに、隙がないように見えるところに、崩せるポイントがあったりする」


    「……い、いまのは？　攻撃が直撃したように見えたんですが……」


    「あれ、知らない？　つかみから投げにいくときって、どのキャラも一瞬だけ、無敵になる瞬間があるんだよ。ほんの数フレームだけどね」


    「あ……そういえばそんな仕様ありましたね」


    「相手が打ち上げた花火の下にもぐりこんで、攻撃判定が降り注ぐ瞬間に投げの無敵判定をかぶせる。そうすれば一見攻めようがないところに、こじ開ける隙すき間まができる。まあ、プレイヤースキルを前提としたいばら道だけどね」


    　リザードの打ち上げ花火は本来、後隙は大きいもののその後隙にそのまま攻撃判定が降り注ぐため、狩る側にもリスクが伴う特殊な技だ。無理やり後隙を狩られた場合、リザードも相手の攻撃を被弾するものの、相手にも花火が降り注ぐ。花火は威力の高い大技であるため、大抵の場合は差し引きで言うと相手のほうが大きなダメージを負うことになるのだ。


    　しかしこうして投げの無敵をそこに合わせることができれば、自分はダメージを受けることなく、その隙すきを狩ることができる。ファウンドのように投げからのコンボが強力なキャラクターなら、なおさら効果的だ。操作のミスもありえるためノーリスクとまでは言わないが、ローリスクハイリターンを相手に押し付けることができる。


    「はあ……すごいなあ」


    「たしかに読み合いっていうのは究極いえばじゃんけんなんだけど、こういうふうに『プレイヤースキルがないと出せない手』っていうのがあってね。それを実戦で安定させられるか、そもそも出す度胸があるかとか……そういうところまで考えながら見れるようになってくると、観戦もおもしろくなってくるんだよね」


    「いやあ、奥が深いですね」


    　俺はそこからプレイヤースキルを前提とした難しい択をいくつも通していき、流れを掴つかむ。


    　そして──一戦目は俺が先取した。
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    「うん、うん、なるほど」


    　一試合目を落とした足あし軽がるさんは、特に焦あせった様子もなく言う。


    「……ふう」


    　俺は息をつき、同時に手ごたえを感じる。


    　相手はプロゲーマー。世界で活躍する本当の意味でのプロ。


    　そんな足軽さんと戦って、まったく引けを取ることなく、最初の一本を先取した。


    　迷っていたけれど、ひょっとしたら俺は──。


    「アタファミはいつからやってるの？」


    　不意に、足軽さんが俺に問う。


    「えーと。一応発売からやってはいるんですけど、ちゃんとガチでやりはじめたのは……ここ二年くらいですかね」


    「へえ。のわりには強いよね。なんていうか、完成度が高い」


    「そ、そうですか？　ありがとうございます」


    「って、いまんとこ負けてる俺が偉そうに言うことじゃないんだけど」


    「いやいや……」


    　そして二人で軽く笑い合う。


    「大会のルールでやりたいって言ってたよね？　nanashiくんはさ、これからどうしようと思ってるの？」


    「これから……っていうのは？」


    　俺がなにか予感を感じながら聞き返すと、


    「アタファミについて。プロになる気があるってことなのかなと思って」


    　足あし軽がるさんは顎あごをさすりながら、さらりと核心を突く。なんとなく自分のなかで見てみぬふりをしてきた領域だったけど、この人はそれどころかもう、その世界で活躍してるんだもんな。


    「えっと……興味がまったくないわけじゃ、ないんですけど」


    　そんな足軽さんだからだろうか。気がつけば俺は、自分の本音を漏もらしていた。


    「うん」


    「自分がそこで活躍できるかどうか、わからなくて……って、実力に自信がないわけじゃないんですけど。えーと、なんだろう……」


    「現実感がない？」


    「あ、そんな感じかもです」


    　俺は足軽さんにフォローしてもらいながらも、自分の現状を伝えていった。


    「だから、プロのルールでやってみたいなって？」


    「……ですね。たぶん」


    「あはは、自分でも自分がわからないって感じかな」


    　足軽さんはまたさらりとしたトーンで、俺の心根を言い当てた。そして、こちらをまっすぐと見据えて、言葉を続けた。


    「だとしたら──やってみたほうが早いと思うよ」


    「え。やったみたほうがって……プロを、ってことですか？」


    　俺が若干慄おののきながら尋ねると、足軽さんは「ああいや、そうじゃなくて……」と否定する。


    「じゃなくて？」


    　そして癖くせだろうか、足軽さんはまた顎を触りながら、こんなことを言った。


    



    「プロと同じ条件での対戦を、ってことだよ」


    



    「……え？」俺は虚を衝つかれてしまう。「それって、まさにいまやったことじゃないんですか？」


    　俺はわざわざ足軽さんにプロと同じルールでの対戦を提案して、ステージの選び方や三本先取であることなど、大会のルールで対戦してもらっている。


    　しかし足軽さんは、あっさりと首を横に振った。


    「うーん。まあたしかに、ルールは一緒だよね」


    「……ルールは？」


    　言葉の意味が分からず、俺はまたきょとんと足軽さんを見つめ返す。


    「えーとそうだな……じゃあ、例えばさ」


    　言いながら、足あし軽がるさんは後ろを振り返り、日南ひなみに声をかけた。


    「Aoiさん、もともとnanashiくんの友達だって言ってたよね？」


    「え？　そ、そうですけど……」


    　見ると突然声をかけられた日南もどこか戸と惑まどっている様子で、足軽さんの言わんとしていることは伝わっていないらしい。


    「なんかさ、nanashiくんの恥ずかしいエピソードとかって知ってたりする？」


    　思わぬ質問に日南は一瞬考えるような間を開けたが、すぐに悪戯いたずらっぽく笑い、


    「それはもう、山ほど」


    「おい」


    　そもそもなんでそういう話になっているのかわからないけど、日南も日南でノリノリで答えるな。


    「あはは、それはよかった。それじゃああと……ハリーくん」


    「うん」


    「ハリーくんも俺の恥ずかしい話、いろいろ知ってるよね？」


    　するとハリーさんはぽりぽりと首すじを掻かく。


    「ああ、まあうん、……言っちゃいけないやつまで幅広く」


    「それは困るなぁ……」


    　掴つかみどころのないトーンでみんなに話を振る足軽さんだけど、それが意図するところはいまだに掴めない。


    「えっと……それを聞いてどうするんです？」


    　尋ねると、足軽さんは眉まゆをくいっと上にあげた。


    「簡単な話。この三本先取で負けたほうが、その恥ずかしい話をみんなに暴露されるってルールにしよう」


    「なんですかそれ!?」


    　まったく意味のわからない提案に、俺は戸惑う。


    「あれ？　わかんない？」


    「ですね、まったく」


    　それに、たぶんみんなが思っている以上に俺と日南はお互いの秘密を握り合っているという意味でもかなりまずい。俺の恥ずかしい話なんていくらでも出てくるだろう。


    「けどま、やればわかるからとりあえずそれでやろうよ。もちろん、いまの一勝はカウントするから、nanashiくんはあと二勝、俺はあと三勝だね」


    「ま、まあそれならいいですけど……」


    　ということで俺は流されるがままにそのルールに乗っかる。まあ現役プロゲーマーがプロと同じ条件はこれだと言ってるんだからそうなんだろう、と自分に言い聞かせる。もし負けたらなにを暴露されるかと思うとかなり怖いけど、勝てばいいのだ。


    「足あし軽がるさん、がんばってください！」


    「おい」


    　日南ひなみが言い、俺が突っ込む。もうなにかを暴露したくてたまらない、って顔で俺を見ていた。なにを言う気だこいつ。既に不安しかない。


    「よし、それじゃあ二戦目だね」


    　ということで俺と足軽さんは、謎なぞの特殊ルールが加えられた三本先取を再開した。


    



    　　　＊＊＊


    



    「よーしあぶないあぶない。もつれ込んだね」


    　それから俺と足軽さんは三戦を交互に一本ずつ取り、三本先取は二対二となったが──いまだに足軽さんが特殊ルールを持ち出した意味は、よくわかっていなかった。


    「くっそー決めたかった！　次でラストですね」


    　俺は素直に感情を出しながら言う。相手はかなり大人だけど、こうしてアタファミを通じてだと気を遣わずに楽しくなれるというか、少年に戻れるよね。いやまだ年齢的には未成年なんだけど。


    　三さん先さきの二対二。つまり泣いても笑っても次の一戦が最後だ。ちなみに状況は、あくまでここまでの四戦だけで見ると、俺が少しだけ圧おしているように思えた。俺が勝つときはある程度余裕を持って勝っているが、足軽さんが勝つときはかなり競せった末に、ギリギリで押し負けていることが多い。これまでの四戦の通りにプレイすれば、勝ちの算段が高いだろう。


    　けど、なんだろうか、この感覚は。


    「うーん。オフならもうちょっと圧倒できると思ったんだけどなあ。nanashiくん、なんか対策とかしてるの？」


    「えーと……話すと長くなるので」


    　NO NAMEとのあれこれを話すとそれはもう長くなる。ていうか言っちゃいけない。


    「そうかぁ……」


    　足軽さんは興味があるのかないのかわからない口調で言う。その独特のテンポで紡つむがれる言葉からは、やっぱりその先が見通せない。


    「うん。それじゃあ、やろっか」


    　なぜだか勝っているような気がしない空気感のなかで選ばれたステージは『最果ての地』。


    　ここは俺が最初の一本目を取ったステージのはずなんだけど──選んだのは足軽さんだ。


    　やっぱり、考えていることがわからない。


    「よろしくお願いします」


    　観客たちも固かた唾ずを飲んで見守る中。最後の試合が始まる。


    



    　　　＊＊＊


    



    　最終試合は、静かな立ち上がりだった。


    　ここで勝ったほうが三本先取の勝者となる。


    　ここで負けたほうが敗者となり、なにか恥ずかしい秘密を暴露される。


    　そのプレッシャーからだろうか、一つ一つの行動の重みが増し、そこに対する集中の度合いも変わっていた。


    　ここまで俺は、常に一本を先行してきた。最初の一本を取り、取り返され、また次の一本を取った。その段階で足あし軽がるさんにはあとがなかったわけだけど、その２[image: ]１の状況から一本を取り返され、今に至っている。


    　つまり俺は、ここにきて初めての負けへのリーチだ。


    「nanashiくん、慎重ですね」


    「だね」


    　意識の外からその声が、ふっと俺の頭に入ってくる。マックスさんとハリーさんだ。


    　そりゃあ慎重にもなる、というかなるべきだ。もちろん慎重になりすぎたところで普段の自分以上の実力を出せるわけではないけれど、少しでも勝ちの確率を高めるためにも、集中し、リスクを減らせるところは減らすべきだろう。


    　爆竹をばらまくリザードに意識を向ける。足軽さんもプレイは慎重──というよりも、リザードは待ちながら場を制圧するキャラなため、もともと積極的に攻めるスタイルではない。その意味では足軽さんはいままでどおりプレイをしていて、俺がさっきまでより慎重になっているため全体の展開がゆっくりになっている、と言ったほうがいいだろうか。


    「おお！　手裏剣を警戒したガードに掴つかみ！　nanashiくんこのあたりは冷静だね～」


    「なんでしょうね、この読み。ガードを張ったときに掴んでる、って感じします」


    「あはは。それは大げさな気がするけど。でも、言いたいことはわかるなぁ」


    　俺は爆竹やトラバサミをダッシュや小ジャンプ急降下でかいくぐり、一瞬手裏剣を溜ためて投げる素そ振ぶりを見せた瞬間にキャンセルしてまたダッシュ、ガードを誘ってリザードを掴んだ。ファウンドは忍者キャラであるため走行の姿勢が低く、空中の縦移動速度も早いため、操作さえ間違えなければリザードのばら撒まいた飛び道具を素早く潜くぐり抜けることができる。


    　リザードを掴んだ俺は掴み打撃を一度だけ入れながら、そのあいだにコンボルートを逡しゆん巡じゆんする。ここからの代表的なルートは、確定だが少しダメージが低いルートと、途中で読み合いが発生するものの、そこで読み勝てば有利な状況のまま大きなダメージを与えられるルートの二つ。これまでは安定や期待値の高さを取って基本的に前者を選んできたが、俺は理屈ではない本能的な感覚から、後者を選んだ。


    「む……」


    「──っし！」


    　その選択が功を奏し、途中の択で読み勝った俺は、足あし軽がるさんに大きなダメージを与えることに成功する。


    「おー！　大火力！　これは一気に流れをつかむか!?」


    　ハリーさんの熱く盛り上がる歓声。しかし足軽さんは冷静に俺から距離を取ると、特に焦あせったそぶりも見せず爆竹をばら撒まき、淡々とそれまでのプレイを続けた。このあたりはさすがプロゲーマーと言ったところだろう。


    　しかしいまの俺は流れに乗っている。ファウンドは手裏剣を溜ためると素早くジャンプ。斜め上からリザードに向けてそれを放つ。ガードを誘って着地しながら接近、プレーンな読み合いを仕掛けていこうという算段だ。


    　そのとき。


    　キキキキィィン！　と派手な音が鳴る。


    　エフェクトとともに俺の放った手裏剣は消滅し、足軽さんはガードを解いている。


    「おーっと!?　ここでピンガ！」


    　まずい。やられた。


    　ピンポイントガード、略してピンガ。


    　相手の攻撃に合わせてタイミングよくシールドを解除することで、相手の攻撃をガードしたときの隙すきを軽減。素早く次の行動に移ることができる高難易度テクニックだ。


    　タイミングの取りやすい着地際ぎわの空中攻撃をピンガするならともかくとして、放ってから一瞬で相手に到達する手裏剣をピンガするというのは、ほとんど一点読みに近い操作をしないと難しい。


    　つまり、いまの俺の行動は読まれていた？


    　俺は手裏剣を放った着地際をダッシュ攻撃で狩られる。そこから不利な読み合いで何度か攻撃をヒットさせられ、最初のコンボのぶんの有利を、あっさりひっくり返されてしまった。


    　やはりプロ。一ひと筋すじ縄なわではいかない──。


    



    　それから俺と足軽さんは一進一退の攻防を続け、残るはお互い一ストックずつ。


    　ダメージは俺のほうが多く溜まり、ある程度撃墜力のある技に当たってしまえば負けてしまう状況。しかし足軽さんも十分撃墜圏内に入っていて、お互いの大技が当たれば撃墜、試合は終わり勝者が決まる。


    　位置関係は俺が崖がけ際。後ろに下がるラインがなく、不利な状態。撃墜される場外のラインも近く、キャラクターの体重も軽いため、こちらのほうが撃墜されやすい状況だ。


    　ステージ内側へ戻るルートを消すように、足あし軽がるさんは爆竹を山なりに投げる。直接当たる位置に投げ込まれたのではなく、内側へ戻るルートを潰つぶすような投げ方だ。俺はそれに当たらないようそのまま崖がけ際で待機していると、足軽さんは俺のすぐそばに近づき、打ち上げ花火を放った。


    　これは──一戦目と似た状況。


    　密着状態。ファウンドの頭上にはリザードが放った打ち上げ花火が舞っていて、二体のキャラめがけて落ちてきている。残された時間はおそらく、一秒とちょっと。


    　一戦目と違うことがあるとすれば、お互いにダメージが溜たまっているということ──つまり、ここで大技を当てられたほうが、このゲームの敗者になるということだ。


    　俺は花火の軌道を目で追いながら、直感と理屈で、深く素早く思考する。


    　いま、ここで俺が取るべき行動は。


    



    　落下してくる花火。その攻撃判定は俺にしかなく、このままなにもしなければ俺はこの攻撃に当たってゲームは終了、敗北となる。つまりなにかしらの形でこの花火を無力化しなければならない。


    　一つもっとも安易な択として、内側に向かって緊急回避をするというものがある。一瞬の無敵判定を伴い一定の距離を移動するアクションである緊急回避は、たしかにここで使えば花火を躱かわすことができるし、同時にステージの内側に入ることで、ラインを回復することもできる。


    　しかし、ここでその選択肢を取ることはかなり〝読める〟行動であり、さらに言えば緊急回避という行動は、ある程度そこに意識を割さいていれば、見てからでもギリギリ狩れなくはないくらいには全体フレームが長い行動だ。俺のこのパーセントだと上強を合わせられるだけで撃墜されてしまうため、この状況で取るには少しリスクが高い。少なくとも、思考停止で選んでいい択ではない。


    　そこでもう一つ頭をよぎるのは──さっき俺がした行動だ。


    　つまり相手を掴つかみ、自分の投げの無敵に合わせて花火の爆発をやり過ごし、相手を投げるという高難易度テクニック。


    　これは攻防一体のいい選択肢で、上う手まく決まれば状況もよく、相手も防ぐ手段が少ない選択肢。問題があるとすれば──それが高難易度のテクニックだということだろう。


    



    　もし俺がそれをミスってしまえば、その瞬間ゲームは終わってしまうのだ。


    



    　投げの無敵に爆発の攻撃の持続を合わせるというのは、本当にごく数フレームの猶ゆう予よしかないテクニック。もちろん俺はそれを高確率で成功させる自信があるし、実際一戦目でも当たり前のように決めてみせた。


    



    　けど──この差し迫った状況でも、それをするべきだろうか？


    



    　たしかに攻防一体のいい手だが、このパーセントだとまだリザードを投げから直接撃墜する手段はない。もちろん崖がけ外に出してしまえるのでそこから復帰阻止展開、うまくいけば勝利に直接結びつくが、ミスれば確実な撃墜。敗北というリスクを背負っている。そこまでして選ぶべき行動ではないだろう。


    　そこで、俺の頭に一つ、アイデアが浮かんだ。


    　さっき似た状況で、俺は投げの無敵を合わせるというテクニックを披ひ露ろうし、コンボをつなげて見せた。


    　ハリーさんとマックスさんも驚いていたあの行動。


    　そのことはきっと、足あし軽がるさんの頭にも刻まれているはずだ。


    　なら、おそらくいま足軽さんの頭のなかには、俺の『掴つかみ』という行動がよぎっているはず。そして、それをまた同じように通されてしまったら不利状況。ファウンドの得意とする復帰阻止の展開となる。


    　つまり、だ。


    　足軽さんはこの瞬間、俺の掴みの可能性を踏まえた行動をとってくる可能性が高い。もちろんこれは読み合い、さっきの行動と同じ行動を狩るのではなく、行動をじゃんけんのグーチョキパーのように回すことで読まれにくくするセオリーから考えると、ただ単に掴みに対処するためだけの行動をしてくるとも思えないが、少なくとも掴みに対して無防備な行動は取りづらいはずだ。


    　ならば足軽さんが取れる行動はその場回避や引きステップなど、投げと攻撃を同時に躱かわすことのできる防御的行動、もしくは投げ一点読みで俺に向かって横強などを放ち、直接撃墜を狙ねらってくるかの二つである可能性が高い。


    　そこまで読めているのだとしたら。


    



    　俺が取るべき行動は──ガードだ。


    



    　ガードなら、その両方に対してあいこ以上を取ることができる。


    　相手が攻撃を選択してきた場合は、その後あと隙すきに安全に投げを通すことができる。


    　その場回避の場合でも不利な読み合いにはなりづらいし、少なくともバーストに直結することはない。


    　なによりこれなら、投げの無敵を爆発に合わせる選択とは違い、展開が安定する。操作ミスによる敗北は起こりえないのだ。


    　俺は一瞬で本能的に頭のなかで理屈と感覚を積み上げ、結論としてのガードを張る。


    　あとは足あし軽がるさんの行動をよく見て、そこから対処すればいい。


    



    「──だよね」


    



    　冷たく研ぎ澄まされた、足軽さんの声が聞こえた。


    　瞬間。足軽さんのリザードは俺のファウンドを掴んでいた。


    「……え？」


    　理解が追いつかなかった。ありえないと思った。あの状況から、掴つかみ？


    　だってあの状況で最も警戒すべき掴みを俺が選択していたら、先に相手を掴んでいたのは俺のほうだ。一度あの掴みを使った高難易度テクニックを見せられた後で、その掴みの可能性を完全に捨てた択を選ぶ？　一体どうして？


    　そんなのは、俺の定石にはない。めちゃくちゃな選択肢だ。


    　足軽さんは俺のファウンドを掴んだまま、なにもしない。


    　目的は、投げることじゃないからだ。


    「く……！」


    　俺は掴みを抜けるためのレバガチャへ移行するが、わかっている。


    　このパーセントでは、もう無理だ。


    　ファウンドはリザードに掴まれたままなにもできない。


    　やがて、掴まれてなにもできないファウンドに、大技である花火が着弾。


    　俺は場外に勢いよく吹き飛ばされバースト──


    



    　三本先取は、俺の敗北となった。


    



    　　　＊＊＊


    



    「ふう。おつかれ」


    「お、お疲れさまでした……」


    　対戦を終えた俺は、茫然とコントローラーを見つめる。


    　モニターのスピーカーからはキャラクター選択画面のＢＧＭが流れてきていて、聞きなれているはずのその音が、どこか空虚に響いていた。


    「いやあ、危なかった」


    　短く言うと、足軽さんは言葉を打ち切る。特にこちらに返答を求めていないような言い方で、ひょっとすると気を使ってくれているのかもしれない。


    「……あの」


    　俺はコントローラーを見つめたまま声を出す。足あし軽がるさんはやっぱり同じ調子で「うん？」と相あい槌づちを打った。


    「最後……」


    「ああ」


    　それだけで足軽さんはわかったように言う。俺は答え合わせの意味も込めて、それを問いかける。


    「最後、掴つかみにしたのって……なにか理由があるんですか？」


    　だって、それは普通に考えたら取りづらい選択。


    　例えば俺の引き小ジャンプ最速空Ｎ暴れや、単純な内側への緊急回避、そして一度見せた攻防一体の択である無敵を活いかした投げ。すべて、あの状況において代表的と言ってもいい択だ。


    　けど──そのすべての択に負ける、掴みという行動を通された。


    「あれって、まるで──」


    　そう。通常だったら取ることはあり得ないあの選択は、まるで。


    



    「俺がガードを張ることをわかってたみたいな、そんな行動でしたよね？」


    



    　俺が尋ねると、足軽さんはあっさりと。


    「そうだね。絶対ガードするだろうなって思ったよ」


    「……どうして」


    　ぼそりとつぶやくと、足軽さんはふむ、と考え込む。


    　そして思いついたように、こんなことを言った。


    「プロっていうのは、そういうことなんだよ」


    「え……」


    　なんだその理屈は。俺も感覚派なところはあるにせよ、さすがにそんな根性論みたいなのは俄にわかには信じがたい。


    「プロだから、感覚的にわかったってことですか？」


    「ああいや、そういう意味じゃなくて」


    「そうじゃない……？」


    　俺が言うと、足軽さんは頷うなずく。


    　そして、左手に持っているコントローラーのスティックを、軽く親指でぱちんと弾はじいた。


    「──プロと同じ条件でやると、そういうことになるんだよ」


    　スティックの音は小さく部屋に反響し、俺の鼓こ膜まくに印象深く響く。


    「たぶん、さ」


    　そして、少しだけ悔しそうに首を捻ひねって、言葉を続けた。


    「俺とnanashiくんが百回戦ったら、たぶんnanashiくんが勝ち越すよ」


    「え？」


    　俺は足あし軽がるさんに向き直る。


    　その真剣な表情、別に俺に気を使って言っているわけでもなさそうだ。


    「ていうか、nanashiくんも感じてない？　立ち回りとか操作の的確さとか、あとまあ試合のなかで対策をアップデートしてく感度とかそういうの、nanashiくんのほうが正直上だよ。うーん、だいたい一回りか、下へ手たしたら二回りくらいは」


    「え、えーと……」


    　そう問われると俺も答えづらいというか、たしかに試合のなかで長く優勢を維持していたのは俺だし、実際最終戦の前には、このまま順当にいけば勝てるだろう、とまで思っていた。


    「けど、負けたのは僕です」


    「うん。そう。そうなんだよ」


    　足軽さんはにやりと笑う。そしてまた顎あごに手を当てて、ゆっくりと口を開いた。


    「自分でも、気づいてると思うけどさ」


    　言いながら、足軽さんは俺のコントローラーをとんとん、と人差し指でつつく。


    「最後の試合。お互いが二本ずつ取った五本目の試合でさ」


    「……はい」


    　そして足軽さんはコントローラーから俺に視線を移し、指摘するように、


    



    「nanashiくん──いつもと立ち回り変わってたよね？」


    



    　はっきりとした口調で言った。


    　それはたしかに、俺のあのときの行動を言い当てていた。


    「……そうですね。最後の試合なんで、慎重に動きました」


    「だよね」


    　足軽さんはやっぱり無表情で飄ひよう々ひようと、俺を試すように言う。


    「緊張した？」


    「ええと……はい」


    　答えると、足軽さんはにっと笑う。


    「まあ、俺との初対決での勝ち負けがかかってるわけだし、しかも負けたら罰ゲーム付きだもんね」


    　俺は言葉もなく頷うなずく。ただでさえ生きつ粋すいの負けず嫌いである俺なのに、さらに日南ひなみがなにを言うかわからない罰ゲーム付き。たしかにこの三本先取には、いままで感じたことのない緊張感があった。


    「この勝負は勝ちたい、この勝負だけは落とせない。そういう緊張や焦あせりは、プレイにブレを生む。焦ったら早く試合を決めようとして、じっくり待てずに逃げの攻めをしてしまう。かと思えば自分の撃墜がかかった読み合いでは、本来取るべきリスクすら取れなくなる」


    「それは……どういう」


    「わからない？」


    　そして足あし軽がるさんは思い出すように、


    「例えばそうだな……最終戦のワンストック目で、投げからコンボをつなげるとき。いつもは安定の確定コンボをつなげにいってるのに、あのときだけ読み合いが必要な、火力の高いルートを選んだでしょ？」


    「そう……ですね」


    　見透かすように言う足軽さんに、俺は試合を思い出しながら頷うなずく。


    　けど、その選択は功を奏し、大きなダメージを与えることができたはずだ。


    「それ見て俺は、あーこいつ逃げてんなーって思った」


    「……逃げ？」


    「うん。『逃げの攻め』の典型だなって思ったよ」


    　そこまで言われて、俺は徐々に足軽さんの言う意味がわかってきた。


    「プレッシャーから逃げてる……ってことですか？」


    　尋ねると、足軽さんは頷く。


    「オンラインのレート戦とかでもさ、対戦相手とかではよく見るんじゃない？　nanashiと当たって緊張した相手が、nanashiくんに立ち回りでプレッシャー掛けられて攻めきれずに、けどじっくり待って隙すきを窺うかがうこともできずに、どっかのタイミングで我慢できなくなって、安易にダッシュ投げとかを無理やり差し込んできたりさ」


    「……あります」


    　そしてそうなったらその対戦の流れはこちらが掴つかみ、一方的な試合運びになることが多い。


    「早くこのプレッシャーから解放されたい。勝ちを手にしたい。そんなメンタルの弱さから、逃げとしての無理攻めが出てくる。それが今回、nanashiくんにもあったってことだね」


    「……っ」


    　ハッキリと断言されて、しかし俺はそれに反論できない。


    「この一戦に負けたら負けが確定する。この一戦で負けたら罰ゲームを食らう。それはレート戦ではなかなかない緊張感だから、そのプレッシャーから逃のがれたくて、無意識のうちに、不安定でもワンコンボで大火力を取れる可能性に飛びついてしまった」


    　その言葉は、俺の無自覚な心の動きを、確かに言い当てていた。


    　あのときの俺はなにか自分なりに正しい理屈があってそうしたわけじゃなく、ただ本能的にそちらを選んだ。結果として次の読み合いには勝ち火力は伸びたものの、それはあくまで結果論。その根っこに逃げの心があったのでは、褒ほめられたものではない。


    「攻めてるようで……実は『地道に戦うこと』から逃げてたってことですよね」


    　確認するように言うと、足あし軽がるさんは頷うなずいた。


    「そう。だから、きっと最後の最後にも、逃げの選択肢を取ると思った」


    「俺がガードを張ること……ですか？」


    「うん」


    　最後の崖がけ際ぎわの展開。最初の試合では投げを通した俺が、その裏をかいてガードを選択した場面。


    　けどあれは、操作ミスのリスクをケアしつつ安定を取れる、冷静な選択だったはずだ。


    　足軽さんは、思い返すように顔を上に向ける。


    「たぶんあの感じだと……もちろんnanashiくん、リザードの花火を投げの無敵でやり過ごす技、トレモでちゃんと練習してるよね？」


    「ですね……」


    　二つのコントローラーを使い、納得できるまでひたすらに練習を繰り返した。


    「たぶんnanashiくんのことだから、成功率は九割以上あるんじゃないかな？」


    　俺は無言で首しゆ肯こうし、そして気がつく。


    「……そうか」


    「うん」


    　足軽さんも頷き、俺は自分でそれを言葉にする。


    「一割以下の失敗のリスクを恐れて……ガードを張ってしまっていた、ってことですよね」


    　すると足軽さんはにこりと笑い、


    「そういうこと。最終戦の攻めを見た時点で、nanashiくんは逃げたくなってるんだなってのがわかってたから、ここで掴つかみは入れてこないっていう確信があったよ」


    　それはもうほとんど、アタファミについての感想戦というよりも、もはや俺自身について語られているかのような言葉たちで。


    「──でもね。俺が一番nanashiくんの逃げを感じたのは、そこじゃないんだよ」


    　けれどそれ以上に、俺は次の言葉に心を揺さぶられた。


    「そこじゃない……？」


    　だってそれは今度こそ本当に、俺自身についての言葉だったのだ。


    



    「一試合目のあと、言ってたでしょ。──自分がなにをしたいのか迷ってる、って」


    



    　たしかに俺は足軽さんに、自分のことをそう伝えた。


    「そのときの会話が……最後の読み合いに影響してたってことですか？」


    　悔しさを噛かみ殺すようなトーンで尋ねると、足あし軽がるさんはゆっくり、深く頷うなずく。


    「もちろん」


    　つまり、足軽さんは見抜いていたのだ。


    　nanashiではなく、友とも崎ざき文ふみ也やとしての、俺の迷いと弱さを。


    「それがあったから、確信できた」


    　射抜くように言うと、足軽さんは俺の肩をぽん、と優しく叩たたいた。


    



    「『プロと同じ条件での戦い』っていうのは、そういうことだよ」


    



    　そこで、やっと理解する。


    　きっとそれは、罰ゲームでもなんでもよくて。


    　いや、それどころか本来、このくらいじゃ軽すぎるのだろう。


    　プロが戦っている条件。


    　その一戦で勝たなくてはいけない戦場。


    　足軽さんたちがプロとして戦っている舞台では──選手たちが常に、『恥ずかしいことを暴露される』なんて軽い罰ゲームどころじゃない、大切ななにかを賭かけて戦っている。


    　そしてそのとき曝さらされるのは、ただ単にプレイヤースキルだけでなく、心の在り方。


    　逃げずに自分と向き合いつづけるという、人間としての強さなのだ。


    「目の前の一戦の重み……ですか」


    　俺が自分の弱さを暴かれているような感覚のまま言うと、足軽さんはにっと笑って、


    



    「百回戦ってその勝率を競うことと──いま、この瞬間の勝負に勝つってこと。


    　その二つは、似てるようで違うんだ」


    



    　断言すると、足軽さんはコントローラーをかたん、と机の上に置いた。


    



    　　　＊＊＊


    



    　それから十数分後。


    　対戦台を日南ひなみとハリーさんに譲ゆずった俺と足軽さんは、その後ろで会話していた。


    「戦ってみて、どうだった？　なにか、踏ん切りはついた？」


    「えーっと……」


    　問われて、俺はまた改めて悩む。


    　これまでの暗中模索な状態とは違って、進むためのコンパスを手に入れられたような感覚があった。自分がどうしたいのか。自分がなにを求めているのか。自分はなにが楽しいのか。


    　けれど、たまちゃんの家に行って、わかったこともある。


    　自分の意志だけでは決められないのが、進路というものなのだ。


    「すごい現実的な話なんですけど……プロゲーマーになるとしたら、その……」


    「生活できるかって話？」


    「えっと……は、はい」


    　俺は恐縮しながら頷うなずく。


    「うん。まあわかるよ。ちょっと前まではほとんど存在すらしてなかった仕事だからね。現実的な問題はすごく大事、というか俺たちもすごい気にしてる」


    「で、ですよね」


    　足あし軽がるさんは癖くせだろうか、また顎あごをさすりながら。


    「プロゲーマーっていう仕事はさ。もちろんうまさは前提として、けどそれだけでもないんだ」


    「それだけじゃない？」


    　聞き返すと、足軽さんは頷く。


    「例えばキャラクターとしての自分を、ちゃんとプロとしてプロデュースする力も大事。ある意味人気商売でもあるからね」


    「ああ……なるほど」


    　たしかにこのあいだオフ会に行ってからプロゲーマーや実況者のTwitterやYouTubeを見てみたりしたけど、それぞれがそれぞれの戦略を持って、自分を演出していたように思えた。味だけでなく見た目にもこだわる洋菓子とも近しいだろう。


    「それに、もし現状では強くても、アップデートして持ちキャラが弱くなったらもう勝てません、じゃ話にならない。たとえ自分の持ちキャラが大幅に弱くなっても、再び勝てるキャラを仕上げていく。もしくはその弱いキャラで勝てるようにするのもありだね。そんなふうに常に変わっていく環境に適応する力も必要」


    「それはわかります」


    　きっとそこに関しては、オンラインも共通だ。


    「それからもう一つは、単純にメンタル。まあこれは場数がものを言う世界でもあるけど、単純に素質もある。いつもと違う環境、違う国でもいつもどおりの実力が出せるか。焦あせったプレイをしてしまわないか。そういうところも大事だね」


    「いま、僕が焦ってしまったみたいに、ですよね」


    　俺が聞くと、足軽さんは苦笑しながらも頷く。


    「そうだね。フリー対戦での強さと大会での強さはある意味別だから……そこである程度安定して結果を出し続けられるメンタルがないと、プロとしてはやっていけない」


    「なるほど……」


    　俺は聞きながら、自分の心にあるかたちのわからないもやもやに少しずつ、輪郭が与えられていくような気がしていた。


    　それはきっと、さっきの対戦を通して。この現実的な話を聞いて。


    　いや──もしかするときっと、プロゲーマーという存在と対面した瞬間から、それは始まっていたのかもしれない。


    　だから俺は、いっそ単刀直入に。


    　いままでは言葉にすることすら、なにか不思議な抵抗があった、その感情を。


    「あの。僕いま高校二年生なんですけど……」


    　自分のなかにくすぶっていた一つの感情を、足あし軽がるさんにぶつけてみることにした。


    　俺はまだこの世界のことをほとんど知らない。


    　だとしたら、知ってる人に直接尋ねる。ずっとやってきたことだ。


    



    「──大学に行かずにプロゲーマーを目指すって選択肢、あると思いますか？」


    



    　足軽さんは驚いたように目を丸くすると、迷うように少しだけ時間を置いた。


    「んー。……まあ、おすすめはしないよね」


    「……というと？」


    　思わぬ言葉に聞き返すと、足軽さんはやっぱり飄ひよう々ひようとした平へい坦たんなトーンで。


    「本気でプロゲーマーを目指したいなら大学なんて行ってる暇ひまはない、って言うこともできるだろうし、逆にプロゲーマーがいつまで、どのくらい余裕をもって食っていけるのかがわからないから、ちゃんと大学に行っておいたほうがいいとも言える」


    　そして、顎あごのあたりに手を添えながら。


    「けど俺は、いきなり専業になるのは、ちょっと難しいと思うかな」


    「えーと……それは、食べていけないから？」


    「うん、まあもちろんそれもあるけど……」


    「けど？」


    　俺が聞き返すと、足軽さんは実感の伴ったトーンで。


    「ある程度具体的な『数字』がないと──周りの人に納得してもらえないんだよ」


    「あ……」


    　足軽さんは、逡しゆん巡じゆんするように視線を真横に向けながら。


    「たしかに進路っていうのは自分のしたいことが一番大事だし、最終的にそれが周りと食い違ったら、自分を貫くべきだとも思う。けどnanashiくん、まだ高校生だよね？」


    「……そうですね」


    「だったらまだ親御さんの世話になってるだろうし……高校卒業していきなりプロゲーマーで自立、ってわけにはいかないでしょ？　収入もないわけだし」


    　言われて、思い出す。


    　竹たけ井いたちとたまちゃんの家に行ったときも、似たようなことを話した。進路を決める上では、サポートしてくれる人がいる以上、ただ単に自分の意志だけでは決めることはできない。


    「だとしたら、自分が食っていけるいけないと同じくらい、『どうすれば周りが納得してくれるか』ってところも考えないといけない。まあ、プロゲーマーって職業が過渡期だから、仕方ないところもあるんだけど」


    「なるほど……」


    　足あし軽がるさんはなかなか難しいよね、と疲れたふうに笑った。


    「無理やり家を飛び出しても、結局バイトとか仕事をしながら無理やり練習の時間を作る、みたいな生活になるわけだし、だったらそれって、使える時間的に言えば大学に行くのと変わらなくない？　ていうかむしろ少ないかもね」


    「……たしかに、そうですね」


    　それはとても地に足の着いた意見で、きっとその世界をその足で歩いている人だからこそ、生まれる言葉なのだろう。


    



    　そう。それはやっぱり、『現実』であり『人生』なのだ。


    



    　やがて足軽さんは、どこか無邪気で楽しそうな表情で言う。


    「ゲームやって生活していけるなんて、まさに少年が憧あこがれる夢だよね」


    「ですね。僕も昔から、そんな仕事があったらいいなあって思ってました」


    　ゲームが好きな子供なら、誰だれしもが一度は考えたことのある夢だろう。


    「でしょ。そして、いまはそんな仕事が、実際に生まれつつあるんだ」


    「……はい。いい時代ですね」


    　俺はくすり、と笑いながら言った。


    「けどね。だからこそ、一つだけ覚えといてほしい」


    「……一つだけ？」


    「うん」


    　足軽さんは頷うなずくと、すっと表情を引き締めて、


    



    「『夢』だからこそ──そこへ向かう過程は、現実的じゃないといけないんだよ」


    



    　言い切ると、やがて優しく笑った。


    「目標に向かって一つずつ。それが『ゲーマー』の在り方ってものだろう？　少年」


    



    　　　＊＊＊


    



    　それから俺たちはメンバーを入れ替えつつフリー対戦を繰り返し、夜に解散した。


    　戦績としては俺、足あし軽がるさん、日南ひなみ、そして少し離れてハリーさんとマックスさんという順で勝率が高かったように思う。ただ日南は途中でファウンド以外のキャラも何度も出していたし、単純にこれが実力順かと言われると微妙なところだ。


    「今日は誘っていただいてありがとうございました！」


    「ありがとうございました！」


    　日南が礼儀正しく足軽さんたちに言い、俺もそれに続いて挨あい拶さつする。


    「どういたしまして。こちらこそ楽しかった。まさかnanashiくんがみんなの前で大人げなくアタファミで同級生をボコボコにした過去があるなんてね」


    「あーそれはもういいじゃないですか！」


    　日南によって暴露されたエピソードを使っていじってくる足軽さんに、俺は突っ込む。日南め、ピンポイントでアタファミ関連のエピソードを話しやがって……。


    　そんな感じでみんなで駅に向かい、それぞれ向かう方向へと解散する。埼さい京きよう線の大おお宮みや方面は俺と日南だけだったので、そこからはみんなばらばらだ。


    「それじゃあnanashiくん。覚悟が決まったらいつでもこの世界においで」


    　足軽さんがさらりとそんなことを言う。


    「……はい。ちょっと真剣に考えてみます」


    「元々真剣に悩んでいるように見えたけどね？」


    　なんて会話を交わしながらも、今日のオフ会は終わった。


    



    　電車の中で日南と二人。


    　ちらりと見えた日南のスマホの画面にはどうやらTwitterが映っているようで、今日のオフ会のことがどう書かれるかでもチェックしているのだろうか。盗み見はよくないので俺はさっと目を逸そらす。たしかにこいつ、今日はちょいちょい持ちキャラのファウンド出してたもんな。


    「なあ、日南」


    「……なに」


    　日南はスマホをいじりながらもちらりと視線を寄こして返事だけすると、また視線をスマホに戻した。


    「楽しめたか？　今日」


    　俺が尋ねると、日南は苦笑する。


    「ねえ。あなた、私の保護者かなにか？」


    「そ、そういうわけじゃないけど……」


    　言われてみればそんなセリフになってたな。いまなら子供を科学未来館に連れていったあとのパパの気持ちがわかる気がする。


    「まあ……お前を呼んだのは、そのためなわけだし」


    　俺が素直に言うと、日南ひなみはカチ、とスマホの画面の明かりを落とし、そのまま黒い画面を見つめた。


    　きっとそこには、自分自身の顔が映っている。


    「そうね……」


    　混んではいないけど二人並んで座れるほど空すいてもいない電車の車内。ごんこん、ごんこんと定期的に繰り返される車輪の音が、二人を隔てる空間を埋めた。


    「楽しかったわよ。普通に」


    　ぶっきらぼうなトーンで放たれたその言葉。


    　しかし同時に、そこに嘘うそは感じられなかった。


    「やっぱりアタファミって、いいゲームね」


    　日南は視線を窓の外に向けながら言う。


    　すっかり暗くなった埼玉のハズレ。窓に反射した日南の口元は、心なしか楽しそうに笑っていた気がしたけれど、不鮮明な窓の映りでは、きちんと判断はできない。


    「……そうだな。楽しかったなら、安心した」


    「だから、あなた保護者？」


    　うんざりした口調で言う日南ひなみは、俺のしつこさに呆あきれている様子だ。だとしても、このまましつこくお前を楽しませてやるからな。


    「保護者じゃない。俺はお前の弟子」


    「はいはい」


    　適当にあしらうと、日南はこちらを見て、一瞬だけ愉快そうに笑った。その表情は子供のようで、いつもの人を絡め捕るような美しさを持っているこいつとは、また別の魅力があって。


    　俺はそのことにツッコミを入れようかなと思ったけど、まあ、今日だけは勘弁してやることにした。


    　池いけ袋ぶくろから大おお宮みや方面へと向かう電車は、そろそろ北きた戸と田だ駅を通過する。
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    ５　どんなゲームも結局、本気で楽しめるかが一番大事


    



    



    　日曜日の昼。俺は失態に気がついていた。


    「……あれ？」


    　アタファミのトレーニングモードを切り上げて通知を開く。そこには数十分前に届いた菊きく池ちさんからの新着メッセージが表示されていたのだけど、その内容が少しおかしかったのだ。


    



    『ごめんなさい、忙しかったですか…？』


    



    　アプリを開きトークの一覧を見てみると、菊池さんのトークの右側に書かれている通知は『１』。いくつかの話題を並行してやり取りしていたのに返信がこの一つだけになっているのは妙だな、と思いそのトークを開いてみたとき──理由がわかった。


    「あ」


    　昨日、オフ会の前。


    　日南と一緒に待ち合わせをしながら、このあいだの菊池さんの様子について日南に相談しつつも、返信を考えていた。そしてある程度送る内容が定まったので安心したとき、丁ちよう度どハリーさんがやってきたからトークを閉じて──そして、そのままだ。


    　つまり俺はメッセージ入力欄にある程度固まった文章を入れたまま、菊きく池ちさんのメッセージに既読だけつけて、ほぼ丸一日放置してしまっていたのだ。


    「あああ!!」


    　これはやらかした。まあ別に既読をつけたらすぐ返信しないといけないルールがあるわけではないものの、この菊池さんの文面的に、余計な心配をかけてしまったのは間違いない。なので俺は、まずはこれにすぐ返信することにする。


    　俺はメッセージボックスに入れておいた元々の文章を切り取っておきつつ、新しい文章を作成した。


    『ごめん！　このあいだも話したアタファミのオフ会に行ってて、返信してないのに気がつかなかった！』


    　素直に起きたことをそのまま説明すると、俺はそれを送った。


    　するとその数分後。普段は一日に一～二通くらいしかLINEをしない菊池さんから、すぐに返信が来る。届いたのは、二通のメッセージだ。


    



    『そうだったんですね。大丈夫ですよ！』


    『もしよかったら今日、会えませんか…？』


    



    「んん？」


    　やっぱりなにやら珍しいというか、お互いに遊びに誘うことはもちろん付き合っているからあるのだけど、こんなに突如今日会えないか、というのは初めてな気がする。


    　けどどうしたものか。俺は今日、夕方の五時から夜の九時までカラオケセブンスでバイトが入っている。そのあとに会う……ってわけにもいかないよな。


    　時計を見るともう昼の二時。現実的に考えてバイトの前に会うってわけにもいかなそうだし、やっぱり今日は厳しそうだ。というわけで俺はその旨むねを菊池さんに伝える。


    『ごめん！　今日これから９時までバイトなんだよね。』


    『また時間合うときに会おう！』


    　メッセージを送ると、すぐに菊池さんから、


    『ですよね…忙しいのにごめんなさい』


    『バイトがんばってね！』


    　というメッセージが届く。俺はそれに『うん。ありがと！』と返信すると、バイトの準備を始めた。


    　なんというかお互い謝ってばかりのやり取りだったけど、とりあえず誤解が解けてよかった。あとでちゃんと埋め合わせしないとな。


    



    　　　＊＊＊


    



    「友とも崎ざきさん聞きましたよ!?　彼女出来たんですって!?」


    　カラオケセブンスの厨ちゆう房ぼうで、ぐみちゃんが俺に猛烈に絡んできている。


    「ま、まあ」


    　俺が苦笑しながら肯定すると、ぐみちゃんはずいっと俺に体を近づけて尋問してくる。


    「文化祭ですか！　文化祭きっかけですか！」


    「そうだね……」


    「かぁーっ！　チャラ男ですね！」


    「なんでそうなるんだよ」


    　珍しくぐみちゃんが大きい声を出しまくっていて、なんかもう大興奮だ。できればその覇気を接客とかに生かしてもらいたいものだね。


    「あのクラスかわいい子いっぱいいましたもんね!?　どの子です!?」


    「どの子って言われてもな……」


    「ポニテの子ですか!?　ポニテっ子ですか!?」


    「い、いや違う」


    　不意にみみみのことを出されて胸が跳ねるも、この感じだと特になにか知ってるわけではないっぽい。水みず沢さわとかが面白半分で漏もらしてなくてよかった。まああいつはそんなことしないか。


    「違うんですか！　私喋しやべったなかにいます!?」


    「いや多分喋ってないと思う……」


    「写真ないんですか！」


    　怒ど涛とうの勢いで詰められている。俺はオーダーのパフェを作りながらどうだったっけなあと記憶をたどり、そういえば文化祭が終わったあとにクラスの全員で撮った集合写真がクラスのLINEグループに送られてきていたことを思い出す。


    「一応あるな……集合写真だけど」


    「見せてください！」


    「バイト終わったらね」


    　そして俺は完成したパフェをトレーに載せ、「アップいってきまーす」と声出しをしつつルームへと向かう。


    「あ、ちょっと待ってください友崎さん、パフェってことはたぶん３０６ですよね？　これも三階なんで一緒に行っちゃったほうがコスパいいです」


    「あ、了解」


    　うん。だらけてるけど仕事はできるんだよねこの子。さすがコスパガチ勢。


    



    　　　＊＊＊


    



    　そうしてバイト後。二人とも高校生ということで二十一時上がり。


    　私服に着替えた俺は、ぐみちゃんに催促されてしぶしぶ文化祭の集合写真を見せていた。


    「え!!」


    　ぐみちゃんは人差し指と中指でぐぐっと菊きく池ちさんをズームしながら、大声を上げる。


    「ちょっとふざけないでください！　超かわいいじゃないですか!!　しかも清せい楚そ系!!」


    「まあたしかに聖素系ではあるね……」


    　俺は音では伝わらないため自分しかわからないダジャレを言いながら頷うなずく。


    「友とも崎ざきさんこういうのが好きなんですね!?」


    「ま、まあ……」


    　その勢いに押されながらも肯定すると、ぐみちゃんは俺をジト目で見ながら胸のあたりを両手で隠した。


    「ってことは……はっ！　……私のこともタイプってことですか！」


    「いやぐみちゃん清楚系ではないでしょ」


    「ひど！」


    　間違いなくギャル系の軟体動物だ。清楚系じゃないし、ましてや聖素系などありえない。


    「友崎さん、私いま傷つきました」


    「ああそう」


    「傷ついたので従食おごってください。あ、安いやつでいいですよ」


    「安いのも高いのもおごらないから。妥協したみたいに言うな」


    　俺は隙すきあらばたかってくるぐみちゃんをあしらい、なんか「この甲か斐い性しようなし！」とか言われながらも、二人でカラオケセブンスをあとにするのだった。


    



    　そしてカラオケセブンスから大おお宮みや駅までの道。


    　俺はぐみちゃんにこんなことを聞いていた。


    「ぐみちゃんって将来どうなりたいとか決めてるの？」


    「なんです急に。将来って将来の夢ですか？」


    「そうそう」


    　俺が頷くと、ぐみちゃんはきゃぴっとしたポーズを決めながら。


    「お金持ちのお嫁さんです♡」


    「ああ……」


    　なんというか意外性ゼロ過ぎて、聞いた時間が無駄だったレベルだ。


    「だらだらしたいんだもんね……」


    　俺ががっくりしながら言うと、ぐみちゃんはうーん、と人差し指を顎あごのあたりに当てながら、悩むように唇くちびるを尖とがらせた。


    「けど、完全に寄りかかってしまうのはよくないと思ってるんですよね～」


    「そうなの？」


    　さっきと違ってそれは意外性があるので俺はちょっと興味を持つ。


    「はい。最低限自立しないとだめなのかなーみたいなのは思います」


    「へえ。意外とまじめなところあるんだな」


    　俺が素直に感想を漏もらすと、ぐみちゃんは当然です！　と胸を張った。


    「だってその状態でもし相手に逃げられちゃったら、自分じゃ立てなくなっちゃってるじゃないですか。そっからがんばろうとしたら、普通に戻るだけでも大変ですよ。コスパ悪いです」


    「まじめじゃなくてただ単に現実的なだけだったわ」


    　むしろ楽するということに真剣に向き合っているだけだった。


    　けどなんというか、たしかにぐみちゃんってこういうとこあんまり夢想家ではないんだよな。だらだらすることも一種のスキルというか、だらけるためにはそれが可能な環境を維持することが必要で、ただなにもしないだけじゃだらけるのは難しい。そのことを感覚で理解している感じがする。


    「そういう友とも崎ざきさんはどーなんです？」


    「え、俺？　俺は……」


    　聞かれたので俺は自分の将来──というよりもそもそものスタンス、ゲーマー的な生き方について、軽く話してみることにした。


    「とりあえずなんでもいいんだけど、真剣に向き合って、目標を立てて一つ一つ達成していけるようなことに挑戦しつづけたい、っていうのはあるかも」


    「え、なんですかそれ。地獄じゃないですか」


    「ははは。たしかにぐみちゃんにはきつそう」


    　さらりと出てくる地獄というワードにぐみちゃんの実感が伴っている。この子は本当にがんばることが嫌いなんだね。


    「だってやばくないですか。私からしたら目標とか挑戦とか罰ゲームですよ。私はむしろなんでもいいのでなるべくなににも真剣に向き合わないで、ひたすら挑戦から逃げつづけて楽してたいです」


    　めちゃくちゃ饒じよう舌ぜつに出てくるだらだらに対する美学に、俺はつい笑ってしまう。


    　ていうか言われてみて思ったけど、よくよく考えると俺とぐみちゃんのスタンスって、まるっきり反対なのかもしれないな。


    「俺はむしろ、挑戦し続けることが楽しいと思っちゃうんだよね」


    　言うと、ぐみちゃんは「うげぇ……」と吐きそうな顔で俺を見た。


    「やっぱり友とも崎ざきさんって宇宙人ですね……私そんな生き方できないです。なんかもう前提が違うって感じです。生まれた星が違います」


    「あはは、そうかも」と言いながらも一つ、俺は引っかかったことがあった。「……けど」


    「なんです？」


    　それはぐみちゃんの言った『前提』という言葉。


    　たしかに俺とぐみちゃんは『ひたすらに挑戦しつづけたい』『挑戦を避けて楽をしつづけたい』という意味では真逆なのかもしれない。


    　けど。


    「──人生を楽しみたい、っていう前提は、一緒のような気がするんだよね」


    　俺がこれだ、って感じで言うと、ぐみちゃんは「よくわからないです」と首を傾かしげた。伝わらなかったぜ。


    



    　　　＊＊＊


    



    　翌日の月曜日。


    　朝の会議で俺が昨日の菊きく池ちさんのLINEについて少し話すと、日南ひなみは「恋愛にはありがちなことよ。関係を継続していくという意味では問題ないわね」とだけ言われ、その意味はやはり教えてくれなかった。なんなのあいつ。課題に関しては特に報告できなかったけど、新しいLINEグループまでは作っているから、それをもとにがんばるしかない。


    　ということで教室。俺は竹たけ井いとみみみに話しかけ、自分探し会を企画している。とはいえ俺は土曜日のオフ会で既にいろいろなものを得られていたから、今回は課題達成が優先になりそうだ。四人で県外に行くか、六人以上で出かけるかのどちらかだったよな。


    「自分探しなわけだから、いろなことできるとこに行ってみたいよな」


    　俺が言うと、みみみはうーんと頭を悩ませて、


    「だね～！　なんかある？」


    　さらっと竹井にだけ向けて言う。おい俺は。まあたしかにそういうの詳しくないけど。


    　ただ、今日は一味違うんだぜ。ということで俺は横から口を挟む。


    「まあ、新しん宿じゆくとか渋しぶ谷やみたいななんでもあるとこで、いろんなところ見て回るとか？」


    「それいいよなぁ!?」


    「あとはなんでもできる、スポッチャとか？」


    「それもまたいいよなぁ!?」


    　俺の言う提案に、竹井が逐一食いつく。こいつはいい通販のサクラになれるな。


    　ちなみになんで俺がこんなにぽんぽんと提案をできるのかというと簡単、事前に調べたり考えたりしてきているからだ。工夫というほどですらない、基礎中の基礎だ。


    「おおー！　スポッチャいいね！　そういえば私、なんだかんだ行ったことない！」


    　みみみもうんうんと頷うなずき、わりと空気は定まってきている感じがある。スポッチャか、提案はしたもののもちろん俺は行ったことないぞ。なんなら普通にラウンドワンも一人でしか行ったことがない。ラウンドワンって言ってるくらいだからそっちが正しいと思う。


    　バスケやフットサルなどの普通のスポーツからダーツやビリヤード、さらになんでもやり放題のゲームセンターまであるらしいスポッチャ。一日でいろんなことを経験するという意味でも、自分探しとして悪くない選択肢だろう。体育でやったスポーツ以外やったことない俺には新しいことだらけだ。


    「お、じゃあもうスポッチャにしちゃう？　お台だい場ばにいい感じのがあるらしいよ」


    　俺がなるべく中心になろうと場をまとめるように言うと、二人も「いいね！」と同意する。おお、なんか俺が決めたみたいになったぞ。しかもさらっと県外にしたからな。見たか日南ひなみ。


    「お、なになに、スポッチャ？」


    　そこで言いながら近づいてきたのは中なか村むらだ。後ろには泉いずみもついてきていて、めちゃくちゃキラキラした目で俺たちを見ている。


    「いきたーい！」


    　そして泉は欲望をそのまま言葉にした。さすがはギャル、やりたいことに素直だぜ。


    「おおー！　なかむー＆ゆずっち！　大歓迎だよ！」


    　みみみも楽しそうにはしゃぐ。メンバーもメンバーだし華やかで、人数も増えてお祭り感出てきたぞ。なにやらクラスメイトみんなの目が集まっている感覚すらある。なにしろみみみと竹たけ井いが集まるとそれだけですごいのに、カーストトップカップルまで来たからな。


    「私もー！」


    　という感じで柏かしわ崎ざきさんもやってきて、それに続いて「楽しそうじゃん！」とか言いながら橘たちばなまでやってきた。なんだこれ。パリピか？　しかもその中心というか、これをそもそも企画したのが俺と考えると、なんかちょっとファンタジーにすら思えてきたぞ。ていうか一応これ進路に迷う自分探し会なんだからな。なんかただ楽しむだけの会みたいになりつつあるけど。


    　ていうかこれどうなるんだろう。四人以上で県外に行くか、六人以上でどこかに行くかという二つの課題を出されていたけど、この感じだと六人以上で県外に行けそうだ。一気に二つクリアってことでいいのかな。


    「た、たまも誘っていいかなあ!?」


    「えーと、そりゃいいけど……うーん」


    　そして明らかに顔を赤くしながら言う竹井に、俺はどう答えるべきか迷ってしまうのだった。いや、もちろんいいんだけど、やはりたまちゃんは俺が守らないといけない。


    



    　　　＊＊＊


    



    　その日の移動教室の前の休み時間。


    「菊きく池ちさん」


    　俺は図書室に来ていた。


    「友とも崎ざきくん！」


    　菊池さんは俺の顔を見ると、ぱあっと表情を明るくする。ちょっとすれ違ったLINEなどもあって二人で顔を合わせるのは少し不安だったりしたけど、こうして会ってみるだけで、やっぱり安心するな。


    「ごめんね、昨日は」


    「ううん。私こそ」


    　そんな感じでお互いが謝り合い、なんだかくすぐったい気持ちになる。気まずさがリセットされていく感覚というか、やっぱり文字だけのやり取りだとうまくいかなかったりするよね。


    　俺たちはいつものように隣り合って、アンディ作品を読む。なにか話したいことがあれば話すし、そうじゃなければ落ち着いてただ、隣にいる。そんな時間がやっぱり俺は好きだった。


    「……友崎くん」


    「うん？」


    　声に顔を向けると、菊池さんはなにやらスマホを操作して、なにかお店のサイトを俺に見せてきていた。


    「ここ、いきたいなって」


    「……どれどれ」


    　スマホを受け取り、表示されているサイトを見る。


    　どうやらオリジナルのノンアルコールカクテルが有名なカフェ＆バーらしく、様々な童話やファンタジーの世界観をモチーフにした不思議なドリンクが売りなのだそうだ。


    「おお、いいね！　行こうよ」


    　俺が素直に言うと、菊池さんは笑顔で「うん！」と頷うなずく。そして俺からスマホを再び受け取り、カレンダーのアプリを開いた。


    「えーと……今週の日曜日とかってどうですか？」


    「日曜日ね。えーと……日曜日は」言いながら思い出す。「あ、ごめん」


    「あ、なにかありました？」


    　俺は頷く、というかまさにさっき、予定が入ったのだ。


    「えーと、みんなでスポッチャに行く予定があって……」


    「あ……」


    　その言葉に、菊池さんの表情が少しだけ、暗くなる。そしてそれを隠すように微笑ほほえむのが、余計俺をつらくした。


    「さっき話してた……七なな海みさんたちとの」


    「う、うん。そう」


    　菊きく池ちさんは少しだけ寂さびしそうに目を伏せると、我慢するように微笑ほほえんで、顔を上げた。どうにかしたいと思ったが、あのメンバーのなかに菊池さんを誘うのも違うだろう。リア充メンバーすぎるし、橘たちばながいるのも複雑だ。


    「それじゃあ、土曜日は」


    「うん、土曜日なら──」


    　言いながらカレンダーを確認し、言葉を止める。


    「じゃない、ごめん。その日はオフだ。……アタファミの」


    「あ、また……」


    　そして、会話が止まる。


    　土日の予定が噛かみ合わなかっただけなのに、ひどく空気が重く感じられた。


    「えっと……それじゃあ、来週、ですかね？」


    「うん。そうしよう！　えーっと……いま、バイトのシフト作ってもらってて、たぶんどっちかは空くと思うから、ごめん、ちょっと待ってて」


    「……うん。わかった」


    　菊池さんはまた微笑んで、俺の言葉を受け入れてくれる。


    　けど少しだけ無理をして笑っているふうでもあって、俺はそれが気になった。


    「あの……そういえば、友とも崎ざきくん」


    「うん？」


    「……すごいですね？　Twitter」


    「あ、……見た？」


    　そう。Twitter。


    　俺はあのオフ会のあと、nanashiとしてのTwitterがあることを足あし軽がるさんへ伝えた。すると足軽さんが俺にフォローを返してくれて、しかもその場で俺を紹介するツイートを投稿。さらにその日録画していた俺と足軽さんとの対戦動画がYouTubeへアップされ、その熱い展開も相まって、再生数が一日で数万まで伸びたのだ。


    　そしてその影響もあり、なんと俺のTwitterのフォロワー数は、まだ始めてから一週間足らずであるのにもかかわらず、千人をあっさりと超えていた。


    「なんかこう、思ったより大変なことになったなあって……」


    　レナちゃんからリプライで『文ふみ也やくん』と呼ばれた件も然しかり、ここ数日だけでそこそこ大変なTwitterライフを送っていたけど……やっぱり足軽さんの影響は大きかった。


    「ふふ、ですね。さすが日本一、です」


    「あはは……ありがと」


    　苦笑しながら言うと、菊きく池ちさんは少し心配そうな表情で俺を見た。


    「えっとその……文也くん、って呼んでる女の子って……」


    　とても言いづらそうに言う。俺はその言葉にドキリと、胸が跳ねた。もともと少し罪悪感がある関係ではあったため、なにか途端に居い心ごこ地ちが悪くなる。


    「う、うん？」


    「その土曜日には……いるのかな、って……」


    「えーっと、どうだろ、たぶん……いるかな」


    　俺がしどろもどろに言うと、菊池さんははっと口を押さえて、慌あわてたように。


    「あ！　ご、ごめんなさい、と、問いただすみたいなこと、しちゃって……」


    「そ、そんなこと！」


    「え、ええと。……なんでもないので、大丈夫です」


    「そう？　……けど普通に、ただのオフ会で一回会ったってだけだから、心配しないで」


    「……うん。わかった」


    　頷うなずくと、菊池さんは無理やり作るようにして、笑顔を見せた。


    　俺はそれがなんだか悲しくて責任を感じてしまったけど、どうすれば菊池さんの心配を完全になくしてやれるのかは、わからなかった。それに、あんな電話をしてしまった以上、『一回会っただけ』というのも少し違うのかもしれない。


    「あ……そろそろ」


    「ほんとだ。行こっか」


    　そうして休み時間は終わり、俺と菊池さんは生物室へと向かった。


    　……ほかに話したいこともあったんだけど、なんだか話しそびれちゃったな。


    



    　　　＊＊＊


    



    　その日の放課後。北きた与よ野の駅。


    　いつもはそれぞれのグループで下校しているみんなだったけど、今日はスポッチャについて話し合うということでなんとなく合流、大所帯で下校することになった関係上、俺は今日もまたここでみみみと二人っきりとなる。これもお馴な染じみになってきたけど──やっぱり、菊池さんのことは気になってしまうよな。


    「あれからどーですかブレーンは！　なんか決まった？」


    「……なんかって、進路？」


    「そーそー！　やりたいこと！」


    　みみみに問われ、俺は週末を経て考えたことを、もう一度頭のなかで確認する。


    「実はさ、またオフ会行ってきて」


    「おーまた？」


    「うん」


    　俺が頷うなずくと、みみみは興味深げにキラキラした目を俺に向けた。


    「実は、プロとして活躍してるゲーマーの人に会ったんだよね」


    「え！？」


    　そして俺はプロゲーマーの足あし軽がるさんと会ったこと、その人と公式ルールで戦ったことを話す。


    「おーついにプロとブレーンが対決！　それは熱いね！」


    「──で、俺、負けちゃって」


    「え！？　そうなの！？　ブレーン日本一って言ってなかった！？」


    　驚くみみみに、俺はどう説明しようか迷いながらも、


    「そうなんだけど……ほら、オンラインでの勝率と、そのとき限りの勝敗って違うからさ」


    「そうなの？」


    「うん、ほらなんて言うか、オンとオフってそもそも操作の感覚が違うし、あと本番には本番のメンタルがあったっていうか……」


    　すると、みみみは「あ～」と納得したように、真剣なトーンの声を漏もらした。


    「それ、ちょっとわかるかも」


    「わかる？」


    　俺が聞き返すと、みみみはうんうん、と元気よく頷く。


    「ほら、陸上とかでもそうだからさ」


    　言われて、俺は納得する。


    「あそっか。大会とか、出るもんな」


    「そーそー」


    　みみみは苦笑とともに頷くと、コミカルなため息をつきながら、言葉を続けた。


    「私けっこう緊張しぃだからさー。本番とか苦労するんだよね～」


    「あーたしかにみみみ、ちょっとそんな感じするかも」


    「あはは、わかるー？　けど、実際そーなんだよ」


    　みみみはなぜか得意げに言うと、ふむ、と唇くちびるを尖とがらせる。


    「せっかく練習でいい記録出しても……本番で失敗したら、全部パーになっちゃうんだよね」


    「あー……まあ、たしかにな」


    　俺はみみみの言葉に納得しつつも、頭に浮かんでいたのは、足軽さんとの戦いだった。


    「けど、俺はさ」


    　それはレートでは経験したことのなかった緊張。ここで勝たなければならないという焦あせり。


    「なんか……本番一発だったからこそ、すげー燃えて」


    　負けたはずなのに、悔しかったはずなのに、記憶に残っているのは滾るような興奮で。


    「読み合いの一つ一つが、いままで経験したことないくらい重くて、ワクワクしたんだよ」


    　思わず親指がコントローラーのスティックを弾はじくように、ぱちんと動いた。


    「そっかあ……。けど、オンラインで一位なのは俺なのに～って、思ったりしない？」


    　みみみの問いかけに、俺は少しだけ迷って、


    「たしかに勝率とか関係なく、その一戦で決まっちゃうのは理不尽なのかもしれないけど……その一戦に賭かけなきゃいけなかったからこそ、めちゃくちゃ楽しかったんだよね」


    　言いながら、俺はやがて驚いた。


    「……え」


    　俺は自分の唇くちびるに触れ、瞼まぶたを瞬かせる。自分の口から出た言葉が示す意味に、気がついたのだ。


    　だって、ここでずっと話していること。さっき、みみみが言っていたこと。


    　──本番で失敗したら、全部パーになる。つまり、理不尽で不平等。


    　それは俺が日南ひなみと出会う前、人生についてずっと思ってきたことだ。


    　だから人生はクソゲーだし、真剣に向き合う必要はないのだと思っていた。


    　けど。俺はいま──なんて言った？


    「……そっか」


    「んー？　どしたの？」


    　みみみはひょっこりと顔を出して俺の顔を覗のぞき込む。


    「俺さ。人生をゲームみたいに考えてる、って言ってたじゃん」


    「うん。言ってたね」


    　それは、友とも崎ざき文ふみ也やの人生観、もしくはnanashiとしてのゲーム観の根幹だ。


    「けど、プロのゲーマーの人たちって、たぶん……逆なんだよな」


    「逆？」


    　俺は頷うなずきながら、自分の手のひらを見つめた。


    



    「あの人たちは、俺とは逆に──『ゲーム』を『人生』って考えてるんだよな」


    



    　言いながら、それはすごい覚悟だな、と思った。


    　同時に、きっとすごく楽しいんだろうな、と本能的に感じた。


    　戻ることはない一回性。瞬間にすべてを賭ける熱量。


    　それらはきっと、ある意味『人生』の理不尽さが生み出す、脈打つようなリアルな感覚で。


    　あの闘いのなかで、俺があんなにワクワクした理由はきっと、そこにある。


    　ならば、もしも──


    



    　アタファミという神ゲーを、俺の『人生』にすることができるのだとしたら。


    　そんなに楽しいことが、ほかにあるだろうか？


    



    「──そうか」


    　俺は息を吸って吐いて、抽象的に昂たかぶった思考に輪郭を与えていく。


    　俺はゲーマーとして、あらゆるゲームで自分は『キャラクター』でいたいのだと思ってきた。


    　心の底からゲームに没入して、全力でその世界を楽しみたいのだ、と。


    　そして、思い出す。あの瞬間。あの数分間の闘いのなか。


    　俺はアタファミというゲームのなかでも、人生というゲームのなかでも──


    



    　間違いなく、キャラクターだった。


    



    　それはまるで、アタファミと人生との境目が、溶け合っていくような感覚。


    　コントローラーを握る手の汗は現実のものだけど、闘いに心から熱中できるのは、それが『アタファミ』だからで。


    　絶対に負けたくなくて足あ掻がくファウンドは画面の中だけど、その一戦にすべてを賭かけているのは、それが『人生』だからで。


    　人生が。アタファミが。混ざりあって渦になって、一つの熱量を生んでいる。


    　その中を、一人の俺というキャラクターとして、全力でプレイする。


    　きっとそれこそが、俺の『やりたいこと』なのだろう。


    　そう。つまり──


    



    　俺は大好きな『アタファミ』に熱中することで、自分の人生をもっと彩りたい。


    　俺は自分の『人生』を賭かけて闘うことで、アタファミの中にもっと没入したい。


    



    　それはきっと──『人生』と『アタファミ』のハイブリッドスタイルだ。


    



    「ブレーン？」


    　みみみは俺のことをきょとんと見ている。
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    　そんなみみみをよそに、俺は自分のなかで、結論を出してしまっていた。


    「俺、プロゲーマーを目指すことにする」


    「そーなんだ？　……って、ええ！？」


    　あまりに不意打ちな決意の吐露に、みみみは大声を出して驚いた。


    「え！？　なになに急に！？　いまこの瞬間！？」


    「ちょっと本気で、やってみようかな、って」


    　当たり前みたいに言う俺に、みみみは明らかに困惑している。


    「ちょっと待ってどういうこと！？　自分には才能あるって自信があるってこと！？」


    　勢いよく問われ、俺は少し考える。


    「うーん……まあそれもなくはないんだけど……」


    「なくはないんだ？　ブレーンって、やっぱりちょっとすごいね？」


    「うん。けどそれよりも、さ」


    　俺は、たったいま考えたことを、端的に。


    



    「ゲームを使って人生を楽しんで、人生を使ってゲームを楽しめば──


    　ぐるぐる回って無限に世界が楽しくなるのかなー、って」


    



    　それは口に出してみると、思ったよりも幼稚な響きだった。


    「……ブレーンって、やっぱりちょっと馬ば鹿かなのかも？」


    「あ、あれ？」


    　みみみも同じことを思ったようです。

  


  
    ６　一つのフラグを立てると、知らぬ間に別のフラグが折れていたりする


    



    



    　次の日の朝。


    　俺はひょんなことから話題の中心にいた。


    「友とも崎ざき、それまじ？」


    「まじ」


    　そう。昨日みみみに話した『プロゲーマーを目指す』という件について、もう普通にみんなに言うことにしたのだ。決めたのだから自分の選択に後悔はないし、それはなにも恥ずべきことではないからな。


    「ていうか、レート一位って俺勝てるわけねーじゃねーかよ」


    　中なか村むらがぶーぶー文句を言っている。


    「それは勝負を挑んだ中村が悪い」


    「あ？」


    「ひっ……！」


    　こんな感じでちゃんと中村の文句にも言い返せるようになってきているし、これは徐々に実力差が埋まっていると言っていいだろう。


    「うーん、やっぱり文ふみ也やはただものじゃなかったか。俺って見る目ありだね」


    　水みず沢さわはなんかそれをダシに自分上げをしているけど、まあ水沢だからいいか。


    「ワンちゃん俺にアタファミ教えてー！」


    「いいけどあれ結構頭も使うゲームだからなあ」


    「おおー！　じゃあ俺向いてるっしょー！」


    「はっはっは。そうかそうか。よかったよかった」


    　そんな感じで男衆で盛り上がる。アタファミで一位ってかなりすごいことではあるんだけど、まあやっぱりゲームはゲームだからなのか、こうしてグループ内では盛り上がるけどグループ外には派及しない、くらいの盛り上がりにとどまっている。まあそのほうが俺としてもありがたいんだけど、アタファミってすごいんだぞお前ら、って気持ちはある。


    　ちなみにこのことがほかの人に知れたことについて、人生攻略に悪い影響を及ぼすとかはないのかなと思い日南ひなみのほうを見てみると、こちらへ人を殺せる視線を送ってきているみたいなことは特になかったので、たぶん大丈夫ってことなんだと思う。


    「……ん？」


    　と、日南から視線を戻そうとしたとき。その近くにいた菊きく池ちさんがこっちをちらっと見たのが視界に入った。そういえばこの件については、昨日帰ったあとLINEとかでも話そうと思ってたけど、結局やめておいたんだよな。


    　けど、いまここで話しかけにいくというよりは、休み時間や放課後を待とうと思う。なんてったって菊きく池ちさんには、二人のときにちゃんと話したいからね。


    



    　　　＊＊＊


    



    　その日の一時間目の休み時間。


    「菊池さん」


    　俺が近づいて話しかけると、菊池さんはびくっとしたように肩を震ふるわせた。


    「あ……友とも崎ざきくん」


    　その視線はどこか気まずそうに伏せられていて、やっぱり昨日のことがまだ尾を引いているのだろうか。


    「あのさ」


    　そして、俺は菊池さんを引っ張るように。


    「今日の放課後、一緒に帰らない？」


    　言うと、菊池さんは俺に目を合わせる。けれど、その表情はどこか浮かない様子だった。


    「あの……」


    「うん？」


    　菊池さんは、様子を窺うかがうような視線を俺に向けた。


    「……進路」


    　そして、その口から出た言葉は少し意外なものだった。


    「進路、決めたんですね？」


    「え？　う、うん。決めたけど」


    「そっか……」


    　一緒に下校しないかと誘った返しに進路の話というのは少し妙だったけど、まあホームルーム前にすごい騒いでたからな。菊池さんにはまだ話せていなかったし、驚くのも無理はないと思う。それを話すために一緒に下校しようと誘ったんだけど、そりゃあれだけ大きな声で騒がれていたら耳にも入るか。


    「えーっと、あとで改めて話そうと思ってたんだけど……プロゲーマー目指そうかな、って」


    「そう……なんですね」


    　相あい槌づちを打つ菊池さんの表情はやっぱり曇っていて、心ここにあらずという感じだ。けれど明確になにかおかしなことをしているわけではないため、その理由は尋ねづらい。


    「あの。……きっかけは」


    　菊池さんは、遠慮がちに言う。


    「きっかけは、なんだったんですか？」


    「あー、えーっと」


    　それはもういろいろあるというか、それを話すと長くなるからこそ、俺は放課後一緒に帰りたいと思ったのだ。


    「オフ会とか、みみみと話したこととかいろいろあるんだけど、そういうこともちゃんと、話したいからさ」


    「オフ会と……七なな海みさん」


    　菊きく池ちさんは俺の言葉を繰り返すと、寂さびしげに笑った。


    「だからえっと、今日一緒に──」


    　そう言いかけたとき。


    　珍しく菊池さんは、俺の言葉を遮さえぎるように口を開いた。


    「ごめんなさい」


    「え……」


    　それはまた、思いもよらぬ返事。


    「えっと……今日は、一人で帰りたい気分、かなって」


    　言われて、俺は言葉を失ってしまう。


    　いままでも別に毎日一緒に帰っているわけではなかった。けど、特になにか用事があるわけでもないのに、一人で帰りたいなんて理由で誘いを断られたのは初めてだった。


    「そっ……か」


    「……うん」


    　また、気まずい空気が流れる。


    「……わかった。それじゃあ今日は、別々で帰ろっか」


    　言いながら込み上げてくる悲しさを、ぐっと堪こらえる。


    　けれど、一緒に帰りたいというのは、あくまで俺の希望。付き合っているとはいえ菊池さんが拒絶しているのなら、個人の意思は尊重すべきだ。


    「別々……」


    　菊池さんは俯うつむいたまま、俺の言葉を繰り返す。俺はそれ以上語る言葉を持たず、ただ菊池さんを見つめるだけになってしまう。


    　菊池さんは一瞬だけ息を止めると、不安げな瞳ひとみを俺に向けた。


    「あの……別々って、友とも崎ざきくんはだれと──」


    　そのとき。


    　菊池さんの小さな声をかき消すようにチャイムが鳴り、俺たちの会話は打ち切られてしまう。


    　なにかを言いかけた菊池さん。徐々にざわつきが収まっていく教室。大事なことならそれだけもう一度伝えることくらいはできる状況だったけど、菊池さんが途切れた言葉を再び紡つむぐことはなかった。


    　二人は無言で互いの席につき、授業が始まる。


    　俺の目にはただ、焦燥したように唇くちびるを噛かむ菊きく池ちさんの姿だけが、焼き付いていた。


    



    　　　＊＊＊


    



    　その日の昼休み。


    　また、予想外の出来事が起きていた。


    「……え」


    　スポッチャに行くメンバーで学食に集まり、談笑しながら昼食を取っていたとき。


    　菊池さんから、LINEが届いたのだ。


    



    『ごめんなさい。やっぱり今日、一緒に帰りたいです。』


    



    　俺はワイワイとみんなで盛り上がるテーブルで一人、じっとスマホを見つめる。


    　これは一体どういうことだろうか。


    　朝に一緒に帰ることを拒絶され、いまは昼休み。この数時間のあいだに、菊池さんの心境にどんな変化があったのか。わからなかった。


    　──それに。もう一つ問題がある。


    「じゃあ今日の放課後いろいろ会議っしょー！」


    　これまでの会話をまとめて、竹たけ井いが言う。


    　そう。この集まったメンバーで、今日の放課後教室で集まることになってしまったのだ。菊池さんに下校を断られてしまったということもあり、俺もそこに参加することで話を進めてしまっている。


    　けど、やっぱり菊池さんの様子は明らかにおかしい。このまま放っておいていいとは思えない。


    　だから俺はこの場の会話になんとなくノリを合わせつつも、菊池さんへの返信を打ち込む。


    　きっとこういうときは、ちゃんと正直に全部伝えるのが一番だ。


    



    『今日放課後教室でみんなといろいろ話すことになっちゃってるから、それ終わるまで待っててもらってもいい？


    　俺も菊池さんと一緒に帰りたいから！』


    



    　その文面でLINEを返すと、俺はスマホの画面を消す。


    　付き合うなんてこと初めてで、わからないことばかりだけど。


    　こうしてきちんと正面から向き合えば、きっとわかりあえるはずなのだ。


    



    　　　＊＊＊


    



    　放課後。


    　結局リア充メンバーたちとのスポッチャ会議、もといただの雑談は一時間にも及び、そのあいだ菊きく池ちさんには図書室で待ってもらうことになった。


    　橘たちばなや柏かしわ崎ざきさんなども含む若干特殊なメンバーで一時間も雑談するのは結構疲れてしまい、終えて図書室に向かう頃ころにはかなりへとへとになってしまっていた。まあ、ただでさえ菊池さんのことでたくさん悩んだあとだったからな。


    　図書室に入ると、そこには本を持って佇たたずむ見慣れた菊池さんの姿があった。俺に気がつくと微笑ほほえみ、本をぱたりと閉じる。なんだかその姿を久々に見たような気がして、俺は安心する。


    「お疲れさまです」


    「うん。おつかれ。っていうか、ほんとに疲れた」


    「そうなんですか？」


    　聞き返す菊池さんに頷うなずき、俺は隣に座りながら持ってきた荷物を机の上に置く。


    「ちょっと休憩していい？」


    「ふふ。わかりました。改めて、お疲れさまです」


    「……ありがと」


    　そんな感じで、ゆっくりとした時間が流れる。


    「休憩できたら言ってくださいね」


    「うん。わかった。ちょっとトイレ行ってくるね」


    「はーい」


    　そうして俺は図書室脇わきのトイレへと向かう。実は三十分前から行きたかったけどリア充の波に飲まれてなかなか言い出せなかったなんて言えない。


    　俺は用を足し、鏡の前で手を洗う。よし、と気合いを入れて、自分に向けて頷いた。


    　それにしても、集合を図書室にしてよかったな。なんだかあの空間に行っただけで、今日の気まずかった空気が、いくらかだけ柔らかくなったような気がしていた。


    　これなら今までのいろんなことを、きちんと説明できるような気がするぞ──


    



    　そんなことを思いながら図書室に戻ったとき、それが起こった。


    　ドアを開く、中を見る。


    　するとそこにはなぜか、俺のスマホを手に取っている菊池さんの姿があった。


    「……っ！」


    　菊きく池ちさんは気配に気がついたのかこっちを見ると、焦あせり、失望、悲しみ──そのどれにも見えるような表情で、俺と向き合った。


    「……菊池さん？」


    　そして。


    　菊池さんは俺のスマホを机に置くと、そのまま荷物を持って駆け出した。


    「え、ちょっ！」


    　俺の静止は届かず、菊池さんは図書室から出ていってしまう。追いかけるべきなのか、そもそも一体なにが起きているのか。俺は混乱した頭でなんとか考えをまとめて、まずは原因を確かめるべきだと思った。


    　だから俺は菊池さんが見ていた俺のスマホを手に取り──あまりの間の悪さに驚いた。


    　そこに表示されていたのは、レナちゃんからのラインの通知。


    　その内容は。


    



    『こないだは急にえっちな話しちゃってごめんね～』


    



    　俺は後悔と焦りに追い立てられ、そのまま図書室を飛び出す。


    　けれどもう、菊池さんの姿は見えなかった。


    「……まずい、よな」


    　それは明らかに、俺と菊池さんの関係における、最大の危機だった。

  


  
    あとがき


    



    　皆さまご無沙汰しております。アニメ化作家の屋や久くユウキです。


    　本シリーズも開始から三年以上が経たち、出した本は実に九冊。それでも応援してくれる人が増えつづけていることは、アニメ化作家の屋久ユウキとしても、とても嬉うれしく思っております。


    　そしてアニメ化作家の屋久ユウキとしましては今後も、次の十冊目という大台に向けて慢心することなく、アニメ化作家なりの物語を紡つむいでいきたいと思っています。


    　はい、調子のりました。ということでなんと、アニメ化が発表されました！


    　友とも崎ざきくんというシリーズはファンの方々やブロガーさんやライターさん、多くの書店員さんなどの後押しのおかげで大きくなってきたシリーズです。それがこうして三年以上をかけて、アニメというところまでたどり着きました。こうしたかたちで、少しは恩を返せているのでしょうか。応援、本当にありがとうございます。放送はまだしばらく先の予定ですが、楽しみに待っていただけたらと思います。


    　そして僕としては今後も、皆さんにあらゆる形で『弱キャラ友崎くん』を楽しんでもらうためにも、できることはすべて手を抜かず、全力を出していきたいと思っています。


    　と、ここでお気づきの方もいるかもしれません。あらゆることに全力を出す──それは今巻表紙の日南ひなみ葵あおいが、左手の指でセーターの袖そでを挟はさんでいることにも、近いのだということに。


    　袖について解説するにあたって、まずみなさんに考えていただきたいのは『重力』についてです。ご存知かと思いますが、地球には重力があります。そして重力があるということは、本来このポーズをしている彼女の袖は、落ちてくるはずなのです。しかしどうでしょう？　実際この表紙の日南はそうなっておらず、可愛かわいらしい『袖余り』の状態になっています。


    　そう。つまり彼女は自分を演出するためにこっそりと、その裾すそを指で押さえているのです。


    　しかし、ここで重要なのは袖余りそのものよりも、そこからわかるもう一つの事実でしょう。


    　袖余りは演出されたもの──それがわかると芋いもづる式に、あらゆることが彼女の演出であるのだと理解できます。同じく左手の指で、自らの毛髪の先をつまんでいること。もしくはこの前の瞬間に体を翻ひるがえしたのか、スカートの裾がふわりと浮いていること。それらのすべてが、僕たちを惑まどわす意図的な可愛げであり官能だったのです。この思い、少しでも伝われば幸いです。


    　では、謝辞です。


    　イラストのフライさん。いつもTwitterで変な絡み方ばかりしてしまってますが、そろそろ怒ったほうがいいと思います。屋久ユウキを止められるのはフライさんだけです。ファンです。


    　担当の岩いわ浅あささん。ついにアニメまで来ましたね。次は一緒にハリウッドを目指しましょう。


    　そして読者の皆さん。動く友崎たちを見せられると思うと、ワクワクします。楽しみに待っていてください。いつも応援、ありがとうございます。


    　ではまた次巻もお付き合いいただければ幸いです。


    
      屋久ユウキ

    

  


  
    屋久ユウキ


    Yuuki Yaku


    



    １９９１年生まれ。ライトノベル作家。古着屋の店員と「気がついたら黒い服買っちゃってるんですよね～。だからいろんなの買っときたいなーと思って…」と会話し、その数分後に黒い服をレジに持っていく、などの特技を持つ。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    弱キャラ友崎くん　Ｌｖ．８
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